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飲食物中亜硫酸の試験法研究成績報告
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　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容

　　　　　緒　言

第一章　亜硫酸の定性的試験法の研究

　一、　鉛糖紙を以て鑑識する法

　二、　　ヨード酸カリウム澱粉紙を以て鍛識する

　　　　法

第二章　　亜硫酸定量法の研究

（甲）ヨード溶液を以て酸化する定量法

　　、　イェルヴイネン氏法

　二、　蒸溜滴定法

　三、　　蒸傭液滴定後重量法の施1用

　四、　重量法

　五、　直接滴定法

　六、　蒸鮒商定法に關する緊要事頚に就て

　　　イ．炭酸瓦斯の糖製

　　　ロ・　蒸鋼装置中≦…氣混入による影讐i拉に炭

　　　　　酸瓦斯通入速度　　　　　　　　　　一

　　　へ　稀罧水量，蒸鯛時問地に共速度

　　　二・蒸鯛水のヨード定規液浩費量

　　　ホ．桧｛澄のアルカリ塵理

　　　へ分解用酸類
　　　ト．酒精性飲料の蒸fi留滴定

　　　チ．揮獲性物質の影警

　　　リ．澱粉糊液

　七、　直接滴定法に關する緊要事頚に就て

口　　次

　　イ．稀三法

　　ロ．カリ滴液の濃度に依る影響

　　　ハ。刀リ油液を以てする分解時間に依る影

　　二．ゲラチン及肇酒中亜硫酸の直接滴定

　　　　　附　試験成績

八、　蒸留及直接滴定試瞼法案　附　試験成績

　　イ．蒸鋼滴定試瞼法

　　　　　附　滴定液重量法

　　ロ．直接滴定法

　　へ　各種検盟に就き施行せる蒸留滴定法と

　　　　　滴定液重量法及び重量法の5比較試験成

　　　　績
　　昌．結　論

　　ホ．蒸鋼滴定法による粟子類の試験成績

（乙）過酸化水素を以て酸化する客量分析法の研

　　　究

　　イ．　酸化用過酸化水素液に就て

　　ロ．試瞼方法の研究
　　　ハ．ウイリアムズ氏法ゐ改良試験法案　　　・

　　昌．ウイリアムズ氏改良法とヨード法との

　　　　　比較試訳

　　ホ．結　論

維　猛

し



　2　　　　　　　　　　　　　　　衣笠・服部・早津・秋山・伊藤・一方井

　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　亜硫酸は飲食物の防腐剤として，叉は漂白湖として贋く使用せらるるところにして，

硫黄の燃化等によりて容易に得られ，瓦斯妖に於て容器或は器具の殺菌に，又はブラ

ンキ。トXa2S204等の漂白1剤として，飲食物の漂白，精製の目的に屡々鷹用せらる・亜

硫酸は遊離状態に於ては多く無水物として瓦斯状をなすを以て，遊離の匿保留せらる

ること勘く，塞中に飛散清失し，或は自然酸化にようて硫酸となるべしと雛も，有機

性成分と結合せるものは長く食品中に残存す．

　從來各國に於ては各々法規に從ひ，之が使用を嚴禁せしと錐も，厭洲大臓以後欧米

三一に於ては軌れも漸次各食品につき，製造行程上叉は共貯藏上必要とする極限：量を

限定し，以て共使用を許可せんとするに到れう．即ち次の如し・

　　　　　　　　　　楡膿11）0萬分中の亜硫酸（SO2）認容量．
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　本邦に於ては法規によウ之等防腐剤の使用は醒禁せらるると乙うなムと錐も世界

の大勢に順慮し許可制を採用せんとするに當う，まつ之が簡軍なる試験法の必要に迫

られたるを以て，，從來の内外文獄に徴し最も適當なウと思考せるものを選び，各種楡

骨豊に就き比較研究せり．以下各章に分ち順次共成績を報告すべし・

　　　　　　　　　　第一輩　亜硫酸の定性的試験法の研究

　或特種の飲食物に封し一定量の亜硫酸含有を許容せんとする場合，共限界量を超過
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するや否やに就き，簡軍なる豫備的定性試験を施行するを得ば，飲食物の衛生警察的取

締上置も便利とすると乙うなるを以て，先づ初めに其定性的白駒法を研究せウ．而し

て亜硫酸の定性的鑑識法として行はるるものは，ヨード酸カツウム澱粉紙法，フクシン

紙法，赤血盤盤化鐵紙法，鉛糖紙法等あり，是等の試験法中フクシン紙法はフクシン溶

液を以て濾紙片を染色し，之を槍膿の酸性水溶液上に懸垂し亜硫酸による槌色を以て

鑑識する方法にして，之を試駿するに，本法はフクシンに依る噌定標準の著色紙を得る

こと難く，又其腿色の程度を鑑識すること困難にして，實用に堪えざることを知れり．

次に赤血盤盤化鐡紙法にあうては，赤血盤の0．1％水溶液を以て濾紙片を潤ほし，之に

二化銑溶液を以て褐色の斑黙を生ぜしめ，之を亜硫酸琵欺中に懸垂するときは著しく

藍絶するにあるも，本法は極めて新鮮なる赤山盛を使用するに非ざれば，既に盤山回溶

液との接鰯に於て藍麺乃至山山し，普通市販の赤血温にては實用に堪えざるの懸念あ

みて，本法も漏壷當ならず，故に専ら其他の二方法に就て試験せう．

　　　　　　　　　　　（D　漏壷紙を以て鑑識する方法

　本法は亜鉛及び盤酸を以て亜硫酸を還元し，生成せる硫化水素を鉛糖紙を以て槍す

る方法にして，小官等の施行せる試験方法次の如し．

　長さ約18c皿，直径約％Clnの試論管に，亜硫酸ソーダ溶液並其他の槍液一定量を取

ウ，水25ccm亜鉛約0．29及局方盤酸2ccmを加へ，試験管の中央部に綿栓を寛く施し，ア

ムモニア水にて灘せる鉛山高を懸垂せる木栓にて試験管を寛く栓塞し，室温に30分間

放置し，次に沸騰重湯二上に2分間加温し，更に30分間放冷して鉛糖紙の黒攣するや

否やを回す・

　亜硫酸ソ・一ダ溶液，水飴及ゲラチンに就き本法に從ひ試験せる成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

撒の種剰供試量驚騨睡 時1目時1加温後
亜硫酸ソF・ダ溶液　　　50ccm

同　　　　　　　　　　　同

門　　　　　　　　　　　同

同　　　　　　　　　　　同

水　　　翻　α49
同　　　　11㎏
同　　　　1惣
同　　　　　1　3・09

0．02

G．05

0．1

0。5

0．02

0．05

0．1

0．15

黒　憂　せ　ず
黒墾す（19分後）

同（9－20分後）

同　　　（8分後）

同（21－29分後）
回（15－18分後），

同　　（12－20分後）

1同（13－1粉御

｛纒諜謝
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　前記成績に示すが如く，’各楡腔にようて一様ならざるも，総じて本法は共威慮度頗る

鏡敏なう．而して本試．験法に於ては，検膿の操取量は5－109を以て適度とすべく，然る

ときは供試量59の場合には検謄1kg申4－20mg，又109の揚合には2－1t｝m9の亜硫

酸（SO，）を楡出し得べき鏡敏度を示せり．爾ほ植物性食品中往々微111の硫化物を含有

することあるを以て，本法實施に當うては時として亜硫酸以外のものによウて陽性反

回を呈する乙とあるを中る可らず，斯の如く本法は一大毒螺龍有すると共に寧ろ鏡敏

に過ぐるを以て，飲食物中の亜硫酸に封し一定の限界量を設け，本法を三年して之が

存否の定性的豫備試験を施行することは，到底不可能なるべきを思料す．

　　　　　　　　（2）　ヨード酸カリウム澱粉紙を以て鑑識する方法

　本法は亜硫酸の定性的試験法として，最：も廣く賑用せらる＼方法にして，小官等は

次の方法に依りて之を施行せう・

　（a）　内容約200ccmのエノンレンマイエノγコノγベンに槍鎧一定量を容れ，水50ccm

及25％燐酸5cclnを加へ，下端を水にて潤せるヨーード酸カソクム澱粉紙を懸垂せる木

栓にて栓塞し，直に又は一定時間放置後，重湯煎上に5分或は1⑪分間加温し，次に之

を放冷レ，共際三二紙の二言こよって之を鑑識せう・共成二次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　　表

検盤種類1供㍊1鰻翻1畜li序 品1繍　蚕引 時　　　加　　　温　　　｛気

亜硫酸ソーダ溶液

同

同

旨

同

筆

阿

同

阿

同

同

同

150ccm

　同
　同

　同

　同

　同

　阿

　同

　同
　同

　同

　同

0．l

o．15

0．2

0．3

0．5

〔1願L

O．15

0．2

0．3

0．5

0．1

0。1δ

1藍弄せず（30分）

阿　　　（同）

同　　　　（同）

同　　　（同）

叢憂す（1S分後）

r或憂ぜず（10分）

同　　　　（同）

i同　　（剛
1藍愛す（S分後）

四謎こせず（10分）

5分
阿

阿

片

10分

同

同

10分

同

同

互ミ賭せず

阿
∬蛮寵せず
、藍｛発すα分時）

｛li審π、分後）

蕎憂せず

藍愛す（5分後）

藍饗す（5分後）

藍愛せず

同

藍憂せず（30分）

藍憂す（10－20分後）
量匡』愛す（δ分後）

藍愛す（10分後）

藍毫こす（5－6分後）

藍饗す（5分後）

三註！こ聾難iす（9－15分後）

同　（12－17分後）
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亜硫酸ソーダ溶液

同

同

亜硫’酸添加水飴

同

同

同

同

50ccln

　同

　同

】259

1．889

2．59

3．759

6259

0，2

0．3

0．5

0．1

0．15

0．2

0．3

0．5

藍憂せず（10分）

垂芝憂せず（10分）

同

同

誌饗す（8分後）

藍憂せず（10分）

10分

同

同

同

山

歩

10分

｛ 藍攣せず
藍聾塗す　　（9分後）

藍憂せず｛

藍憂す（9分後）
藍墾す（6－9分後）

藍憂せず

同
∫同

1藍憂す（5分後）

二二す（5分後）

藍墾す（6分後）

1慧こ憂せず　（305｝）

藍攣す（5－6分後）

同（5分後）
同（1分後）

　（b）　次にエノγレンマイノ》・コノンベンの内容を100ccmのものに代へ，叉添加水量を

25ccmに減じ，且つ添加燐酸量及び加温等の庭理法を攣じて試瞼したるに，次の如き

成績を得；セう．

第 3 表　（25弩燐酸5ccm添加）

検畳歪の　種類 鰍測叢蛋豊鋳［冷 睦釧儲1温 時1加　温　後

亜硫酸添加水飴
同

日

同

団

団

白　葡　萄　酒
同

同

訓

砂

同

同

乾

同

調

　　0．63g

　　I．259

　　1・889

　　．2．59

　　3．759

　　：弓・259

　　0．a7ccm

　　O．75ccm

　　L12ccm．

　　1，49ccm

糖　59

　　　同

　　　同
・杏　0．29

　　【）．59

　　．1・09

0．05

0．1

0．15

0．2

（｝．3

0．5

0．05

0．1

0．5

ギ1．2

0．05．

0．1

0．2

0．1

0．25

（1．5

1

豊請せず（30分）ゆ分i藍墾せず
｛趨凹凸後）i、雰蝦す（・分後）

藍墾す（13－16分後）．一：　一

際；＝灘；に…　＝

1同　（6分後）　．一　．　　　一

揃饗せず（30分）．5分　藍憂せず

同　　　　（同）　　同

同Gr可）同
陰謀す（22－26分後）＿

騰搬ず（3粉）．δ諭

1惜讐白白鍛1；＝

藍写せず（30分）…2分

同　　㈹）…同
同　　　　（同）　　同

同

藍饗す（5分後）

藍憂せず
芸評iす（1分後）

藍塾せず

同

同

藍攣す（10分後）

藍憂iす　（5分後）

同 （同，

藍饗す（δ一10分後ノ

藍攣す（5－6分後）

同（5－7分後）

旨同（1分後）

第 4 表　（25％燐酸1CCm添加）

罐・脳1．1鰍鯛齢瓢冷 β判三二温 1酬加　温　後

砂

同

仁

同

同

同

糖 59

同

同

同

同

工幽

⑪．02

0．04

0．05

0．1

0．15

02

癌諺透せず（30分）

阿
∫同

1藍攣す（28分後）
同（15－19分後）

同（12－14分後）

同（LO－15分後）

5分
同、
同

藍旧せず

白
竹

藍攣せず（3〔1分）

同
藍飛す（7分後）
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第 5 表（5％燐酸ユccm添加）

検競の種類
身1少’．幽．．．

@翻5gl阿　　　　1同　1
同　　　　　　1同　…

隠　　1譜…
同　　　　　　　　　同　　…
　　　　　　　　　　　　　
キリンビールil・3ccm’

同　　　　　　　　3．3ccm
　　　　　　　　　　　　し同　　8　　　　　　　　　　1　6・6CCIn．

　　　　　　　　　　　　1

同13．3ccm同　　　　　　　　33．5ccm

白葡萄酒0．15ccm
　　　　　　　　　　　　ト
同　　　　　　　　σ37ccm

同0．75ccm同　　　　　　　　1．49CC111
　　　　　　　　i　　　i

同　　　Ia7ccm
亜石右酸i：∫｝力躍71くf冶　1　0，25g　　「

同　　　lfl．639．
同　　　　　　　　　　　　1，25げ
　　　　　　　　　　　o　　：

同　　　　　　2・5凱
　　　　　　杏10・19；口

口　　　　　　　　　1，．29　1
F可　　　　　　　　　　　　　　　〔｝．5　9　　…

同　’　21鎗｝

供試量盤鑑培 冷 　　加温時　　　　　　温
　　時陶1

時　　加　　澁　　後

0．02

0，〔｝4

0∫｝7

0．12

α17

0．22

α02

0．05

0．1

0，2

05
0．02

0．05

（．｝．1

0．2

0，5

（1．〔12

0．05

0．【

0。2

α05

0ユ

〔｝．25

0．5

藍饗せヂ（3し）分）

｛同　・同・

…同　　　　（同）

1嚇す，，、鵬ム、

1　匹≒」　（25－26分イ灸）．

楠（2．9分後）

里芝憂せ・ず（30分）

1同　　　（同）

隔　　㈲
1同　　（同）

1同　　（同）
1

同　　　　　（同）

同　　　（同）

i　『弓　　　　　　　（同）

1同　　（同）

i　＿

i｛1墨芋δ｛1矧…

il｝可　（【0－17多」・琶乏，

i蝦せず（3・分）

…同　　　（同）

i同　　（同）

隔　（同）

［2分

i

t

5分
同

同

同

5分
同

同

同

同

同

同

調

同

同
同

δ分

同

同

同’

藍攣せ・ず

同

同
同

亘！三憂せず

同

同

同

同

同

同

同

同

遺量す（1－2分後）

藍饗せず

目

黒愛す（2分後）

藍饗せず
’同

装藍饗す（5分後）

同　　　（同♪

同　　　（同）

藍饗せず（30分・）

同　　　（同）

同　　　（同）
豊憂す（1分後）

藍憂せず（30分｝
∬同　　　（同）

二藍黙す（15分後）
同（δ国後，

同

同

藍愛す（2ろ分後）

同（3分後）

同　　（同）

1司（1－3分後）

∫藍髪せず（30分〉
、藍謎す（27分後｝

同（4－5分後）

藍墾す（6－9分後）
同（即分後）

第6表（1箔燐酸1ccm添加）

桧短　の　種　類　　供　試　量

白　　萄　鴇il　酒　　　1レ．15ccm

同　　　　　〔し37ccm　l
「可　　　　　　　　　　　　　　　　　　（し75ccln　　；

同　　　　　　　　　　　　　1．49CCm

r司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔，。15CCln

「d　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．37cen1　．

同　　　　　　α76・・mi
同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，49CCnユ　　．

亜硫駐添加水飴　0259　：
「≒コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。63g

同　　　　　　　　　　　1．259

同　　　　　　2．5g　i
同　　　　　　　α2δ9　［
　　　　　　　　　　　　　　　〕

1…歪1轡こ酸．1塑時間言ユ　時 加 温 後

0．02

0．05

0。1

0．2

0．02

0．05

（，91

0．2

0．02

0．05

0’五

〇．2

0．02

2分

同

同

同

5分

同

同

同

2分

同

同

同

5分

1藍愛せず

1同

i隠

璃

i隠

、隠

1隠

i同

1　珪建攣せ・ず　　（30分）

膿墾す，22搬）

1同（7分後）
i同　（5－10分後）

　藍愛せず　（30分）

　藍墾す（4－15分後）

　同　（2－3分後）

　同　（1分後）

　藍墾せず　（30分）

1藍憂す‘郎一29分後）
！同（3．6分後）．

i同（1－3分後）

1凹凹ぜず（3’，分）
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同

同

齢

同

同

同

国

同

同

回

同

同

同

同

同

キリン
同

同

同

韻

口

口

同

乾

同

同

日

同

訓

同

ゲ　　ラ

同

同

同、

亜鍛舗繍1

　　　；0．63、フ
　　　ミ　　　　ほ
　　　i】2弓9
　　　1盆59

　　　　Q，49
　　　11．09
　　　…
　　　…1：ll

　　糖15．09
　　　1　　　1　同

　　　ト　同
　　　i同
　　　｛同
　　　1　同
　　　1同
　　　！同

　　　1　同
ピ＿ル1 1．50CCm

　　　　　　　｝　　　　3．76ccln
　　　｝　　7，52ccn≧

　　　11鋼ccm
　　　　1．50ccln

　　　　3．76CCIn

　　　　7．52CCIn
　　　　15．Or韮ccm

　　杏lQユ9．
　　　1。．2

　　　iα59

　　蜜iO・1059
　　　102629
　　　1α5259
　　　　1．05伊
　　　l　　　o
チン10．1α．　　　　　　ほ　　　1α29

　　　1α59
　　　コ　　　いゆ9

　　’

0．eδ

0．1

．〔1，2

0．02

0．05

0．1

0．2

0．02

0．05

0，1

02
0．02

0．05

0，1

0．15

0．2

0．02

0，05

α1

0．2

0．02

0，05

0。1

〔量2

0．05

0，1

0．2

0．02

0．05

0，1

0．2

0，05

0．1

0．25

0．5

　第

5分　　藍攣せず

同　　　同

同　　　同

同　　　同

同　　　同

価　　　同

同　　　同

2分　　同

同　　　同

同　　 同　　．

同　　　同

5分　　同

同　　　同

同　　　同

同　　　同

同　　　同

2分　　同

同　　　同

工　　 同

同　　　同

5分　　同

同　　　同

同　　同
同　　　同

同　　 同

一　　 同

同　　　同

同　　 同

同　　 同

工　　．同

同　　 同

．同　　同

同　　 同

時．　同
同　　 同

7　表

藍攣すσ0－22分後）

同（2分後）

同　（1－3分後）

珪｝こ奮腫せず（30分諺と）

同　　　（同）

同　　　（同）

同　　．（同）

同　　　で同）

同　　　（同）

同　　　（同）

藍攣す（4－21分後）

藍憂せず　（30分）

同

藍墾す（15分後）

同（5－6分後）

同（4－5分後）

藍攣せず（30分）

同　　（向）

同　　　（同｝

同　　　（同）

同　　　（同〉

同　　　（同）
同　　　（同）｛

慰謝iす　14分後）
藍墾す　（4分後）
藍愛す　（2i分後）｛

藍禁せず　（3Q分）

∫同　　　（同）
、藍攣す　（3分後）

藍墾す（1－3分後）

藍攣す（15－30分・後）

藍攣す（9－10分後）

同（4，5分後）｛

藍墾せず　‘30分）

同　　　（同）

藍憂す（7－9．5分後）

同（4－7分後）　。

同　（3．5－9分後）

1鞭せず（30分）

羅の欄噸・肇轟蘭i添力ロ鰯・甘言温時1・・温後
里

諺

同

糖．

同

庁

同．

飴

蜜

59

同

相

同

同

同．

同

025

同

同

0．02

0．05

0。1

9・2

5％0。5ccm

25％lccm

25％2ccm

25％1ccm
同

同

日

1 5分

置

同

山

山

山

山

i

藍縫せず

同

同

同

同

同

同

　o

藍攣せず（30分）

同　　　（同）

同　　　（同）

同　　　（同）

：同　　（同）
同　　　　（同）

同　　　（同）



8 衣笠・環郊・早津・秋山・伊潔・一一力井

　前記試験成績に見るが如く，砂糖，ビール，萄葡酒，乾杏等に在りては本法は頗る鏡，

敏にして，コノンペンの内容をユ00ecmとせるものは，200ccmのものに比して，租々良

結果を得べく，叉添加すべき燐酸の多量なるものは，少量なるものに比して却って不

鏡敏なるが如く，1％燐酸1ccm添加旦を以て最も適度とすべし・是れ蓋し酸性張きに

過ぐるときは，含有する微量の亜硫酸の登生急激に過ぎ，爲に試験紙に呈色せしむる乙

となく，逸散するに起因するなるべし．而して乾一員ビーノレに在りては，加温する1こ非

ざれば多量の燐酸を使用するも反魂を生起せず，叉少量の燐酸を賛助、るときは最も，分

解し易き葡萄酒に在うても，冷時には反懸頗る逞緩なう．爾ほ加温は沸騰重湯煎豆2

分間にては不充分にして，燐酸を添加物試験紙を垂下せる木栓を以て栓塞するや，直

ちに沸騰重湯豊岡に5分野加温し，放冷30分間内に親察するときは，叩扉良好なる成

績を得べし．本試騎法の鏡焼冷は大恥に曾て，亜硫酸含量（SO、）0，G2mg乃至｛｝．1mg

の間に在う．今抄うに検膿の供試量を159とせば，U・02mgの亜硫酸は呼野1kg中4mg

に二二す．然れどもゲラチン及糖蜜類に在わては，鏡四度は其水溶液の濃度によウて

著しく影響せられ，一定の濃度以上に達するときは，反慮頗る四鏡敏となるを認む．叉

水飴の如きは亜硫酸の結合門門にようて，鏡敏度著しく異なる，即ち亜硫酸添加検膿

は亜硫酸不含の水飴に！k9中6〔｝mgにネ目営する計算量のブランキ。トを加へ，重湯煎

上に約3時間加温して均等ならしめたるもの，又亜硫酸含有の水飴は市販品にして，

亜硫酸含量1k9中50mglこ相欝するものなウ・前記学者の試験成績に徴するに，前者

は極めて微量の亜硫酸も亦之を楡IHし得たるも，後者は燐酸添加量25％1cごlnより

1％1cclhに至る各種試験共に反［犠陰性にして，更に水飴59（SO、〔125m9含有）を20

ccmの水に溶解し，之に6％カリ滴液31｝ccmを加へ，15分間放置の後，25％燐酸37

ccmを加へて酸性となせるものに就き，試験せるものに在りても亦反慮陰性なうき．

即ち含窒素物，膠朕物質等を含有する楡膿に在りては，亜硫酸の分離著しく妨害せら

るるものの如く，極めて稀薄なる溶液に於てはグラチン及糖蜜と錐も良好なる成績を

得たれども，水飴に至うては絡に滞足すべき方法を賛註するを得ざりき．

　要するに本試験法は，楡髄の種類及亜読酸の結合状態等によウて，共八熊の鏡七度

著しく差異を生じ，砂糖，ビーノン，葡萄酒素乾杏に在ウては鹸ムに鏡敏に過ぎ，ゲラ

チン及糖蜜も亦微量の供試量に於ては同様にして，供試量多き時は却って不三二とな
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　1ると錐も，而かも之にようて或一一定限界量を定めて其存否の豫測に資すべくもあら

　ず．更に水飴に至うては甚しく不鏡敏に失する嫌あう．故に本法も亦飲食物中亜硫酸

　の課瞼に面し或は一定の限堺量を設定し，以て之によりて亜硫酸存否の豫試験となす

　には，到底不適當なうと到定せざるを得ず

　　　　　　　　　　　　　　第＝：章　亜硫酸定量濠の研究’

　　前上に於ける試験の結果亜硫酸の鑑識法として，最も鏡敏なる硫化水素化生法及ヨ

　ード酸カリウム澱粉紙法は，共に亜硫酸の一定限界景設定の下に之れが存否を鑑識す

　る豫備試験として不適當なるを認めたるを以て，検膿に就き直ちに定量法を行ひて判

　回せざるを得ざるに至れう．「　　　　　　　　　　　　　．

　　亜硫酸の定量法として，從來最も廣く慮用せらるるものは，1882年ノ・一一ス氏1）により

　て創案せられたぢ重量法にして，楡艦の水性液に炭酸瓦斯を通じつつ亜硫酸を二二し

　之をヨード液申に導入して硫酸に酸化したる後，臨山々性となし過剰のヨードを纒逐

　し，硫酸をクロー・ノレバリウムにて沈降せしめ，硫酸バリウムとして定量するにあり．

　本法は比較的正確なる方法なりと錐も，二二施に長時間を要する爲，多数の槍膿の庭

　理に際しては二二ならず，且つ微量の亜硫酸含有の場合には，硫酸バリウムの沈塗を

　完全に析出せしむるには，甚しく長時間を要し而かも正確なる成績を得難し。

　　イェ川ヴ｛ネン氏2）は此不便を除却せんが爲め，二三コノレベン内に於て鰹酸二大理

　石にようて炭酸琵斯を磯生せしめて蒸脩を行ふときは，キーノングーノン蒸二二二二はラ

　イヘノントマイス。ノγ販測定用襲置を二三し得べく，斯くして同時に多数の強膿につき

　試験し得べしと報ぜう．小官等は後に述ぶるが如く本試駿法に就き反復追試せるも，

　終に良法と認むるを得ざウき二

’　】904年濁逸國衛生局試験所に於て，シュミット氏3）は簡易なる亜硫酸の容量分析法に

　就きて報告せう・憲法は前記重量法に於けると同様の蒸偬装置に於て，3佃の受器を

　蓮結し，第1受器には亜硫酸ソ・一ダ溶液にて滴定せる一定の力債を有するヨード溶液

盗れ・第級第39難にはヨー13カリウ．ム溶蔽び澱梛腋の混合液擁れ燵

　結し，蒸艦後志等學命中の溶液を合し，醐ヒに妥宵費せられたるヨード量を滴定し，似

　て亜硫酸量を算定す．
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　本法は瑞西國飲食物試験書記載の葡萄酒試駈法の項に於ては，次の如く改良せられ

たり．帥ち民謡塚に炭酸瓦斯を・麺じつつ槍液5PCCmを容れ，之に燐酸15ccln加へて

蒸溜す，受器はペリゴー管を用ひ所要量の水浴び澱粉糊液を充たし，別にビウレ。ト

に50分定規ヨード液を用意し，蒸湿し始めてよウ0．5eCmを滴下し，藍色のli1f失す

る問滴下し，以て1L中の亜硫酸（SO2）のm9含量を測定す・　　　”

　前記の諸法は何れもヨードを以て酸化する方法なウ．然るに1920年フロベーぜ4）氏’

は過酸化水索を以て酸化し，’容量法によウて測定する方法に就き報告せり・本法は内『

容750ccmの蒸偬コノγベンに，長さ40cmのキーーノγグーノレ全野用管を附し．之にリー

ビッヒ氏冷却器を蓮結し，夏に球管を有する硝子管を附し，其末端を10分定規重炭酸

ナトリウム液40ccmを容れたるエルレンマィエノレ掌中に没入せしあ，蒸鋸堤中に炭酸

瓦斯を通じつつ槍液40〔ice111を入れ，次に25％燐酸5（lccmを以て吟興となし，約75分

問に於て20晩cmを定蜆重曹溶液中に蒸1靖｛し，之を約3分間加熱しつつ30％過酸化水

素水にて酸化す．酸化の完了は振回とによって炭酸及び酸素の氣池を生ぜざるに到るを

以て徴とす．次に之を冷却し，メチーノレオランゲを標示桑とし，ユ〔｝分定規臨酸を以て

滴定し，溝費せる重曹溶液より亜硫酸丑を算出す．小官等は本法を追試せしに，30％

の過酸化水素水は之を市揚に求め難く普通の10％のものにては酸化不充分にして，

瀬足なる成績を得る能はざうき．

　ウfソアムス氏～）は前記フロペーぜ氏の試駿方法を次の如く改善せウ・即ち内容15

00ccmの圓底コノレベンに，2孔を有するゴム栓を附し，之に直角に曲げたる硝子管2イ固

を挿入し，1は共末端を殆ど堤底に即せしめて炭酸瓦斯の通入に供し，他の1は傭出

用に供す，即ち之を傾斜せる冷却瞥に苧績し，其下端を直角管に接績せしめ，之を内．

容200ccn1のエルレンマィエノン堤の底部に蓮せしめ，更に之に2佃のペリゴ下臥を蓮

結す，各半季部は全野ゴム栓を以て緊密ならしむべし，干ルレンマイエノレ堤中には純

梓なる1〔1容量％の硫酸を含まざる過酸化水素水10ccmを容れ，第1ペリゴー管には

10cc111の過酸化水素水，第2ペリゴ愚管には5cc111の過酸化水素水及び5ccmの臨酸

々性クローノレ’“リウム溶液の血液を容れ，約1時間蒸溜の後，エノレレンマイエノレ壕及

び第1ペリゴー必中の溶液を合し，よく水洗し，之をメチーノレオランゲ叉はプローム

フェノ・一ノレブラウを標示藥としてユ0分定規ナトロン液にて滴定す．爾ほ本法の實施
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法に關しては後章に之を詳述すべし．

　典他シュマッヘノレ及フェヲ’ル6）爾氏は，口論せる亜硫酸をヨード酸カリウムの定規溶液

を以て滴定する方法を案出せり．f高｝ほ誤判及瑞西等に於ては白葡萄酒中亜硫酸の試験

に封し，重量法と共にヨード定規液を以てする直接滴定法を探在せう．

　小官等は前記諸種の亜硫酸定量法を比較研究し，之を改善し以て比較的短時間内に

於て施行し得べく且つ簡易にして正確なる試験法の案出に努力せう．次に其成績を叙

述すべし．

　　　　　　　　（甲）　ヨード溶液を以て酸化する定量法の研究

　　　　　　　　　　　（D　イェルヴfネン氏亜硫酸定量法

　イェノレヴ｛ネン氏はバイチーン及ボーり。シュ了）三二の亜硫酸定量法を改良し次の如き

方法を提稻せう．即ち内容500ccmのコノレ＾ミンに切戴せる果實259を容れ，水30ccm，

大理石小片59及濃盤酸25CCInを加へ，次に之を垂直に立てたる冷却器に蓮結し，受

・器には内容250cc血のエノγレンマイエノレコノンベンを用ひ，之に水25ccm及10分定規

ヨード液25ccmを容る．斯くして三三コノレベン中炭酸の登生止み大理石殆んど全部

清費せられたる後（約1時間後），小火焔を以て徐々に熱し，2－3時問にして門門コノレベ

ンの内容約ユ00cc皿を残留するに至ク，瑠液を取う常法に從ひ過剰のヨードを駆下し，

溶液を濃縮して化生せる硫酸を，腫化バリウムを以て沈降せしめて定量す．

　小官等は大理石中に爽難ずる硫化物の影響を慮6，大理石に代ぶるに日本藥局方沈

降炭酸カノγチユゥムを以てせる外，全く上記方法に從ひ精製糖蜜に就きて試験し，之

次の重量法と比較せウ．即ち内容約750CCInのコノレ｛ミンに槍膿259を取ウ，之に水を

手50『cn1・濃燐酸殆を加へ・炭酸瓦斯を輝じρ、蒸饗し，10分定規ヨード液50CCInを

容れたるペリゴー個中に鯉取し，蒸紹コノレベンの内容約3分の1となるに至うて蒸鯉

を止め，鯛液は常法に從ひ過剰のヨ」」ドを駆逐し，濃縮して璽化バリウム液を加へ，

化生せる硫酸バリウムを定量するに，爾者の成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　　表

1一奮「　回隣・
イェルヴ｛ネン氏法敏良法肩
重　　　　　量　　　　　法　l
　　　　　　　　　　　　l

検出せる亜硫酸（SO2）量（1　kg中のm9量）

2【0

214

　　　同陣　　　均
214　　　　　　　　　　212

．209　　．　　　　！　　　　　　　212　、



ユ2 衣笠●服部・∫i転津・秋llJ・伊κ二三・一方井

　即ち爾者の成績は略々一一致するを以て，イェノレヴfネン氏法は果實等の如き完杢分

解の困難なる検膿の場合に適用して可なるが如き竜，蒸傭開始後は炭酸の蓼条生なく，

且つ小火焔を以て加熱する爲め，蒸脩コノレベン内の小謡と共に受器中のヨード液は冷

却器中に逆流し來う，屡々蒸嬬コノンベン中に至らんとする傾向あるを以て，小官等は

受器としてペリゴー瞥を代用せるも．，然るときは蒸脩コノンベン中に空氣逆流する傾向

あう，更に二二1コノンベン中に炭酸カルチユウム及臨酸を追加する方法をも考案せる

も，共に完杢なる能はず，殊に蒸佛コノレベンに炭酸瓦斯を通じて亜硫酸を三二するこ

と無きが故に，2－3時間の長時間を要する二等を考慮するときは，イェルヴiネン氏

法は安全至便なりとは稚し難きが如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）蒸趨滴定法

　瑞西國飲食物試験法記載の方法に準披し次の如く施行せり．即ち内容約7漁UCmの

二言硝子堀を取ウ，之に2孔を有する栓を施し，共1孔には殆ど堤底に達する硝子管

（甲），他の1孔には墳頸に回る二子管（乙）を挿入し，乙管をリービヅヒ冷却器に連結

し，冷却器には有孔栓及受接管（下端の内径約5mmを有するもの）によウ二二U字

．管（雨側の球約200ccm，底部の球約50cclnの内容を有するペリゴー一管）を附し，甲管よ

う炭酸：琵斯を麺じて装置内の2茎氣を全く駆除したる後，ペリゴー・管に澱粉糊三川ec！n

を容れ，ヨードカリウム19を添加し，一旦煮沸したる永を以て約5i｝cc111となし，ビウ

レ。トよφ50分定規ヨード液3滴を加へたる後，炭酸兀斯を通じつつ僅かに開栓し，

繊膿259を容れ，一旦煮沸したる水20〔｝ccrnを以て之を洗入し，燐酸59を加へil∫び

栓塞し，継嗣ず炭酸兀斯を通じつつ蒸傭し，ペリゴー瞥中の溶液脱色せんとするとき

は，ピウレ。トより50分定親ヨード液を二二しつつ絶えず淡藍色を呈せしあ，妓に清

費したる50分定規ヨード液のCCIn数よク，槍腔1kg叉は1L．中亜硫酸の総量を算

定す・5t）分定規ヨード液1ccmは無水亜硫酸O．64111gに相回す．

　　　　　　　　　　　　　　（3）蒸藍墾滴定液重量法

　前記蒸同語定法を施行せるペリゴー瞥中の溶液を取り，臨瀬々性一となし，蒸擁して

過剰のヨードを駆除したる後，化生せる硫酸を常法に從ひ臨化バリウムを以て沈澱せ

しめ，硫酸バリウムを定量し，之よウ麗硫酸を算定す．

∂
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　　　　　　　　　　　　　　　（4）重　量　溝

　蒸鯛，秤量等の諸操作は前項と全く同一なウ．但しペリゴー管中にはヨード溶液

50ccmを充たす．

　ヨード溶液は純ヨード59及ヨードカリクム7．59を水に溶解してユしとなして製す．

　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　直接言商定法

　槍膿の水性液を直接澱粉糊液を標示藥とし50分定規ヨード液を以て滴定し，其清

費量よ釦前項の如く亜硫酸を算定す．

　上記4種の試験法を基礎とし，各種槍膿に．就き之を試験し，其優劣を比較甥照せう．

　　　　　　　　　　（6）二三滴定法に回する緊要專項に就て

　本法は蒸銘法にようて槍禮中より亜硫酸を分離し，澱粉糊液を標示藥とし，50分定

規ヨード液を以て滴定するものなるが故に，先づ第1には同定中よう完全に亜硫酸あ

分離を行メ、こと，次には呈色を最も鏡敏明瞭ならしむることを要す，就中最竜重要な

るは亜硫酸乃完杢なる鰍βにして，亜硫酸は検膿中種々なる物質との結合の歌況にょ

うて転出に難易あう，倣に此黒llに湿し種々虚血を重ね最も適當なる面出法を験知し，

ヌ滴定数に油滴を附冒する原因を探究し之を除外せ外次に之等試験成績に就き述ぶ

べし．

　　（イ）炭酸瓦斯の精製に就て

　亜硫酸は空心との接鯛酸化によ少て容易に硫酸に憂化するを以て，蒸溜操作申は絶

えず炭酸瓦斯を通じて蒸鱈コノγベン中の酸化作用を防止せぎるべからず，六って多量

の炭酸瓦斯の通入を必要とするを以て，若し三二二二に硫黄化合膿を含有するときは

樵出亜硫酸量を増大すべきは勿論な5．故に炭酸琵斯はカメレオン溶液叉は硫酸銅溶

液を以て二二精製するを要する乙と次の實験によわて之を謹明し得たう．即ちキ。プ

髪置を用ひ大理石を弱酸にて分解し，急登生せしめ．たる炭酸琵斯を水にて洗源し，適當

なる速度に於て2時問ヨード溶液（純ヨード13．09，ヨードカリウム20・09，水1000．O

ccln）50ccm中に通じたる後，欝之を盤三々性となし，加熱してヨードを揮散せしめ，

クη一一ノγバソウム溶液を加ふるときは，白色の硫酸バリウムを沈澱す，之を重量法に

依うて定量するに，次の成績を得たう．
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　　　　　　　　　　　　　　第　　　9　　淡

　　　第　1　同　　　　　蕗　2　同　　　　　第　3　同　　　　　第　4　同　　　　　挙　　　均

　　　　1」5mg　　　　　　　　　　l．651119　　　　　　　　　　0．55rng　　　　　　　　　　 1．521ng　　　　　　　　　　　L37ユng

　次に上記炭酸瓦；銑をカメレオン溶液（過’マンガン酸ヵリゥム1．O　g，水100．Occm，臨

酸少量）及水にて洗潅し，前記と同様なる試験を行へるに，杢く沈澱を析出せざウき．

　　（口）蒸鰹装置中空氣混入による影響及び炭酸瓦斯の押入速度に曾て

　蒸旧臣コノレベン申に空氣を況入すれば，：加熱によう亜硫酸は容易に酸化されて硫酸と

なウ，コルーミン中に留るべきを以て，冷然検出せらる㌧亜硫酸量は低下すべきなう，

此影響を当せんとして精製糖蜜に就きて次の試験を行へ鉱即ち蒸瑠装置：は前掲蒸溜

滴定法に於けるものを用ひ，槍膿，水及び燐酸を蒸錦コノレベンに容れ，ペリゴー一管中に

は適量のヨードカリウム溶液を客れ，ペリゴー瞥の開放口に硝子管を装したるゴ云栓

を施し，之よウ適適に吸引して，蒸佛コノンベン中に絶えず室氣を通じつ＼加熱し，正

確に一時間蒸鱈し，瑠液を常法に從ひて嘩曝し硫酸バリウムを定量す．伺ほ同時に同

一検膿に就きて二二滴定法及び滴定液重量法を施し，之を比較するに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　10　　表　　　　　、

門口出せる亜荷釜酸（SO2）量（1　kg中の1n9量）

第1同1第・同第・呈出 均

　　蒸伺滴定法1・・5　1…　1…　　3・2
　　b融定液重量法1　346　i　353　！　一　　　35・）
　　空氣蒸f詩法1　301　i　303　　299　　3〔・3

　門門を垂く排除し，炭酸瓦斯を通じつ＼四望せるものに比し，塞三下舘法に依れる

ものは，亜硫酸の約13％は酸化されて蒸鱈コノレペン中に留層まれるが如し．即ち蒸鱈

コノγベン中のi杢…気は絶封に排除せざるべからざるを知るべし．而して小官等の行へる

空氣排除法は次の如し．

　蒸館コノンベンに蒸瑠水を満たし，2個の硝子管を有する蒸鱈用ゴム栓を施して傾斜

し，炭酸瓦斯をi通じて水を杢く排出せしめ，両ほ僅に炭酸瓦斯を通じつ＼開栓して検

腔，水，燐酸及タンニン酸を入れ：再び栓塞し，之を冷却管に密に連結し，ペソゴー管下

のヨードカリウム澱扮溶液に5（1分定規ヨード液1－2滴を滴下して藍色を呈せしめた
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る後，槍膿，水等と共に蒸榴コノンベン中に混入せる空氣を排除せんが爲め，更に15分

間炭酸琵斯を通ず．小官等の實験によれば，洗氣堤を通過する炭酸琵斯の氣山添は1

分間180乃至200近く数へ得べく，斯る速度にあウては15分間に大約800乃至1000

ccmの脂薬を排出す．．故に全内容約800ccmを有する蒸鯛コノレベンは，槍膿，水，燐

酸等にようて約200ccmを減じ約600cclnの塞隙を有するを以て，之に僅に混入せる

室氣を排除せんには，琵斯排出口の大小によりて異るべきも，通常洗華燭を通過する

炭酸華燭の速度1分間大約150乃至180の氣泡数に於て，15分を以て充分なるものと

思考す．而して加熱後も国々同様或は輝々緩徐なる速度を適當とすべし．若し炭酸琵

斯の速度急激に過ぐるときは，ペリゴー軍馬に來れる瓦斯状亜硫酸の幾分は吸牧され

ずして遁饗し，滴下せるヨード液の幾分も亦飛散する惧あう・即ち吸牧用ペリゴー管

2個を蓮結し，念激に炭酸琵斯を通ぜる場合の影響を糖蜜に就きて蒸途留滴定法を以て

槍し，之を緩徐なる弾入の揚合と比較するに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　11　　表

亜　　　硫　　　酸　（SO2）量　　　（mg／kg）

炭酸の通入速度　　　　　　　　　　第・ぺ・ゴー剤　第・ぺ・ゴー管
　急激なるもの　　364　hα3（硫酸刈ウ・として検す）　　　’
　緩徐な・も…　2隊・・ウ・の澱・認・ず　．

　帥ち炭酸瓦斯の通入は急激に過ぎざる様注意するを要す．之を要するに蒸脩コノγベ

ン中の室氣は之を絶封に排除したる後加熱を開始すべく，蒸鯛中は繁りに急激なる炭

酸琵斯の速度は之を避くるを要す．

　　（ハ）稀繹水量，蒸餐盟時間虹に其蓮度に就て

　水に易溶性の壁跡にありては，亜硫酸の分解榴出容易にして，比較的蒸鱈の初期に

於て堺田せらると錐も，乾杏の如き水に難溶性の槍膿にあうては，其鯛出徐々にして

比較的長時閥連判す・而して其想出亜硫酸の総量は，勿論稀繹水駅及蒸食留速度により

て異るべし．從來一般に施行せられたる言瓦睦魂に於ては，是等の鮎に引し極めて寛大

にして，蒸鋼残渣原容積の2分の1叉は3分の1となるに及び御前を中止すべし等の

規定によるときは，召継の種類によ軌て1ま槍出亜式台絡攣1ζ著るしき差異を嘱すべ

し．此の黒占に就き正確ならしむべき必要を威じたるを以て，坂の試験を施行せう・
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　乾杏259を取ウ前記蒸縮滴定法に從ひて試瞼を行ひ，混加水量，蒸縮速度及時間

の検出亜硫酸量に及ぼす影響に就き試験せう，其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　ユ2、　表

高　　混：加フN量
都「曽

一門剛前出、嵩〒講S篇；蒜／鴇1分i，。分匿羅

・　蜘目S－2ザ3・7i37913S9！4・2引2
2　100120．｛2S9136■3871402415

　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　

3　…｛22－2432・i379｝3994・副42S
4　　　　　　15〔［　　　　　1S－20　　　：　307　i　359　1　397　1　415　　　425

・　・δ・1・・一5Q・32・i376i39・｝41・422

・　・。…　一・・・…1・・S；3S7399415
　　　　　　50－61〕　　．　353i　3号1　i　410　　　　　　　　　　　　　　　　　　428　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　440　　　21⊃07

1劃甲i離鍵lll匿l
li翻1幽！論iii！騨lii陰iil

13・・，’ E・
F33・｝…13S網・・｝・・7｝

　備考　i蒸鶴速度は1分間に於ける中数を示す

422

422

438

438

435

425

448

435

428

43δ

44り

443．

428

　：　　i
一　　一1一

　！　i
　　ロ　　　　　　　　ロ

・・32445i448

痴ご＝1
　　　　コ　　　　　　　ト
45S　1　　－　i　　－　1

　ヒ　　　　　　

456i一1一
433｝一｝一

朝如意1
45【　　r161：　一

438　44到　455
　　　　2

423

4δ7

442

459

448

　前表に示すが如く固形の検｛澄にあうては，之を細到して可及的均等ならしめたうと

雛も，液瞠に於けるが如くなる能はず，同一・條件に於て施行せる試験に於ても，同一

の成績を得ること困難にして，概して蒸鑑1時間を以て大部分の亜硫酸は蒸偬し得ら

れたるものと認め得べき竜，微量の亜硫酸は樹ほ数時間の蒸重留にようて山持績する竜

のなることは，次の實験にようて明かなう，

　乾杏259を取ウ最初に水150cemを加へ，カリ分解（後文馨照）を行ひたるものに

就き，常法に從じ～蒸舘液重量法を施行し，蒸瑠1時間毎に加熱を申止し，蒸傷コノンベ

ンの棺々冷却するに至ウて受器を交換し，蒸瑠コノγベンには更に炭酸琵；斯を通じつL

i速に水15tlccmを加へ蒸窟認を幾弔し，毎鋸液に就きて検するに次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　13　　表

桧　　禺　　せ　　る　　亜　　硫　　酸　　（SO1）　量　（1】ユ9／k9）

1 回　　第 2 同寸 3 回1多才・ 4 同

44） 35 1 1δ．3 10．4
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　前記の如く4時間に：亙る蒸佛に於ても，爾ほ且つ微：：量の亜硫酸の館出は免れざるも

のなるが故に，乾今回の亜硫酸の絶封量を検出することは困難なるべきも，最も適當

なる稀排水量9Pち200ccmの水を加へ，1声聞50－60滴の観覧速度に絶て，蒸画し始

めてよう1時間の蒸鯛を以て満足せざるべからざる竜のと思考す．而して亜硫酸の鰍

出量は山留速度に關係するものなるを以て，一定の蒸留速度を保ち一定時間灘留する

方法は，從來の蒸三十溢の目測に依って蒸餓を中止する方法に比して，遙に正確なる

べく，三二最も困難なる乾杏の蒸鋼時間を以て基礎とするときは，其他の槍膿に於て

は何等の支障なかるべし．蒸傭時間に封ずる規定は最近の文傲に徴するに，フロベー

ゼ氏は75分を以てしウイリアムズ氏は1時間，但し乾果類にあウては少しく延長す

るを要すと定めらる．而して白白は加熱直後ようの時間を示せる竜のなるが故に，小

官等の蒸鯛液滴下し始めてよう1時聞の規定に，略準ずべきものと瓜考せらるべし．

　（二）蒸胆水のヨード定規液消費に就て

蒸鱈水中に稀薄ヨード定規液を滴下するときは，亜硫酸の存在せざる場合に於ても，

之を清費する竜のなることは，既にトレ’ドウェノン氏にようて勢門せられたる所にして，

同氏は門門水中に斜め19のヨードカリウムを添加するときは，其消費量を著るしく

少からしめ得たう．小官等は50分定規ヨード液を以て試験せしに，次の如き清費量

を示し，之にヨードカリウム19を加ふるときは，全く此筆勢を除去し得るものなる

ことを矢ロう窄｝だう・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　14　　表

検　　水　　量（CCIn）

50

100

150

200

50分定規ヨー　ド液浩費量（ccm）
第　　　1　　　回 田　　　2　　回 均

・咲稀獺1
100　　　・・

150　　　・・

200　　　・・

0．0壬

0．08

0．13

0．17

0．01

0，01

0．01

0．Q2

0．03

0．07

0．11

0．15

0，035

0．07δ

0．12

0．16

　故に其實施に當りては，豫めペリゴ一管中に澱粉糊液と共に19のヨードカリウム

を添加するを可とす．但し酒精含有鋼管にあウては蒸錦液は澱粉糊液を藍色よう紫色
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に墾ぜしむるも，共観測上何等の支障を來すことなし．

　　（ホ）無職のアルカリ盧理に建て

　乾杏類中の亜硫酸は其詠出比較的困難なるを以て，薄め之をアノンカリ滴液にて腱理

し亜硫酸をアルカリ腫となしたる後，燐酸を加へ℃之を分解するときは，其搬出を比

較的良好ならしめ得べし．即ち次の如し．

　（の　アルカリ庭理を行へるもの

　丁丁259を取り水201〕ccmを加へ，次に6％カリ1南液30cclnを加へ，細回して可・

及的廉粥状となし，30分間放置の後，炭酸兀斯を通じつ＼燐酸8gを添加し，蒸瑠速

度1分間50－60滴に於てユ時聞蒸鱈し，前述の方法に從ひ滴定し，次いで其滴定液

に就き：重：量法によりて定量し，別に前記の如くアノレカリ庭理法を行ひたるものを重量

法によりて定丑せるものと比較せウ．

　　　　　　　　　　　　　　纂　　　ユ5　　表

試劇　検出ぜる亜硫酸㈹・）ゴ三
番量・駐…・・分t・・分13・ク｝1・・分：5・

（111き‘／k9）

分1・・

　I　　　　i

分i二陣法

1懲i；羅1器躯㍑1：隷1羅i擁陣
　一1乙399乙460乙4S9乙502i乙δ12‘乙517・5Ul　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　520
　　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　1　　　　　　　　・

　　｛lll考　表中甲は51）分定規ヨード液の沿費ccm勲，乙iま無水亜硫酸のmg髭なり以下之に準デ

（b）　アノレカリ庭理を行はざるもの

乾杏25gに水200ccm，燐酸59を加へ，前記忌寸滴定法に喪うて之を定量せう．

　　　　　　　　　　　　　第　　　ユ6　　論

理劇　　桧出せ・亜硫酸（S・・）∫武（m・／・・）　　滴定液
蹄i1・　　　　　　・｝巨・’分1・・分1・・分・・分・・分1鮒法

　　・1｛毘鴇li凄気1…毘題、暑謝院裂！邊臨・、9、、

　　・i｛隅li巴割斜面暑甥隅；、’黙創、89

　前記の試臓成績は何れも米國適意杏を試料とし，可及的均等となし，同一一歌態に於

て施行せるものにして，アノレカリ分解を行ひたるものと然らざるものとを比較するに，

後者は僚出亜硫酸量少なし・故に乾果類にありてはアノンカソ庭理法を行ムべきものと
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す．乾果類以外の水に可溶性楡膿にあうては，アノγカリ塵理法を行へるものは，行はざ

るものに比して却って其：数値を減少す．蓋し其理由は水に可溶性槍膿をアノレカリにて

腱尽し蒸鋼法を行ふときは，其分解作用急激に過ぎ，爲に微量の亜硫酸逃散するに因

るに非すやを思はしむ。次にゲラチン及び赤糖蜜を以て施行せる成績を示すべし．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　17　　表

検　　禮 虎　　　理　　　法　　　試　　瞼　　方　　法
検盟1kg中亜硫酸（SO2）のmg量

防1回第・回田 均

ゲラチ・iア一旗艇ず1
同　　　　1同
同　　i同

票糖蜜｝駕趨罫

同　1目
隠i學。。糊す
同　　i同
　　　　1

（へ）分解用酸類に就て

　　　　　　　　重’量　法1
蒸留滴定　法　：
滴定液重量法i

蒸鋼滴定法1
重量法1
翻蕊蔭「
蒸僧滴定1法　1
滴定液’重量法1

　　　　　　　」

559

566

532

535

251

285

278

247

216

559

571

560

547

261

230

252

250

215

559

569

561

641

256

283

265

249

216

　從來飲食物に含有せらるる亜硫酸化合物の分解に使用せらるる酸類は，盤酸及燐酸

なう．小官等も亦此爾種に就きて蒸倉留滴定法を以て其適否を検したう．

　（1）盤　　酸

　乾杏に就き30％盤酸16ccm（6％カリ滴液30cclnの中和に要する約4ccmを控除せ

ば，實二二果に作用するものは約12cgmなう）を以て試験し，之を封慮する燐酸（25

％25CCIn）と比較す・即ち次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　18　　表

分細副
　　　　　　第　・　回陣

承嚢　　　　直珪　　　亘匡　　　硫　　　　酸　‘SO2）　量　　　　（1ng／k9）

・　回錐　・　回陸 均

　監1　　　　　’酸　　　　　　　　　　　5「39　　　　　　　1　　　　　　　593　　　　　　　　　　　　　　　574　　　　　　　　　　　　　　　582

　燐　　　　　酸　　　　　　　　　　562　　　　　　　　　　　　　　576　　　　　　　　　　　　　　573　　　　　　　　　　　　　　570

・前記の如く盤酸の場合は燐酸の与れに比し燦々高き数値を示す．然れども前者にあ

わては加熱後短時間にして，蒸鋸コノγベンの内容物黒縫し，著しく炭化せるを認めた

あ，依て盤酸量を4≧減し，杏果に作用する盤酸量を4ccmとして試1嚇せしに，亜硫酸
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徐出量租々減ぜるに反し，黒婁の度依然として著しく，更に5CCln（杏果に作用する實

際の臨識量約1ccm）を以てせるも，25％燐酸25CCInを使用せるものに比し，乾杏の

色隠々悪しく，亜硫酸歳出量沁々低し・即ち堕酸は燐酸に比し炭化を促進すること張

く，可及的炭化を避くべきヨード液滴定法には適雷ならざるが如し．

　（2）　燐　　 酸

　25％燐酸15ccm，25ccm，35ccln及50ccmの各量を以て十三に就きて試験せウ．而

して燐酸は3聾工悟性酸にして共臨類の中性を呈する黒雲明なるを以て，6％カリ滴液

30ccユnを中和して酸性を呈するに至る量を検するに，25％燐酸約ユ2ccmを要したう・

故に6％カリ滴液30cclnを含む検膣を中和したる過剰の燐酸及び其水素1箇をカリ

ウムと交換したる酸性燐酸カリ（此のものも亜硫酸盤を分解す）の混合物の量．は上記

各燐酸より12cclnを除したる3ccm，18ccm，23ccm及38ccmなうとす．亜硫酸の検出

：量及其口出歌況次の如し．

　　　　　　　　　　　　　・第　　　　19　　　表

添加燐償最　　作用燐酸Ji㌃　：
（ccm） @（・・m）扉1

桧　餌　せ　る　亜　硫　酸（SO2）量　（1nglkg）

回匪・回防3回年 回

25％15

同　25

同　35

同　δ0

3

13

23

33

425

4｛11

444

第

1

1

20

1：1

絶1
表

415

4・10

442

440

422

4｛5

4韮3

44c｝

　　　　　
添加燐澄量1

（ccmｨ1・
亜硫酸の倍01割合（1時π珂後に於けるものに封ずる％）

分1・・分1・・分1・・分1・・分1・・
　　厨ヨ　帥　ド

分液ﾏ欝量
　　29％1・　酬82・1・…　94・…97・11・・％　1・5
　　・鷺　　穿　ll　l：　llil罰｝認　　器

　　同・・　…　7192　9■g3im　…
　前表中燐酸50ccmを加へたる揚合は租々炭化を來たし過：量なウしも，共他は杏果

の色調に殆と墾心なく，而して25及35ccmの揚合は穣出量佛遠耳況殆ど等しく，15

ccmを用ひたるものは成績細々劣れるを認む・依て更に糖蜜に就き之を讃するに，次

の成績を得たう．

ら
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第 21 表

添礪灘．亜硫脚細割合（10鰍・於けるもの闘す・肇）［嘉一腋・灘（・…

　（ccm’1・分｝・・分・・分1・・雰1・・到・・分i総粥セ量｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m9／k9）

潜門1二％；1％：：％陶；：1幣脇％i認㎜一韮

融野瀬1；隠避器1器ll：15　i癬
漂1細細ll．劃謁1，鴇鋼謬：1■蕊

　　　備考　砦黒占頃より華々炭化を興せり．

　前記成績を看るに，糖蜜は乾杏1こ比し，各揚・合の差異少なうと錐も，燐酸5及1（，bcm

・の揚合は飴拙朕況及帯出量共に辛々劣ウ，50ccmの場合は炭化を來せるを以て燐酸過

量：と言．ζべく，15cen〕，25cclh及35celn量に於ては佛出状況及検出量殆と相等し・即

ち乾杏に於ては25ccln及35cc【n，糖蜜に於ては15ごcm，25ecm及：35ccmの興研廃館1出

歌況，槍出総量共に何れも大差なく，50CCIn（乾杏にありては作用量38CCm）に至れば

憎々炭化を來すが故に，可及的炭化を避くるを要するヨード液滴定法にありては，35

CCmよりも寧ろ25ccmを以て適當とすべし．而して乾杏の揚合にありては，糖蜜及共

他の水に可溶性なる検膿に比し，炭化を來し易きが故に，比較的燐酸の少量なるを可

とすべく，添加せるカリ口寄に灯せず，総ての場合を通じて25％燐酸25ccmを使用

するを以て，最も安杢且つ適當なるものと思考す．

　　（卜）酒精性飲料の蒸紹滴定に就て

　酒精性飲料中亜硫酸を含有する竜のは，葡萄酒及び卵酒にして，前者は主として容

・器の燃蒸によウ，後者は亜硫酸にて庭回せるホップの使用に起因するものとす．之等

に就き次の試験を施行せう．

　（1）葡萄酒
　常衙生試験所詮絨の赤葡萄酒に適量のプランキ。トを加へ，均等なる試料を調製し，．

次の試験を行ヘゥ．

　（の検膿を水にて稀繹せざるもの

　白白100CCmを取ム燐酸59を加へ，徐々に注意して蒸鋸するに，約ユ時間に於て残渣
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約20cc111となう，炭化の虞あるを以て，加熱を中止せウ，斯くして重留出亜硫繭を前記の

如くして，50分定規ヨード液を以て滴定し，該滴定液よう更に硫酸バリウムとして定量

し，別に前記の如く約一時間蒸館臥せるものを重量法に副うて定：量せるものと比較せり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　22　　表

桧出せる亜硫酸（SO2｝量（mg／kg）
試1謙 E・小・小・分・・小・分漁繊法宣気1秘

　　　・　毘謝牌鰍毘蟹：毘誓i毘齢　…　i…

　　　・、並製！1毘圏Σ響隅9津塩．217123・）

　（b）槍腱を水にて稀鐸せるもの

　前記葡萄酒25CCmを取う水を加へて総量を2t｝〔lccmとなし，燐酸59を加ヘユ分間

40－50滴の蒸榴速度にて1時問蒸罪し，滴定液を重量法にようて定量し，別に同一方

法にようて蒸画せる係1液1こ就き重量法にようて定量比較せウ．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　23　　衰

桧口｛せる1｝E研ξ酸（SO2）」ま（1u9／kg）
試蹴 E・分i・紛．・・刎・・小・分瞬雌画一二£

　　ll書ill盤躁1羅i；1総
　　一　乙213乙21S乙223乙229i乙23S
今前記試駿成績を線括して比較i封照すればヲ（の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　24　　表

22δ

244

2壬7

23S

孝な　藍ユ　　庭　　罫三t　法

　　　　　　　　　ヰ翁μiせる距るf三百£（SO2）∫霧（1119／kg♪
試　鍛．　検駐量

回数．（ccm）評言滴定法・・5定液重咽重量法

桧山を水にて稀算せざるもの

　111〔ゆ
　21　同
　　　
耶均i

239

254

247

222

21ア

22・．｝

24し｝

239

2墨〔｝

灘加，て稀脳、の尾祷　；樹；1概；ll
　　　　　　　　　　　　，不均1　　　240　i　235　｝　243

　前表に示すが如く，水にて稀鐸せる隣合と然らざるものとは，共数値：は殆どよく一

致する竜，蒸｛瑠滴定法に於ては水にて稀’罧せるものは，東岡容易にして且つ反町の終
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末比較的鮮明なう．次に從來の試験法に依る蒸鯛法，帥ち炭酸瓦斯を通じつつ注意し

て熱し・蒸鯛して面容となマベしの方法に從へるものと，可及的少量に到る迄蒸餓せ

るものとの，爾成績を比較するに，前者は亜硫酸の倉留出不完全なるを思はしむべしと

錐も，葡萄酒の如き楡骨豊にあうては，之を稀擁することなくして牛容以上の二二を縫

績するときは，残渣濃鼠エキス状を呈し，泡起して往々蒸鋼困難に陥るか叉は器壁に

附著せる部分に於て炭化の虞あう．斯る槍醗に於ては豫め水を以て5倍乃至10倍に稀

騨しタンニン酸一刀尖を附加するときは，容易に之等の支障を除去し得べし・

　（2）姿　　酒

　槍液200ccmを卜う之にタンニン酸1刀尖及び燐酸59を加へ，常法に從ひ蒸溜滴定．

す其試験成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　25　　表

検

・・分定規・一液1腰∫・ヒ（cc・・）1槍踊撒（…）量（n・・／1・・）

11・分［・・分1・・小・分1・・分1・・分陵轍法・・，・癒瓢

高リンビ帥ル1：1隠：ll：贈：ll：ll：lll：1　11：1

　エビスビ＿ル　2。3　2，5　 2．0　2．6　2．7　2．8　　 9．O　　　IO．3

辱＿。．謡：1，1：ll：留：ll：淵瀧蟹

　同　　1α7iα8　’列12　13　1・5　4B　　3・8
　前記丁丁中キリンビーノン虹にエビスビーノレの2種に就き，前門と同一門門法にょう

庭理してヨード溶液中に蒸留し，重量法にようて之を定量せり．其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　26　　表

検
検　出　せ　る　亜　硫　酸（SO21量（mg／k9）

第　　　1　　回 算　　　2　　回 本 均

　キリンビール1　　14，1　　；　　11．4　　　　 13．3

　エビスビ・一ル・1　　9．3　　　　　15．8．　　　　12，5
　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　i

前記試験成績に示すが如く，ビーノレの如き酒精含量少く叉エキス分も比較的少なき

ものにありては，槍艦200ccmを以て蒸鯛するも特に困難を來すことなく，終末三二

も鮮明に識別し得べ：し・

　　（チ）揮獲性物質の影響に就て
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　瞼腔中に亜硫酸と共に揮登性物質を含有するときは，其の酸化作用の妨害せらるる

ものなることは，既にウ｛リアム氏等によ少て報告せられたる所にして，此事實に關

し小官L等‘ま揮登性物量迂としてアセトァノγデヒードを用ひ，赤砂糖，水飴等に就き1kg

中1（，00mgヌ．は100m9の割合にアセトアノンデヒードを混じ，常法に從ひ二二滴定法

に依ウ定量し，次の成績を得たり・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　27．　表

捻
拾出せる亜石ぞ三酸（SO2）量（mg／k9）

第1　回　　第2回　　ZF　　均

．　水飴（亜硫．酸を合右せるもの）　　　、　　i
　　同　　（桧盤1kg中1000m9のアセトアルデヒードを合右せしむ）ト

　　同　　（桧駐1kg中10〔〕11〕9のアセトアルデヒードを合右ゼしむ）i

　　阿　（亜硫酸を添加せるもの）　　　　　　　1
　　同（撒1kg　q・10Gゆmgのアセ，アルデ。一。胎イ∫せしむ）1

　　同　　（鹸盟1kg中100m9のアセトアルデヒpドを合有せしむ）

　　赤砂糖（亜硫酸を合有せるもの）

　　同　　（桧灘1k9中1（Xゆm♂のアセトアルデヒードを合有せしむ）

59．3

27．0

52．9

4う0。9

299．3

封3，8

11〔；。1

114。7

5S．0

2s．5

52．8

44甚．6

317．0

413．0

1162

114．7

5S．7

2S．0

52．9

44ア。S

308。2

423．4

n6．2

114．7

　前記試験成績を看るに，水飴中亜硫酸の含量比較的少きものにあうては，楡膿1k9中

1000mgのアセトアノレデヒードを含有せしめたるものに於ては，楡出亜硫酸量はもと

の約2分の1に減少すれ共，検膿1kg中100mgを加へたるものに於ては，共影響極め

て僅少なう，又亜硫酸の含量比較的大なるものにあうては，少きものに比して共影響

少し，次に赤砂糖に於ては殆ど亜硫酸の影響を認め得ざうき」折の如く槍艦1kg中ア

セトァノレデヒード1001n9の存在に於ては，託影響極めて僅少にして，宇検食品中アセ

トアルデヒード等の揮聚性物質は典最大なる場合に於ても，検艦1kg中1001ngを超

過すること稀なるべきを以て，本試瞼法に於ては其十七に営り揮聚性物質の影響は顧

慮するに足らざるべし．

　食品中芥子，葱類等の如く天然に探磯生硫黄化合膣を含有するものは，前記蒸傭操

作によウて之等の物質を脩出すべく，従って亜硫酸の試験上之が影響を験知する必要

あるを以て，小官等は次の数種強膿帥ち亜硫酸を杢く含有せざる調製二又は共製造上

亜硫酸を使用せずと認めたるものに就き，前上の蒸鱈滴定法によりて50分定規ヨー

ド液の清費量を楡回せり．
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供　試　材　料

ユ．葡　萄　汁　葡萄果に等量の酒猜を混じ揚砕座搾せる汁液

2．ネープノγ果汁　ネーブル果を鳩碑歴搾せる汁液

3．林檎果汁　同上調製

4．乾　　柿市販品
5．日’本産品杏同　　上

　　　　　　　　　　　　第　　　28　　表

検 畳豊1検 姉・分定規一・灘剛整磁恵雨
　　1．萄　葡　汁　　1COccm　I　α45ccm　　　　28
　・2．ネーブル果汁　　　100ccm　　　　　O．7　ccm　　　　　　4・4

　　3．林檎果汁　　100ccm　　　O．45ccm　　　　2。8

譜＿薯i舞　il：蠕　　1：1
　前表の如く果實製品等の芳香性掴：登成分を含有せる食品は，何れ竜50分牢規ヨP

ド液を消費するも，其量は槍膿1kg中10mgに充たざるべきを信ず・

　　（リ）澱紛争液に就て

　ヨード液を以て滴定するに當ウ必要なる澱粉糊液は，トレドウェノン氏に從へば其製法

極めて嚴格にして複錐なるも，小官等の冷語に徴：するに，後に述ぶるが如き簡軍なる

方法により製したるものを以て，充分共用に堪へ得べきを認めたウ．

　　　　　　　　　（7）直接滴定法に闘する緊要事項に就て

　白葡萄酒，水飴，糖蜜の如き淡色の液状物質虹に砂糖類の如き其水溶液淡色にして，

ヨードと急速に化合する有機性物質を含有する乙と僅微なる槍艦に在りては，直接滴

定法を丁丁するときは極めて簡便に定量し得べしと錐竜，其水溶液の稠度等にようて

反慮の絡末黒棚瞭ならざることあり，此黙に回し先づ適當なる稀鐸法に就き試回せり．

　　（イ）稀繹法に就て

　水飴（重量法に依る亜硫酸含量李均597mgを含有せるもの）109を取う，之に直

接或：は水にて島山せる後，6％カリ滴液30ccnユを加へ，30分間放置せる後，澱粉糊

液2ccm及び25％硫酸10ccmを加へ，可及的速に50分定規ヨード溶液を以て滴定

せう．
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第 29 表

釜號1供試量（・）隙謝こ累6ヵ，㌃1麗翻綿禦島詔…繍懲島旙酸鮒占艦

1

2

3

4

5

6

7

8

　　　1・　一1　3・　・　1・　1　9・35
　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・・　　　　：　　　一　　　　　　　　　・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　9．35

　　　：：漕i：：　：：｝1：1：

　　　：：い当　：：1：：淫：ll
　　　”　i10〔1　・　　”　　・　　”　　l　g・60

　　　・沼・i・　　・i…
備考　前記表中錐7及び第8はアルカリ分解30分後水にて稀罧せるものなり

593

593

611

605

δア3

δSコ

614

614

　前記成績を観るに其1及び2は稀繹水を使用せず．直接アノンカリ油液に溶解して滴

定せるものなるも，其反慮の終末黙は比較的不明瞭なう，其3及び4は水20ccmを以

て稀秤したる後，アノレカリ分解を行ひ酸性となし滴定せるものにして，絡末反回明瞭

にして其数値は重量法に依り得たるものに比して少しく大な．り．其5及び6の成績は

前記の方法と同じく，た団の水の添加輩を50CCmとせるものなるが，其数値租々低下

せウ．又其7及びSは豫めアノレカリにて直接分解せしめたる後，水100ccmにて稀鐸

せるものなるが故にアノンカリ濃度の影響死較的少く，其ユ及び其2に比して和高き数

値を示せるは，稀鐸水量の多きため過剰の定規液消費せられたるものと思考すべく，

叉其5及び6の一般に租々低き歎値を示せるは，豫め三三を50ccmの水にて稀澤せ

る竜のなるを以て，アノレカリの濃度を溺め，其分解力の嚢へたるに蹄因すべし，斯く

して諸種稀鐸法中2｛）CCmの水にて稀鐸する方法は最も適欝なりと雛も．紛一・般に蒸

錦滴定法及び重量法に依って得たる成績に比して租々高き数値を示せう．

　　（口）カリ歯液の濃度に依る影響に就て

　前項稀鐸法申に述べたるが如く，其試験成績は稀澤水量と，苛性カリ溶液の添加量

との開係即ちアノレヵリの弧度に依ウて影響せられ前記試巧翁に顧ては槍膿10gに封て

稀秤水量20ccm，30分時間放置を以て最も適常と認めたウ・更に本項に於ては亜硫酸

含有白糖蜜（重量法によウ卒均372m9含有品）に就き，アノレカリ濃度による影響を試

鹸せるに，次の成績を得たう．



飲食物中亘硫酸の試瞼法研究成績報告
27

第 30　θ表

　瞼1稀糠水量　　アルカ　リ試
番號1rcem）濃　　度

カ　リ　滴　液　2り％　硫　酸　δU分定規ヨード　検盟1kg中
添加量（CCm）　添加量（ccm）　液消費量（Ocm）　亜硫酸のm9量

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1！

12

13

14

15

16

17

18

100

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，9

2（1

，，

，9

50

，，

，，

6％

　　

　，，

　，，

　　

　，，

10％

　，，

　，，

20％

　，，

　，，

6％

　，，

　，，

　3，

　，噛

　，．

30

’，

，，

，，

，，

，，

20

，，

，，

10

卯

，，

30

，，

，，

，，

，，

，，

10

，，

，，

｝，

，，

，，

，，

，，

．，，

，，

，，

　

　

，，

，，

，，

　

，，

　前記試験に於ては槍膿秤取景は何れも10gにして，

分となし，各種帳面中アノレカリの絶封量．を同一ならしめ，その濃度を種々縫化せるも

のな動即ち其ユー3は6％カリ滴液30ccmを加へて30分後に水にて100ccmに稀繹

せるもの，共4－6は同じく水100ccmにて稀鐸せる後，6％カリ滴液30ccmを加へて

30分間放置せるものにして，前者の槍膣1kg中の亜硫酸含量七癖410mgなるに封し，

後者は363nlgにして著しく低下せう，即ちアノレカソ滴液の濃度の亜硫酸槍出数値に著

るしく影i響する竜のなることを知り得べし．紛ほ其7－9は10％カリ滴液20ccm添加

30分後水ユOOccmにて稀騨せるもの，其10－12は20％カリ滴液10ccm添加30分後

：水1（10ccmにて稀秤せるものにして，何れも其カリの絶i封量に於ては前記6％カリ滴

液の揚合と同一・にして，其濃度を異にせるのみなるも，前表に於けるが如く，アノンカ

リ濃度の上昇につれて，其敷値に著るしき差違を生ずることを認めたう．

　斯くして6％カリ滴液を以て庭理する乙との，最泌適當なることを知う得たるを以

て，其13－15に於ては槍膿：を20ccmの水に溶解し，6％カリ滴液30ccmを加へ，叉其

ユ6－1δにて｝よ玉上を50ccmの水に溶解し・6％カリ滴液30CCmを加へて試験しカるに・

l　l：l　l　l詰

「　。，　i　416
旨　　　5．6　　　　　　3δ7
1

　　　5．7　　　　rI　　　　　366
1　　　　　　　i

　　　5．7　　　1　　　36δ

　　　6．3　1　403
　　　6．1　1　392

　　　5．3　i　342
、　62　1　396
｝　6．2　1　396
1　6．2　1　396
1　　　　　　　　E
l　　　　　　6．1　　　　　；　　　　　392

1　・・　；　3・6
1　　　　　　6．1　　　　　…　　　　　392

1　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　1

カリ滴液との接鯛時間は之を30
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雨者殆ど相等しき成績を示せう．故に前項稀程法に於けるが如く，稀零睾水2Uccmを加

へ，6％カリ滴液3〔〕ccmを以て庭理するを最も適當と認めたウ．

　　（ハ）カリ癒液の分解時問に依る影響に就て

　前記試験によう二二巨）濃度及び稀澤水量等に就き，其最も適當なる方法を知り得た

うと錐も，吏にカジ滴液との接胸時間に就き研究すべき必要を認めたるを以て，次の

試験を施行せう．即ち検膿109を水20ccmに溶角孕し，6％カリ滴液30ccmを加へ，

種々異ウたる時問放置せる後25％硫酸ユOcemを加へ，5｛〕分定規ヨード液にて滴定す．

前記と同一種の糖蜜を以て施行せる試騎成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　31　　表

分解時悶1

　　　｛5
　　　－1

　　　1

　　　；

非糞　　出　　せ　　る　　ヨ巨　　轟1二　酸　　（SO2）　量　　（【n9／k9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分

　　　　　1　，lll　i劉溜劃畿　1認　端

　前表に於けるが如く，各種の分解時闘1こ依る亜硫酸の検出量を比較するに，5分よウ

30分に到るに從ひ順次三歎値を塘大し，それよウ時間の延長に伴ひて却って其歎値を

滅少す．故にアルカリを以てする分解時間は3｛，分を以て最も適欝なるを認めたウ・

　（二）ゲラチン及びビール中亜硫酸の直接滴定に而て

　ゲラチンの如く水に溶解して張罰1占稠性を有する物質にありては，之を直接滴定し

得ざることは既に交獄に示すところなるも，之を適當に稀罧するときは或は蒲足すべ

き成績を得べきやを思考せしめたるを以て次の試験を施行せう．

　ゲラチン5－259を取ウ，之に種々の割合に水を加へ，微温を與へて之を溶解し，

冷後6％カリ滴液30ccmを添加し，30分放置し，25％硫酸1〔lccmを加へて百童性とな

し，常法の如く5〔1分定規ヨード液にて滴定せり．其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　32　　表

試’口番號 分il・分115分12。分1・・分．・・分1・〕

手嚇ゴ引添加繊CC…r艦拾四時斗・野牛1繍醗隔ll離硫徽慧
25

5

2ビ10

1c耳‘）

8

2〔〕

誹り」瞭

　，，

19．2

4．3

492

1予2L
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5

，，

，，

，，

，，

，，

1GO

，，

200

，，

300

，，

20

，，

40

，，

60

，，

，，

不明瞭

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

5．2

5．3

5．7

5．8

5．4

5．1

5．3

6う4

676

735

740

692

649

’675

　前記成績に於けるが如く，ゲラチンは二二罧に多量σ！水を用．ζるにも係はらず，反

論の絡末黙不明瞭にして亜硫酸の許容限界黙の認定困難な三三に本図は直接滴定法

に依うては定量．し能はざる竜のとす．

　高息ビーノレにあうては，灘留滴定法面は重量法に依りて得たる数値に比し，約10倍

量に相當するが如き極めて多量の50分定規ヨード液を消費す．この現象は亜硫酸以

外の還元性有機物質の存在に鯖糊するものなるが故に，ゼーノン竜亦直接滴定法に依う

て，之を定量すること不可能なう・

　　　　　　　　（8）蒸錯及び直接滴定試験法案　附　試験成績

　前段数項に分ち蒸鱈拉に直接滴定の聾者に就きて比較研究の結果，次の如き試験法

を案出せう．

　　　　　　　　　　（イ）機運滴定試験法　附　滴定重量法

　内容約750ccmの圓底硝子堤を謂う，之に2孔を有する栓を施し，其1孔には殆ど

堤底に達する硝子管（甲），他の1孔には墨頸に絡る硝子管（乙）を挿入し，乙管をリ

ービ．ヒ氏冷却器に蓮結し，冷却器には有孔栓及受接管（下端の内径約5m111を有する

もの）によう球附U字管（爾側の球約200ccm，底部の球約50ccmの内容を有するペリ

ゴー管）を附し，甲管ようカメレオン溶液虹に水にて洗溶せる炭酸瓦斯を通じて装置

内の空氣を全く駆除したる後，ペリゴー管に澱粉糊液10ccmを容れ，ヨードカリウム

19を添加し，一旦煮沸したる水を以て約50ccmとなし，ビウレ。トよう50分定規沃

度液3滴を加へたる後，炭酸琵斯を通じつ＼綾かに三三し，槍膿259（液歌の穣膿に

あわては25cc皿）を容れ，一旦煮沸してる水180ccl11を以》C洗入し，タンユン酸0・2g

及び25％燐酸25ccmを加へ，再び栓塞し絶へず炭酸瓦斯を通じつ＼ユ5分間経過し

たる後，注意して加熱し，1分時聞40－50滴の鯛禺速度に於て蒸錦し，ペリゴー・管中

の溶液脱色せんとするときは更にビウレ。トよリョード液を滴恕し，絶へず淡藍色を
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呈せしめ，灘留液艦出し始めてよb正確に1時問蒸瑠の後，鼓に清費したる和分定規

ヨー・ド液のCCm歎（ヨード液1滴によるヨード澱粉の藍色1分時間以上を持歯するを

要す）よう，遠点1kg中の亜硫酸（SO2）総量を算定す，（50分定規ヨードll々1cclllは

亜硫酸（SO2）0．G4mgにイ：日當す）．

　前記可楡液を更に重量法にようて定量せんとするときは，ペリゴー町中の溶液を内

容約500CCmのベツヘノレ硝子に移し，ペリゴー管は水を以て善く四四し，少量の臨酸

を加へ蒸即して約15｛〕CCmとし，必要あらば之を濾過し濾紙は善く洗源し，液量多き

ときは：再び蒸奨して約150CCmとなし，加熱して沸騰するに到う，之に熱クローノレ・“

ソウム溶液を注労し，沈重の生ぜざるに至りて放置し，其上澄液にクローノンバリウム

溶液1滴を加へて全く硫酸の沈澱せしや否やを検し，爾1同煮沸し温庭に6時間放置：

し，其上澄液を門下既知の小濾紙上に注ぎ，ベツヘノレグラスの四壁には歎同熱湯を注

ぎて三下し，毎同沈著するを俊ちて其上澄液を濾紙上に注ぎ，絡うに沈近を濾紙上に

集め，熱湯を以て洗1條し，其濾液硝酸銀溶液に由って漏濁せざるに至れば沈垂を濾紙

と共に乾燥し，豫め秤丑せる白金増禍内に於て次二三回し共残留物を少量の硫酸を以

て濡し，次に遊離硫酸を蒸登したる後，微に熾灼し除湿器内に放冷して秤量し，妓に得

たる硫酸バリウムの丑よう亜硫酸を三二すべし但し硫酸バリウム19は亜旧藩SO・）

0・2744gに相當す．

　前記試験法中乾燥果實類にあウては，楡髄の細載せるもの259を乳鉢内に取う，6

％のナトロン滴液30ccnユを加へ，善く研和して慶粥披となし，30分時間放提したる後

門を蒸解獄ζ容れ試験すべし．

　砂糖，水飴類に在うては，検腔25－509又臥酒に在うては，200ccmを取ウて試験す

べし．但しi劉酉の場合1こは水を以て稀罧するを要せず，爾ほ澱紛糊液中にヨードカソ

ゥムを添加すべからず・

　澱粉糊液の製法　澱粉0・29を少量の水中に台岳捌し，之を沸湯200ccm中に注加し，

縫絆しつ＼1－2分間加熱したる後，鼓に得たる糊液を乾燥濾紙を用ひ温に乗じて濾

過し，冷後之を用ぶべし．本液は用に臨みて之を製すべし．

　本丁瑠滴定法實施に欝ウ注意すべき要項を殺ぐれば次の如し．

　1．ヨード稀薄定規液は力債を減じ易きを以て注意を要す．而して流動バラフ｛ンを
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以て共液面を覆メ、ときは大ひに之を防ぎ得べきも，禽ほ1ヶ月間に約2％の減力は免

れ難きを認めたう．

　2・各槍膿は試験直前に共容器を開封して弓取するを可とす．開封後時日の経過に從

ひ，亜硫酸含量に著しき鍵化を來たすもの少からず．

　3．炭酸琵斯を通ずる速度は，1分問ユ50泡前後を可とす．

　4・多量の亜硫酸存在するときは，加熱以前に若干のヨードを消賓すべし・

　5・蒸婦中澱粉糊液は常に淡藍色，若くは淡藍紫色を呈せしむべし．

　6・澱粉糊液のヨードによる色調著しく類赤色（アノレコホノγ含有転義の総合特に甚し）

を帯ぶることある竜，成績上特に影響な・し．

　7．1時聞違鯛後ヨード液1滴によるヨード澱粉の藍色乃至藍紫色1分間以上持試す

るを要す．若し1分間以内に清失する血合は，加熱泣きに過ぎ蒸査留堤の内容物稽々炭

化を寵すか，又は検畑中の亜硫酸含量異常に大なるに起因する竜のなるを以て，白髭

に注意するを要す．

　　　　　　　　　　　　　　（ロ）　直接滴定試験法

　槍膿109を約200ecmのべ。ヘノングラスに取O，水20ccm（難溶性の橡膿にあウては

適宜少量の：水を加へ，或は水溶上に加温溶解し冷却すべし）及6％カリ滴液30cclnを

加へて溶解し，30分問放置の後輪に澱粉糊液2－3ccln及25％硫酸10ccnユを加へ，直に

50分定規ヨード液を滴憎し，ヨード澱粉の藍色1－2分間持面するに至らしめ，蝕に澗

費せる50分定規ヨード液の量よウ亜硫酸量を算定すべし．但し萎酒及びゲラチンの類

にあ今では本方法を以て定量するを得ず。

　（ハ）各種検艦に就き施行せる海谷滴定法，滴定液重量法及重量法の比較点心成績

　前記試験方法及び重量法を以て各種字面に就き施行せる試験成績を総括しで表示す

れば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　33　　表

検 酬　　　試　瞼　方　法
　　　　　　　　　　第　1

検出せる亜硫酸（SO。）量（m91k9）

回1第2回陣 均

水
o薩翼撫l

　　　　　　　I

694
599
576
6U

600
599
δ8δ

605

597
599
δ81

6⊂［s
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白桝稲（互1三徽漱D1滴定液剰訟
　　　　　　　　　　壌接lll定蔭

・　・　チ　薦遥㌔蒜総
　　　　　　　　　　直接滴定法
　　　　　　　　　　重　　量　　法
乾　　　　　　　　　蒸億消定法
　　　　　　　　　　滴定液重量法
キ　リ　ンビ　＿　　…重　量　法
　　　　　　　　　　…出挙滴定法

　　　　　　　　　　1蕪　量　法1
エビスビー @1鋸1轟’羅1
・… @ビール薩愚騒蔭
白　ざ　ら　め∫鴎撫；礁法・

黄　　ざ　　ら　　め
　　　　　　　　　　1
氷

　　　　　　　　　　　踊1；・4ノし法　　　　　　　　　　1…’

白響ξ．

赤糖蜜（並凄、酸添加）

赤葡萄酒（亜硫殻添加）

　　，8r

蜜一
　　　　　｛

　　　　　｛

　　　　　益

赤　砂糖　（上

1重　量　法1

齢羅蓬1
隈缶需定蔭
滴定液重量法

1重　　ゴ1ヒ　　法
1籍ラ鶴～：1童，羅．

！重　　ゴ1ヒ　　法

；蒸f臼滴定

　　　直接f商定法
等騨；鋒羨
　　　直接滴定法
　　　［蒸留滴定法
　　　1滴定液重量法
　　　ll直接涯婁法

　　　1

　　　　（＝）結

・｛

杏｛1

ル｛

　　1滴定液重量法
ル｛

｛i直接蹴法

　爆ぜ液㌦薄葬

　｛酸灘縫蔭
粧膿獅i操法

品・ o

赤職仲縮・｛

赤瞬（下鳳’ V謝1騒蔭

終末反癒黙不

373
3S2
37工

403

251
2S5
278

121
12s
115

133
工31

125
131

5δ9

566
5｛〕2

512
522
δ13

14．1．

16．0

17．1

9．3

9．O

lO．3

5．12

2．4

2．56

18．1

2L4
16．8

5．12

5．12

12．S

12．8

16．0

15．4

1δ。8

16．1

160
169
164

133

ユ32

　　　　　　372
　　　　　　381
　　　　　　371
　　　　　　403
　　　　　　2δ6
　　　　　　2S3
　　　　　　265
　　　　　　12i．）
　　　　　　13｛，
　　　　　　115
　　　　　　134
　　　　　　132
　　　　　　12S
　　　　　　13工
　　　　　　559
　　　　　　569
　　　　　　561り鷺1ξにして列定不能

　　　　　　516
　　　　　　52ゆ
　　　　　　514
　　　　　　13．3
　　　　　　15．8
　　　　　　15．6
　　　　　　8．8
　　　　　　δ．9
　　　　　　11．8
　　　　　　δ．0
　　　　　　3■
　　　　　　2．56
　　　　　　18ユ
　　　　　　20．7
　　　　　　18．0
　　　　　　5。12
　　　　　　δ．12

終＊反響不り」． ﾄにして鋼定不能

370
330
37〔．｝

403

26L
280
262

118
131
117

135
133
13L

13［

559
57［

5GO

520
517
514

1L4
15．6

14，4

8．3

8．S

13．4

4。8

3．8

2．56．

18。1

20．0

20．2

5．12

δ．12

11．5

11．5

19．2

17．6

15．8

15．0

160
16・）

157

133
137

12．2

12．2

17，6

16・5

1δ．8

15．1

160
16δ

16⊂1

133
ユ3δ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　論

　上記試験成績を四壁するに重量法，蒸榴滴定法，直接滴定法及び滴定渡重量法の各

購は共1・略一致すれども一般1ζ重量法は比纐撮轍値低く，二一三法は之に

次ぎ・直接瀧澱響きが如し，之を1突ずる睡量法にあウては，硫酸．・リウ。の

漣が淵御熱湯に微に溶チ祠る損失及び蒸物際趣燃き穆乏量の亜硫酸の酸化に依

ウて僅に減量し，蒸舘滴定法にあうては楡競に含有せらる＼僅微の揮爽性還元物質，
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加熱にようて生ずる痕跡の分解物質のヨードに及ぼす影響及び流通炭酸琵斯による微

：量のヨード逃窟等の総合的原因に依ウて増量を來し，叉一方に於ては重量法に於ける

と等しく蒸門中僅微の亜硫酸の酸化に依うて滅尽し，爲めに増滅相殺して中程度を保

つものなり．叉直接滴定法の一般に最も高き数値を示すは，滴定液中の全亜硫酸が反慮

に蓼継し更に滴定液にはヨードカリウムを添加すること能はざるを以て，水量のみに

よる消費にようて影響せられ（水70ccmは50分定規ヨード液面0．05ccmを費記す）叉

滴定液中に含有する有機物質の幾分もヨードを費すべき恐ある等之が原因たるべき

か．然れども此等成績の差異僅少にして，而も共に長短全くなしとせざるを以て，3

方法の操作の繁簡便否を墾考として考察すれば，重量法は比較的長時間を要するを以

て，飲食物試験等に於て多敷の槍膿を庭理するに不便にして，直接滴定法も亦限られ

たる槍膿にのみ慮用し得らるるものなれば，一般的総ての槍膿に畳用せられ，重量法

に比し遙に短時問に施行し得べく・且つ数次の斡瞼成績叉良く一致し・省ほ必要に際

しては滴定液重量法をも併記し得べき蒸鰯商定法を以て，最も卓越せる方法と認め得

べし，盗れ共直接滴定法も亦他の2方法との差違甚しからず，操作頗る軍扇にして良

く一致せる成績を得べきを以て，飴類，白糖密・自葡萄酒・砂糖等の試1瞼に當うては，

好適の方法たるものと信ず．

　今欧米湯島に於ける亜硫酸の許容限度を標準とし，假ウに三共1kg中の亜硫酸

（SO2）量，三冠果1000mg，ゲラチン500mg，糖蜜300rng・葡萄酒200n19・水飴類30mg

二二20mg，及砂糖201n9を以て許容限度と見徹：すときは，容量法と重量法とに干て次．

の数字的關係を有すべし．

　　　　　　　　　　　　　　　第・　34　　表

川止種類
検畳豊ikg又は1］』　．

　　　　　i供　試　　量
中許容SO2mg量1

乾　　杏1
ゲラチ　ン1
粧　　劉
葡萄副
永一類1
　　・・　　　1

砂　　　　糖

1000

500

300、

200

30

　30
　2（1

　20

25gr

259

259

25ccm

509

259

509

259

供試量中SO2

のmg量

供試夢中の猷♪2
にi封慮する．奨
　　　・」」」r．ou
ヨ　一　ド9臼玉

　（ccm）
25

12．5

7．5

5．0

1．5

0．75

1．0

0．5

39．1

19．5

11．7

7．8

2，34

1．17

1．56

0．78

供試量中のSO2
に封慮する硫酸
バリウム1ng量

91．1

45．5

27．3

19．2

5．46

2．73

3。6壬

1．82
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　　　　　　イ　三撃　　　　　　　　「百　 ；　　　　　　　21．　　　　　　　　　　　£‘メ［ecn1　　　　　　　　　・4・‘）　　　　　　　　　　　　　6・25　　　　　　　　　　　14・6

　　　・・　　　　　1　　　　　　2r）　　　　　　　　　δOco111　　　，　　　　　】．可｝　　　　　　　　　　　1．56　　　　　　　　　　3．6｛

　　　”　　i　　凶　　　　25CCn旦　　　‘）．5　　　、　α78　　　　1．＄2

　前表の示すが如く水飴，砂糖及ビーノレ類は瞼禮の供試量25－50g叉は25－5〔lcc皿に於

ては重量法に依うて定量すること極めて難事にして，到底浦足すべき成績を得難きに

封し，蒸鰯商定法にあウては楡腔25g或は25ccmの二合に於ても容易に且つ比較的精

確に測定し得るの特徴あウ，是等の開係ようする竜飲食物中亜硫酸の検定に封しては

本血鯛滴定法最二三浸するものと認めざるを得ぎるべし．

　次に前記蒸瑠滴定法によう，各種瞼膣中の亜硫酸留出に際し，佛出し始めてよう，

1時間三門に至る迄の間に於ける，亜硫酸の佃田歌況を示せば次の如レ

　　　　　　　　　　　　　　第　　　35　　表

桧

lkg中1＝EE’三酸

（SO2）の】n9彙

亜硫殻の爵萬制合（1時悶後に力点ナるものに封ずる％）

，・・分後1・・別後1・。・｝後1・・分後・・分後「・・分後

水

砂

，，

，，

飴

粧

ゲ　　ラ　　チ　　ン

白　　葡　　萄　　酒

飴菓子　（赤色）’
”　　　（線色）．

乾　　　　　杏

郡

司百

代’

46．1

33．0

2、｝s

2ろ．6

41）3

32．8

2う．6

23．2

32。0

23．2

522

517

1σ．0

9．0

3s2

379

42

75

70

7，｝

71

7う

73

40

5δ

S3

77

S2

82

92

91

6隻

6ろ

8う

7δ

77

81

85

83

56

67

92

89

9δ

89

95

9｛

75　　　　　85

8正　　　　92

－　　　　　88

8」　　　　　83

84　　　　87

91　　　　95

90　　　　9δ

91　　　　95

72　　　　84

70　　　　78

96　　　　98

95　●　　　97

93　　　　1α〕

91　　　93
96　　　　9S

96　　　　93

94　　　　100

98　　　　100

94　　　　100

－　　　　100

94　　　　10」

9S　　　　ユ00

＿　　　　100

＿　　　　100

92　　　　100

89　　　　1〔0

99　　　　100

99　　　　100

1α）　　　　100

96　　　　100

99　　　　100

gg．1　　　100

　前記成績に徴する1ら亜硫酸鱈出彦）歌況は，各瞼膣の種類にようて一様ならず，故

に蒸嬬1時間以内殊に30分間以内に於ける煮留出亜硫酸量に，或る係販を乗じて以て，

可及的短時聞に検髄中の亜硫酸量を概測せんとするが如き事は，寧ろ過誤に陥る虜あ

るを以て，上記の方法に從ひ正確に1時間蒸瑠するを可とすべし．

　　　　　　　　　（ホ）蒸圏滴定法に依る菓子類の試験成績
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市販菓子類に就きて蒸錦滴定法を試むるに成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　第　　　36　　表

検盟の含糊黙腿、訂忌門亜硫酸（皿・！kg川 硫酸バリウム沈鎭

i森永ミルクキャラメル
水　　　　　無　　　　　三

聖　菓．子（赤色品）
同　　　　　　　　（緑色品）

砂糖包翁’飴（赤色品）
1司　　　　　　　　（青色品）

オブラート包翁飴　（黄色品）

同　　　　　　　　（白色品）

｛可　　　　　　　　　（赤色品）

バナ、ゼリー　（白色品）

同　　　　　　　　　　（青色品）

同　　　　　　　（赤色品）

ア

同

何

梅

何

同

伺

ル　　　　ヘ　　　　イ

　　　　（黒色品）

（南：京豆刷了黒色品）

干　（小形赤色品）

　　（六陰日色品）

　　（大形黒色品）

　　（大形赤色品）

　　　　（乙）

0．6

0．65

L25
（1．9

1．2

0．15

】．05

］．0δ

0。3

0．3

0．2

0．25

0．2

0．4

0．45

10．55

α壬

0．85

（P5

15．3

16．6

32．0

232

30．3

4．0

27．0

27．0

7．3

7．3

4．9

6．4

5．0

10．2

11．5

270．0

10．2

2L9

12．8

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　　？

　　　　？

　　　　？

　　　　？

　　　（＋）

　　　（＋）

亜硫酸として2201ng／kg

　　　（＋）

　　　（＋）

　　　（＋）

過酸化水素老以て酸化する容量分析法

　小官等は先づ前記ウィリアムース氏の試験法に準榛し，蒸鯛水500CCm及び濃燐酸叉

は純濃盤酸20ccmを蒸館壕1こ容れ，炭酸瓦斯を通じつ＼少時間煮沸して室氣を排除

し冷後1瞼膿1009を迅速；に壕中に容れ，1時間徐々に炭酸：琵斯を通じつつ加熱蒸食留し・

蒸鯛の終了直前に借り，冷却器中の水流を止め，冷却器及び誘導管を徐々に加温せし

め，以て子中の亜硫酸含有水蒸氣を凝結せしむることなく，悉く受器中に到達せしむ

　　　　　　　　　　　　　　　　
べし．勿論此間受界は之を水にて冷却するを要す．受器の受接垂直管に手を鰯るるに

潟暖を感ずるに到らば之を分離し，胆管は少量．の水にて受器中に洗入すべし．次にペ

リゴ・一管1の内容液を受器に合し，善く洗洗し十三を合して総量を約40－50ccmとなし，

之を10分定規ナトロン液にてブロームフェノーノγプラウ叉はメチーノンオランゲを標示

藥として滴定す．之等の標示藥は揮駿性有機酸にようて憂化することなし・爾ほ必要

あるときは硫酸バリウムを形成せしめ重量法によムて比較蜀照し得べし・

　　　　　　　　　　　　　（イ）退酸化水素溶液に就て
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　本法に使用する過酸化水素は，可及的銃酸を含有せざるものたるべし．若し之を含

イ∫するときは，豫め之を滴定し使用せる過酸化水素溶液20ccmに相雷すろ10分定規．

ナトロン液清の費量を控除せざるべからず．又滴定後更に重量法を施行する必要ある

ときは，豫め典三布硫酸是を定量し之を控除するを要す・

　今市販過酸化水素に就き定量せる鎮酸量を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　37　　表

検 液讐藷黙認る1u分定現ナト燈鍵cc11樹する賑刈ウムの
一昂・糊聞ヒ水素！・・（・・，として1剖　「蜘S・，として1．2・）

　三共製オキシ　フ　ル、　　（貝（SO2として】．23）　　　、　1　　2．SS（SO2として0。79）

　＠一寸灘水轍；・・1（S・、として・692）　1…（・・、として1．・7）

　第二二二潮ゾーンi（・1（S・・としてα32）　11・5（S・・としてα1D

　　　　　　　　　　　　　　（口）試験方法の硯究

　前記ウ｛リアムス氏法に諜ウ，櫨瞠ユ009を取り，内容1500CCmの圓底蒸鯛コルベン

に水5U｛Jccln及び燐酸2（」ccmを加へ，1時間炭酸瓦斯を通じつ㌧蒸平し，叉別に内容：

7δUccmの蒸溜コノンベンを取り，之に橡膿259水，180ccm及び25％燐酸25ecmを加へ，

1時聞蒸瑠し，爾者の成績を比較するに，聖者殆ど同一にして叉ウ｛リアムス氏に從

ひて燐酸に代ぶるに濃監酸20CCInを使用するに，注意して加熱するときは，其成績燐

酸と同一一’なるも加熱急激に過ぐるときは，租々高き数値を示せり・ヲ（に水飴，糖蜜等

に就き施行せる成績を示すべし．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　3S　　表

検 層’検 @～掛　判乙工…㌘ll，。穿鼠il｝蟹繋～漏1

　三編鋤・臨　 1・・ @1　・α，　1　1・・　1
　　　　：：　、1幽　1留　　1：！1

’　：：　　1　】磐　｝　留　　　11：1

　　　　・　：・・　118・　1鮒
　前表に於けるが如く本試験法はウ｛リアムメ氏の原法と・之を改良したるもの即ち

蒸儒コノレペン拉に検｛澄探取回を小ならしめたるものとに於て，何等共成績に議…異なく

桧｛ユ1kg中の亜疏
酸の1日量

　　61．2

　　51．2

　　5L2
　　δL2
　　353．4

　　355．2

　　353ゼ…

　　35S．4
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前記水飴の揚合に於けるが如く，検膿1kg中の亜硫酸含量51．0夏ngの小量に於てよ～

定量し得たり．故に本改良法はウ｛ヲアムス氏原法に比し寧ろ遙に優れるを認めしめ

プ2鉱以下該改良法に就き租詳細に之を説述すべし・

　　　　　　　　　　（ハ）　ウ｛リアムス長年の改艮試験法案

　内容約750ccmの指口硝子堤を取り，之に2孔を有する栓を施し，共1孔には殆ど

堤脚に達する硝子管（甲），他の一幅には塚頸に終る硝子管（乙）を挿入し，乙管をリー

ビッヒ氏冷却器に連結し，冷却器には接績管によウ内容200CCInの巨川レンマィエノレ

意地に接績し，接卵管の下端は殆ど和白に達せしめ，この受器に底部の球約10cemを平

するペリゴ一管2箇を連結し，まつ受器拉に第ユペリゴー瞥に3％過野饗化水素液10CCIn

宛を容れ，第2ペリゴ血管に過酸化水素溶液及び麹酸酸性クローノレバリウム混合液を

ユOccnユ（1：L中クローノレバリウム20g，濃臨酸4ccln及び10容量％過酸化水素液400ccln

を含：有するもの）を携る．

　前記蒸鯛コノγベンの甲管よう炭酸瓦斯（過マンガン酸カリウム溶液を以て洗源せる

もの）を通じて装置内の五郎を全く駆除したる後，炭酸瓦斯を通じつつ硝子堤を綾か

に開栓し，固形の瞼瞠に商うては，細閲せるもの25g（乾果類に在ウては之を乳鉢内に

取う6％ナーン滴液30cclnを加へ善く研和して慶粥状となし30分問放置したる後）

液状の楡骨豊に在りては，25ccmを蒸重留堤内に容えτ，1旦煮沸したる水180ccmを以て之

を洗写し，25％燐酸25ccmを加へ：再び栓を施し，絶へず炭酸琵新を通じつ＼15分時聞

経過したる後，注意して加熱し，1分時習約40一酌滴の館拙速度に於て蒸臥し，弓懸し

初めてよム1時間の後鞘働を中止し，．第1ペリゴー管の内溶液を受器中に合し，善く

洗弱し，メチーノンオランゲ叉はブロームフェノーノンブラゥを標示藥として滴定し，之よ

ゲ豫め測定せる使用過酸化水素液20ccmの消費する10分定規ナトロン液量を控除し，

贈れよめ検膿1kg又は1：L中の亜硫酸（SO＝）量を算出す．（10分定規ナトロン液1ccm

は亜硫酸3．2mgに相鎖す）．

　第2ヘリゴー管は受器虹に第1ペリゴー管にて捕捉し得ざりし亜硫酸の逸出を槍知

する装置なるも，多数の實験の結果斯の如き必要は殆ど認めざりき，叉ウfリアムス

氏原法に於けるが如く蒸鯛を止むる直前に冷却器中の水流を止め，亜硫酸の鋸商を完
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全ならしUるが如きは，實騎上殆ど共必要無きもの＼如し・

　　　　　　　（二）ウ｛リアムス氏の改艮法とヨード法との比較試験

　次に諸種検膿に就きて前記改良法を試み，更に10分定規ナトロン油液を以て滴定

したる重留液を蒸螢濃縮し，藍酸酸性となしクローノレバリウム溶液を滴馴して硫酸ノ“リ

ゥムを沈降せしめて定量し，別1こ過酸化水素水に含有せらる＼硫酸を定押して得たる

数値を減し’叢に得たる重：景こ法の成績を滴定に依うて得たるものと比較せり，碕ほ同一

楡膿に就きヨード液に依る蒸傭滴定法及び滴定液：重二量法を併施し，以て彼我封照にi費

せり．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　39　　表

猿盈の種類

　　桧　　｛a　　lk9

過　酸　化　水　素　法

中亜硫酸（SO窪）のmg量
ヨ

滴定法i慈加法　灘葡ヒ法
　　　　ド　　　　　法
滴定液重長憂　一一蚕一一寮｝・一法

水

赤

，，

砂

，，

白　葡萄沼

飴i

　l

網
　」

　1

精製糖蜜

乾

，，

　

，9

，，

，，

　l

　i
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　上表に見るが如く，過酸水素法に於ける滴定数値は略々ヨード法の夫れと一致し，

：重量法も急白類似すれども，精製糖蜜にああては，重量法にようて得たる数値は滴定

法に依6て得たるものに比し，租高き傾向を示せう．概して過酸化水素酸化法は滴定法

の正確なるに比し減等’量法は連々劣れるやの威あム，且つ過酸化水素液中の硫酸含量

は必ずしも憾め滴定による10分定規ナトロン液のli盲∫費量よウ算出せる硫酸バリウム

の計算量に一致することなく，同一種類のものにありても其容器の異るに從ひて楡出

する硫酸バリウムの含量多少異b，各試胎實施に：先立ちて侮回過れが定量を行ムは煩
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難に堪えざるべく，且つ實験上誤謬に陥り易きが故に過酸化水素滴定液を更に重量法

に依りて定量する方法は到底實用1ζ堪えざるべし・

　以上の如くヨードを以てする蒸榴滴定法と，過酸化水素による容量分析法は，共正

確度に立て殆ど優劣なく，爾者共に良好なる攻城法と寵し掬べし・殊に過酸化水素法

は槍膿申の揮二二還元物質によらて影響を受くること極めて少なく，且つ硫化物及び

揮：登性硫黄含有々機物質存在に於ても，過酸化水素は之を硫酸に攣化することなきを

以て好都合なう。

　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　　　括

　以上記章に於て得たる實験成績に墓き細舌すること次の如し．

　1．先づ亜硫酸の定性的豫備試験法に就きて考究したるに，二三最奄贋く慮用せら

る、硫化水素化生法及ヨード酸カゾウム澱粉紙法は，共に絵うに鏡敏に過ぎ，微量の

亜硫酸によムては反記せず一定の限界丑以上に於て始めて槍出し得タき試験法として

は適合せず，爾志の諸法も亦種々の黙より用に堪えず，要するに定性的鑑識法によウ

て豫備試験を行ふを得ざるを認めたう．

　2．定量的試験法に於てはヨ・一ドを以て酸化する方法中重量法，蒸食留滴定法，滴定

液重量法及び直接滴定法を比較研究したるに，蒸榴滴定法最も卓越せるを認め，之が

賓誌上須要なる條件につき精査し，以て優良と認むべき新定量法をi案出せ動

　3．　ウィリァムメ氏の過酸化水素二三による蒸淫酒定法を追試して之が改良試験法

を考案し，次で之を前記ヨード法と比較精査し，以て雨者共に實用上三値ある良好の

定量法なることを確定せう．

　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　獄

　（1）　B、Haas，：Ber．　Dtsch。　chem．　Ges．15，154，18S2．

　（2）K．KJ芝irvine11，　ZLschL　f．：Lebellsm・4Q，283，1925・

　（3）　H，Scllmidt．ムrb．　a．　d。　Kaiserl．　Geεundheitsamt．21，233，1904．

　（4♪V．Froboese，　Arb．　aべ】，　Reichsgesundhcitsamt・52，657，1920・

　（5）　G．、V．　Mollier一、ViUialns．　Brit．　FoQd．　J．29，51，1927．

　（6）　Th．　Schumacher　u，　U。　Feder，　Ztschr．　f．　Xahr．一u．　Genussm，10，642，1905．

　（7）　A，BeytieエL　u．　P．：Bohrisch，　Ztschr．　f．　Xahr・u，　Genussm．5，401，1902．

　　　昭和三年五月
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果汁及果實シロ。プ中安息香酸の定量法

研究成績報告

技　師　衣　　笠

技手ノ」・毛利

技　生丹　野

　　　　三

毛利三
政　治

　安息香酸及其ナトリウム臨は飲食物防腐の爲め最も屡々使用せらるるものの一なる

も，從來米誌を除きては世界各二二に各法規を設け之が使用を蝦禁せウ．米國に於て

は190S年安息香酸ナレリウムの人膿に及ぼす影響に記し，ロング，へ一ター及チ。テ

ンデンωの3博士夫々主任となう，牛ケ年に亘うて，多数の人膿に就き詳細なる試験

の結果，（1）安息香酸ナトリウムは日々0・59以下の少量を食料と共に膣内に振取する

竜有害作用を呈せず，健康上何等の支障を認めず・（2）日々49に至る多量の安息香酸ソ

ーダを食料と共に服用せしむるも，一般健康上特に有害の影響を認あず，又試験期間

中毒物的作用を呈せしことなかウき・（3）安息香酸を少量叉は多量飲食物中に混和する

も，之が爲二二飲食物の品質叉は螢旧債値を損傷するものと認むる能はざりき，此の

如きを三って二二に於ては一般に安息香酸ソーダの普通使用量を認めたう．但し之を

使用したる回合には其飲食物の容器に，安息香酸含有の旨を明記すべきを規定せり・

而して夫の世界大戦の結果欧洲諸國に於ける食糧政策も劃期的攣動を來たし，防腐剤

に封し最も嚴高なる禁止主義を取れる二二を始め，各三共に食品の製造行程上叉は貯

同上必要とする最少量を限度として安息香酸叉は其ナトリウム盤の使用許可制を採用

するに至れり・即ち英，米，猫3國に於ける果汁及果實シロ。フ’類中安，竪、香酸の認容

：量（mglkg）を示せば次の如し・

　　　　　英　　　國　　　　　　　　　　　萄　葡　汁　　　　　　　　　　　　　　　2000

　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　其他の果汁　　　　　　　　　　　　　　 600

　　　　　猫　　　逸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000

　　　　　米　　　國　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　1000

　本邦に於ても世界の大勢に順慮し，從來の防腐捌嚴禁主義を改め，果實汁類等の如き
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特種の飲食物に封して，一定量の安息香酸叉は共ナトリウム臨の使用を許可せんとす

る場合には，當然安息香酸定量法制定の必要を心すを以て，典の試瞼法に就き研究し

たるに次の成績を得たウ，依て之を報告す．

　飲食物中安息香酸及共暁類の試験に開する從來の丈六を按ずるに，其の定量法は次

の階梯に分たるるものの如し．即ち（1）飲食物中よう安息香酸の抽出，（2）粗製安息香

酸の精製，（3）精製安息香酸の測定，是なう．

　前記安息香酸の抽出に回して從來最も廣く用ひらるる竜のは，穣艦の水性液を鑛些

々性に於て，エーテノン又はエーブノン及石油工一力γの混液を以て，振駒轄溶せしむる

にあウ・而して俊資豊中多量の蛋白質類を含有するときは，振壷に際しエムノγジオンを

生じ易く，爲めに定量的抽出を遂行し得ざる揚合あう・故に各瞼騰の種類に從ひ豫め

適當の方法を施し，是等妨害物質を除却するを要す．殊に固形の検膿にあウては，豫

め其の水性液を調製せざるくこからず叉轄溶粥としてエーテノレを使用する場合，之を

幾f雌走使用し幾同振鑑するときは・以て安息香酸を水性液中より定量的に浸出し得べ：

きかに闘しては，最近に於けるグロスフェノγド氏（2）の研究成績，最も参考となすに足る

べし，即ち次の如し．

　　　　　フ1く　量（ce1U）　　　　　エーテル景（CCn、）　　　　　　　　　安息香酸

　　　　　　　10｝　　　　　1C・0　　　・　　1鶴工磁㍊中

　　　　　　　100　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　2．4｛％　g乙56；6

　　　　　　　1CO　　　　　　　　　　　　　　　　2L1　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．SS婁6　　94」2，5

　故にエーテノレにて浸出する場合には，数同工一チノンを取換へ，反復振壷操作するを

要すべし・グロ．スフェノンド氏は振藍1湖としてベンツす一ノンを推奨し，米國協定法に於て

はクPロフォノレムを使用す．

　肉類等固形の捷瞠に謡うては，前記の如く之をかぐ性理となして有機溶剤を以て振曝

すること困難なるを以て，レーマン氏CD虹にクノンユーゲノン氏ω等は鑛酸々性1ζ於て水

蒸氣蒸傭を行ひて抽出する方法を操識せう．然れども該法は長時間を要し且つフf。シャ

ー及グノンユーネノレト斜面σ）の試瞼によれば，傭液3Lを得る迄臆面を持績するも，紛ほ

共の83箔を抽出し得るに過ぎずとせらる．依ってネ。ツェノン氏（6）は水蒸氣に代メ、るに石

油を使用して良呆を牧めたりと云メ、．本法の實施に關しては後1こ詳述すべし・然るに

最近ウfリアムス氏σ）は果實及杣物性製品に封し，特種の水蒸素謡論法を行ひ好成績
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　を墨げ得たうと云，ム．

　　前記振盛法叉は水謡曲蒸榴官等によウて，槍燈よう分離せる安息香酸中には，種々

　の不純物を爽鎖するを以て，之を除却するを要す．而して之が精製に資して最も亡く

　用ひらるるものは，過マンガン酸カリウムにして，サリチノγ酸及乳酸の如きは之によ

　つて分解せらる．然れども桂皮酸共存の場合には，安息香酸に麺移するを以て注意を

　要すべし．新く過マンガン酸にて精製を施したるものも亦，未だ純化とは塗し難き揚

　合多きを以て，全く精確を期するには，更に之を昇華精製するに若かず．

　　最後に安息香酸を測定するには，共演縞物を直接秤謝すると共に，之を酒精等に溶

　解しアノンカリの定規液を以て滴定し，、斯くして爾者劉照して其の量を決定するを以

　て，最も正確となすべく，或は昇華法を省略し直ちにアノレヵり液にて滴定する方法あ

　る竜，共の正確度前者に及ばざるは勿論なうとす．

　　ヲくにヂ，一ンス氏（9はモーノン氏反心を乱用して，比色定量法を行ひ良果を得たりと

　云メ・監帥ち標準ロダン鐵溶液を用ひ比色測定するにあり・グロスフェルド氏のも亦飲

　食物中少量の安息香酸の定：量に封し，前記の比色法を鷹用せん乙とを推話せう．

　　本邦に於ても欧米虚心に倣：ひ，果汁及果實蜜類に出し1kgに就き6001119程度の安

　息香酸の使用を許容せんとするときは，前記上ヒ色法は却って不適當と認めたるを以て

　之を省略し，主として米國協定法，（9）ネッツェノレ氏（G）イ∫油蒸佛法及ウ｛リアムス氏の水蒸：

、氣蒸記法を比較研究し，諸共の長を取り短を棄て，以て一ヅの改良試験法を案出せ

　　り．以下共成績を詳述すべし

　　　　　　　　　　　　　　　　1．米國協定法

　　米國協定法は薦垂の水性液を作う，当盤を加へて飽和せしあ，ナトロン油蝋染は石

　早寒を以て微弱アノンカリ性となし，析出する蛋自質類題を除却しブ2る後，酸性に於て

　安息香酸をクロロフォノレムに轄溶せしめ，次に之をアノγカリ定規液にて滴定するにあ

　　う．小官等は之を次の如く實施し試験せり．

　　槍膿1009を内容20‘）ecmのメスコノンベンに取ウ，コO％ナトロン甘露を以て弱アノンカ

　　リ性となし，食臨の細末を加へて飽和せしめ，次に他和食盤溶液を加へて200ccmとな

　　し，時時振適しつつ2時間以上放置したる後（1夜間放置すれば最も良果を得べし），乾
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燥濾紙を用ひて之を濾過し，濾液100ccm（原検膿5｛〕glこ祁常す）を分液漏斗に取ウ，

稀豪語（1＋3）を以て中和』し亜に同盤酸5CCmを追加したる後，クロロフォノレム7（1，50，

40．及30CCmを以て4同注意して振蛋浸出すべし．振登とに際してはエムノレジオンを生

ぜざる様注意すべし．ク・ロフォノレム振撮液は之をエノレレンマイエノレ硝子士曇に白滝τ，

分液漏斗は5－10ccmのクロロフォノレムを以て3皿洗姦し，洗面を硝子罎に加へ重湯

煎上に低温に於てクロロフォノγムを蒸回し，残留液約3ccmになるに至らば硝子堤を亜

湯煎上よウ去φ，温に乗じて乾燥室氣を迭ウ蒸登乾零したる後，一夜間硫酸除露器内に

て乾燥し，残渣を95％の中性ア・レコホノレ30－50CCInに溶1解し，4分1容の水を加ヘフェ

ノールフタレfンを標示藥となし，20分定規ナトロン液を以て滴定すべし．本定規液

1ccmは安息香酸6．1m9（安息香酸ナトリウム7，2mg）に相欝す．

　前記米蔵協定法は蒸佛を行はず，浸出液を蒸癒し直接滴定するにあるを以て，極めて

簡易なるが如しと錐も，他の酸性物質を伜ひ常に高き歎佐を與へ，且つク・・ロフ†ノンム

捌慰こ際しエムノンジオンを生じ易く此較的長時問を要するを以て良法とは認め難し．

　　　　　　　　　　　　2．　ネッツェル民石油喜界法

　本法は前述の如くネ。ツェル氏の考案に係る新定量法にして，水蒸気の代ウに石油と

共に蒸隠して安息香酸を抽出するにあ6．而して肉類及遠類の如きは直接石油と共に

蒸傭するにあるも，果汁の如き糖類含有の竜のに在りては，一・旦酸性に於て一一テノレ

と共に振撮して安息香醍を之に韓溶せしめたる後石油蒸傭を施すにあわ。小官等の行

へる實施法被の如し．

　検温509（果實シロヅプに謡うては水を加へて約2倍に稀罧すべし）を分液漏斗に取

ウ，ユ〔1弩硫酸を以て酸性となし，4回各工・一テノジ50ccmを加へて善く振瀕し，エーテ

ノレ振畳液を合し之を内容約500ccmの心底硝子士曇に移し，10％ナトロン液跡職〔｝．5ecm

を加へ低温1こ於てエープノレ分を蒸養し，残留物に25％の燐酸10ccm及細粒状の輕石

面0．59を加へ，次に精製石油（成るべく純良の石油を蒸鱈し150－215。に方冬て傭出す

る部分を集め濃硫酸と共に数回剛猛精製し，濾過し更に10％ナトロン血液を以て同様

に庭焼したるもの）120CCmを加へ，之に2凹しを有する栓を施し，其の1孔に寒暖計，他

の1孔に壕頸に終る硝子管を挿入し，摯ミ暖計の球部を硝子管の下端と同高ならしめ，
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硝子管に短かきりービヒ冷却器を蓮結し，蒸傭壕をバボー氏皿上に置き，注意して加

熱しメスチリンデノγ中に蒸鯛し，永分全く1溜出したる後火力を強め，25－30分間内に

約195迄の温に於て鋼出する石油一斗90ccmを得るに至う，蒸鱈液を潤大なる分液

漏斗に移し，適當量の石岡水を加へて振盟すべし．此の際水溶液は明らかにアノレカリ

性を呈せざる可らず（藪に要する井荻水は通例150ccm以内にて足るべし）．若し乳濁

歌を呈するときは石油層の約李量に相當する石油工一テノレを加へて慮置すべし．菰に

於て分離せる水溶液を水を以って濡ほせ’る濾紙を用ひて圓底硝子壕中に濾入し，石油

層は2同各10CCmの石射水を以て同様に質置し，之を硝子士曇に加へ輕石0・59を添加

し，煮沸蒸爽して約150ccmとなるに至ウ之を約40。に冷却し，5％遇マンガン酸カリ

ウム溶液を罵言し，数分間微紅色を持績するに至らしめ，次に亜硫酸ナトリウムを以っ

て之を脆下し，必要の場合には総理水を以て再び弱アノレカリ性となし，生成せる沈堂

を濾過し善く洗1紛すべし．妓に得たる濾液は無色澄明ならざるべからず，若し著写せ

るときは過酸化水素水藪滴を加へ煮沸し濾過すべし．斯くして得たる冷却せる溶液を

分液薪il斗に入れ，10％硫酸を以て酸性となし，4同坐工一テノレ50ccmを以て振撮し野畑

ラノレ振盤液を合し，水撃5ccmを以て3回洗1下し，次に無水硫酸ナトリウム舞錐量を加

へ，時々振壷しつつ牛時聞乾燥したる後之をエノンレンマィエノレ硝子壕中に肝入し，重湯

挙上に45。以下の温度に於てエーテノレ分を蒸鯛し，残留液約2ccmとなるに至ウ之を

：重湯駆上より去ウ，温に乗じ乾燥空氣を塗卜してエーテノレ分を撮散せしめ，硝子堤を除

漁戸内に於て2時間乾燥したる後，残渣を少量のエープノγ及アノレコホノレ同容混液（フェ

ノーノレタレ｛ンに潔し中性なるを要す）に溶解し，フェノーノγフタレ｛ン溶液1－2滴を

加へ，20分定規ナトロン液を以て滴定すべし．爾ほ前記工一テノレ残留液を試験管に移

し次項に於ける方法に從ひ昇華滴定を行ふときは一層精確なる結果を得べし

　前記ネッツェノン氏法は水蒸岬町台留に於ける歓黙を補はんが爲め石油を用ひて安息香酸

を其再拝温度以上に因て石油と共に蒸坐し，以て楡岬町に於ける安息香酸㌃転部鯛出

せしあんことを期するものの如きも，同氏の使用せし如き良質の石油を得ぎムしを以

て，規定の押鯛液を蝿取し能はざうしに斯う甚だ低き結果を得たう．從って本法の良

否は今俄かに明言し難し．
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　　　　　　　　　　　3．　ウイリアムズ氏水蒸氣蒸飼法

　本法は英四ウ｛リアムスの氏が果實及杣物性製品中の安息香酸の定fll：にi写し特に考

案せる新法にして，小官等は之を次の如く實施せう．

　槍艦509をべ。ヘノγグラス中に秤興し，之を内容500ccmの圓底硝子堤に移し，べ。

ヘノングラスは全丑50ccmの水を以て3同洗達し，洗液を硝子士曇に加へ三雲に1よ食臨40g

及25％燐酸10CCmを加へ，2孔を有する栓を施し，共1孔には上端鈍：角に曲り’F端部

細く展引せる硝子管を挿入して殆ど堤底に達せしめ，他の1孔には球白蒸卵管を挿入

し，之をり一ビヒ冷却器に蓮結せしめ，受器には500ccmの庭に劃線を恕する内容約

δ00ccmの硝子堤を刑ひ，豫め之に5％ナトロン滴液2－5CCInを容れて水蒸氣蒸瑠を

行ひ（前転はアノレカリ性なるを要す），堤内の液よ曾減せざる様注意して約1時間孚に於

て傭液500CCmを得るに至う蒸佛を止め，血液を盗n丘に移し，冷却器及受器は（1．5％ナ

トロン滴液％cαnを用ひてi眉完し，洗張を歪皿に加へ沸騰重湯煎上に高曇（溶液は

アノγカソ性なるを要：す）して1〔｝一30cc111となし，40－50うとなるに這う5％過マンガ

ン酸カリウム溶液を滴下し，数分間微紅色を持廃するに至らしめ，冷後亜硫酸ナトリ

ウム他和溶液を加へて脱色し，稀硫酸を以って酸性となすべし．鼓’に得たる溶液は無

色透明ならざる可からず．若し著色せるときは少量の亜硫酸ナトリウム溶液を加へて

脱色せしめたる後，事由50CCInのエーカμを以て4同反復振粛し，各工一チノン振猛液

を内容約300ccmの分液漏斗に容れ，各5CCI11の水を以て31冥感1條し，無水硫酸ナト

ソウム適量を加へ，時々振些しつつ牛時間乾燥したる後，乾燥濾紙を用ひてエノレレン

マイエノレ硝子壕中に濾申し，分液漏斗及濾紙は少量の無水工一テノレを以って洗ひ洗液

を硝子堤に加へ，重湯軸上に45。以下の温に寝てエーテノン分を蒸擁し，残留液約3ccm

となるに伝う場を重湯煎上よう去う，エーテノ・液を内面1．5－1．SCIn高さ15－16Clnの

試験管に移し，硝子堤は極めて少量の無水エーテルを以て数台洗秘し，洗液を試験管

に加へ，30－35。の温湯中に於て乾燥走禽を臨書して徐々に蒸面せしめたる後，精製海

砂染を加へ，次に試験瞥の下端よう約5cmの部位に1片の濾紙を水上に聾し，之を

直径3・5cm高さ7Cmの秤量堤に4cmの高さ迄流動バラフfンを容れたる男・ヨi～il蕎中に致

す．即ち浴は2孔を有する石綿板を以て覆蓋し，共1孔に塞暖計，他の1孔1こ該試験
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管を挿入し，其下端よう4cn1め慮迄溶中に没入せしめ，昇華浴を砂浴上にて180一

ユ90。に於て約1時間熱して安息香酸を昇華せしめたる後，注意して昇華物の附著せる

槌よ．り約1cmの下方に鋸傷を附し，熾灼せる硝子棒を以て試験管を切噺し，硫酸除

：三下内に1時間放置したる下之を秤量し，次に昇華物を中性のエーテノレアノγコホノン同

∫容量混液を以て小エルレンマイエノン硝子平中に溶入し，試験管は少量のエーテル，ア

ノンコホノン混液を以て洗汗し，洗出を硝子塚に加へ，試験管を乾燥し除灘器内に放冷し

秤量す・前衡糧の差は安息香酸の量なう・次に前記工一州レ，ア・ンコホノレ1惣蹴

き，フェノーノレフタレ｛ンを標示藥となし，20分定規ナトロン液を以て滴定すべし・

　ウ｛リアムス氏は前記カメレオン溶液に℃酸化したる後，得たる硫酸々性無色清澄

・の溶液を100CCmの三二三度硝子門門に移し，甕皿を善く洗増し（溶液の全容量60一

．80ccmなるべし），食盤を溶液100ccmにi封し339の割合に加へて飽和せしめ，次に4

回各工一チノン及石油工一テノレ（30－40。の沸鮎を有する竜の）同容混液．15ccmを加へ

栓を施し，注意して圓筒を反復轄同浸出し，毎回得たるエー・テル浸出液を内径1・5－

1．8cm，高さ15－16Cmの試験管に移し，クロ・一ノレカノレチウム管を附し，之を30－33。

の温湯中に没し，乾燥室氣を通し徐々に蒸登乾澗せしめたる後精製珪砂約2gを加へ，

二丁砂層の上部約4分の3インチの位置に濾紙を垂2i…に挿入し，管に寛く栓を施し，次

に管の下端よウ4cm迄室氣浴中に垂直に挿入し，管と室氣浴の金属板の接三部は石

綿紙を用ひて緊密ならしめ，約160。に於て1時聞乃至1時間孕熱して昇華を施せり・

　小官等は初めウイリアムズ氏の原法に從ひ試験したるも不便勘からざ少しを以て，

之を前記の如く改凹して施行せウ．

　前記ウ｛リアムス氏法は傭液の捕集量500ccmにては安息香酸の鯛出未だ不充分なる

竜のの如く，常に低き債を與へ且つ過マンガン酸カリウムを以て酸化後，多量の亜硫

．酸ソーダ及硫酸を使用する爲，エーカレ液の水洗甚だ困難にして，之を中性となすに

は多：量：の水を要し，從づセ安息香酸損失の虞あ’り．又水洗不充分なるときは昇華に際

し濾紙を炭化し，四壁1こ硫酸附著し，昇華物を不純ならしむるを以て，試験成績甚だ

’不同なるを免れざうき・

　　　　　　　　　　　　　　4．改艮定量法の研究
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　以上3定量法は共に一長一短あウて未だ浦足すべき良法と認め難きを以て，之が改

良法のi案出に努力し租々共口的を達するを得たり．即ち次の如し・　　　’

　　　　　　　　　　　　（α）振量及水蒸氣蒸鰹蓮合法

　先づエーーヲ’ノン振猛法と水蒸氣下階法を結合せる方法を試みた外共實施法次の如し・

　検膿509を内容約251）ccmの分液漏斗に取う，水50一ユ00ccm及10％硫酸10ccm

を加へ，4同各工一テノレ5（ICCmを以て振倒し，エーテノレ振盟液を内容50（，ccmの圓底硲

子罎に遜れ，ナトロン滴野里旦を加へてアノンカリ性となし，低温に於てエーブノン分を

僧回し，残留物に水5〔lccm及食臨3t）9を加へ，25％燐酸を以て中和したる予冷に同燐

酸10ccmを追加し，前記ウfツアムス氏法に從ひ水紫苧蒸瑠を行ひ，佛液をアノンカリ

性に於て蒸憂受濃縮し，カメレオン溶液にて酸化しゴ重亜硫酸ナトヲウムを以て脱色し，

必要の揚合にはナトロン下下を追加してアノンカリ性となし，生成せる一二を濾過し，藪

に得たる無色澄明の濾液を以て，前記ウfリアムス氏法に於て施行せる方法に從ひ，

硫酸々性に於て安息香酸をエーテノレに轄1容せしめ，エーテノレ液を無水硫酸ナトリウム

にて乾燥したる後工一カンを脩去し，残留物を試験管内にて昇華せしめ，斯くして得

たる安息香酸を暫定し，ヲくに共工一プノン，アノレコホノン溶液をアノレカリ液にて滴定す．

　前記の方法に準尽して宮崎葡萄液ユkglこ増し6〔10m9の割合に安息香酸を混画せる

ものに就き下層せしに共の成績次の如し．

　　　　　滴定法（昇華知をエーテノレ，アルコホル同容目下に済解し滴定す）…………49壬．1mg

　　　　　重量法（試騒誉内に昇書；せるものを秤量ナ）・……・……・…；………・…・……520．0111g

　即ち滴定法に於ては混加安息香酸の82．25％，重罪法にてはSG・7％を槍出せるに過ぎ

ず．而して本州境操作中後唄に於てエーヲ’ノン振母液を合し之を5CCIn宛の水を以て洗

1條する際，エーカレ溶液中の亜硫酸臭は容易に脱却するを得ず，爲めに洗液は絶えず

コンゴーロート紙に酸性を皐し，最後の昇華に際し試頭脳の底部に炭化を來たせう．

　次にカメレオンにて酸化後，生成せる2酸化マンガンを濾兆することなく，重亜硫

酸ナトリウム及稀硫酸の添加にようて溶角子せしめて試験したるに，前上に於けると同

様に昇華に際し著しく淡化せウ・搾れ既にウ｛リアムス氏法に於て述べし所と一致せ

り．依て重亜硫酸ナ1・リウムの使用を避け，カメレオンにて酸化したる後，微紅色に』
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著色せる濾液に過酸化水素水を滴下し，暫時煮沸して脱色せしめたるものを硫酸酸性

となし，エーヲ7γにて振干せるに昇華の際以前に比し炭化甚だ少きを認めたφ．

　　　　　　　　　　　　　（の振量昇華法

　槍膿509を分液漏斗に取う，水50－100ccmを以て之を洗課し，10％統酸10ccmを

加へ，4同各エーテル50ccmを加へ注意して振朝し，エ貞心テノレ追納液を合し之を別の

分液漏斗に容れ，3同各2．5％’ナトロン滴液10ccmを加へて振噂し，アノレカリ性水溶

液を盗皿に移し，之を重湯煎上に温めてエータノレ分を騙細し，約40。に於て5％過マ

ンガン酸カリウム溶液を滴下し，以下ネッツェノレ氏法の後牛に於ける方法に準じ操作し

七得たる安息香酸のエーテノレ液を蒸舘し，残留物を試験管に移し，ウ｛リアムス氏法

に於て記載せる如く操作して昇華せしめ，昇華物を撒餌し更に滴定す・

葡萄スカ。シを検膿とし，其1kg申600mgの割合に安息香酸を混加せるものに就

き本法を試験したるに其の成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　検出安息香酸の量（mg／kg）　　添加量に封ずる検出：量の割合

　　　　　重　　量　　言去・・・・・・・・・・・・…　。・・・…　鱒。・・・・・・・・…　567．3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　鱒。・・・・・・…　餌・。・…　94．5％

　　　　　f商　　定　　法。・・・・・・…　鱒。・…　鱒・・韓・・鱒・鱒・・畳一・566．8・。・。…　鱒鱒鵬鱒・・。・鱒・・鱒・・…　。。・。鱒。…　鱒94・4，6

　本法は前上混合法に比し租優れるが如しと錐も術ほ昇華に際し幾分炭化作用を來す

を免れざウき・

　　　　（c）振量昇華改艮法（果汁及果實シロップ中安息香酸定量法私案）

　槍瞠1009をべ，・一ノレグラスに願う・食臨の細末を加へて飽和（シ・・フ’及スカ・シの

如き濃稠なる竜のは約169，又葡萄液等の如き果汁は約309を要す）せしめ・石次乳（叉

は・・％ナ・・．ン灘）を以てアノンカ雅となし（ラクムス線こて槍す）・之納容290

ccmのメスコノレベンに移し，ベッヘノγグラスは飽和食盤1溶液を以て洗離し洗液をメス

コノレベンに加へ，次に鞄和食盤溶液を以て杢量を200ccmとなし，時々振盟しつつ2

時聞以上放置し（躍の製法及斯纐1こよ厩短蒔騨細るものあるも果汁の如

きは1夜聞放置するを可とす），溶液澄明となるに至う乾燥濾紙を焔ひて濾過し，濾液

100ecm（槍膿50gに相當す）を分液漏斗に容れ，ナトロン滴液を用ひてアノンカリ性と

なしたる揚合には，アノレヵり性の濾液を1同適量のエーテノγにて振堂し之を分別した

る後，水性液を稀弱酸（1＋3）を以て中和し，更に同町酸5ccmを追加し，次に注意して
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エーテノレ及石油工一チノン（沸騰黙60’以下のもの）同容．11セ混液80，70，70及60ccm（濾液

1UOCCH1に心しエーヲ’ノン，石油工一チノン乳液80ccm以上を使：面するときはエムルジオ

ンを生ぜず）を以て4同融雪し，エーテル振1隷夜を合し，三回各回5CCInを以て振盛洗

淡したる後，無水硫酸ナトリジム六出を加へ，時々振鑑しつつ4≧時間乾燥し，次に乾燥

濾紙を用ひて之をエノレレンマィエノン硝子堰に濾面し，少量の無水工一チノンを以て分液

漏斗及濾紙を善く皿洗し，重湯煎上にてGO。以下の温に於て蒸鯛し，残留旧約3ccrnと

なるに至う之を重湯煎上よう去う，温に乗じ乾燥三二を迭入してエーテノγ分を搾散せ

しめ，残留物を再び少量の無水工一チノンに溶解し，之を内裡1．5－1．8Cm高さ15－16cm

の試験瞥に移し，少丑の無水工一力γを以て硝子堰を善く洗洗し，管を30－35。の温湯

中に挿入し，クローノγカノγチウム管を通過せしめたる乾燥空話を迭入して徐々に蒸登

乾乱せしめたる後，精製硅砂約29を加へ，少量の無水一一：チノンを以て瞥壁を洗ひ，前

の如くしてエーカ・を揮散せしめ，ヲ（に管の下端より約5Clnの部位に1片の濾紙を

水4三に装し，直径3．5cm高さ7cmを有する秤量堤に流．動パラフfンを4cmの高さま

で浦たし，2孔を有する石綿板を以て覆蓋し，其の1孔に寒暖計，他の1孔に前上の試

験瞥を挿入し，共下端より4cmの庭までノ｛ラフ｛ン中に没入せしめ，ユ80－190。に於て

約1時間熱して昇華せしめたる後，注意して昇華物の附著せる庭よウ約1cmの下方

に錨傷を附し，熾灼したる石宜子棒を以て試験管を切断し，硫酸除漏器内に容れ，1時間

乾燥の後秤量し，次に昇華物をエーテルに溶解し，之を小エノレレンマイエノレ硝子士曇に容

れ，管をエープノレを以て善く洗洗し，之を水二二乾燥箱内に乾燥し，除灘器内に放冷し

て再び秤量すべし．前後秤量の差は安息香酸の量なウ．ヲくに前記工一プノン溶液に同容

量のアノレコホノン（エーカレ及ア～レコホノレはフェノーノレフタレ｛ンに封し中性なるを要す）

を加へ，フェノーノレフタレfンを標示薬となし，20分定規ナトロン液を以て滴定すべし．

　以上の如く本法は米國協定法に少しく憂更を加へて安息香酸を浸出し，更に昇華滴

定法を行ふの法にして，租々低き債を與へ全く精確なうとは嘉し難きも，爾他の諸法

に比し租良法なうと信ず・即ち本法に從ひ1kg中600mgの安息香酸を含有する霜融

509（安息香酸30m9）に｝：潔き施行したる成績は28mg以上にして2mg以内の差なり．

ネ。ツェノン氏の報告せる石油面面法に凡て，昇華を行はざるも1mg内外の差あO，更に
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昇華を行ふときは其差は一暦大なるべし・故に本法に於ける2皿9以内の差も三三に

良法な．き限少蓋し止むを得ざる所なるべし．

　今上記諸法に從ひ槍膿1kg中臼001ngの安息香酸を添加せる果實及果實シロ。プ等

に就き施行したる試験成績を，一括して表示すれば次の如し．表中レモンカップは米

國製品にして安息香酸を含有せ6・

試　瞼　法’検髄の種類
検出せる安息香酸量（mg／kg）

重　量　法i滴　定　法
備 考

i検韻：繋麟鰭袈脚圃禁二二釧

〆・

米國

　　　
　　，，

石油蒸鋼法
　　，，

　　，，

　　　，，

　　　，，

水蒸氣日鋼法

　　　，，

　　　，，

振盈昇華改良法

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

協定測オ。ンヂスカ。シ

，，

　

，，

7，

，，

．，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

i

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，9

　　　，，

　　　，，

葡　　萄

　　　，，

　　　，，

葡　　萄

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

米國製

　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，

林　　檎

　　　，，

　　　，，

　　　，，

オレンヂシロツプ

液

液

葡萄液

オレンヂシロツプ

イチゴシロップ

　　　　　　汁
米國製レモンカップ

LemQIlcup

560．0

562．4

532．0

520．0

546．0

562．4

560．0

568．0

580．0

58壬．0

560．0

584，0

576．0

56り．0

580．0

561，．0

584．0

572．0

592．0

588．0

680，0

93．33

93．73

88．67

86．66

9LOO

93．73

93．33

94．67

96．67

97．33

93．33

97．33

96．00

93．33

96．G7

93。33

97．33

95．33

98．67

98．00

96．67

634．0

634．0

634．0

427．0

463．0

427．0

561．2

5S5．6

δ61．2

573．4

587．5

105。67

10δ，67

10δ．67

71．17

77．17

7117

93．53

97．60

93．53

95。57

97．91

（（の　蜜息香酸昇華に封ずる注惹事項

試瞼管中に挿入せる濾紙炭
化せり

　　　　7，

　　　　，，

優良硬質試．瞼管；使用

　　　　　

優良硬質試瞼管使用

　　　　，，

優良硬質試験管侠用

優良硬質試瞼管使用

　　　　，，

　　　　，，

　　　　，，

　　　　　

安息香酸を昇華せしむるに際し，普通の試験管即ち軟質硝子製のものを使用すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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きは，管内曇り，ノ｛ラフ｛ン中に没入せる部分の管壁，管底等に，自き線歌物或は班黒ll

を生じ，線歌物は殊に室氣とノ｛ラフ｛ンとの接界部に於て著し・而して此等の曇う，線・

歌物及班貼等は決して不純物にようて生ぜるものにあらずして，安息香酸の一・部高熱

に際し，硝子のアノンカリと結合して臨を形成せしに因るものな鉱從って之をユ80－

190。に於て長時間加熱すうも昇華せず．故に安息香酸の昇華には新しき良質の試験管

を使用せざるべからず．前記の如き附著物を生ぜる試験管を切断し，秤定或は滴定せ

ば，時に甚だ低き債を招致することあるべし．的ほ良質（硬質硝子製）の試験管と錐

も，使用前鍍酸を以て庭置すべきなウ．

　軟質硝子製試燈管は如何にせばアノレカリの析出を防止し得べきやに就き，種々なる

含量の臨酸，硫酸を用ひ沸騰重湯煎中に加熱して試験したるに，ユ0％及15完藍酸蚊に10

％，20％25％30％，50％及80％硫酸を用ひて30分乃至2時間加熱したるも共致果な

きか或は極めて少なかウき．叉濃硫酸を以て30分ll肋n熱したるも大差なかウき．次に之

を濃硫酸と共に180－190’の高温に於て1時間熱したるものは，前者に比し附著物甚だ　・

僅少にして，同温度にて2時間加熱せるものは一層良好にして使用に堪へざる矛呈にあら

ず．故に普通試臓管を用メ、る揚合には，之を初め稀臨酸を以て善く洗ひたる後水洗乾燥

し，次に典3分2容迄硫酸を浦たし，硫酸の温度ユSO－190。（バラフ｛イン浴を用ふると

きは硫酸の温度は溶の温度よう約2u。一30。低きを以て注意すべし）にて1時間以上熱

し，冷後水洗し（石鹸共他アノンカリ性物質を使用すべからず）乾燥して使用すべし．

　硫酸虞置を紅たる硬質試雛管の昇華成績は極めて良好にして，何等の附若物を生ず’

ることなく美麗に昇華せ6．即ち301119の安息香酸を昇華せしあて30m9の昇華物を得

たり・而して軟質試験管を畢に稀臨酸にて洗じ～たるものは等しく30m9●の便用丑に於

て昇華物との差3mgを超へたることあり・然るに前記の如く臨酸及濃硫酸を庭置せる

ものは少しく下鮎を生ぜしと雌も共差僅か1こα3m9以下なうき．

　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　獄

1），U・S・Depa・t・・f　Ag・i・ulture，　R・pQ・t　N・・SS，1909・　　5），1｛．　Fische…0．　G・u・nert，1909，17，276σ

2，，J・Grossfeld・Zeitscllr・f：Lebensm・1927，63，467・　　　6），0．　NQetze1，　Zeitschr　f。　Lebellsm．1927，δ3，383．

3），K・13・1£hmamユ，　Chem・Ztg・19D8・ε2・919・　　　7），　GAV・Mollier・Williams，：Brit，　FQQd．」．1927，29，21．

4），△．1｛r｛1ger，　Zciしscllr．　f．　Nallr．　u，　Gelluミsm。1913，2G，12．　8），　A．　J．　Jolles，　Pharm。　Journ。　Bd．115，鼠115一

　　　　昭　和　三　年　五　月
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果實汁に封ずろ安息香酸の防腐敷力

　　　　　　　試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　技師衣　笠　 ’豊

　　　　　　　　　　　　　　　　技手服部丁丁

　本年6月15口内務省令第23號を以て，天然果實汁及び天然果實蜜類中に安息香酸

叉は安息香酸ナトリウムを防腐捌として使用する乙とを許可せられたるを以て，之れ

が果汁に封ずる防腐敷力を試験することの徒爾ならざるべきを思考し，之に就き試験

を施行したるに次の成績を得プZう依て菰1こ之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

　各種の果實を鳩確，麩素，濾過し其濾液100ccmを各エノレレンマィエノγコルベン中

に取う，之に種々の割合に安息香酸ナトリウムを添加し，墨壷溶解せしめ紙帽を以て

覆ひ，撮氏30度に保ち常に水分を聴講せしめ適度の丁度を有する卿卵器中に入れ時

時之を観察せ鋲

　一般に新鮮なる果汁にありては，其上液透明なるも，醗酵作用を螢みたるものは之

を輕く揺超するに盛んに炭酸の氣泡を登生し，数日にして醗酵作用止み上液租潤濁し

著るしく淡色となるか叉は杢く透明となウて器底に沈澱物を生ず，叉醗酵作用を富む

ことなく液面に徹様聚落を登生し，歎願にして液面を覆，叡に到る竜の或は醗酵作用と

徽の畿生とを同時に瞥むもの等あう，余等は並等の現象に從ひ醗酵又は腐敗の程度を

観察し，之に藥物を添加し之等の現象を呈するや杏やにようて其防腐敷力有無の剣定

に贅せう．

　　　　　　　　　　　　　試　　・験　　成　　績

　上記の方法に從ひ試駿したる成績次の如し．

　1．苺　果　汁

日

　1
　4
　18

　62

数i一蕊斜鵠許1欄ド舗遵留讐・・修・ 照

異朕なし1

　，，

　，，

異歌なし

　，，

　，，

鍬なし睡回し
　，，　　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　　，，

異状なし

　，，

異肌なし
・　　，，

　，，

異欺なし

盛んに炭酸醗酵を瞥む

液面徹にて覆はる



54 衣　　笠　・　服
￥、3

2．林檎果言卜

日　数 検蕊1kq中に添卿曼とる安息香酸のmg彙
1000 8（lu 60〔1　　「　400 3α1 200 封 一　照

　1　　昊殊たし
　　　き　5　　　　　・・

　6　｝　”

12　　　　　　・・

　　　闘
14　　　　　・・

　　　5
62　　1　　・・

3．ネープノγ果汁

異歌なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　　　　　
異歌なし；異歌なし
　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　1
　　・　1・・1
　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　l
　　　　　l
　　り　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　1
　　　　　1　　，，　　　　　　　　　　　　，，

　　　　　」

期臆し1姻臆し凄然なし
　・、・　欝こ炭殻離酵を
　　　　　　　　　上液淡色透明とな
　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　る
　　　　！盛んに炭酸「芸離酵作∫山しみ底部
　”　1酵を菅む　　rに沈澱を生ず
　　　　1上液淡色透明
　ジリ　　　　　　ほ

　　　　吃なる　　　l
　　　　I　　　　I
　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　i　　　　　l

rl　数 期。網A諮虫に1㌍摯継香讐，11野、、1、 澄 照

里

5

6

7

13

14

62

異歌なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異欺なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異1医なし異歌一なし．

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，9

　　，，　　　　　　　　　　　　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

　　　　　液面に微を
　　，，
　　　　　∠しず
　　　　　液面殺にて
　　，，
　　　　　覆はる

　　，，

．．

ﾙ釈なし

　　，，

液而に微を
生すf
言1ヒ両徴にて．

投はる

騒歌なし

　　，，

騨1蝋を．

蓑甦にて．

綾歌なし
液蕾fに微を

生ず
四百微にて
覆はる

4．；葡萄果汁

口敷　．1寵「，
＿．桧一観lkg一中．に一添＿塑一生至一．安一息香酸．ρ．．；n9一プ・t

8in－ P．一一Utl恥　　　4t肋　一　2（恥　1　．1〔m　．1　5り 25． ぎ↓　照

1

2

3

4

5

6

7

S

9

1δ

16

17

G2

異歌なし挽歌なし　異飛た1し

，，

，，

，，

，，

7，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，℃

’，

’，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，、

，，

，，

，，

　　　　　上液淡色，1
　　　　　盛んに炭．酸
　　　　　醸酵醒｝む1
　　　　　土液淡色透
　　　四　　　　．［り」，　濃再｝勃ヒ

　　　　　1む　　　　i
　　　ノロ

　上液棺淡色　　　　i

・癬雌　　｝
　　　，，　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　i
　　　，¶　　　　　　　　　　　　　　　●　　　1

　　　　　　　　　　」

撒なし異厭し異推し雪ξ一口撒たし唾幸し
　　　　　　　　　　　　．．　　　　．盛んに炭酸盛んに淡酸
　’’　　　　”　　1　　’’　　　　”　　醸酵を菅む醸酵を管む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
：：：：避難羅当惑壽鱗

　　　　　　　　旨1縦を菅む」、門出透．Ll白色透上灘絶透

　，’　　　”　　1　，’　　明、醸酵止明，蔭酵止明，醸酵止

　　　　　　　　：上液淡色透むむ…む
　”　　　”　朔，蔭酵止　　　　i　　　｛
　　　　．少しく淡酸む

　”　醸酵を畳む1　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　子
　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

、
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　5．稀繹軍舎利別

　局方軍舎利別を約3倍量の水にて稀騨し，比重を1・100となし，共ユ00ccm宛をエ

レノγンマィエノレコノレベンに取ウ，之に安息香酸ナトリウムを安息香酸として1kg中

1000，800，6〔｝0，400，200，100mgの割合に添加し，前記の如く試験せしに，劃照槍

禮と共に試験著手後第．2日目に於て何れも白色紫歌の浮遊物を析出し，杢く防腐数力

無きを認めたう．

　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　括

　前記試写成績に示すが如く，安息香酸は軍舎利別稀繹溶液に壊しては，其可槍液1

kgにつきて1000　mgの量に於ても全く防腐数力を認めぎるも，萄≡果汁にてはlk9中

200m9以上，林檎果汁にては300　mg以上，ネープノン果汁にては600　mg以上，・葡萄

果汁にては400－600mg以上にて防腐制酵作用を有するを認めたう．～＝の作用は勿論

果實の種類，酸度，成熟の晒場，糖分立立に試験の時季等に；著るしき關係を有するを以

て，’一概に論ずるを：得ざるべきも，一般に果汁1kg中6001皿g以上を含有せしめたる

ものは，比較的長時日の重刑に耐ゆることを認めし靭，而して欧米諸國に於ては安息

香酸の許容限度は多くは1kg中1000　mg以上と定められたうと雛も・實際に似て1よ

今脚本≠llに於て規定せられたる使用量，即ち槍髄1k9中600　mgの量にて充分なる

べく，挙隅實の種類に依りては或は製造行程中エ江に比較的短期聞の制酵防腐のみを必

要とする場合に於ては，更に之れより少量にて足るを知るべし．

　今同登布の法規は天然果汁叉は果實蜜中其1kgに明し6001ngの安息香酸の使用を

許可せられたりと錐も，保健衛生的見地よう之を観れば防腐制酵に必要なる最少量を

使用するを以て理想とすべし・故に剃刃勝事者は徒に該許容限度を固執することな

く，果汁の種類叉は使用の目的に慮じて最少必要量を用ひ以て可及的衛生飲料たらし

むるに留意すべきなり．

　　　　昭和三年十二月
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　　　　　　蟹錐血肉のフォルムアルデヒード反慮

　　　　　　に關する試験成績報告（第一報）

　　　・　　　　　　　　技　師衣　　笠　　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　技　手小毛利’毛利三』

　　　　　　　　　　　　　　　　囑　託堤　　　清　　雄．

　　　　　　　　　　　　　　　　技　生伊　藤　　一　男

　　　　　　　　　　　　　　　　門生清水永治

　措きに享保第1189號を以て衛生局長よウ，蟹面詰にして白然にフォノγムアノンデヒー

ド聖主を呈する竜のあうとせらるるが，果して自然にフォノγムアノンデヒードを化生す

るも（ρなウや．若し化生するものとせば，其分三等調査すべき旨照會ありたるによ．

う，之に就き試験したるに次の成績を得たう．依て之を以て第一一報となす．

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方．法

　　　　　　　　　　　　　1．　　　蒸　　　　　§留　　　　　　言式＝　　　　　験

　第1法連々309を内容約500ccmの圓底硝子土曇に取」，水200　ccmを加へて均等

の混和物となし，30分問放置の後，25％燐酸10CCmを加へ，水蒸氣歩武を行ひ，瑠液

50ccln宛第1より第51瑠液迄捕集す．

　第2法　検膿1009を取ウ前法と同様にし，て蒸鱈す．

　第3法　槍膿1009を内容約500ccmの硝子塚に取ウ，水200　ccmを加へ1婁夜放

置の後，濾過し濾液に25％燐酸10ccmを’加へ弓場氣蒸舘を行ひ，5し｝ccn1宛第3佛液

迄分取す．

　第4法槍禮1009を取ウ水2000cc［nを加へ，次に10％アムモニア水5滴を加へて

アノγカリ性となし，1登夜放置の後濾過し，濾液を取うて第3法と同様にして蒸榴す・

　　　　　　　　　　　　2．反　　磨　　試　　駿

　前記蒸鱈法によウて得たる各鯛液に就き，次の呈色反磁を試験せり・
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　（1）ザルコウスキー氏反慮　本反慮はリーチ氏反慮に於て牛乳のf七うにウヰッテ

ペプトンを使用せるものなう．而して幾多の實験に徴し次の如く之を實施するを以て，

：最：も良果を牧め得べきを認めたウ．ペプトンはウヰ，．テペプトン之に適し照内氏ペプ

トンは使用に：適せざるが如し．

　甲法検液ユ〔｝CCmを内征2Cm高さユ8cmの李底比色試験4れこ取う，之に1．5％ウ

ヰ。テペプトン溶液5CCInを加へ善く混和し，次に過クローノン銭含有通日（藥局方臨酸

ユしに些し5％過クローノレ鐵溶液1ccmを加へたるもの）15　CCmを加へ，5分間沸湯

中に加熱したる後直ちに水を以て冷却すべし．フォノレムアノレデヒード存在に於ては紫

色を写す．

　乙法　棲液5CCmを前上比色試験管に取り，同上ペプトン溶液2．5　ccm及前記の堕

酸7・5ccmを加へたる後開法に準じて試’験す．

　（2）　リミ世一氏反町　リミニー氏の原法は／瞼液15ccmを以て試験しピノレノ・シー

虹にザバリツユカ及ノ・ノンニ。シュ氏等に從へば，100萬分1の鏡敏度を有すとせらる．小

官等は楡液5ccmを以て次の2法によウ試験せう．

　甲法　楡液5CCIllを取う新製の4％臨酸フェニ・一ノレヒドラチン1多事液1ccln及新製の

0．5％ニトロプノγシ，，ドナトリウム溶液3－4滴を注力1したる後，10％ナ1・ロン滴液を

加ヘアノンカリ性となすときは，フォルムアノレデヒード存在に於ては藍色を呈す．

　一法　｛愈液5cc11きを取ウ前記皇；酸7エニーノγヒドラチン溶1夜0・5cc111及前上ニトロブ

ノγシ，，ドナトリウム溶液3滴を加へ，次に1｛．［％ナトロン滴液3滴を加ヘアノγカ．リ性と

なすべし．フォノγムアノンデヒード存在に於ては藍色を呈す．
㌧　　’　．．7

　（3）　ヴ汐ソー氏反庶

　甲法検液5cclnを取う新製の4％臨酸フェニ・一ノレヒドラチン溶1夜1ccm及4％過

クローノン鐵溶液3滴を加へたる後，盛酸々性となすときはフォノレムアノレデヒー・ド存在

に於ては赤色を呈す．

　乙増刷液5cemを取り，甲法と同様に藍酸フェニーノγヒドラチン溶液及過クロー

ノレ銭溶液を加へたる後，神智3滴を加へよく混和すべし．

　（4）　フクシン亜硫酸反庶
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　槍液5ccmを取う，濃硫酸1CCmを登熱せざる様注意して混和し，次にフクシン亜

硫酸溶液（現行公定メチーノレァノンコボル試験法に規定せる竜の）5ccmを加へ，徐々

によく混和しゴム栓を施し放澱するときは，フォルムアノレデヒード存在に於ては1時

間乃至2時間後に於て紫色乃至紫紅色を呈す．L

　（5）　ロスアニリン亜硫酸反回

　検液5cemを取∬，濃硫酸1CCmを登熱せざる様注意して混和し，衣に・血スアニリ

ン亜硫酸溶液（ノ｛ラロスアニリンの粉末0・29‘を温湯120ccmに溶解し冷後重亜硫酸

ナトリウム29を水2（lCCInに溶解せるものを加へ，次に濃盤酸2ccmを加へ総量を

200CCmとなす）5CCmを加へよく混和しゴム種を施し放置するときはフォノレムァノγデ

ヒード存在に於ては紫色を呈す」

　（6）アポモルフfン反磨

　検液0」CCmを自紙上に置ける時計硝子に容れ，之に盤酸アボモノレフィソ0・029を

濃硫酸1（lccnlに溶解したる試藥0，5　CCInを滴下するときは，フォノγムアノγデヒード存

在に於ては暗次紫色を呈し陰性の揚合には微弱次紫色を呈す．

　（7）．グ。ヤコー・ル反磨

　槍液〔1．1eCmを自紙上に置ける時計硝子に容れ，之にグァヤコーノレ0．029を濃硫酸

10cclnに溶解したる試藥0．5　CCmを滴下するときは，ブ才ノンムァンレデヒード存在に干

ては鮮明なる曙赤色を呈し陰性の場合には微黄色を呈す．

　（8）二二公定法

　本法．検液5ccmを潤大なる試験管に取り，之に新鮮なる牛乳2ccm及比重ユ・124

の盤酸（其ユ0（lccmに就き1（）％過クローノン鐵溶液0．2　cc皿を加へたるもの）7ccmを

混和し，』 Mして約30秒間微に沸騰せしむ．フォノγムアノμデヒードの存在に於ては紫色

を呈す．

　別法　楡液10ccmを取り前記試藥の2倍：最を用ひ同様にして試験す・．

　（9）柳澤丸山氏法　本法は前記猫逸公定法の牛乳の代りに鶏卵自を慮回せるもの

にして，前反鷹に比し一層鏡敏且つ癬明なり．而して種々試験の結果次の2法を採

用せう．　　　「　　　　　　　　　　　　　一
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　甲法　検液10CCmを取う生卵自1分に水4分を加へ，よく混和して得る透明溶液5

ccm及臨酸（局方難酸1：しに就き．5％過クローノレ鐡溶液1ccmを加へたるもの）15

ccmを加へて，下北乃至1分聞煮沸せしむるときは，フォルムアルデヒード存在に於

ては紫色を呈す．

　乙法検液5ccmを取ウ前記各試藥の牛丑を用ひ同様にして試験す．

　GO）ヘーネル氏反康

　へ一ネノγ氏の原法は牛乳を用ひたるも之に代ふるに四一，ペプトンを使用するもの

あり．送れ亦種々試雛の結果次の第1法（牛乳法）を以て：最：も良果を得べきを認めた

う．

　牛乳法　検液5CCmを取う等量の水にて稀平せる牛乳5CCmを加へ，硫酸（go－94％

の硫酸100ccmに付き5％過クローノレ鐡溶液1ccn1を加へたるもの）5cglnを管下に

沿ひて加ふるときは，フォノンムアノレデヒード存在に於ては接綱面に紫色の輪帯を生ず．

　ペプトン法前法中牛乳の代りに1．5％ペプトン溶液5CCmを用ひ同様にして試．験

す．

　卵白法　牛乳法中の牛乳の代うに柳澤丸li1氏法に於ける卵白溶液5cc111を用ひ同様

にして試醗す．

　（日）ザバリツユカ，リーゼンベルグ氏反物

　本反鷹の、原法は検液2ccl11，0．1％フロログノレチン溶液1ccm及10箔カリ滴液1ccm

を使用するにある革，雪避及試薬量を種々の割合に即吟して試験したる結果，次の方

法を以て最も良好とすべきを認めたウ．

　槍液5ccmを取り0．1％フロログノレチン溶液及11）％カリ滴液各1ccn1をカπへ善く

混和するときは，フォノレムアノレデヒード存在に於ては赤色乃到登赤色を呈す．’

　（12）　シュリーフェル氏反感

　徐液5ccmを取り新製1％臨酸フェニーノγヒドラチン溶液1ccln及新製5％フェリ

チアンカリウム溶液0．5ccmを加へ，濃監酸2・5　CCmを加メ、るときは，フ，rノンムアルデ

ヒード存在に於てはフクシン紅色を呈す．

　以上の諸反鷹を稀薄のフォルムアノγデヒード溶液に就き試生せる成績次の如し．
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第・ 1 表

反回の種類

罫｛塞

㌫一
o撒

ご雌群

フクシン亜硫｝駿法

懸蚤ニリ唖｝

アポモルフィン法

グァヤコール法

禦…

副Σ蒙

一一 l。

婁弘㌃ヲ歳｝

総リーフェル｛

検液
量

ccm

10

　5

　5

　5

10

15

　5

　5

10

10

　5

　5

0．1

0．1

　5

10

15

10

フオルムアルデヒPド’含量
1

1萬

δ

15

5

10

5

10

5

10

5

10

5

5

10

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1

5萬

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

・i＋

1

10萬

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十’

十

十

十

十

1

20萬

十

十

．十

十

十

1 1 1

25萬i　50竃写 75萬

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十

十

十

　・十　　　　　十

　十　　　　　十

稿暗緑色淡黄豫色
租暗線色…黄線「色

租暗緑色1黄緑色

十

＋　i淡燈赤色

＋　淡樫赤色

＋　淡擾赤色

十

十

十

十

十

十

、十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

淡禍赤色

　十

　十

」

100萬

　十

　十

阿　；左

同　左

同　左

淡黄色

淡黄色

淡黄色

十

十

十

十

1

150萬

1

200萬

十

淡黄色

．淡黄色

淡黄色

汚禍色陣褐色

1藷麗陵雛

　＋1微紫色

艮

300萬

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

淡褐赤
色

　十

　十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

微紫創

微紫色

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　？

　十

淡黄色

　十

　十

極霞紫

i色
換微紫
簸微紫

色

栓赤色

澄赤色

1

500萬

備考　リミニー氏反慮中桧液10CCIn及び15ccmの場合には甲法と同一試藥量を使用せり

十

十

十

？

？

十

十

？

？

ヴィタリー氏反施沖10ccmの場合には1は乙法と同一試藥量を，他の1は其の2倍量を使用せり

狽逸公定法中供試量15ccmのときに試藥も亦3倍量を使用せリ

柳澤丸山氏反鷹中15ccmの場合には乙法の3倍量の試藥を使用せη

へ一ネル氏反腱i中供試量10ccmの揚合には何れも5ccmのときと同一試藥量を使用せリ

第

試

1

験

衣

成

試

績

験

（1）蟹肉錐詰3種及白魚ボ〃ン’ド錐詰1種に就き第1，第2，【第3蒸舘法に從ひ
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蒸館1し得たる各瑠液を以て狐逸公定法，同別法，柳澤丸山氏法（甲法）及ザノレコウス

キー画法（三法）虹にへ一ネノγ氏適中のペプトン法魚卵話法の各反感を試験せ6．其

威績次の如し．

　（A）供試品・赤旗印蟹肉錐詰（中島製）組量675g，肉量3S8g，硫酸紙12　g，

外観臭味異歌なし．

　　　　　　　　　　　　　　第　　2　　表

＼髪碁ミ
葎1 ｾllf法

面　澤　丸　山　氏　法
　　（甲　　法）

ザルコウスキー氏法
　　　（叩　　法）

第1法 曽2法 ，第3津島1法 苑諱E法 銘　3　法

ら

第・佃液1枢微紫色淡紫色i　・一）　：淡　紫　色ぐ二二哲1よ豊λ（翰彰｝1よ傷

第2f酒・ヒ〔・．・：（一）1・　：・　」・
葉：器i：：』：：’：：：1：：詫1灘ll：：

第・

　備　考　　彊逸公定法及同別法は杢部陰性を呈せU．叉へ一ネル氏反感に在Uてはペプトン法に於

　　　　て第2蒸f13法の第1一第4鋼帯微に紫色（100萬分1より硝忙し）を呈し其他は何れも

　　　　陰性なりき．

（B）供試品・☆印蟹麟三詰（中島製），繊5599，1条撮3979，硫酸紙2・9，外

観臭味異訣なし．

第 3 表

　．、＼反彪1

　　蒸＼
傭液％

！

　　抑

　第1法

澤　雪丸　山　氏　法

　（甲　　法）’

第2法 第3法

ザルコウスキー氏法
　　　（甲　　法）

第　1　法 集　2　法 錦　3　法

第　1　億

第　2　億

第　3　錠

第　遵　油

点　5　僧

　1鷺考

趣燃絶無継・一・1淡紫色i｛糎1斗・

i；iiレ総記∴鵜：l／q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

縄目定法及同別法拉にヘーネル氏反謄｛は全部陰性を示せリ・

紫　色

，，

，，

，，

，，
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（C）鰍品・《印蟹肉鑑（三菱商輸礫），綴57幅醒44乳纐愛紙

20g，外観臭味異状なし．

　　　　　　　　　　　　　　　　第’　　4．　　表

　　反慮
蒸
　鋼蒸窟

　液　法

第1鋼液

柳　澤　丸　山　氏　法

　　（甲　　　法）

第　1法 第2法 第3法

ザルコウスキー氏法
　　　（甲　　　法）

第　1法 第　2法 第犀3法

へ一 lル氏法
　　（卵白法、

第1法

　　1　　－．『

第2法．第3法

　　　　　　紫　色1　．　：　　I　　l　　I　l
　第2餓液　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　i　　r　　l　　　l　　　　　　　i　　［
　　　　　　　　・　　1項轍紫色　”　：　”　　　　”　　　一・　．　　　　　1”　第3儂液

熱田：：諦。色i一難：：i：：

　　備　考　　三下公定法及同別法拉にヘーネル氏反癒中ペプ1・ン法の諸反癒は全部陰性を示せり．

　（D）偵試刷・（毛戸印肺魚ボイノレド錐詰（逸見山陽堂株式會1引越），総量4949・

量2579，液汁：量：1599，外観臭味異ナ伏なし・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　表

（紫　　色100萬分1より租弱し）1

ﾋ・一・灘紀隻撫劉点灯黄『微紫色

（聯・　微紫色雌　 1（蜘魯滑滑灘紫簾靴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　 一　）　　　　i雀宇多｝紫

（10礪分1よ）i　　　　　　鵬㌶よ）、（響1蟹よ）（一）

肉

＼　反
　　　癒
蒸
　留蒸飼

　法　法

猫逸公定法

第1法 9第2法 第3法

同 別 法

第1法

　　　　［

　　　　　
　　　　l
　　　　l
参姦2お留亨夜1（一）

　　　　1

第3留液：（一）

第、溜液1（．）

第1鍛液i（一）魑微紫i（一）

第5倉留ゴ夜1（一）

，，

，，

i（『）

…（一）

1　　1
「（一）1

　　i
；（｝1｝

極微紫
色

　

，，

，，

第2法
紫　　色

（75萬分1より租張）

紫　　色
75萬分1程
度

　　，，

，，

第3法

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

柳澤丸山氏法
　（甲　法）

第1法

極徴紫
色

，，

，，

舞；2法

50萬分1
より稽弱
し

徴紫色

　

，，

第3法

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

ザルコウスキー氏法

　　（甲　法）

第・法i第2麟・法

第 6 表

75直‘分1　占」50

U強く50萬1
分より溺し

100萬分1よ
り穂強し

100萬分1程．

度

，，

，，

　，，

50萬分
1より
秤配し

　，，

　　E1〔．〕〔1萬
1萬分
　　分1より1程度
　　．租張し

　　i　，，

，，

食留

試瞼方法

　蒸瑠

．．』　法
孜

第　1　面高

へ ネ ル 雪 下

ペ　　　プ

第　1　法

　　ト　　ン　　法

第　 2　法　舞　 3　法

卵 白 法

雨禍紫色 帯禍紫色

第　1　法 第　2　法

欄紫色1紫紅醜紅色

銘　3　法

紫　紅　色
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第2鎌㈱紅脇紫色i繍紺紫紅色紫紅色i紫紅色
　重喜3簡皮　”　1”　　”　1　”　　”　1　”
　第4f留液　”　i　”　　讐　i　”　　　”　i　”
　　　　僧　液　　　・・　　1　　・・　　1　　・・　　1　　　　　　　　　　　　　1　　　，’　鎮　δ
　　　　　　　　　　　I　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　｛

　前記試瞼成績に示すが如く，3種の錐詰四丁は猫逸公定法蔵同別法の反鷹は何れの

蒸一法に於ても皆陰性を示し，之に反し柳澤丸山氏法拉にザノレコウスキー氏法に於け

る爾反慮は，殆ど各縮液剤に陽性反慮を呈し，殊にザノンコウスキー氏反慮に於て著明に

して，其内最も顯平なるものは100萬分1フォノレムァノレデヒード溶液の呈色よb租凹し．

へ一ネノン氏反慮は尋者は陽性を示し，其他のものは陰性を呈する等一定せざりき．而

して白魚ボィノンド品は叢叢鷹共に何れも陽性を現はし，最も著明なるものは50萬分1

フォノンムアルデヒード溶液の呈色に殆ど相匹敵せら。依って此自魚肉100gに就き水

蒸二二爾を行ひ傭液約300ccmを取ウ，炭酸石友29を加へて再傭し，舘液をアムモ

ニャアノンカジ性となし，低湿に蒸発して濃厚となし，之に就きウロトロピン昇栄複亜

による特異結晶の検出に努めたるも失敗に終堵tう．

　（2）蟹肉鎧詰6種，海老鑓詰1種，魚類鍍詰3種及貝類錐刀2種，生貝（シジミ）

1種及之を加熱したるものに就き，前記第1及第2門鑑法に從ひ得たる各瑠液を以て，、

ザノンコゥスキー氏法（甲法），リミニー暦法（甲子），ヴィタリー氏法（甲法），フクシン

亜硫酸法，Pスアニリン亜硫酸法，アボモノレフfン法及グァヤコーノレ法の7反慮を試験

したるに次の成績を得たう．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　　表

桧欝酬澱造元醗i蝉吟懸
　　　　’　　1

ザルコウスキー反鮭：（甲法）
1ゴ、1：〔ω。r…1（9）i狂51含去巨β ’1法，第3測液汁瞬紙

郵畿詰獅抑　　 ；57（il　425

：：欝欝｝：1：；

　　　〉｝　一i
　・・　熊祭印　　　　　1　　　　　　　　　　27（l　I9⊂［
　　　　　i　　　i　　l

。；☆印i。醐店…・、・3・、｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　：　　　　l　　l
・画・：欄・調…i…；

幽樋1欝聯魏1平郷・

・・S一・ T撚・：1・・…分li一・
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海老鑓詰

ほっき貝
鍛　　詰

あわび貝
鎧　　詰

白魚水白
銀　　詰
咽喉魚水養

鑑　　詰

上肉つみ

入罐詰

生蜆貝
蜆員を加
熱したる
も㊦

　備

北海道根室

　　藤

☆印同

◎印

野

上

逸見山陽堂

…【・・21

574

540．

4gc｝

590．

375

271i　203

2壬1217

2251193

400　95

250　63

10 　（一）

　（一）

　（一）

400｝回目1

800萬分1

300萬分1

800萬分1

800萬分1

（一）

（一）

（一）

800萬分1

（一）

（一）

400萬分1

300萬分1

考酬識・於ては☆印は56＆⑯印は27賦他は各5・9融き試旧せリ・

（一）

　前記試験に於てザノγコウスキー氏反慮の外は全部陰性を呈せるを以て之を省略せ

う・両ほ蜆貝は生貝を購入し1つは其儘直ちに第1蒸鱈法によウて試験し，他の1つ

は之を130。に於て1時間門灯釜にて蒸熱したる後出を同様に試験せ鉱

　以上の試験に於て海老，ほっき貝，あわび貝の外は全部ザノンコウスキー反慮を生起

し，二巴にあうては各脩皆納：最高100萬分1フォノレムアノγデヒード溶液に相當する呈

色を示し，蟹肉を包める硫酸紙も亦極めて僅微ながら類似反町を呈せる竜のあるは注

意すべきことに属す．・

　（3）次に千葉縣99里濱にて漁獲iせる眞蟹を入手し，其生肉（1個の蟹よう約70

9を得たう）を細裁せるもの1009を取動前記第1法に從ひ水蒸氣蒸館を行ひ・第

コ．乃至第5の各鯉液（50ccm宛）に就き猫逸公定法，・柳澤丸山可児及ザノγコウスキー氏

法の諸反鷹を試験したるに全部陰性を示せう．依て前上の蟹生肉1009を加1堅釜中915

ボンドの塵にて30分間蒸熱したる後，之を同様に水蒸氣蒸鯛を行ひて各日液につき

前記3反慮虹にソミニー，ヴ｛．タソー等の諸反慮を試瞼せしにザノγコウスキー氏反慮

のみ陽性を呈せう．邸ち第1乃至第3錦液は200萬分1よう張く100萬分1より弱き

弓懸を呈し，第4溜液は200萬分1程度，第5瑠液は之より梢弱き呈色を示せり・如

此蟹肉は之を蒸熱するにようて，始めてペプトン鐵反慮に於て紫色を呈するに至るを

認む．而してザルコウスキー氏反慮にしてフォノレムアノレデヒード固有の反慮なりとせ

ば，蟹肉の蛋声質等は加熱によりて加水分解を受け，以て微量のフォノγムァノレデヒー
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ドを化生する竜のと解せざるを得ず。爾ほ前記ボイノレせるものは時日の経過に從ひ如

何に鍵化する竜のなるやを確めんが爲め，該供試品と同一の眞蟹肉を取う，滅菌せる

硝子瓶G佃中に各1509宛零れ，之を加墜釜中にて15ボンドの歴に於て3（レ眉間蒸熱

したる後，直ちに密栓し迂回せう．之が試験成績は第2次試験に於て詳述すべし．

　（4）以上の如くザノレコウスキー及其他の呈色反鷹の成績に從ひ蟹肉中フォノγム

ァノレデヒードを化生する竜のと音ば實際如何なる程度下之を化生するものなるやを

槍せんが爲め，フォノレムアノンデヒードの反慮を呈せざる脂肉錐詰に就き，次の割合に

フォノレムァノレデヒードを加へ，前記と同一條件に企て水蒸氣蒸傭を行へう，其成績次

の如し．’

　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　　表

A B C

扇一一一『 @　　　　　量　　1砺9　　　1009　｝　100g
。。ル。ア。デ。一・i繍添鳩ヒ・2％燃・・ccm・・％i撫，cm｝・・％謙1ccm

　水　　　 添　　　加　　　：量　　200ccm　　　　200　ccm　　　　200　ccm

　肉に封ずる添加フォルムアルデヒードの割分　　　10萬分1　　　　5萬分1　　　　2萬分1

　前記調製楡腔の鯛液に就き詠出公定法，同別法，柳澤丸山氏法（寸法），ザノンコウス

キー氏法（甲法），リミニ・一氏法（三法），ウ㍉タリー一法（刑法）及フクシン亜硫酸法の

各反感を試験し，陽性反回のものは含丑既知のフォノンムアルデヒード溶液による呈色

と比色せウ．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　9　　　表：

槍勉リ

ハニコ　∫1頬

L竜液

反・i公岡剛法離繍1柳轍轡耐法i錨隔『孟鰯
IAiBlclA」BlclAiBtGIAIB｝clAl二BlclA　丑　clAIB」C

憲ii蜜熱liililli窪illill㌻1｛1

　前記試燈成績によう肉に10萬分の1以下の割合にフォノレムアルデヒードを加へたる



蟹鑑詰肉のフォルムアルデヒード反雁に關する試瞼成績報告 67

ものは，唯ザノンコウスキー反慮のみ陽性を示し，爾他の反鷹は悉く陰性にして，5萬

分1に至れば，ザノγコウスキー反慮の外柳澤丸山滅法及グ｛タリー反回も亦陽性を

示し，2萬分1程度に至れば前記小論慮は全部陽性を呈するに至れう．斯の如くザノレ

コウスキ幅出鷹のみに從ひ観察するときは各鱈液は添加フォノンムアノレデヒードの約10

分1濃度の呈色を表す乙とを認むべし．

　（5）前記他派絶域の呈色反慮は果してフォルムアノレデヒード・によるや否やを威せ

んが爲め赤旗印及㊧印の2種錐詰心魂（100萬分1程度の反慮を呈するもの）各1QOg

を取り前記の如く水蒸氣蒸館を行ひ傭液250cclnを取う之に炭酉愛石荻29を加へて再

鋼し二二200ccmを取う，アムモニや水を以てアノンカリ性となし低温に於て蒸登しだ

る後ウロトロピン昇天複盤の特異結晶による謹明に努力せしも陰性の結果に終れ鉱

　（6）　前記各試験に於ては何れも第5佛液迄分取したるも・，果して幾何：量を脩記す

るときは此等の二二は陰性を呈するに至るものなるか，帥ち完杢に二二するには幾何

量を錦取すべきかを知悉するの必要あるを以て，前記生蟹を蒸熱せる竜の，錐詰蟹肉及

シォノレムァノレデヒードの三二を呈せぎる鮭錐詰肉にフォノンムアノレデヒードを加へたるも

のの3種につき，水蒸三三鋼を行ひて試験したるに，生蟹を蒸熱せるもの及錐詰蟹肉は

各50ccm宛17同二二を三二したるに各二二は，ザノンコウスキー二三慮に湿て何れ竜

二二ながら竜紫色を呈せり・然るにフォノγムアルデヒードを加へたる腱肉の二二は第

』7二二に至う既に紫色を呈せざうき，回れに依うて観れば特種の魚貝肉は加熱によウ

て肉成分分解を受け，以てフォノγムアノレデヒード若’ ｭは之に類似の反鷹を生起する物

質を化生するものと認めざる可らず．

　　　　　　　　　　　　第　　2　　次　　試　　験

・前上の試験に於て痴言魚肉の呈するフォノンムアノレデヒード血忌に就きては大厄，其許

一等を験知し得たるを信ずるも，未だ少しく霊さざる所あわたるを以て更に第2次試

．験を行へう．即ち今次の試験に於てはフォルムアノンデヒードに封ずる各種の呈色反慮

蹴き鰍昆試藥の濃度・難力囁語慰ての黒占に必備訳したる後最繊敏！r忘

すべき所謂最好適條件と認めたる方法を以て試験せう・即ち共反慮は前記試験法に於

て記述せ5ものの内ザノγコウスキー氏法（藩法），柳澤丸山氏法（乙法），へ一ネノγ氏’
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法（牛乳法），リミニー氏法（乙法），ヴィタソー氏法（乙法），フクシン亜硫酸法，ザ

バリツユカ，り一如ンベノγグ氏法及シュソーフェノγ記法の8種にして，共試験成績次の

如し．

　（1）供試品．赤旗印直言肉（罐マークF．C．19）

　　（a）第2蒸傭法に從ひ蒸羨し50ccm宛第9儒二三捕諭し，各脩液に就き試：

回せう．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　10　　表

へ　　　　　　ノリ

訴麟無 1

ザルコウスキー一反慮

オ卯深丸山氏，反二施1

ヘーネル氏反慮
リミニ一言反坦色1

ウリ｛タリー氏反当1

ザバリツユカリー・
ゼンベルグ氏反：肱、
シュリーフェル氏応鰍

フクシン騨酸反心

　（1．♪）

2

　エ　　　　　　コ
　　躬　　一
　　　　アろか5．，万

　（＋）　　（＋）

　（＋）　　（＋）

稽三孝象色淡黄牽染色

　（十）　淡｝登赤色

淡禍赤色　同　　左

　（＋）1（＋）
　　　　（一）1（一）

3 4 5 6 7 8 9

　1　　1　1　　1　1　　　　1

函i要劉？田野爾
（・）i（・判（＋）（・）

同　左i同　左1同　左　同　左
　　　　　　　　　　
同左1阿左；同：左；淡燈11で色

同　　左　　同　　左・同　　オ：｛同　　オこ

1コil＝；属11二1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　1　　　　　　　｝　　　　　　　」

廻廊毒・
（＋）1（＋）　（＋）

（＋）i（＋）　（＋）

同左同上i同左
同左． W質色i同左
顧左同左；同左．
（十）　・　（十）　1（十）

（一）．（一）1（一）

第3及第4蒸三法に從ひ蒸鑑し50ccm宛第3官留液迄分取せう．

　　　　　　　　　第　　　11　　表

．＼麟講ス総噸ぴ・綿ミ砥罠磁諺琵轡i；議法
佃藩3法　　i第・法1第・法…麟　1一・法1第・法第・法　・3法麟・法

フクシン
距硫酸法

第、法1第3法1第、法

　　l　I

繍詳録鋼1：1：：礁騨躍騨翠：1：汀：：二：：二；

鱗液
ｦi・｝（・）1（・）；（・）、（・）：難…　　！・・（・）（・）1（一）（一）

　（2）　供試品．三菱印蟹鎌詰肉

　　（a）楡配、1009を払う第2蒸六法に從ひ蒸漏し，第1－10榴液は各25分間に50

ccmを，第11－20飴腋は各5分判こ50ccmを，二三21－25倒液は各5分聞に100cc皿

宛を偬取し，最も鏡敏なるザノレコウスキー及へ一・ネノγ雨反慮を試験したるに第25鯖液

に凡て1も術200萬分ユ程度の呈色反慮を現はせう・而して其の第10傭液迄：の根詰慮
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の歌況を示せば次の如し．

第 1　2 表

佃液反慮

第　1．榴液

晶　2榴液

第　3傭液

第　4鋼液

第　5食留液

第　6留液

．第　7罐液

1第　8榴液

第　9　看留　液

背510　重紹て液

ザルコウ
スキー氏
法（乙法）

　ユー砺弱

⊥　75万
1　　　　1

了5フゴ　　　　8しり万噛

　　■，

　　1
　10【）万

　　，，

　　　
　噛砺張

　　，，　　，，

　　1
　餌勘万

　　，，

柳澤丸山
藩法
（乙法）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋｝

（＋）

へ一ネル
氏法
（牛乳法）

（＋）

（＋）．

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

リミニー
氏法
（乙法）

ヴ｛タリ
ー氏法
（乙法）

淡難創灘艶
　　，，

　　，，

　　，，

　　，，　．

　　　

　　，，

l　l’

1淡黄創
ト　　　　　　　　　　　

i・1

　　

　，，

　，，

淡黄色

　，，

　，，

　，，

　，ジ

　，，

ザバリツユカ
リーゼンベル
グ∬…法

淡褐赤色

　　，，

　　，，

　　，，

　　　

…　　”

陣黄色
　　：：

t”

シュ　リ　ー

フよル氏法

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

フクシン
距硫酸法

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（．b）槍品1009を取り第3蒸鯛法に從ひ試験せる成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　13　　表

　　　反
　　　　腱i留
　液

錦1　留液

．第2　　　

第3　”

蓋瀦1鍵灘

　1

75万

ユ

砺弧
，，

（＋）

（＋）

（＋）

へ一 lル
氏法
（牛乳法）

リミニー
氏法
（乙法）

ヴィタリ
ー氏法
（乙法）

（＋）

（＋）

（＋）

帳副淡髄
　　　　　　　　　　　の

…　，，　　　　，，

1

　　，，　　　　　　　　　　　　，，

ザバリツユカ
リーゼンベノレ

グ氏法

淡褐赤色

　，，

　，，

シュ　リ　ー

フェル氏法

（＋）

（＋）

（＋）

フクシン
亜硫酸法

（一）

（～）

（一）

　（3）　供試品・70印蟹錘肉

　前項（a）の試験に於て三日に亘う第25佛液迄蒸鋼を織績したるに，其最終鱈液は

禽ほ依然として陽性反鷹を呈せるを以て，本試駒に於ては更に蒸鱈を延長して試駒せ

ウ．即ち脂肉100gを取釦第2蒸鯛法に從ひ水蒸氣一三を行ひ，！00　ccm宛第41億液

迄捕集せう．其反命歌況次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　4　　　表

重留液番諸慮

1

ザルコウ
スキー法
（乙法）

柳薄…：丸山

氏法
（乙法）

ヘーネノレ

氏法
（牛乳法）

1言剃（・）

リミニー
氏法
（乙法）

ヴf、タ　リ

ー氏法
（乙法）

リ㍉τリツユカ

リーゼンベル
グ氏法

シュ　リ　ー

フェル氏法
フクシン
亜硫酸法

…瞬細…　淡嚇司… （一）
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志下1：1：：ll：灘i淡ll色i灘淡細：；

学説∵1：ill：ド：1：：｛：：i：一1：：

　　27－2gi毒弱・（ザ・・）i旧”レ’：”i（一’
　　・矧1詣弱．（・）　（・）1・；・引…　　　（一）

　　　億考　　第26倍液は翌毛更取せる第1留液なる鴬めか他に比し穂々反癒著明なりき．

　（4）前記の外回に4種の蟹鎧詰肉に就きて各1009を購う，第2蒸三法に從じ～試；

験せる成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．第　　　15　　表

で溜　液
醤盤ザ綱ス1鰍山販・・　　　　　　　　　へ一ネル　リミ昌一

キー氏反慮氏反康　　　　　　　　　　　　　氏反感
　（乙法）1（乙法）（牛乳法）．（乙法）

　　　　lF．c，3δ

　　　　i

　　　　XG．1｛

第瑠液

∫　［c氾Aloo　

　　　　：・．c，21

毒勇弓

毒弧

、秀張

鳶彊

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

淡暗素論色

　，9

　（＋）

重信暗事簑色

ヴ｛タリ
ー氏反慮
（乙法）

（÷）

（＋）

（＋）

（＋）

ザパリツユカ
リーゼンベル
グ氏反』三5

　シュリー
　フェル氏1

反ε臣：

フクシン
亜硫殻反
舵：

F．C．35

N。G．K

C．P．AIω

F．C，　2

、あ万

τ歳．

一ゐ、躬

÷

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

　　　　i
淡褐赤色！

　　　　I
　　　　l
　”　l
　　　　l
　　．　i

嚇色i

淡禍赤色．

（＋）　淡黄緑色i淡黄色1　”

　　　　　　　　i　　l
（＋》

P淡艶：”1”
　　　ミ　　　　　　　　

（＋）！（＋）i（＋）｝樫赤色

　　　　　　　　　　　　

　　　l　　　l　　　l
（＋’ y蹴劉灘艶ド’を嚇色

（÷）

（＋）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（一）

第21r鷲液

（÷）

（＋）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（一）

第3忠言ヒ

F．c．35｝

　　　　i

N．G．K　F
　　　　　
　　　　1

　　　　｝

c．P．Ali憤）

Rc・2i
　　　　I

鳶レ・・
　　　　
。躬旨＋）

　　　i
鋤謝i（＋）

⊥一iη1
　　　　（＋）1し肪♂汎 P

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

　　・・　　　淡i糞色　　　　・・

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　i
淡宝苛色　　　　，，　　i　　，，

　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　l

　（十）　　　　（十）　　1番登易t色

I　　　　　　ii

l淡黄線色．淡擾赤色　　　，，
：　　　　　　　　i

（＋）

（＋）

（＋）

（＋♪

（一）

（一）

（＋）

（一）

‘
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第4榴液

第5鍛液

F．C．35

N、G．K

⊥1σ9万

’　1

氣房強

　　　　　ユ　c」脚oo　砺弧
E・：・馬強

（＋）．

（＋）

（＋）

（＋）

F．C．35

N．G．K

　

砺　　　（＋）

ユ

200万強　　（＋）

　　　　　マC・P・Aloo．一v
　　　　　1F。C，　2　　一
　　　　　工OJ万

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

詑炎黄緑色

淡黄色

淡暗緑色

淡黄緑色

　，，

淡黄色

淡陪緑色

淡黄線色

淡黄色

　，，

　（＋）

淡澄赤色

淡黄色

　，，

淡澄赤色

淡黄色

淡褐赤色

　　

（＋）

（＋）’

（＋）

（＋）

（＋）

1＋）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

　（5）第1次試験の際眞蟹肉を15ポンドの厘を以て30分間蒸熱したる後硝子瓶中

に密栓貯藏せるものに就き第2蒸儂法に從ひ試験したる成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　16　　表

鋼液反癒

第　1瑠液

第　2鋼液

第　3鯉液

第　4会留液

第　5瑠液

　備　考

（6）

翻1
鳶弧

詣搦

毒張

詣
，，

回訓勲羅職謎
（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

‘＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

淡黄緑色

　，，

　〃

　，，

　　

ヴィタ　リ

ー氏法
（用法）

戸山赤色

　，，

　　

淡黄色

　，，

ザパリツユカ
1」一ゼンベル
グ氏法

淡禍赤色

　，，

　，，

　，，

　，，

シュリーフ
エル氏法

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

フクシン
亜硫酸法

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

　　　　　　　薗記試瞼中ザルコウスキー氏反庶は第1次試瞼に於て蒸熱せるものに比し温かに弧し．

　　　　フォノンムァルデヒード反慮を呈せざる打鍵詰肉ユ009宛を2佃の硝子堤に容

れ，各水200ccmをカnへ，其1e製）に0・2％フ・ノソムアノレヂヒード溶液0・5　ccm，他の

1（B）には．1ccmを添加したる後密栓し，時々振上し2査夜放置したる後，之に就き

第2．蒸非法に從ひ蒸鱈し，50ccm宛鯉液を集め，ザノレコウスキー氏反慮陽性を呈す

る間之を磁績したるに，A槍膿に在うては第6爾液，　B槍資豊に在ウては第10鯛液に

至ウ陰性を呈せウ・墜ち次の如し・
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第 1　7 ．表

・・液反・

蕗1僧液
A
B

エ

牙f万

薪弱

柳澤丸山
氏法
（乙法）

（＋）

（＋）

羨講鵠1羨㍉謬i糠1

第2f蚤1液

A．

B

（＋）

（＋）

ユ　　　　　

三砺弱1　？

鳶弓引（＋）

（＋）

（＋）

淡直線色

淡黄色

淡澄赤色

（一）

・・’・1o酬シュリ＿ブ
リ　ゼンヘル
グ無　　｝エル氏法
　　　．ト

　　　lA
第3鯛液I
　　　iB

第4傭液
A
：B

言炎禍赤色

（÷）

（＋）

　　　い・）

淡禍赤色1（＋）

毒・弱i？

鳶刻　？

毒弱1（一）

　　　1
・　i（一）

？

（＋） （一） （一） （一）

？

？

（一）

‘一）

（一）

（一）

フクシン
亜硫酸法

（一）

（一－）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一） （一） （一）

（一）

（一）

…液
痰ﾉコ：：：｛：二：｛，．）（．，（．…＝：に二；

　　備考B検ゆ・於て第6－9篇夜銅山約400萬分1フ・ル21アルデ・一ド溶液に禰せり・

　前記各錦液の呈するザノンコウスキー氏反慮の濃度に從ひ傭出せるフォノγムアノレヂ

ヒードの総量を算出し，之を初め添加せる量と封照するにA検匿に在うては，添加

量の約11分のユ，：B翻叡こ在クては約8分の1に該當せう．

　（7）白魚に就き1ツ（A）は生肉二三のもの，他の一つ（B）は加歴釜にて蒸熱せる

もの各1009を取り，第2蒸礼法に從ひ水蒸氣蒸鱈を行ひて試験せり．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　18　　表1

’、陛液・第1儒盲セ第2掌コ液第3僧液第4擬1ヒ第5彿液
反＼｣・A　B　ム　B　A　・・　人　B　A　B

縄撚i膚1ヨ潔弓i愈1弓i酬惑1宿li繭’i蕾丑華瀞

重壁i崇lllilii熱il：総；．；！；

………
冝c1・・・…（・川・・1酬…：…．…

　前記の試騎に於て生肉の場合，第ユ3溜二二試験したるに依然として呈色し，共濃

度は200萬分1－400萬分1程度な少き．而して本試巧舞に於ても亦蒸熱せるものは生肉

に比し呈色知慮1層張きを認むべし．



蟹一鑑詰肉の’フォルムアルデヒード反慮に關する試験成績報告
73

　（8）熊祭印蟹錬詰肉及前記眞蟹瓶詰肉各1009を分液漏斗に容れエー一」チノンを以て

数回振出し，エ・ニテル液は之を0．5％アムモニや水と共に振壷し，アムモニや性水性

液を蟹肉に合して水蒸桜蒸舘を行ひ，工一力γ液は等一テノγ分を瑠面し，獲渣に水

200ccmを加へ同様にして水蒸氣蒸鯛を行ヘウ．但し試製品はエーテノン振盗後藩論に

水200ccmを加へて温め，温に乗じて濾過し，残渣及其濾液に就きて試、瞼したるに，爾

槍膿のエーテノン可溶分は各鯛三共に全部陰性三一を呈せ動

　　　（a）　　蟹　罐　肉

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　19　　表

　　反　　　　慮f留

　液

第1瑠液
第2榴　液

第3榴　液

第4f留　液

第5鯛　液

　　（b）

ザルコウtスキー氏
法f乙法）

柳澤丸山
氏法
（乙法）

意田

草
，，

，，

ユ

ω万弱

試　製

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

品

へ一 lル
氏法
（牛乳法）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

リミニー
氏法
‘乙法）

淡暗緑色

　，，

　　

　，，

　，，

ヴィタリ
ー司法
（乙法）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

ザリ罫リツユカ

リーゼンベル
グ民法

淡褐赤色

　，，

　，，

　，，

　，，

シュリー
フェル氏
法

フクシン
亜硫酸法

第 2　0 表

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（一）

（一），

（一）

（一）

（一）

榴　液

第1鋼面

恥2鯛液

第3倒液

第4鯛液

膿ド瀦刺糧劉

肉渣

濾液

ユ

了砺　　i　（＋）

古弱…（＋）

へ一ネル
氏自認
（牛乳法）

肉渣

濾液

肉渣

濾液

（＋）

（＋）

⊥1塑
丁田

　

砺弧

⊥200万
肉溢1

濾液

集5榴液
肉渣

濾液

，，

，，

，，

，，

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

リミ昌一
氏反鷹
（乙法）

淡黄緑色

　，，

，，

，，

淡黄色

　，，

，，

，，

，，

，，

ヴィタリ
ー氏反鷹
（乙法）

淡黄色

　2，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

ザバリツユカ
リーゼンベル
グ民反雁

淡褐赤色

　　

　

，，

淡黄色

　　

，，　■

，，

，，

，，

シュリーiアクシン

鯉氏腰高反
（＋）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（＋）

（一）

（一）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

〔一）

（一）

（一）

（一）

　（9）富山縣下に於て漁獲iせるタラバ蟹（腐敗を虞れ1同煮熱したる後露地に輪逡

．せら）を入手したるを以て，之に就き共1009を第2蒸溜法に從ひ海鹿し，各種反証

を試演せダ其成績次の如し．
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第 2　1 表

誌庵…驚劉■・

ご無1撫1一蕩弧
柳澤丸山氏法・
　　　　　（＋）　（乙法）　i
へ恵雨法．（・）

ζ最一フエ：㈲
フクシン並硫
　　　　　（＋）酸法　　　　1

（10）

・卜i・
幽境一詣弧　毒一

（＋）　L（十）　　（十）

（十）　　（十）　　（十）

（・）㈲1（・）

（・）1（・）｝（・）

　

石万一

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

6

ユ

蕊切張

（＋）

（＋）

（＋）

（一）

■・
　

下張
（＋）

（＋）

（＋）

（一）

エ

砺
（＋）

（＋）

（＋）

（一）

・卜・

ユ

万
（＋）

（＋）

（＋）

（一）

エ

厨
（＋）

（＋）

（＋）

（一）

　　　　魚貝類中に含有するグリコーグンが加熱にようて分解し，フォノγムアノレデヒ

ードの如き呈色四聖を生ずるやも知れずとの疑問を懐き，蠣を原料として製出せるグ

リコーゲンに就き，常法の如く水蒸氣蒸佛を施して50celn宛第5丁丁迄捕集し，之

に就きザノンコウスキー氏反骨を試みπるに僅微の陽性を呈せう．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　2　　表

反山鼠・fr、一液

　　　　　＼

1 2 1 ・！ 4 1 5

ザルﾕダ幽幽1瀞1同左i同左レー・
　以上の蒸鱈試験に於ては各鑑液は2｛1－31｝寸間に之を面取せ動而して第1次試験

に於ては之ようも丁々短時間に丁丁せしを以て丁丁の成績に於て多少の差異を來せる

を認むべし．

　（ID　熊祭印（罐マーク㊥22）蟹鎧詰肉の細到せるもの1009を内容1000　ccmのコ

ノレベンに取り，蒸鱈水300CCmを加へ，振解して30分間放置し，之に25％燐酸10

ccmを加へ，直火にて加熱蒸傭し，引例を5（♪ccm宛3同分取し，之に就きザノレコウ

暑キー氏反鷹を試瞼したるに，各胃液は約50萬分1程度の反慮を呈せう．

　翌日三野鱈残渣1に：更に蒸脩水200ecmを加へて同様に蒸下し，溜液を50ccm宛3同

分取して比色試験を行ひたるに，各佛液は約100萬分1稚度の反慮を聴せウ．

　（12）　赤旗印（錐マーク（㊨19）蟹鎧詰肉1009回忌f溜堤に取う，：水300ccmを加へ振

回して3｛，山間放置し，次に25％燐酸10ccmをカ1・ζ，窒素瓦斯を通じつ㌧43＿45。に

於て減墜蒸鯛を行ひ，約30分間に50ccln宛を3同分取す．此際フォノ〆ムアノレデヒー

ドの遁逸を防が／tが爲め，0。5％アムモニや水50ccmを容れたる第2受器を附して蒸
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佛せり・各餓液は400マ500萬分1程度の反慮を呈し・第2母器は陰性なウき・翌日更

に蒸台留堤に水150こ口mを力日へ43。に於て，50　ccm宛2同鯛取したるに，500萬分1以

下の反慮を呈せう．叉温度を上昇せしめ53にて鯛取したるに，400萬分1程度の反

慮を呈せう。

　（13）凝脂，牛脂，グリセリン等に就き水蒸氣蒸鯛を行ひ各反磁を試堕したるも，

フォノレムァノンデヒード類似の反収を呈せざうき・然れども陳久の脂肪類は梢々類似反

鷹を翻せう．特にザルコウスキー氏反慮に於て然りとなす．

　（14）アッェトァノγデヒード，ペンツアノンデヒード及フノレフローーノンに就きザルコウ

スキー，リミニー，ザfタリー，フクシン亜硫酸，ザバリツユカリーぜンベノγグ，シュリ

ーフェア及へ一ネノγの諸芸慮に封ずる關係を試験したるに次の成績を得たウ．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　23　　表

＼＼ア㌘二聴

　＼増
反　　　　麦

　　慮

ザルコウスキー
氏法　（乙法）

リシニー氏法
　（乙　法）
ヴイタリー氏法
　（乙　法）
フクシン亜硫酸
法．

ザ　　ノご　リ　ツ　ユ　　カ

リーゼ　ン　ベル　グ氏覆

シュ　リーフエル

氏法
へ一ネル氏法
　（’ト孚L審去）

アツェトアルデヒード

1

1千

淡暗：紫紅色

澄赤　色

淡黄色（濁）

淡　紫　色

漸次澄赤色

淡　：黄　色

淡　禍　色

1

1万

微暗淡赤色

澄　黄　色

淡　黄　　色

鷲色せず
｛斬次微燈赤色

淡黄色（濁

淡　黄　色

ベソツアルデヒード

1

1干

1

1万

フ　ル　フ　ロ　一　ル

1

1干

1

1万

フオルムア
ルデヒード

藍色（不鮮）1淡噸艶黄色（不鮮）廠色（不鮮）1紫　色

一色，濁）1淡澄艶（濁）

　　　　　　　　　　驚慧蕩縢慧総　匿淡泊㈱猟色，濁，

l　　　　l　　　　I　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　論

　蟹鎌詰肉中にフ。ノンムアノγデヒードの知慮を呈する竜のを含布することは石田氏（三

智雅誌大正6年300頁）にようて始めて研究登表せられたる所にして，同氏は新鮮な

る蟹肉は殆ど其反慮なく時日の経過に從ひ漸次塘加するが如く，然れども長時日を経

たる又は墾敗せる錐詰は其反慮却って著しく微賜なることを登見し，之を以て化生せ

るフ。ノ・／ムアノレヂヒードの酸化せられて他の物質に鍵移せるものと解せり．次で米國

に於てディノン及クラーク爾氏（D．B．　Dill　aDd　P・B・Glark，　J・Assoc・0缶cial　Agr・Chc11L
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9，ユ17－22，1926）も亦甲殼類の鍵詰肉中にフォノレムアノレデヒードの化生を確認し，此生

成は微生物の薮河畔に容器の如何に關壊せず，遊離酸素の存在せざる場合に生起すと

なし，照照丑は30萬分1に及ぶを験遇せ鉱而してフォルムアノレデヒードの反晦を呈

せざる維錐詰肉に，フォノレムアノγデヒードを加へて試験せる結果，其3分1より以上

検出する能はざうしに徴し，独立中のフォノレムアノγデヒードの實感量は，10萬分1に

達すべきを思惟せう．同氏は蟹の外Red　rock　cod‘及鮭，青魚の錐面肉も亦同様に

フォルムアノレヂヒードを化生し，鯉，鮎，共他多くの魚類の銚詰肉は然らざるを認め

ブ2う．タンカード及ノ“グナノレ爾氏（A．R．　Tallkard　an（1　Dr．　J．　T．　Bagnall，　Analyst，51

565－7，1926）はシュリーフェノン．氏反慮を用ひ1種々の魚類に封して試験したるに，約60

％は100萬分1－2程度の陽性反慮を示せb．爾氏は其微量にして，而か竜殆ど一定

量なることよリフォノレムアノンデヒード以外の物質殊に恐らくトリメチーノンアミンが，

此尊慮の原因なるべしと想像せう．而して前記フォノンムアノレデヒードの鑑識に封して

は石田氏は絡に之をウロトロビン講談複塑の特異結晶として確詮せるも，爾他の諸氏

は輩に呈色反慮にようて共存在を認定せるもの＼如し．

　最近水産講習所に於て木村金太郎及川口民雄雨氏は，（1踵の蟹鍍詰肉に就き，供試

量：として1009を用ひ，内郭公定法に準じて試験を施し，呈色幽愁によう鱈殿中50

萬分1－3程度のフォノγムアノンデヒードの存在を認め・一方に肉類中よムフォルム．アル

デヒード早出割合試験を行ひたる結果，現存フォノンムアノレデヒードの約ユ0分ユ量を彫

出する乙とを手量し，之によう可検蟹鑓詰肉申には2臨分1－5萬分1程度のフ。ノレム

アノレデヒードを含有するものと推定せう．

　小官等が施行せる前記2同の試験に育て，検膿中フォノレムアノレデヒードの試験は，

常法に従ひ鑛酸々性に於て水蒸氣蒸瑠を行ひ，其館1液につき各種の呈色反慮を試みた

わ．而して共照臨の供試量は，猫逸公定法に從へば30gにして，通例30－51）gなる

竜前記石田氏及木村氏等の試験の場合をも顧慮：し，309及1009を取ウ，且つ石田氏

τこ徴ひ一書夜浸出せる水浸液に就きても之を試験し，フォノレムアノγデヒードの呈色時

事としては從樹陰も著明のものとして知られたるものを撰用せう。今戸れが試験成績

を通覧するに第一同試論aに於ける蟹開催9種の試験成績中，ザノレコウスキー氏口布
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に在うては，309の水蒸氣蒸餓に於て5餓液（50cem宛）の呈色度は，300萬分1－7

00萬分1，楡幽幽1009の揚合には，100萬分1－400萬分1のフナノレムアノレデヒード

に相當し，検証：100gを1書急冷浸せる水浸液は，前記爾者の中間の反慮度を示し，

柳澤丸山氏反面も亦殆ど同一程度の陽性を示せり．へ一ネノγ氏反慮は之に次ぎ，時と

して陽性を現はし，リミニー，〕ハタソー，フクシン亜硫酸，ロスア呂リン亜硫酸，

アボモノγフ｛ン及グァヤコーノレ6諸反鷹は何れも陰性を呈せるは，前記ザノγコウスキー

玉出癒によわて推定せるフォノソムアノγデヒードの含量よう観るも蓋し當然なるべし

≡欠に白魚，飽魚及鯛の錐詰肉も亦ザノンコウスキー氏反慮に於て陽性を示し，殊に白魚

ボイノγド錐二二の如きは最も顯高なる反鷹を現はせら，然るに海老，ほっき貝，あわ

・び貝及鮭鳥肉は全く陰性を呈せう．

　第二次試験に於て施行せる蟹錐詰肉7種は，槍膿100gに就き水蒸氣蒸室を施して

得たる5傭液（各50ccm）はザノγコウスキー反面に於て，25萬分1－200萬分1に該

當し，柳澤丸山氏法，へ一ネノγ及シュリーフェノレの3反鷹も亦共に陽性を皇し，ヴ｛タ

リー反感も疑陽性を呈せる場合多く，リミニー及ザバリツユカリーぜンベノγグ雨三鷹

は微に陽性を示し，フクシン亜硫酸反慮はザノγコウスキー・氏反慮に於て25萬分1以

上の濃度を示すとき始めて陽性を示せう．

　以上の呈色反比の關係は，猫り市販品たる錐詰論肉のみに於て然るにあらず，小官

等が特に入手せる眞蟹及タラバ蟹に就きて施行せる成績も亦全く同様にして，殊に後

者の如きは他の坊間錐詰製出に比し寧ろ一層張烈なる反鷹を呈せう．且つ此等の反慮

の度合は50ccm宛5同鯛取せる揚合に於て然るも，前記成績に示すが如く蟹肉を鑛

酸々性に於て長時間に：亙り水蒸妬心鯛を行ふときは，100ccm宛40蝕同働液を捕集

するも，爾ほ且つ依然として陽性二三（ザノγコウスキー，柳澤丸山，へ一ネノγ及シュリ

ーフェノγ反慮）を呈し，叉白魚の生肉に就き施行せる富合も，錐13傭液に至るも依然

として呈色反慮を現はせり・次に水蒸氣蒸館を記し，直接蒸溜を行メ、竜殆ど同様にし

て，可及的低温に蒸面するときは論語の反慮度微弱にして，高温となるに從ひ呈色反

応も亦漸次強烈となるを認むると共に，フォノンムアノγデヒードの反慮を呈せざる魚肉

に，5萬分1に相着するフォノγムアノレデヒードを添加して水蒸氣蒸留を施すときは，



　7S　　　衣笠・小毛利・提・伊震・清水
5｛〕ccm宛10同蒸瑠するときは，〔％にフォノンムアノレデヒードの反慮陰性となウ，又眞蟹

の生肉は陰性漉油を呈せるに，之を蒸熱せるものは陽性を現はし，白魚の蒸熱せるも

のは共生肉ようも皐色話慮の鹿島なる等の關係を綜合すれば，蟹及共他特種の魚貝肉

は，之にフ才ノγムアノンデヒードを混記せざるも，之を水と共に加熱するときは，其肉

、成分に分解を來たし，以てフ才川ムアノγデヒードに封ずる諸心慮を呈するに至ること

は，疑ふ司らざる事實にして，共反論の強弱は加熱の状況，即ち温度，一問，畜力等

によりて種々之を異にするもの＼如し．而して前記眞蟹を以てせる試験瓶詰品につき

て試瞼せる成績に徴すれば，時日の経過によう呈色反懸度晶々小出するが如き威ある

竜未だ朋確ならず．

　以上の如く二三詰二等のフォノレムアノレデヒード温温を以て，共晶成分の分解による

ものとせば，主として蛋白質の分解によるか，或は叉脂肪及グリコーゲン等の如き物

質は之に關與せざるか等の問題に就き，少しく實騎せる庭によれば，蟹肉申の脂肪分

は呈色反鷹を生起せざるも，グリコーゲンはザノレコウスキー氏高慮に凡て微弱の陽性

を呈し，新鮮なる牛脂，豚脂及グリセリン等も亦陰性なるも，二二の脂肪類は時とし

て租々類似の反慮（殊にザノレコウメキー氏旧記）を呈せウ．故に蟹二三肉の二合は専ら

蛋白質の分解によウ化生するものと解するを三二とすべし一品官等は以上の呈色反鷹

は果してフォノンムアノンデヒードによるや否やを確定せんが爲め，屡々ウロトロビン昇

封こ複信の形成による二二に努力せしも常に失敗に終れるを以て，實際フォノレムアノンデ

ヒードを化生せるも9）なるや，或は他の類似反癒を呈する物質の化生によるや，將又

雨者共存によるや，未だ之を悶明するを得ず。

　前述の如く蟹肉は加熱によクてフォルムアノレデヒー・ドの漁況を呈する物質を化生す

るものとせば，之等旗腔中フォノレムアノγデヒードの試験に威しては加熱操作は絶封に

之を避けざる可らず．二って在來の試駿法は之を適刑するを得ざるべく，弦に於て別

種の新玉田法の考案を要するに至るべし．又一般市販蟹鎧出品は一旦加熱を施したる

ものなるを以て，〔％に幾分のフォノレムアノレデヒード反癒を呈する物質を化生せるものと

認めざる可らす．一汁に是等微量の化生物によウては陰性を呈し，特に故意にフォノレムア

ノンデヒードを混諭せる場合に於て，始あイ搬出し得るが如き良好なる反慮を撰青し，
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以て天然に化生せる竜のと人意的に混加せるものとの鑑別に資せざる可らず．是等の

問題に關しては績いて研究中に属するを以て，他日報告するの期あるべし．

　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　括

　今本試験成績中最緊要の諸鮎を摘録すれば次の如し．

　1．蟹及共他数種の魚貝肉は之を水と共に加熱するときは其肉成分に分解を來た

　　　し，フォノγムアノンデヒードに封ずる諸反懸を呈する物質微量を化生する乙とを

　　　確認せう．

　2．前記物質の化生：最は加熱の状況如何にようて之を異にす．而して市販錐詰蟹肉

　　　100gに就き，前記の如く水蒸氣蒸鋸を施し，50　ccm宛5鋼液を捕集するとき

　　　は各鯛液の呈する弓懸の張度は，25萬分1乃至600萬分1フォノンムァルデヒー

　　　ド溶液の夫れに略相當せ鋲

　3．之等フォノγムアノンデヒードの反回を呈する物質は，果してフォノレムアノレデヒード

　　　なるや否や不明な鉱

　　　　昭和三年四月
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　緒
第1

第2

第3

第4
　（イ）

（ロ）

　（’・）

陶器類の溶性鉛分試験成績報告（第一報）

言

試瞼材料

検品の焼成法

試験方法

試製品に封ずる鉛の溶出試瞼

第1同試製品

第2回　”

第3回　・・

技　師　衣　　笠　　　豊

技．手服部安藏i
技　手秋　山　　勝　静

内　　容　　目

第5

次

（二）

（ホ）

（イ）

（ロ）

給具の種類と鉛分溶出の關係

第4回試製品

結　　論

試験成績

結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　第6　食器申の鉛分の鑑識と共定量法に就て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　蜘鉛分瀦の醐的關係蹴て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・総　括

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　一・般飲食用器具として使用する陶器類は，通例含鉛給具にて彩色するもあなるが故

に，之を厨房用食器として使用するに際し，往々衛生上有害なる鉛分を溶出すること

あり．ζの原因は其製造方法と密接なる關係を有するものなるを以って，衛生局松尾

技師親しく岐阜縣某陶器製造所に封う，回路の専門技術者と協議の上焼成せる各種の

槍膿を迭附せられたるにより，之に就き試験を施行し，…欠の成績を得たるを以て之を

報告す．

　　　　　　　　　　　　　　第一　試験材料

　検品は直痙約17cln高さ約5cmの菊形5寸丼にして，内容約50Uccmを有し，一つ

は其内面に錦絶模様を焼付けたるものにして，殆ど全面に黄，黒，代賭，緑，赤，青，

紺青等の糟具を以って彩色せられ，他は内容外形等前者と同型の丼にして，共内面に

於て中心よウ約4・3cmの位置に・各1種の糟具にて幅約2・8Clnの輪朕の模様を彩色せ

るものと，中心部に直径7．5－8．5・・mの圓状に架多色せるものとの2種なう．

　帥ち之を分類表示すれば次の如し．
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外11の上

外11の中

外11の下

外9の上

外9の上

外9の中

外9の下
平11の上

4

3

3

3

3

4

3

4

3

4

1

3

3

4

3

2

4

2

3

2

1

4

4

1

5

2

2

9－12

6－8

3＿5

10－12

7－9

1－4

10－12

6－9

1，4，5

1，　10，11，　12

8

4－6

1－3

7－10

1－3

5，6

8，　9，　11，　12

5，7

1－3

1－10

1－4
5，　6，　7，　12

4

5－9

11，12

11，ユ2

輪形
，，

，，

，，

，，

，，　．

，，

，，

，，

，，

，，

　，，

，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

3

3

4

0

5

3

1

5

4．

1

1

2

4

4

4r

2

3

3

・4

4

1

4

0

1

4

1

1

瓢代赫讃’：
緋紅，青，緒黄

線，紺青，白，桃　・

　O
　代緒，諸黄，紺青，黄，青

　緋紅，黒，緑

桃

　黄緑，代赫，紺青，赤者黄

　黒，白，青，緋紅

　黄

　紺青

　二二，桃‘．

　代緒，緋紅，青，白

滞榔三一鮒紅

　緑，黄，糸騨量

　桃，黒，緒黄

　白，青，緋紅，代緒

　黄，青，緑，緋紅

　紺青

　耕墾桃，諸黄，黒

　○

　黒

　緋紅，赫黄，代緒，桃

　紺青

　紺青

合・訓 1・・司 l185

　共他参考上瞼として供用せる彩色用糟具は；

所名を示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2

総数9種にして共の種類，便格，製造

　　表

種 類． P数 量　　債 格 製 造 所

ノ1・

海

白

．代

圓

淡

淡

紺

豆

黒

茶

碧

盛

赫

子

緑

押

回

450σ
　δ

，，

，，

，，

，，

，，

　，，

　，，

　，，

PI

1．700

4．100

3．300

1．700

7．500

1る00

1．000

1．500

1．500，

1

1金澤市　衣田
i・

レ・

｝。

I

iJ・PEmery
i多治見町山米
i金澤市　友田
1多湖町山米
i。
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　　　　　第＝：検品の擁成法

　前記各種検品の焼成時に於ける窯内部の温

度・位濁，加摯方法等を示せば次の如し・

　　第1回試製品早い，ろ，は，に，ほ，の部類に局すべき

　　もの）

　1．霊氣窯使用（窯内径3尺2寸高さ3尺3寸）

　1．積入個鍛　　約1350個

　1．ま2こ口主時…1背1　　70芋π1】6分

　1．溝口電輩　　250キロワット

　1．韮さ　　度　　 ノ｛イロメータ飼62り按三

　　　　　　　ゼーゲル約709度

　窯内の配列位置第1圖の如し

　第2同試製品（た，れ，そ，つ，ねの部類に属すべきも

　　の）

　1．冤：氣窯使用（第1同試製に用ひたるものと同1のもの

　　を用ふ）

　1．積入個数　　約1350個

　1。途電時開6時聞42分

　1。1肯費電量220キロワット

　1．藝長　　度馳ノぐイロメータ卿一620度

　　　　　　ゼーゲノレ　　　　　　795度

　備考　前記方法によりて・一旦焼成せるものを更にパイロ

　　　　メータロ蕪変600－5200に於て1畦間5分加熱

　　　　を持績せり．

　i窯内の配列位置第2圓の如し

　．第3回試製品（へ，と，ち，り，ボ，の部頬に厨すべき

　　もの）

　1．薪窯使用（内径2尺6寸高さ3尺2寸）

　1．団円個殿　約950佃

　1．力燃時悶　7時間50分

　1．　曇長　　度　 ノ｛イロメーター590－620度

　　　　　　ゼーゲノレ　　　　　790一一も15度

窯内の配列位置第3画の如し

第　　1　口

第　　2　三

三　　3　団

焚口
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第　　4　圖

　　　　　　　焚口

　　第4同試製品（る，を，わ，か，よの部類に属すべきもの）

　L薪窯使用（内径2尺8寸3分高さ3尺1寸5分）

　1・心入個数鈴930個

　L加熱時問　11時間45分

　1．熱　　度　パイロメーター520度

　　　　　　ゼ＿ゲル730度

　窯内の配列位置第4固の如し

　　　　　第量　試験力　法

　非煮沸用食器の一般論生學的試験法に準乱し

次の如く施行せり．

　各可楡容器に最初に1％酷酸500ccmを容れ，

・硝子棒を以て絹へず調膳しつ㌧，5分拉に101分経過毎に其100cem宛を分取し，更に

30分間内控浸出を縫績し，斯くして得たる3種の浸液につき試験し，次に同一容器に

4％酷酸を以て1％酷酸の揚合と全く同∵方法によりて得・たる3種の冷浸液につき鉛

の定性試験を行ひ，既知量の鉛を含有する鉛糖溶液と比較封照し，其含量を概測せり．

今便宜上樹照試験に依うて概寵せる．鉛の含：量を可槍容器よう得たる其血液500cc田中

に於ける鉛の絶藤壷をmg山面を以て示せば，千分の1は5001ng，1萬分の1は50mg，

ユ0萬分のユは5mgに相溶すべし．

　鉛の鑑識に慮用せる試」瞼方法次の如し．

　（イ）・硫化鉛沈澱試験

　浸液20CCInを取う盤酸々性となしソ2る後，之に硫化水素を通ずるに，暗色を呈し若

しくは黒色の沈重を生ず．

　（ロ）　クローム酸鉛・沈澱試験

　浸液20CCInを取り之に5％クP一ム酸カリウム溶液1－2滴を加ふるに，黄色の渦

濁叉は沈量を生起す．

　（ノ・）　硫酸鉛沈澱試鹸

　浸液10ccmを取う50％硫酸2滴を加へ，．同容：量の酒精を加へよく振盟したる後自

濁叉は白色沈子の生起を検すべし．　へ

　小官等は前記の3反慮全部陽性の揚’合に於て，初めて楡品中に鉛を含有するものと

劉定せ少・両ほ本項に回しては後章に之を詳述すべし・
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　　　　　　　　　　　　　第四　試製品に射する鉛の溶出試験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　カn熱の方法，温度虹に窯の構造等種々焼成法を異にせる前記錦給模様試製品1こつ

き，上述の方法に從ひて鉛分溶出試駿を行ひ次の成績を得たり．

　但し前記の如き多数の供試品一部に就き試験することは，甚しく長時間を要し且つ

「煩雑極みなきを以て，同一窯製品中其焼成せる時の窯内部の位置，共他の條件全～同

一なるものよう代表的のもの一を選び，之に就き試験せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（イ）第1回試製品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　表

検認焼窯内部廊酸5分悶　10分間　30分間猟の位置騰硫酸羅・；・…硫化・瞬澱…紅・廊・1・素蝋．1護・一．・噺素

　　　ミ　　　　　　　　　　　

イの4．外2の上部　1

，，，討，，4
イの10：外3の上部　1
”　”i　”　14
，。1・i中2。曜1

，，　　，，「　　　，，　　　　　4

イの12：中3の中央11

・・
I…・　14……

・の4．外5の上部1i
・…　　；　　・・　　　4　；

コの

ロの10外5の下部．11

・　・1’”　141

ロの12．5「卜Sの下部．1i

・・ c　・　i4・

”餌外7の上部1，
，，@　，，　　　，，　　　　4　1

’・の10外7の中失1旨
　　　　　　　　・　・；　・　141
’・の11…外7の下部　1』

・　・；　・　i4；

二の3外1の上部．1・

・・ P　・　i41
二の9外1の中部　1

・・
堰@・　i4

二の10、外1の下部　1｝

　　”1　”　　　4！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

ホの2．中心の下部．1・
　　　　　　　　　　　　　　

”” @”　｝4｝

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，9

，．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

なし

　，，

　，・

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

40萬分1

なし

　，，

　，，　　．

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，●

　，，　　．

　なし

　　：：

1（搬盆li

iなし1

ド鋼

ぼ

，。野分1

なし

2【〕萬分1

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，・

，，

，9

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

15萬分1

30萬分1

10萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　　
40萬分1i

　以下1
なし

　，，

　，¶

　，b

　，，

　，，

　，，

，，

，，

，，

如萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

●　　　，，

なし． ﾈしi20醗112回分1！なし
：：：：購i…2瀦・il籔

鰍分1i（聯1：鵬1…21繍・ネ灘1

、しi（1撚1野1i勲1罪・．

　リリ　　　　　　　　　　　　リリ　　　　　　　　　　　　リリ　　　　　　　　　　　　リリ　　　　　　　　　　　　リリ

・・萬分11・
c・・萬分・…・5萬分・：（灘1

・細細聯11：1雰i鵬｝

　　　　7萬分1　　　　　　　　6萬分110萬分1　　　　　　　　　　　　2萬分1　2萬分1

2懸璽驚1鍛翻11霧1
　　　1　　　　　　，　　　　　　1

たし　1たし　｛た1し　1なし　　　　　　　　　　　　　　　なし

・レ｝・：・■・
，豊

，，

，，

，，

，魑

，，

，，

，，

，，

，，

．，，

，，

，，

，，

14C｝萬分12Cl萬分r　10萬分1

魔雰1：三三｝1・鴇l

lO醗111嘱分1蠣分1
140醐20『鐸1懸雰i

40萬分1：10萬分ll　40萬分1
・40萬分1〕20萬分封10萬秀1

騰禦…聯i二三
「・・萬分・i・鞠11・醗・

…なし1なし　なし
1　・・　14Q萬分11　・・

i・1・…
i40萬分140萬分11　　，，
　　　　1　　　　　　■
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　前表に示すが如く第1同試製品即ち電氣窯を用ひ，邊電7時間6分，使用電力250

キロワットを消費し，ノ材ロメーター熱度260Q，ゼー「ゲノγ熱度約709。に於て焼成せ

るものは，1劣及び4％酷酸にて5分間慮理せる浸一中硫酸，クローム酸及び硫化水

素によウて沈澱を析出せるものは絶無にして，10分問三三に於ては，1％酷酸浸液

1こあうては，ロの10號1種，4％酷酸にありては，ロの8號及び10號の2種，…欠に

1％酷酸にて30分間心理せる浸液に於ては，イの10號，ロの4號，8號及ユ0號，ノ・

の4號，10號，及11號，二の3號及9號の9種に達し，4％酷酸30分間庭理せる竜

のは，イの4號，ユ0號及ユ1號，ロの4號，8號及ユ0鏡，ノ・の4號，10號及11號，二の

3號及9號にして合計11種の多きに及ぶ．今假うに4％酷酸にて30分間庭理せる浸

液に就て施行せる成績を以て，槍品総数15種に封ずる鉛分溶出物の割合を求むるに

73・33％の高誼を示せう・而して此等成績の個々就て看るに，ロの10號，8論及4號，

イのユ1號，10號及4號等は最も著：量の鉛分を溶出し，更に其成績最も不良なるロの

10號に就て見るに，其4％酷酸30分間浸出液は，硫酸の場合・2萬分の1，クローム酸

によりては5千分のユ，又硫化水素にようては3萬分1の鉛分量に該隠せめ．此等概

測量の中間をとうて約1萬分1量の鉛分を溶出せるものと画定するときは，検品申よ

め1同に溶出章らるる鉛の量は約5伽1gに達すべし・

　之等の成績を窯内部の位置よ舅醜察すれば，何れも外側に位置せるものは概して不

良にして，中心叉は積み重ねの下位にあるものは火力強烈にして，熱の冷却緩徐なる

を以て焼成完全なるものと思考し山べし．

　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）第21司試製品

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表．

検　病

訴　號

焼窯内部

の位置

酷酸：5

糊硫
　1

分　　　間 ・・　分　悶13・　分　rl野
酸1最ローム1硫化螺硫酸i姦　云1硫化水暴硫・副避ム1硫化綴

　タの2
　鱒　　　　，，

　タの5
　，，　　　，，

、　タの10

　，，　　　　　

外12の下部11

外1、二詰

　，・　　　4

外11の上部　1

　　　　　　4

なし

，，

，，

，，

なし

，，

，，

，，

，，

なし

，，

，，

，，

なし

，，

，，

脚

，，

なし

，，

，，

，，

－　，，

，，

なし

，7

，，　．

，，

，，

，，

なし　　　なし

　，，　　　　　　　　　　，，

40萬分1＄0萬分I
18鯵｝25萬分1

　以下20萬分1
40ｿ40萬分1

なし

　：：

　ヲワ
（微褐濁）

なし．

　，，
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。のll外9の下部旨

二あ漏。素

・・” 黶E
レの10外8の上部　1

；の漏下讃

　　　・…　　　　　　　4

ソのα外5の中央　1
7・ @　・…　　　　　　　　「4

ソの11外5の上部　1

一”・
P・

＝のゴ外2酬1

＝㍗宥禦
ネの2中心の下部，1

’繰⑭部団

　　　　　　l　l

なし　　なし　　なし
，，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，，

，○　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，，

・・
@　　40萬5｝1：　　・・

・・ @　　なし　　　・・

9．　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，，

，噸　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　鴨

，，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，¶

，，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，，

り　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　り

■・・
，，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，9

，，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　9，

，，　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　，．

，，　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　，，

●哩　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，¶　　　　　　　　　，触

，，　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　，¶

¶，　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　，，

たし　　なし　　なし

　・・　　40萬分聖　・・

　・，　　　301落5…｝11　　・・

40ｿ2Q萬分i・・寓分1

なし　　なし

，，　　　　　　　　9．

，，　　　　　　　　　　，，

，9　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　聾

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，9　　　　　　　　　　，，

なし

，，’

●，

，，

，，

，，

，，　　　．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

1

14^・醐11・・
12萬分1　5萬分1　7萬分1

　　　コ　　　　　　　　　

20萬分120萬分140み苫分1
　　　1　　　　　1
　8萬ラ｝1，　3萬多｝1　　7萬多｝1

40萬分1陀0萬分f20萬5｝1
10乃等ク｝1；　5萬分1圏　7萬多｝1

　　　セ　　　　　　　　　

なし ﾉし潤し
　，・　1　，・　1

．125萬分・｝

　　圏　　　　1
　・・　1なし　［
　　l　　　　l
　つつ

　，，　　　1　　　，，　　　1

　，，　　　　　　　　　，，

　7，　　　　，　　　　，，

　，，　　　　　，　　　　，，

　，，　　　　　r　　　　，，

　，，　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　，，　　　’

，，

，，

，，

12G萬分1130萬分1

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　第2同試製晶は第1同試製品に於けると同一電氣窯を使用せるものにして，途電時

間6時間42分，使用電量220キロワットを費し，パイロメーター熱度620。ぜ一ゲノ稽熱

度795にて焼成せる後，更にパイロメーター熱度600－620。に於て1時間5分加熱を

追加縫諭せる竜のにして，前記試験成績を看るに上述の三沈澱反慮全部陽性を呈せる

ものは，1％虹4％酷酸5分間庭回浸液及1％酷酸10分間庭理浸液にあウては絶無に

して，4弩酷酸⑳分間庭珊浸液にありてはレの8號1種，1％酷酸：30分間庭理浸液に

あみては，レのS號及10號の2種，4％酷酸31）分間庭理唾液にあウては，レの1號，

8號及1〔1號の3種陽性を示せウ．共他タの5號及10號は硫酸及びクローム酸によめ

て20萬分の1乃至40萬分の斗の鉛に相弔する微量の沈澱を析出せる竜，硫化水素に

よウては微褐色の泪濁を呈せしのみなるを以て，鉛に依る反曄と認めざりき．而して

今次に於ける成績を第1同試製品との比較封照に便せんが掴め，蓬％酷酸30分間浸出

液のみに就きて比較するに13種の検艦中隔生上有害と認むべき鉛分を溶出せるもの

は3種にして総数の23・07％に過ぎず，之を第1同試製品の73・33％に比すれば著る

しく良好なる成績を認め得べく，又共個々に就て見るに，其鉛の反慮最顯著なるもの

はレの8號にして，1％酷酸30分三国浸液は硫酸及びクローム酸にようて20萬分の
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・ユ，硫化水素に．よウて40萬分の1の鉛量に相等する沈澱を析出せり．依て約30萬分

の1の素量を溶出せるものと假定せば，1同の試験によウ三品中よう溶出する鉛分を

概掬するに，約1・66・ngに相恥し，其他の場合に於ても第1同試製品に比して著しく

少量．なるを認め翫べし．

　次に焼窯内部の位置の關係を観るに前上に於けるものと同じく中心部虹に下部の火

『力強烈なる部位に於けるものは，成績良好にして外側にあるものは概して不良なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ハ）　第3同試製品

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　表

検｛澄1焼窯内部

番’

　　　への21外2の下部
．．1　。

一の6i外2の・映

二の1漏上部

，，　　　　響，　　　　　　　，，

・トの3外4の下部

1魂外、二。央

，，　　　　，，

トの10

，，　　　”

一チの4

，，　　　，，

チの7
，，　　　　，，

チの10
，，　　　　，，

りの8
，，　　　，，

りの3
，，　　　，，，

りの11

－，　　　　，，

ヌの1
，，　　　　，，

ヌの8
』，，　　　，，

’ヌの12

，，　　　　7，

　，，

外4の上部

　，，

外3の下部

　，，

外3の中央

外3の上部

　，¶

外1の中央

　，，

外1の下部

　，，

外1の上部

　，，

中2の下部

　，，

中2の中央

　，，

中2の上部

　，，

酷麟　δ
なの　
ぞ％）1硫

分 間 10 分 問

酸最　ム岡ヒ水騨酸1巌　ム；硫化水素

1i

一

重

二

重

1
≠

で

手

重

で

f
重

f
言

4

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，「

，9

，，

，，

，，

，1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

なし

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

．　，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

7，

，，

，，

，，

，，

，，

　

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

20萬分1

なし

40萬分1

なし

　，，

　　

　，，

　，，

20萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

40萬分1
40萬分1
　以下
なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　　

　，，

　，9

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

30萬分1

18萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

なし

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

10萬分1

なし

40萬分1

なし

　，，

　，，

　，9

　，，

20萬分1

なし

　　

　，，

　　

　，，

　，，

7萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

30 分 問

硫酸r壷　ム1硫化螺

なし

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

40寓分1

なし

40萬分1

40萬分1

なし

　，，

　，，

　，，　　　．

　，，

10萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

30萬分1

15萬分1

なし

　7，

40萬分1

10萬分1

40萬分1

なし

な・陸・
　，雪

　，¶

　，，

30萬分1

丁目

　，，

　，，

30萬分1

なし

25萬分1

15萬分1

なし

　」¶

　，，

　，，

20萬分1

5萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

10萬分1

9萬分1

なし

　7，

20萬分1

10萬分1

2b萬分1

10萬分1

　，，

　，9

　．，，

　，，

40萬分1

　なし

5口分1

30萬分1

20萬分1

30萬分・1

　なし

　，，

　，9

　，，

10萬分1
15萬分1
〔微灰褐濁）

　なし

　，，

　，，

　，，

20萬分1

5萬分1

　なし

　，，

20薦分1
　5萬分1
　（褐色）

20萬分1

　5萬分1
（禍黒色）
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　第3同試製品は薪を燃料とせる焼窯にて製せるものにして，燃焼時間に7時間50分

を費し，共終了時に於けるパイロメーター熱度590。，ぜ一ゲノレ熱度790。なるも，共

後飴帰駒ほ多きため更に熱度上昇し，ノ材ロメーーター熱度620。，ぜ一ゲノン熱度815。

となう2時間鹸熱を保持せるものなるを以て，結局穂加熱9時聞50分を要せるもの

なう．

　前表に示すが如く共の成績良好にして，前記3沈澱憎憎全部陽性を呈せるものは，

1％酷酸にて5分及び10分聞庭理せるもの虹に4％酷酸にて5分間庭理せる浸液中に

は絶無にして，4％酷酸10分聞庭理浸液にありては，りのユ1號1種のみ陽性を示し，

1％酷酸3・分1！1腱理浸液にありてば，トの6號及び10號りの11號∫ヌの8號及12

號の5種陽性を呈し，4％酷酸30分間庭理浸液にあウては，トの10號，チの10號，

りの11號，ヌの8號の4種陽性を示せり．斯くして4％酷酸30分間庭理浸液の示せ

る成績を以て，綜瞼品15種に封ずる鉛分溶出検膣の割合を算出するときは，26．66％

に過ぎず・叉其個々に就きて看るに何れも其析出量僅微にして多くは20萬分の1乃

至40萬分の1の間にあう．其反鷹：最も著明なるもの即ち，ヌの8號，4％酷酸30分

間浸出液に就て見るに，硫酸及びクローム酸によウ10萬分1，硫化水素にようて5萬

分1の鉛量に相當せう．之を李均して約8隣分1の鉛量を溶出せるものと假定すると’

きは，1同の溶出試験に於て検品中よ賊容出する鉛の分量は約62mgに過ぎず．

　次に之を共焼窯内部の位置より観るに積込み部位の下層等火力強烈と思考せらる㌦

都位に於ける竜のは共の威績良好にして，上部にあるものは概ね不良な鉱

　　　　　　　　　　　　　　（二）第4同試製品

　　　　　　　　　　　　　　第　　　6　　表

桧檀焼窯内部il愛簗

　　　　　　「艮番　幾の位置

5 分　　　聞 10　　分 問 30　　分　　　聞

…硫壷一ムi嘉化鰍・確一ムi硫化水繭確一ム：硫化水素

ルの2外7の下部　1　なし
，，　，・　　．，・　　　4　　　，，

ルの6外7の中央i1　　，，

…　　い　・

　　　　　　　　　　なし　なし　なし1なし
　・・　「　・…　　　　　1　・・
40萬分1…。　10萬分ll　20萬5｝1

・・115萬分ロ・醗1悔・

なし1なしiなし　　なし

”1”　1”　　”
20萬分110萬分IIlα聾苓分110三分1
1・醗1171粉ll　2萬分1，3萬分、

　　：　　　　i
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ルの1d外9の上部

，，　　　　，，　　　　　　　，，

オの3外4の下部
，，　　　　，，　　　　　　　　

オの5． O9の中央
，，　　　　，¶　　　　　　　　，，

1＝1：：：瓢

，，　　　　，，　　　　　　　，，

ワの71外2の中央
，，　　　　　，，　　　　　　　　　，，

1叩1鯛
力の2外11の下部
，，　　　　，，　　　　　　　　，，

カの6：夕｝9の上部

，，　　　　，，　　　　　　　，，

ヨの1外9の下部
り　　　　り　　　　　　　　　

・の81
O9の中央

，，　　　　，9　　　　　　　，，

ヨの121外11の上部

，，　　　　，，　　　　　　　，，

’1　　なし

4　　　・・

1　　　，・

4　　　，・

1　　　・・

4　　　・・

1　　　，・

4　1　，，

11　”
4　　　・・

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

40萬分1

30萬分・1

20萬分1

7．5萬分1

なし

40萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

20萬分1

　なし

15萬分1

10萬分1

30萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

20萬分1

30萬分1

10萬分1

3萬分1’

なし

　，，

40配分1

なし

　，，

　，，

20萬分1

なし

15萬分1

なし

　なし

10萬分1

　なし

　，，

　，，

　，，

　　
10萬分1

（褐黒色）

　なし

　，，

　；；

（友微濁）

20萬分1

　5萬分1

　なし

10萬分】

　なし

　，，

　，，

　，，

　5萬分1ち鮒111。鮒1．
A。萬分1

3，萸；分1旨10葎譜二5｝1

・萬分1 P・萬分12・萬分1

40萬分1

20萬分1

なし

　，，

　，，

　，，

40萬分1

10萬分・1

なし

　，，

20萬分1

10萬分1

10萬分1

5萬分1．

なし

LO萬分1

なし

40再着夕｝r

なし

　，，

10萬分1

10萬分1

　5萬分1

　なし

　，，

40萬分1

　なし

20萬分1

10萬分1

　なし

　，，

10日分1

　3萬分1

　4萬分1

　2萬分1

40萬分1

i5萬分1
旨20萬分1

　なし

　，，

　，，

　5萬分11

　5萬分1

30萬分1

5萬分1

　なし

　，，

　，，

　，，

　　
　7萬分1
（禍黒色）

　なし

　，，

40萬分1
　8萬分1
（茨褐色）

10萬分】

　2萬分1

　なし

　5萬分1

30萬分1

　なし

　，，

　，，

　5萬分1；

　3萬分1

　3萬分1

　4萬分1

5萬分1

5萬分1

なし

　　
40萬分・1

　以下
なし

20萬分1
5萬分1

　以下
なし

　，，

5萬分1

6萬分1

7蔦分1

2萬分】
　　　1
，。萬分、1，。萬分1

5萬分ll

翻＿醐，

蜘
窪婁，

5萬分1110萬分1

2萬分1　1，5毒篭分1

癒し　　なし

　，，　　　　　　　　　　，，

　　　ト20謁醇分11　　　　

　　　　
なし1・’
5喜ξ分1　15；己蒔分1

1み苺分1　　3み馬分い1

20萬分1　なし

なし　　　　・・

3直ξ分・1　20萬多｝1

ユゐカヨタテユ　　ヨなみユ

・萬分・i・萬分・

1寓多｝f　1萬分1
　　　　
　　　110萬分1
1萬5｝1…　3萬分1

　　　ミ10ル宕多｝1　10毒ξ5｝1

　　　1

20萬多｝11　5i藍蒔ラ｝1

・・萬分・^灘1
譲雰111茸鯵1

1．5鮒112萬分1

5，寓5｝1　　2｝ぢ‘夕｝1

　　　1

　第4同試製品は第3同試製品と等しく薪を燃料とせる焼窯を用ひ，加熱11時聞45

分を要し，ノ｛イロメーター熱度520’，ぜ一ゲノン熱度730。に於て焼成せるものなう・故

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oに加熱時間は第3同試製品に比して約2時聞延長せるも，之に反し其の熱度は約100

低温なウ．今前記成績に就きて看るに，第3同試製品に比して著しく不良なり・帥ち

3沈澱千慮を共に生起せるものは，1％酷酸にて5分間庭明せるものにあうては・フの

12號，・の8耳遠12號，4％酷酸にて5分時間劇里せる浸液に於ては，ワの12號1こ

して，1％酷酸10分間庭理霊液にありては・その6號・10號・ワの7號，12號，ヨの

8號及ユ2號，ヌ．4％野州10分間庭理浸液にあうては，ノンの10號・オの7號，ワの7

號及12號，カの2號，ヨの8跣及12號の多数に及べり・次に1％虹に4％酷酸にて

30分間鵬1せる灘1こ於て離反慮を呈せざるものは，・・の2號，ヲの3號，』5號

フの3號の4種（1％酷酸威理にてはf｛1ほヨの1號）に過ぎず・即ち瞼品14種中鉛分、

溶出り虞あ．る．ものは10種にして・総数に嘉し71・43％に相當し・叉之を其個々に就き
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て観るに，溶出鉛量は何れも比較的多量に蓮；し，其：最も多き竜のはワの12脱にして，

4％虫酸30分間庭理合液にあうては，3種反慮に於て心計約1萬分1の鉛量に相捌す

るを以てゴ！同の鉛分溶出丑約50mgに達し，共他の竜のにあうても5萬分1乃至10

萬分1の中軽量に位するもの多し而して焼案内の上部等火力微弱と認むべき部位に

於て焼成せるものの成績不良なるは，既述の成績とよく一致するところなう．

　　　　　　　　　　　　　　　（ホ）結　　論

　前謁4同の試製品に就き施行せる試験成績に徴するに，加熱時間，温度等焼成法を

異にせる試製品に嘱し，1％及び4％弦走を以て，5分，10分及び30分間庭塗して得

πる各血液中，硫酸，クローム酸及び硫化水素の3沈澱反1風こ於て，全部陽性を呈せ

るものを縛括して之を比較し，槍腱総数1こ封ずる一合を示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　　表

毒℃　　 i手翁．　 蓑些　　　　 ブJ皿

製i｛澄

職源．碧

山
案

塁

1熱 度

ご鋼ゼ吻…

疏岐，クローム岐及硫化水素の3反感を生起せる
ものの縛数に封ずる割宣

1％　酷　酸　塵　理 4％　酷　酸　庭　理

15分i1・小・置分1・分1・・分1・・分

離等量鱗凱∵：1：〕il｛1∴；｝ll叢｛

　前記成績中霊氣窯を用ひたるもの，帥ち第1同及第2回試製品に於ける焼成法の駿

況は，既述の如く前者はパイロメーター熱度，620。ぜ一ゲノ欲気709Cにて7時間6分

熱心せるものにして・総消費竃量250キロワットに達し，後者は同「・窯を用ひパイロ

メーター熱度G20。，ぜ一ゲル熱度795。にて6時間42分熱田し，総電：量220キロワット

を消費して一且焼成せるものを，更にパイロメーター熱度600－620。にて1時間5分

灼熱を縫績せるものにして，爾試製品の鉛分溶出歌況を比較するに，10分間浸出液に

於ては・切及4％醐鈎揚言共1揃者の成績不良にレて・30分間浸出液に於ては・

1％酷酸浸i出の場合は，第1回試製晶の陽性を呈せるもの9個（60．00％）に隠し，第2同

試製品は2個（工5・38％）を示し，又4劣酷酸30分問浸液にあうては，第1回に点て陽

性を呈せるもの11個（73・33％）なるに嘱し，第2同は3個（23・07％）を示し，1％拉に
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4％酷酸浸液共に第2同試製晶は，第1同試製品に比して遙に良成績を示せることを

首肯し尊べし．蓋しこの主因は後者は1旦前者と殆ど同一程度に焼成せるものを，更

に1時間5分灼熱を績け，総三熱時間に於て約40分を増加せしめたることに起因す

べ、し．若しぜ一ゲノレ熱度を正確とせば，第2同は第1同に比し遙に高熱を以て焼尽ぜ

るを認むべく，其成績の良好なるは主として之に因るべきを首肯せしむ．

　次に第3同及び第4同試製品は共に薪を燃料とせる焼窯を用ひたるものにして，前

者はパイロメ」ター熱度590。，ゼーゲノγ熱度790。にて7時間50分にて燃焼を言うし

も，其岬町多きため火力比較甲張く薪材燃焼し霊せる後，・材ロメー汐L一熱度620。，

ゼーゲノン熱度815σに上昇し，約2時間この高熱を持績せるを以て，結局其加熱時間は

9時間50分に達せり．然るに後者の加熱時間は11時間45分の長きに及ぶも，其の熱

度は・｛イロメー八四熱度520。，ぜ一ゲノレ熱度730。にして，前者に比して著るしく低温

にて焼成せるものなり・而して：是等雨製品の鉛分溶出財況を比較するに，前者は1％

虹に4％酷酸にて5分間浸出の場合には陰性にして，4％単勝10分間浸出のものに於

て唯1個（6．66％）陽性を示ぜるのみなるも，後者は1％酷酸5分間庭回のものに於て

は3個（21・42％），及4％酷酸5分間庭理のものに於ては1個（7・14％）陽性を示し，同

じく1％酷酸ユ0分間庭理のものに在うては，6佃（42・85％）陽性を呈し，4％酷酸10分

聞庭理のものに在りては，7個（50．00％）陽性を示せう・次に30分間浸出に就きて見

るに，其1％酷酸浸液に於て，前者の陽性を呈せるもの5個（33．33％）なるに押し，後

者は7個（50．00％）を示し，4％酷酸浸液に填ては，前者の陽性なるもの4個（26・66％〉

に凹し，後者は10佃（71・43％）に及び，：甚だ不良なる成績を示せう・今此等薪を以て

施行せる雨試験成績よう槻れば，低温の場合には砂擦に長時間加熱するとも，鉛分の

固定に封しては何等の致呆を興ふるものに非ず，必らずや一定度以上の強熱を必要と

すること明瞭なるを知るべし．

　　　　　　　　　　第五　二二の種類と鉛分溶出の關係

　前記試験成績に依ウて焼成不完全なるときは，丁丁によう鉛分を溶出せらる㌧もの

なることを呪う得たう．次に給具の種類の異るによりて特に鉛分を多量に溶出するも

のなりや否やを槍せんがため，まつ前記迭附せられたる給具9種に就き1般成分拉に

鉛分を定量せ鉱
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第 8 表．

品・名
溶 解 度

　　　　　　　　水　1稀盟酬稀耐副
主』 v　成　分　　鉛の含最（％）　　’

小豆茶1不

海

気

代

圓

淡

淡

黒

紺

碧

盛

菰苫

子

線1

責l
　l

　l

劃

，，

』，，

，，

う，

，噂

，，

，，

，，

・溶 P一部分綱一部分溶解．

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

’，，

，，

，9

，，

，，

1，

鉛、銭，．一

鉛、コバルト

鉛

；鉛識

1鉛識． @　　1
隅隅卜・．クロ剖
1鉛 @　　…
’豊：．1：：：1：鎧．i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

．23，11

42・43

『25．52

43．55

21．4甚

25。82

50．14

4S．36

34．06

備考　前表中徴量成多｝にして不溶性の珪酸盛を形成するものは之を桧山すること能はざりき．

　前表の成績に依れば淡黄色給具は鉛の含量最も多く黒、色，代潴，海碧等之に亜ぐべ

し．次に之等給具を施したる陶器を同一三態のもとに焼成したるものに就き試験せる

に次の成績を得たう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　　　　　（イ）試験成績

　丸印模様に就きて施行せるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　纂　　　9　　表

絵盟．呑艶
酷　陰1　5
濃度：
（タの　二

分　　　朋 10　　　ク♪　　　問 30　　分　　　間

畷　∴．靴・脚・・酸：農　ム1靴水素：硫酸1農　制ヒ水素

（ホ）黒

，，　　　，，

（ホ）白

，，　　　，，

（ホ）代茄

，，　　　　，9　　，9

（ホ）青

，，　　　，，

（ホ）黄
，，　　，，　ρ

（ホ）朝三紅

　　　　，，　　，，

（ホ）線

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

蹄：髄欝il鞭1欝囲1蒙l1

1ヨii；一l

ilii　iii．ii

：：i：：：：、：：．

｝i⊥；

lii．iil

l：：｝：：

i，』 宴?奄

民：：i：：



（ホ）緑

（ホ）紺青

，，　　　　，，　　，，

（ホ）赫黄

，，　　　　，，　　　，，

（ホ）桃

，，　　　　，，

（ホ）藤

　　　　　，，

《へ）黒

，，　　　　，，

（へ）白

，，　　　　，，

〈へ）青

，，　　　　　

｛へ）黄

，，　　　　，，

（へ）諸黄

，，　　　　，，　　，，

（へ）桃

，，　　　7，

（へ）紺青

，，　　　，，　　，，

（へ）緑

，，　　　　，，

（へ）緋紅

　，，　　　，，　　，，

（ぺ）代赫

，，　　　，，　　，，

（オ）緑

，，　　　　，，

（オ）黒

，，　　　　，，

（オ）青

，，　　　　，，

（オ）自

，，　　　　，，

〈オ）黄

，，　　　　，，

（オ）代赫

，，　　　　，，　　　，，

（オ）糸1『管

，，　　　　7，　　，，

（オ）赤昔黄

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1

4

1
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な　　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

20萬分1

な　し

40萬分1

な　　し

　

，，

，，

　，，

40萬分1

な　　し

，，

　，，

30萬分1

な　　し

　，，

な　　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

3，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

7，

，，

，，

10萬分1

な　し

10萬分1

な　　し

　

，，

，，

5萬分1

な　　し

，，

　，，

10萬分1

20萬分1

な　　し

な　　し

20萬分1
（褐　色）

な　　し

　，，

，，

，，

，，

∬

，，

，，

，9

，・

，，

，，

，，

，，

，，

野

，，

，，

，，

，，

　，，

20萬分1
（褐　色）

な　し

，，

，，

，，

，，

，，

20萬分1
（禍黒色）

10萬分1
（褐　色）

な　　し

　，，

　　
10萬分1
（褐色）．

な　．し

な　　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

9，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　，，

15萬分1

40寓分1

30萬分1

30燕分1

な　し

，，

，，

　，，

30萬分1

40萬分1

な　し

　，，

20萬分1

30萬分1

な　　し

な　し　な　　し
　　　　20萬分110萬分1、
　　　（褐　色，

なし（聴感1
，，

，，

，，

，，

，，

，，

7，

，，

，，

，，

，，

，，

¶，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

7，

5萬分1

15禽分1

5四分1

10萬分1

40萬分1

な　し

，，

，，

5分寓1

10萬分1．

な　し

　，，

5萬分1

7萬分1

な　　し

な　　し

，，

，，

，，

，，

7．，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

な　　し

10萬分1

10萬分1

な　し

，，

，，

，，

，，

7，

，，

，，

な　し

5萬分1

5莫分1

な　　し

　，，

，，

，，

，，

　，，

30萬分1

な　　し

　，，

，，

120萬分llO菰分1

欝分12・萬分1

　5蔦分1
（褐　色）

15萬分1
（褐　色）

　6萬分1
（禍　色）

な　し

，，

，，

　り
10萬分1

（褐黒色）

　5萬分1
（褐　色）

な　し

　，，

10萬分1
　5萬分1
（褐　色，

な　　し

な　し

，，

，，

，，

，，

，9

，9

，，

，9

　，，

7．5萬分1

な　し

，，

，，

，，

，，

7「

，，

，，

，，

，，

，，

な　　し

10分萬L
（褐黒色）

　5萬分1
（褐黒色）

な　　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，　．

，，

，，

　リリ

10萬分1
㈱色）

な　し

　，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

2萬分1、（踊盆1

1・萬分・3萬分1講蝿盆｝

聯．・2V・萬分1
　　　　21も轄分1i　2試1竃分110萬分1

40萬分1

40萬分1

な　し

　，，

7萬分1

工0萬分1

な　レ

　　

5萬分1

5萬分1

な　　し

10萬分1

15萬分1

な　し

　，，

4萬分1

3萬分1

な　し

　，，

L5回分1

1，5萬分1

な　　し

115萬分1

㈱　色）
　7萬分1
（褐　色）

な　し

　リリ

　4萬分1
（褐黒色》

　3四分1
（禍黒色）

な　し

　，，

　5萬分1
　2調分1
（褐黒色1
な　　し
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（オ）猪黄　　　　4

（オ）緋紅　　　1
　，・　，，，■　　4

…擁i1
　・…　　　　　　　　4

（ツ）彩F系工　　　　1

　，，　　，，　，，　1　　　4

（。）黒11
　・…　　　　1　　4

（・跳i1
　・…　　　　　　　4

（ツ）緑　1　1

・…　　　　i　　4

（ツ）潴黄｝　1

・…　　　　　　　4

（ツ）青　　　　1

り　　　　　　　　　ヰ

（ツ）代雰剖　　 1

…　　1　4
（ツ）剰『青　　　　1

，・　，・　7・　　　4

（ツ）黄　　　　1

・…　　　　　　　4

な　し

芦

鯉

，，

，，

，，

，，

押

，，

，，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

な　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，D

，，

1酬な。湿し
　　，，　　　，，一　．，，

b・　，一30萬分l
i．・　州・・
B：　：：1：：

i　，，　　，，　i　，，

l　　　　　i
l：：　：：1：：｝

　　リ　　　　　　　ロ　　　　　　　サラ　　　　

li；iiliil

　　　　　　　ヨ　　　りつ　　　ロ　　　　　　　　　　リり
し　日1・萬分11

｝：：：コ酬
1：：：：i謝1i

　’，　　　，，　　なし　1

　　　　　　　　　　　」　り　　　　　　　　　　　リリ　　　

　．　　・　　・［

（ロ）結　　　論

な　し

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

鱒

　な　し

　　，，

　　，，

40萬分1

　な　し
レ　　　　　

！”
140萬分1

120萬分1

「な　し

　，，

　，，

　リリ
；　，，

i40蔀分1
｝弱

輩．

陛・

t　”

・．・
P・。・

，，｝，，

轡・魎・

な　し1　”
　　　ト　”　1”
・灘i懸盆l1

10萬分1なし
な　し　　　・・

　，，　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　

30萬分1　　，，

　　　40萬分r20萬分1
　　　以下
7寓分1．（薦丁丁｝

　　　7．5萬分1「
5萬分1

　　　（褐黒色）・

な　し．な　し

　　　　リ　リサ
、翻1。萬分、

　　　巨。萬分1
10萬分1　　　（褐黒色）・
な　　し　な　　し

　，，　　　　　　　　　

　前記試験成績に基き1％及び4％の酷酸を以て5分，10分虹に30分間卜書せる各

浸液中硫酸，クローム酸及び硫化水素の3沈澱反乱を悉く生起せるものを総括すれば．

次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　10　　表

　　　　　検　骸

色　　別

　　　　　緯数

黒

白

代
ilf

黄

緋

緑

紺

賭

桃

藤

に
接■

紅1｛

自
￥η　　4

黄障
　：　　1

硫殻、クローム酸及び硫化水素の3反癒を生起せるものの画数に封ずる割合

1％酷　　　酸　　　浸　　　液 4％酷　　　酸　　　浸　　　液

・分【・・分1・・分1・分・・分1・・分
0

0

0

t）

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

2

0

0

2

【

0

1

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

1

0

1

1

0

0

0

3

0

0

3

1

0・

1

3、

1

0
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　前表に依れば黒色，紺青の爾糟具は鉛分の溶出＝最も著明にして青，黄，緑，潴黄等・

之に次ぎ，其他の竜のに於ては殆ど鉛分の溶出を示さビうき・

　　　　　　　　　第六　食器中鉛分の鑑識と其定量法に就て

　食器中溶性鉛分の衛生化學的鑑識法として一般に慮用せらるるものは，硫酸，クロ

ーム酸カリウム硫化水素及ヨードカリウムに依る沈澱反鷹なるも，小官等は藥學會衛

生調査委員會協定法に準振し專ら前記の3反慮を慮用し，之を一定量の鉛を含有する

標準鉛糖溶液と比較封照して其含量を概測せり．然るに各反慮に依る成績は同一検艦

に就き施行せるものと錐も3者一致する揚合比較的勘きを認む・此の現象は之等の3’

の鉛のみに作用して沈澱を生ぜしむるものに非ずして，其他の重金属及びアルカリ土

三二は三二中類も亦之を沈澱せしむるに起因する竜のにして，鉛の鑑識到定に際して

3沈澱反証の併用を必要とする所以蓋し叢に存するものにして，硫酸々性となし約

50％酒精溶液となすときはカノγチウム，バリウム及び其他のアルカリ土類は等しく沈

澱せられ，叉クローム酸カリウム溶液によムては鉛以外に蒼鉛，バリウム，ストロン

チウム等も亦黄色の沈澱を析出し，盤酸々性に於て硫化水素を通ずるときは，一般ア

ノレカリ土類は沈澱せらるることなきも，鉛以外に水銀蒼鉛等は黒色に，銅は青黒色

に，アンチ壬ニウム及び錫は榿赤色乃至褐色等極めて鉛に類似せる沈澱を生起するを

以七，’彩色に使用せる絵具の種類にようては此等の沈澱反鷹に封し種々の影響を來す

べし．依て此等の關係を探究することの極めて必要なるを認め次の試験を施行せう．

　次項に於ける鉛分溶出の時間的關係の試験に際し得たる4％酷酸24時間冷浸液中，

最純著明に鉛の二二を生起するもの4種を選び，其100ccmを取う聾酸々性となして

硫化水素を通じ，少しく加温して温時に濾過し，温硫化水素水にて洗回したる後乾燥

秤量し，弦に得たる硫化鉛の量よう鉛の量を算出し，次に之を堆禍に移し燃化したる

後，硝酸を以て加温溶解せしめ其溶液を濃縮し，之に稀硫酸を滴加し再び濃縮を績け

て少量となし，冷後同容量のアノレコホルを加へ，暫時放置し生成せる沈澱を三三し洗

源乾燥しブ2る後証：回し，藪に得たる硫酸鉛の量より鉛の量を算出し，此等の爾法によ

うて測定せる鉛量と，一定の鉛分を含有する標準溶液との比較によりて得たる概測量

とを劃照するに次の如し．
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．1 雛 11 表

擾 乱　　’試陰方法
比 法　陣　量　法

瓢測・・錺野饗中の顎骨魯轡の
ロ　の　　δ

　　，，

チ　の　10　號

　　，，

ヲ　の　緋　青

　　，，

プ　　の　　隷

　　，，

硫

1套：

i霧：

I

l擁

1硫

化

酸

化

酸

化
’酸

化

‘露i

測

量1

繋1

3千分1

7千分1

3千分1

1萬分1

4千分1

2萬分1

4千分1

2萬分1

33．0

14．0

33．0

】0．0

25．0

δ．0

2δ，0

5．0

1δ．9

13．0

73
8．4

S．4

5．5

7．9

4．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　前記試験成績を通覧するに，搬液中硫酸及硫化水素による沈澱を，一定量の鉛分を

含有する標準液よウ程たる沈澱に，比較封照して得たる鉛の概測量は，重量法1こより

て實回せるもの1と比して一般に高き数値を示せへ殊に硫化鉛の場合に別て其の差異

特1こ甚しく・共概測量は實測量の2－4倍に蓬せう・硫酸鉛の丁合は前者に比し遙掴こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
優良にして，雨者の差異著しからず寧ろ大醗に於て相一致するものと云ふを得べし．

而して硫化鉛の沈澄よう概測せるものと，』硫酸鉛・の沈澱よう得たる概測量とを比較す

るに，．前者は後者に比し署しく高き敗値を示し，之に反し雨法に依る實測量は稽近似

値を示せう．叉クP一ム酸沈澱より概測せる鉛旦は實瞼の結舞と硫化水素及硫酸沈澱に

よる概測量の中間に位し，且つ共沈澱は黄色特異の色彩を有するを以て極めて微量¢｝

場合と錐も比較封照し易く硫酸による沈澱に比して遙に便利なう．

　以上の如く，クローム酸，硫酸，及硫化水素の各反鷹は，何れも鉛のみの固有反響

に非ざるを以て，其内唯1種の反感のみにようて鉛分溶出の判定客下すことの極めて

危瞼なる乙とは姦に贅言を要せざる所にして，小官等は前記3反慮杢部陽性の野合始

’めて鉛の存在を確認すべきものと思考す．両ほ今次の試騎に於ては前述の如くヨード

カリウム反慮を施行せざムしと錐も，謀反慮竜亦前記反慮と同一十三にして本反慮の

み軍掲に之を使用することは極めて危縦なるべし．

　　　　　　　　　　　第七　鉛分溶出の時間的關係に就て

　前記二二によウて含鉛二二を施せる陶器は，共焼成不完全なるときは有害性鉛分を

溶出することを確認せり・而して共試瞼法は1％又は4％半半を以て5分乃至30分間
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．浸出せるもめに就き，争種反慮を槍せ．るものなるが，．酷酸の濃度及浸出時間は，7般

飲食用器具として使用する場合を考慮し，之を標準として定むべきものなるを以て，

1－4％の酷酸を使用するときは，實際飲食の場合に略適合するものと云ぷを得べき

も，其浸出時間は飲食器の場合を考ふるに，甚だ不定にして或は酸味を有する調珂1品を

『容れて1書夜叉は歎日聞放置すること之なしとせざるべし．又斯く長時間使用の揚合

溶出鉛分は多量に達することなきか，又最初に於て多少の鉛分を溶出するものも数同

使用後に於ては，全く鉛分を溶出せぎるに到ることあるや否や，此2黙を明瞭ならし

むることは衡生上極めて緊要なりと思惟せしめだるを以て，次の試験を施行せφ．

　可長井1こ4％酷酸500ccmを容れ，1十夜早早の後記10　ccmを取り，之にク・一

酸カリ溶液1－2滴を加へ，沈澱叉は掴濁を生ずるときは，杢内容液を他の容器に移し，

新に4ヲ6酷酸500ccmを容れ，斯の如く連日此試駿を反復施行し，経に該反雁を呈せ

ざるに到れば，更に4％酷酸を容れたる儘一定期間放置したる後，再びクローム酸鉛

の反慮を槍し，若し陽性を呈す多ときは，夏に前記の操作を反覆し，斯くして得たる

各浸液に就き上述の3沈澱反慮試験を施行しだるに次の成績を得たり．但し可槍井は

前上の試験に於て3沈澱反鷹を著明に生起せるものと，豪く陰性のものとの雨種を撰

びて之に就き試験せう．

　　　　　　　　　　　　　　試　験　成ヒ績

　　　　　　（D　3沈澱反証を著明に生起せるものに就き施行せるもの

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　12　　表

　　　　　　　　　　　　　（・イ）　　創駐　　系會　　井　　5　　種

検　　盤　　　日

ロの8號
，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

』ツ，

数硫酸・よ砒澱蔽一ム酸による護化水素によ魏

・1巡警ll羅糊112欝｝
　2　　　　　　　　　　7千分1

3

4

5

6．．

7

8

13

23

29

36

　2萬分1

i20萬分1
」20萬分1

20萬分1

｝20萬K1

115萬分1

15萬分1

　　な
15萬分1

（5．00）

（8．33，

（71．43）

（25．00）

（2．50）

て2．50）

（2．50）

（2，50）

し

（3，33）

（3．33’）

し

（3．33）

10萬分1
2萬分1
δ千分1

1．8萬分1

20萬分1

20萬分・1

20萬分1

20萬分1

　な
10萬分1

10萬分1

　な
15画才夕｝1

（6．uO）

（25．GO）

（10α00）

（27．77）

（2．50）

（2．50）

（2．5Q）

（2．50）、

し

（5．00）

（δ．00）

し

（3．33）

1U萬分1
2寓分1
3千分1

3萬分1

20萬分1

20蕩分1

20；轄分1

20萬分1

　な
10萬分1

8萬分1

，　な

10萬分1

（5，UO）

（25．00）

（166．66）

（16．66）

（2．50）

（250）

（2．50）

（2，50）

し

（5．00）

（6，2の

し

（5，GO）
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ロの8號
　　，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

チの1Q號
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，「

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

ヨの12號
　　，，

，，

，，

，，

，，

43

57

71

78

85

92

99

106

合 計

1a魏離雛鵬
　§

　茸

　穿

塗

ll

ll

瀧

ll

ll

lll

器

｝茎

ill

合　　　　　　　計

19雛懇耀脇
　§

1．

13

25萬分1

30萬分1

　　　な

40萬分1

i　　な

1　　　”
140萬分1

　　　な

40萬分1

　　な
10萬分1

1萬分1

7萬分1

10萬分1

10萬分1

15萬分1

　　な

10萬分1

15萬分1

30萬分1

30萬分1

30萬分1

　　な

20萬分1

　　な

15萬分1

　　な

　　殆　た

　　た

1δ萬分！

　　な

1δ萬分1

　　な

，，

，，

，，

，，

（aoo）

‘1．66）

し

（L25）

し

　（1．2δ）

　し

　（1．25）

（137，16）

し

位00）
（50．00）

（7。14）

（5，00）

（5．00）

（3．33）

し

（δ．oo）！

（3．33）i

、　　　　i

1
塗20萬分1

30萬分1

　　　な

40萬分1

　　　な

30萬分1

　　な

，，

　　　「
（2，50）｝10萬分1

（1．66）

し

（1．25）

し

40寓分1以下

　　　　　（184，42）

20萬分1
5萬分1
7千分1、

2寓分L

30萬分1

　　殆　な

　　た

δ萬分1

3萬分1

（1．66）　130；範1分1

（1．66）

（L66）

し

（2．50）

し

（3．33）

し

し

し

（3。33）

し

（3，33）

し

（101．2η

2萬分1　　（25．00）
1；な‘5｝・1　　　　（50．00）

5萬分1　　（10．∞）

10萬分1　　（5．00）

｛0萬分1以下（L25）

　　な　　　　し

15置‘多｝・1　　　　　（3遍33）

7萬分1

7萬分1

　な
7萬分1

　な
5萬分1

　な
5萬分1

　な

5萬分1

　た

5萬分1

　た

，，

　

，，

，，

　

20萬分1

　　な

20萬分1

　　た

，，

（5．oo）

12．50）

し

（2．50）

し

（1．66）．40萬分1以下（1．25）

し　　　　　　な　　　　し

（L25）　40萬分1以下（1．2δ）

　　　　　　　　　（252．07）

（1αoo）i15萬分1
（2．50）

（71．43）

125．00）

（1．66）

し

し

（10．（Xり

（16。66）　1

（L66）

（7．14）

（7．14）

し

（7，H），

し

（10．00）1

　　　　1
し

（10．（ゆ）

し

（10．（ゆ）

し

（10．00）

し

（200，31）

1．5轟宅分1　　　　‘33．33）

5泊苫分1　　　　（10．00）

1萬分1　　（50．00）

10萬分1　　　　　（5．00）

　　殆　た　し

　　な　　　　し

10萬分1　　　（5。（ゆ）

10萬分1

3千分1

2萬分1

3萬分1
7萬分1

（微褐濁）

10萬分1

　　な

7千分1

1萬分1

20萬分1

10萬分1

20萬分1

　　な

7萬分1

　　な

7萬分1

　　な
3萬分1

（微褐濁）

　　な

2萬分1

　な

2萬分1

　な

2萬分1
2萬分1
1萬分1

7萬分1

7萬分1

　　な

10萬分1

，，

，，

，，

，，

　（5．CO）

　‘3．33）

（166σ66｝

（25．00）

（16．66♪

　（7．U）

　（5．oo）

　し

（7L43＞

（う0，00》

　（2．50，

　（5．oo）

　（2ゐ0）

　し

　（7．14）

　し

　σ．14）

　し

（16，66）

し

（25，00）

し

（25．00）

し

（4｛1．16）

（25。00）

（25．00）

（50．00）

（7。14）

（7．14）

し

（5．∞）．
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ヨの12號
　　，，

　　，，

　　圏，

　　，，

　　，，

　’，，

　，，

　，，

　，，

　7，

　，，

　，，

　，，

　，，

レめ8號
　　，，

　　，，

　，，

　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　，，

　，，

　　　　，　　　

　．，，

　，つ

　，，

　，，

　　
　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　「，

23

29

．33

43

50

δ7

64

71

78

85

92

99

106

113

120

合 計

1臼嫌翻1鑛脇
　茸

　ま

　夢

ll

鴛．

語

ll

；1

雛

、認

il1

127

合　　　　　　　計

　　な

写5萬分1

　　な

10萬分1

　　な

15総噸1

　　な

10萬分1
20萬分L
7千分1

7萬分1

8萬分1

10萬分1

10萬分1

　　な

8留分1

10萬分1

　　な

10萬分1

　　な

30萬分1

　　な

30萬分1

　　な

30萬分1

　　な

9萬分1

　な

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

し

（3，33）

し

（5．00）

し

　（3．33）

　し

（106．24）

（5．00）

（2．50）

（71，43）

（7．14）

（6．25）

（5，00）

（5．00）

し

（6．25）

（5．00）．

し

（5．00）

し

（1．66）

し

（L66）

し

（1．66）

し

（5．55）

し

（129．10）

　　な

40萬分1

　　な’

工0萬分1

　　な

，9

，，

，，．

7，

，，

，，

，，

　

し

（1．25）

し

（5．00）

し

40萬分1　　（1．25）

　　な　　　　し

　　　　　（110．83）

5試蒔分1　　　　（10．00）

20萬分1　　（2．50）
7千分1　　（71．43）

3萬分1　　（16．66）

7莫分1　　　　（7．14）

9萬分1　　（5．55）

10萬分1．　（5．00）

　　な　　　　し

』7萬分1　　　　（7．14）

10萬分1　　　　　（5．00）

　　な　　　　し層

8萬分1　　（6．25）

　　な　　　　し

30β篭分1　　　　　（1．66）

　．な　　　　し

30萬分1　　　　　（L66）

　　な　　　し

30萬分1　　（L66）

　　な　　　　し

5萬分1

　な

，，

，，

，。

，，

（10．00）

し

（151．15）

　　な

10萬分1

　　な

5萬分1

　な

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

し

（5．oo）

し

（10．00）

し

10萬分1　　（5，00）

　　な　　　　し

　　　　　（139．28）

7萬分1　　　　　（7．14）

40萬分1　　　　　（1。25）

4千分1　（125．00）

3萬分1　（16．66）

4萬分1　　　　（12．50）

4萬分1　　　　（12．50）

10萬分1　　（5。00）

　　な　　　　し
（3萬分1
�倦�j（1・66）

10萬分1　　　（5．00）

　　な　　　　し

藩議）　（5．00）

　　な　　　　し

麟編）　（aoo）

　　な　　　　し

10萬分1　　（5．GO）

　　な　　　し
20蕊分1　　　　　（2．50）

　　な　　　　し

20萬分1

　　な

，，

，，

，9

，，

（2．50）

し

（203．71）

蒲考　前表中括弧内の敷字は，検髄の浸出液総量，帥ち500CCm中に溶存する鉛分㊧mg量を示す・叉錦総の

　　　中央紺青にて彩色せられたる部分は漸次腿色し第3日及び第4日目に於ける三色の割合は其沈澱量に比

　　　旧せるも第5日以後は槌色（う度合不明瞭となれり．
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　前記成績に就き各槍品よう得たる浸i液500CCn1中に溶存する鉛三三に其溶出朕況を

比較調査するに．ロの8號は2日目即ち24時間冷浸液にありては，113mgの鉛を溶・

出し，第3日目には約23mgに減じ，第4日目以後は溶出鉛量約2．5m9程度を縫慌し，

第8日日に到らて1旦溶出中止せるも，更に之を1週聞放置して縫注冷浸するとき

は，第13日目に於ては約4m9の鉛分を溶出し，爾後1週間冷浸毎に，15萬分1乃至

40萬分1（3．33－L25mg）程度の極めて緩徐なる溶出状態を織志し，絡に105日に於て

試駿を申止せう，而して全試半期間中に橡品よウ溶出せる鉛の総量は，ZF均188・44mg

にして，第2日目迄に於て既に137．14m9即ち全量の72。77％を溶出し，第3日以後第』

7日目迄は，1査夜浸禺に於ける鉛溶出量2－3mglこ及ぶも，共後に於ては之を1日の

溶出号に換算すれば，僅かに0．51ng以下に過ぎず・，叉チの1（1號は24時聞浸液にあ・

うては鉛分溶出量約96mgを示し，第3日目に於ては約ユ9m9となう，三二漸次蓮減

を山け，第7日目に於て溶出中止し，爾後一・週間二二を施す毎に，2－3mgの微最を

溶出し，第134日以後148日に到るも溶出せざうしを以て試験を中止せり・二品も亦・

前記ロの8號に於けるが如く浸出第2日乃至第3日の初期に於て，既に大部分の鉛は

瀦せらる・ものなるζと無品り・又・の・2撒レの8撚於ける謁職織

直前2者とよく一致するところにして，二二模様中紺青にて彩色せられたる部分の二

色署明なるは，興味ある棄實にして，前記第5項丸印模様の竜のに就きて行ひたる試．

燃こ於て竜前，紺青色上具よわは比較的著量の鉛’分を溶出せる鮎よ舅現れば，この竜

のは稀酸によりて比較的分解せられ易きものと思考せらるべし．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　13　　表

　　　　　　　　　　　　　　（ロ）　丸印模様井5種

桧　訓・ 剰職・よる沈測蔽鞠職1こよる二化水素による沈

・の黒；1懸i灘油点

　・・　　　　　2

　，・　　　　　3

　・・　　　　　　4　　、

　，，　　　　　δ

　・・　　　　　6

　・・　　　　　7

　，・　　　　　8

　鱒　　　　13

10萬分1
10萬分1

7千分1

7千分1

1萬分1

5萬分1

7萬分1

8萬分1

　な
7萬分1

（5．00）；δ萬分1
（5．00）　i　　2βミ隊｝　［

（7M3）i　7千分1

　　　（71．43）　1　1み苫ク｝　1

　　1（50．00）　：1．5ヨζ蒔ク｝　1

（1α00）陪5萬分1

（7．14）　1　3寓5ク｝・1

（6，25）　、3．5宮ξ5｝　1

し　　　　　　な

（7．14）　　．3萬5｝1

　　　［（10．00）：5萬分1　　（10。00）
　　　　（25．0の「2萬分1
　　　　　　　（25．00）　　　i（黒褐1色）
（71．43）13千分1　（166。66）
（・α・・）l 月閨G総｝論）（・6鰯）

（33．33）　i2　訟；ク｝　1　　　（25．00）

（20・00）i4萬分1　（12・50）

（16．66）17萬分1　　‘7．14）
　　　ト（14・3のい（・萬分』1　（5・00）

．し　i　な　　し
（16舶）il轟1（1・66）
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，，

，，

，，

，，

．備考

ヲ　　の

，，

，，

，，

，，

，，

，，

23

29

36
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50
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合
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計

1騰騨1雰講1離雰1
2

3

4

5

6

7

13

23

29

36

43

50

57

64

71

78

85

92’

99

106

合 計

　　　　　　　　ロ　
7萬分1　（7・14）15萬分1
　な　　　し　　｛　　な
　　　，，　　　i　　　。
　　　　　　　　…
5萬分、1　　　（10．00♪　L　3萬分　1

　な　　　　し　　　　　　な

　　　”　　　　1
　　　　　　　　　1　　・

　　　　　　　　　i　　　・

　　　　　　　　　　　　　，，
　　　　　　　　　…　　　。

　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　1　　”
　　　　　（250わ3）　…、

　　　　　（10●00）　11．5萬分　1

12萬分1
［7萬分1』

1

（10・00）11・5萬分1

（2翫00）11礪分1
（7．14）　　　5萬分1

（10，00）

し

（16．66）

し

（284．04）

（33，33）

（33．33）

（33．33）

（10．00）

i40萬分1以†（125）　40萬分1以下（1・25）

140萬分1以下（1・25）1・40萬分1以下（1・25）
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

1　　なI

l　　　　・・

i痛分正・’

i　　な

1　　　”

15萬分i

　　な

1「　　　”

115萬分l
l　な

1　　　”
1

し

（1．25）

し

な

10萬分1

　　な

　　　　　　　　，，
　　　　
（3．33）　．7　萬5｝　1

し　　　、　’な

　　　…
　　　［　　　　”
　　　1　　　　　　，7

（3・33）i7萬分1

し　　　　　　な

　　　；　　　　　，・

40漢分1以下（1．25）110萬分1

　　　　　（63．80プ

ホの黒は腿色を認めざるも、ヲの紺青は槌色極めて著明なU．

黄 1騰搬纒縢II、灘｝
・　　　1・萬分1

　3　　　　　　　　　i7禽分1

　4　　　　　　　　i7萬分1
　5　　　　　　　　　10萬分1

　6　　　　　　　　　10萬分1

　7　　　　　　　　　10萬分1
　8　　　　　　1　な
　　　　　　　　　　1．

13　　　　　　　　　　　　．　　；10試蔦5｝　1

（7．14）　　4萬分　1

（5．00）　3萬分1
　　　　（25．00）　1　1萬分　1

（7。14）　　3萬分　1

（7．14）120萬分1

（義oo）t40萬分1

（5．00）　40萬分1

（5．00）　40萬分1

し　　　．　　’な

（5酬2。醗1．

・　l
　　　F

（5．00）

し　1

　　　…

　　　1
（7．14）

し　　l

　　　I
　　　i

　　　I（7．14）1

し

　（5．00）

（136．77）　i

　　　　；

（12．50）

（16，66）

（50，00）

（16．66）

（2．50）

（1．25）

（125）

（1．25）

し

（2．50）

10萬分1

　　な

，「

（5ゆ0）

し

10繭篭分　1　　　　（5．00）

　　な　　　　し

，，

　　　　　（4壬4．62｝

5萬分1　（10．00）

芝脇1　（2520）

芝藻1　（12δ00）

20萬分1　　（2．50）

　　な　　　　し

，，

，9

，，

　　　　，，

殆なし　（微情感）

　　　　　（162．50）

4萬分1（褐黒色）（12．50）

3萬分1（褐黒色）（16．66）

3萬分1

5萬分1

7萬分1

20萬分1

20萬分1
20萬分1
（微褐濁）

　　な

20萬分1

（16．66）

（10．00）

（7．14）

（2．50）

（2．50）

（2．50）

し

（2．50）
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ヲ　の　黄

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，噂

，，

，，

，，

，，

，，

，，

ヲ　の　緑

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，．

，，

，，

，，

，，

，，

，9

¶噛

23

29

36

43

50

57

64

71

7s

85

92

99

106

113

120

127

134

合 計

1a癖灘雛翻
　§

　；

　亨

弟

ll

ll

濃

；1

雛

1器

1113
｝120

11，7

13｛

1合
r

h
計

δ萬分1

15萬分1

20萬分1

20萬分1
　　殆　な

　　な

10萬分1

　　な

15萬分1

　　な

15萬分1

　　な

　　殆　な

10萬分1

　　な

7萬分1

7，5萬分1

10萬分1

2萬分1

7萬分1

30萬分1
3｛〕萬分1

外

（1αGOハ120分萬1

（a33）i20頒1

　　　　（2．50）　120萬分　1

（2．50）　i20萬分　1

し

し

（5．00）

し

（3．33）

し

（3．33）

し

し

（6．oo）

し

（7．14）

（113．55）

（6．63）

（5．oo）

（25．00）

（7．14）

（1．66）

（1．66）

40萬分1以下（1．25）

　・な

10萬分1

　　な

20萬分1

　　な

20萬分1

　　な

30萬分1

　　な

・の青1灘灘雛離；；1、冊、

，，

，，

，，

し

（5．00）

し

（250）

し

（250）

し

20寓分．1

　　な

7萬分1

　　な

5蕊分1

　　な

5萬分1
　　な

　　殆　な

5萬分1

　　な
，，

（2．50）　　　5萬分　1

1；：ll；111矧

（2．50）　115萬分　1

（2．50）　　181う蔦分　1

し　　　　　な

σ．14）

し

（10．00）

し

（10．00）

し

し

（10．∞）

し

5萬分1　（1α00）

（164．21）

2萬分1　　（25，00）
3萬分　1　　　（16．66）

1．δ萬分1　　　（33．33）

5萬分1　（1α00）

20萬分1　　（2．50）

30；轄5｝　1　　　　（1。66）

40萬分1以下（1，25）

　　な　　　　し

7萬分　1　　　　（7．14）

　　な　　　　し

10泊高分　1　　　　（5．00）

　　な　　　　し

，，

10ゐ竃分　1　　　　（5．00）

　　た　　　　し

（L66）120萬分1　　（2．50）

し　　　　　　な　　　　し

　　　1　　　・

　　　　　　　　9．

｝40瓜分1以下（1．25）．

1　な　　し
　　　　・・　　　　　l

l　　　－　　　　1

　　　　　　（6L23）　｝

110萬分1　（5．00）1
　　　　　　（5．09，：

10萬分1

　　な
，，

，，

h5萬分1

　　な

40萬分1

　　な

7萬分1

　　な

　　殆　な

7萬分1

　　な

7萬分1

，，

（10．00♪

（7．14）

（δ．oo）

（3．33）

（2．77）

し

（3．33）

し

（1．25）

し

（7。14）

し

し

（7．14）

し

（7．14）

　　　　　（127●20）

1簾電）　　（5．oo）

2萬分1〔褐色）（2δ。00）

4千分1〔褐濁X125．00）

醸鰯　（1α00）

10萬分1　　（5．00）

30萬分　1　　　　（1．66）

30～5「1分　1　　　　（1。66）

　　な　　　　し

10萬分1　　（5．00）

　　な　　　　し

10萬分1　　　　　　（5．00）
（微褐濁）

　　な　　　　し

10萬分1
・　な

10萬分1

　　な

，，

，，

，，

，，

（aoo）、繍恋

し　　1　な
　　　…　　　　・・

（115．（H）

，，

‘5．00）

し

（5．00）

し

（7．14）

し

（200．46）

7萬分1　　（7．14）15萬分1　（1α00）
5萬分1　（10．00）17萬分1　　（7．14，
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ツ　の　青

　，，

　，，

　，，

　，，

　，7

　　

　，，

　，，

　，，

　　
　，，

2

3

4

5

6

7

13

23

29

36

43

50

57

71

78

85

92

99

106

113

合 計

5千分1　（1ひ0．00）

3千分1　（166，66）

10萬分　1　　　　（5．00）

　殆　な　し

　な　　　　し
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

15萬分　1　　　　（3．33）

（284．99）

3千分1　（166．66）

1萬分1　　（50．00）

　殆　な　し

　な　　　　し

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

（233．80♪

2千分1

3千分1

15萬分1

15萬分1

　な
，，

，，

，，

，，

，，

（250．00♪

（166．66）

（3．33）

（3．33）

し

7萬分1　　　　（7．14）

（447．6（D

　前記の如く各色彩別による糟具を以て焼成せる丸印模様即下に就き，施行せる試験

：成績に依れば，ホの黒は浸出第2日目に於ては約103mgの鉛分を溶出し，第4［1目に

於ては36mg程度に減じ，以後漸減して8日目に於て溶出一旦中止し，爾後13日及

び23日目に於て微量の溶出を示せるも，第43日目に於ては約10mgとな少，共後106

日間放置せるも全く鉛分を溶出せざうき・今この試験全期間に於ける溶出鉛分総量を

算出するに大約326mgにして，第4日目迄に溶出ぜる鉛分総量は262mgに達し，全

溶出量の80・36％に相當す・故に本品も亦比較的浸出の初期に於て，大部分の鉛分を

溶出するもめと認あ得べし．叉ヲの紺青は浸出第2日目には約61mgの鉛分を溶出

せしも，第3日目には6．5rngに激減し，以後硫酸及びクローム酸にようては微量の沈

’澱を生起せるも硫化水素によりては殆と沈澱を析出する乙となく，106日目に於て試

．験を中止せり・自Pち全試験期間に於ける鉛分溶出総：量は約121mgにして，浸出第2

日目に於ける溶出量は101mgに達し，溶出総鉛分量の83・47％に及べう・故に此の場

合にて竜亦大部分の鉛分は，其初期に於て溶出せらる、ものなる乙とを認め得べし．

．特に紺青色の三具は共槌色程度の顯聖なるは，前記錦町に就きて施行せる試験成績と

よく一致するところなう．
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　其他ヲの黄，ヲの隷，ツの青等に就きて施行せる成績も亦，前記爾試験成績と殆と

杢く一致するところにして，酷酸可溶性鉛分は比較的浸出の初期に於て，既に其大部

分溶出せらる＼ことを認め得べし．

（2）3沈澱反庶を著明に生起せざるものに就きて施行せるもの

　　　　　　　　　第　　14　　表

　　　　　　　　　　（イ）　錦糸會井5種

松　　盟 日 数　　塀己酸による診L澱
クローム1駿による　　宿こイヒフ旗素による沈：

沈澱　　　　　　　澱

ロ　の

　，，

●　　　　　，，

へ　 の

　，，

ツ

　12i
　　｝

　　i3
　　i　4

　　　5
　　1　δ

　　115
　　122
　　｛29
　　136
　　1合
　　1

　ポ1
　　　2
　　　　3
　　　　4
　　　　8

　　　15
，・　　　22

・・　　　29

・・　　　　36

　　　合．

の　3；　1

・　i2
　　　　3
・・． @　　8
・・　　115

・・　　　22

。　t29
・・　　13f玉

　　…合

チ　 の

　つ

1賑灘綴翻　な．
2

（1％酷酸30分蝿頭液）
（4％酷酸30分目墨正1液）・

　，1萬分I
　i15萬分1
　i20萬分1

　i　な
●17萬分・

　口0萬分1
　　10萬分1

　　　な
　i10萬分1
計l

　l
　　　な

計

；二

し

（50．00）

（3．33）

（2．50）

し

（7．14）

（5．00）

（5。cゆ）

し

（5．00）

（77．97）

し

120萬分1　（2．50）

　　な　　　し

　7萬分1
：20萬分1

　　な

　8萬分1

（1％酷酸30分浸斑液｝な
（4％酷酸30分浸Ill液1

　！1〔｝萬分1
』『

Pな
　17萬分1
　110萬分1
計｝

；：

，，

，，

7．’ P巳；1離ll雅翻　た・．

　　2i5ヨ｛1℃3｝1

（7．14）

　な
　　　，，
1萬分1

10萬分1

30萬分1

　な
5萬分1

10萬分1

10萬分1

　な
10萬分1

（2．50），20萬分噂

し　　　　　た
（6．25）　　5　i弦ξ多｝　1

（18．39）

し

（50．00）

（5，00）

（1．66）

し

（10．ぐ0）

（5．00）

（5．oo）

し

（5，00）

（8L66）

し　　5　な　．
　　i　　”
　　1・　・
　　1　　．
　　i　　　　，，・
　　　（δ．しゅ）　i　7萬分　1　　　　（7●14）

し　1　た　し
（7．14）17萬分1．（7ユ4）

（5，00）hO萬分1　（5．00）

（17．、4》｝　　（1928）

しレな‘し
（1（、00）！2萬分1”

　な
　　　，，
1萬分1

20萬分1

30萬分1

　た
8萬分1

10萬分1

10萬分1

　な
10萬分1

　な　　　し　　1　　な
　　　・　　i　　・
　　　，，　　　　　　i　　　　’　　，，

　　　　　　　く10萬分1　（5・00）13日分1

　な　・1な
　　　，，
4遊三分　1　　　（12．50）　　　7み四分　1

　　　　（2，50）　20萬分1

　　　　し　　　　　な
　　　　く10．00）　　　8iぢ‘ク｝1

　　　　（20・00）1

　　　　’し　　；　　な

　　　　　　　1　　：：

10萬分1

　な
10萬分1

3（鴨分1

『な

し

（50．00）

（2．50）

（1．66）

し

（6．25）

（5．00）

（5．00）

し

（5，00）

（7δ．41）

し

（1．G6）

し

（7。14）

（2．5ω

し

（6．25）

（17．55）

し

（5．αり・

し

（δ．00）

（1．66）

（11．66）．

　　　　　　　し
（2義C副5萬分1”（1α（llll）

　　5
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チ　の’

　，，

　，，

　，，

　，，

　　，，

ヲ　　の

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　「　，，

　　

7

5

3‘

8

15

22　．，

29

36

合　　　　　　計

1段類鰹ll嬢翻
翼

’1

｝1

駕

合　　　　　　　計

　な　’

8萬分・1

10萬分1

1与萬分1

20萬分1

20萬分1

　殆

7萬分1

30萬分1

　な
10萬分1

15萬分1

15萬分1

15萬分ゴ

15萬分1

　し
　（625）

　（5．00）

　（3．33）

　（2．50）

　（2．50）

　（29。58）

な　し
，，

　　（7．14）

　』（1．66）

　し
　　（5．00）

　　（3。33）

　　（3．33）

　　（3．33）

　　（3．33）

　（27．12）

　な　　じ
15萬分1　．（⑩09）

iOl右苫分　1　　　　（5」00）

10萬分1　　（5．qq）1

20詫蒔分　1　　　　（2。50）

30萬分　τ　　ぐて1．66）

　　　　（49．16）

20萬分　1　　　　（2．50）

　　な　　　　し
3五重分　1　　　（16．66）

40萬分　1　　　　（1φ25）’

　　な　　　　し

5萬分1　　（10．00）

10萬夕｝　　　　　　（5．00）

20萬ク」噛　1　　　　（2．50）

20萬分1　　（2．50）

20萬分1　　（2。50）

　　　　　（42．91）

　　な
7萬分1

（微引回）

1q萬分1

115萬分1

30分萬1
　㌦殆　な「

　　な

5萬分1
・40萬分1・、

　　な・

20萬分1

20萬分1

30寓分1

3δ萬分1

40萬分1

し

（7．14）

（5．00）

（3，33）　「，

11．66）

し』

（27．13）

し

（10．00）

（1．25）．

し

（2．50）

（2．50）

（1．66）・

（L43）

．（1．25）

（20．59）

　前表に示すが如く，前記第4項鉛の溶出試験に於て，1％及び4％酷酸にて30分間1

浸出の富合，挫く鉛の反鷹を呈せざうしもの，帥ちロの12・號を更に4％酷酸にて24

時間冷浸するときは，共浸出液500ccm中より50mgの鉛を溶出し，3日目に於ては約

3皿gに激減し，5日目には1時溶出止むに到りしも，更に浸液を容れ亘る儘i放置する

ときは，9日目に伺うて約8mgを溶出し，其後5日目毎に約5mgの溶出を勲績し，36

日目に於て試瞼を中止せう・今直りに7日聞に5｛ngを溶出するものとすれば，1日に

は僅かに0．7mgを溶出するに過ぎざるべく，．又36日間に於て溶出音る鉛分の総量は

約781ngにして，第2日目に於て既に50mgを溶出し，杢溶出量の約64％に達する．

を以て，本品も亦浸出の初期に而て，比較的多量の鉛分を溶出するものなることを認

め得べし。叉への6號は浸出2日目に於ても黒く鉛分を溶出することなく，3日目に

於’て約3mgを溶出し，爾後8日目に到る竜溶出せざりしを以て，15日目迄11日間浸

液を容れたる儘放置せるに，約8．9mgの鉛・分を溶出し，三面1週間経過後の22日目

に於ては2．5mらを溶出し，29日目に於て再び試駿せるも鉛の反慮を呈せざウしを以

て，36日迄14日間磁績浸出せしに，僅に7・5mgを溶出せるに過ぎざりしにより・試

験を申止せう．而してこの全試験；期間に於て溶出せる鉛の総量は17．81mgなるを以

て，前記著明に鉛の反回を生起せる丼に就きて施行せる成績に比し，極めて微量の鉛

を溶出するに過ぎざることを認め得べく，殊にツの3號に於ては浸出δ日間に及ぶ
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も，全く鈴の反鷹を生起することなく・15日目に於て僅に約6mgの鉛分を溶出せる

に過ぎず・共後1週聞目毎に5－7mgの鉛・分を溶出し，36日目に於て試験を中止せる

・に，共鉛分溶出総量約ユ6mgの微量に過ぎず．其他チの7號，ヲの5．號等何れも前記

3者と大同小異の良成績を示せう，

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　15　　表

　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）　丸印模様井7種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
槍　副日 数瞬酸・よ砒測蔽一ム酸による1駿化繍こよる沈

ホ　の　白

　　
　，9

　，，

　，，

　，．

　，，

ホ　の　繰

　　，，

　　，，

　　，P

　　79

　　，，

　　，，

・へ @の　挑

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

〈の代捲

　　，，

　　，，

　　，，

　　　

　　，，

　，，

11撫震溜灘裟．

　ぎ

15

22　　　　　　　　　　，

29

36

合　　　　　　計．、
　　　　　　　　l

l撚1酸18雛牒i
　ζ

’夢

鴛

合　　　　　　計

ll；lli酸i総灘ぜ『

　ζ

』鎧

36

合　　　　　　計

1（1瀦酸30分浸海
　（4％酷酸30分浸液）：

　2
f

　8

1δ

22　　　　　i
29

36

合　　　　　　計’

な
，，

，，

10萬分1

15萬分1

　な
　　　，，

15萬分1

な

10萬分1

　な
20萬分1

　な
30萬分i

な

な

：：

，，

，，

，噛

，9

，，

，，

○

，，

，，

，，

，ヤ

，，

9，

，，

o

し　　．　　な

　　　　　　　，，

　　　　　　　，，
（5．00），15萬分1

（333）110萬分1

し　　　　　　な

（3，33）、11）萬分1

（11．66）　’

し　　i　な

『ooη

冨
（9・16）；

し

（2．50）

P鋤’

し

5萬分1

　な

　な
7萬分1

な

40萬分1

な

；：

，，

，，

，，

，，

，，

，¶

，，

，，

，，

，，

，，

，，

○

し

（3．33）

（5．00）　30萬分1

し　　　　　　な

　　　1　　　”

（鵬1殆な
（13．33）

し　　　　　な

（10．00）

し

（10。00）

し

（7．14）

（27．14）

し

（125）

（：．25）

し

　　な　　　し
　　　　，，

　　　　，，

15萬分1（微里言蜀X3．33〕

40萬分1

な

殆

な

な

；：

（1．66）

し

し

（4．99）

し

　　（L2δ）

　し
な　　し

　し
，，

　（1．25）

　し
　　　，、
　　　，，

　　　，，

　　　，，

　　　，，
40萬分1
　（趣　微

な
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

○

（1．25）

濁）

（L25）

し

，

●
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ヲの藩黄
　　，，

　　，，

　　，，

　　　

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

りの緋紅

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

ツ　の　黄

　　，9

　　，，

　　℃，

　　，，

　　　

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

・段雛翻8雰灘裟1

曜1

　藍

茎

ll

合　　　　　　　　計

1段蕪搬8口出1
　ξ

群

島

合　　　　　　　計

1㍑離灘1羅牒1
　曇

　ま

．11

器

36

合　　　　　　　計

な

20萬分1

　　な

10萬分1

15萬分1

10萬分1

15蕩分1

20萬分1

な

20萬分L

　　な

10萬分1

　　な

10萬分1

；：

；：

　　な
　　　　，・
20萬分1

　　な

　　殆　な

　　な

30萬分1

　　な

15萬分1

　　な　．

20萬分1

し

（2．50）

し

（5．00）

（3．33）

（5．00）

（333）

（2．50）

（21．66）

し

（2．50）

し

（δ．oo）

し

（5・00）E

（12．50）

・i
　　　F

・1
し　1
し　！
（1．66）1

し

（3．33）

し

　　　く（2．50）1

（9．59）1

な

30臨御1

　　な

7萬分1

10萬分1

5萬分1

7萬分1

20萬分1

な

30萬分1

　　な

10茂分1

　　な

10萬分1

；；

；：

　　　　　な
　　　　　　　　
（2。50）　［40萬分15

　　　　　た
　　　　　殆　な

　　　　　な

　　　40萬分1

　　　　　な

　　　15萬分1

　　　　　な

　　　　　殆　な

　　　「

t

（L66）

し

（7．14）

（5．00）

（10．00）

（7．14）

（2．50）

（33．44，

し

（1．66）

し

（5．oo）

し

（5．00）

（11．66）

し

（1．25）

し

し

し

（125）

し

（3．33）

し

し

（5．83）

　　な

　　　：1

30萬分1
（微旧型）

　　な
10萬分1
（微褐濁）

15萬分1
（微褐濁）

15萬分1
（微褐濁）

15萬分1

20萬分1

な

2∩萬分1
（微褐濁）

　　な

10萬分1

　　な

10萬分1

：；

　　な
　　　　，，
1s萬分1

　　な

40萬分1

　　な

20萬分1

　　な

20萬分1

　　な

　　殆　な

し

（L66）

し

（5．00）

（3．33）

（3，33）．

（3．33）

（2．50）．

（19・15～．

し

（2．50）・

し．

（5．00）・

し

（5．00）・

（】2．50）．

し

（2．77）・

し

（L25）．

し

（2．50）

し

（2・59）

し

し

（9。02）

　前記丸印模様槍膿中，著明に鉛の反鷹を呈せざるものに就きて，施行せる試験成績

に依れば，への代赫及びへの桃は，36日間に於て全く或は殆と全く鉛の反回を呈する

ことなく，ホの白，ホの緑，ヲの緋紅は8口目に於て何れも5－2mgの鉛を溶出せるの

みにして，ヲの潴黄は3日目に於て2mg，8日目に於て5mgを溶出し，ツの黄は2日

目に於て約21ngを溶出せるも，其後に於ては極めて微量を溶出せるに過ぎざうき・

此等7種楡膿の36日間に於ける鉛分溶出総量は，ヲの賭黄の24・7mgを最高とし・其

他は何れも101ng内外に過ぎず・

　前述の夘く鉛の3反慮を著明に生起するものと・然らざるものとの爾種に就き，施
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行せる試験成績に徴すれば，前者は何れも著：量の鉛分を溶出するも，後者は2日目或

は歎日後に於て極あて微量の鉛．分を溶出するに過ぎず．又溶出せらる＼鉛分組量の大

約80％は一笠夜の浸出にようて完全に溶出せらる＼ものにして，この現象は衛生的

見地よりして含鉛給具を用ぴ；セる陶器の庭理上興味ある事實なるべし．

　　　　　　　　　　　　　　　　穂『　　括

　前記多数の試験成績に就き之を総括すれば次の如し．

ユ．熱源，焼成時の温度，窯内部の位置等を異にせる槍品に就き試験せる成績に依れ

ば，鉛・分溶出の程度は，火力及び加熱時聞に緊密なる開係を有するものにして，含鉛

給具を用ひたる陶器に就き，典の鉛分溶出をして最も僅微叉は絶無たらしめんがため

には，一定の温度及び一定の加熱時間を必要とするものにして，，概して焼成時に於

て窯内積み重ねの上位にあるものは焼成不完杢にして鉛分溶出多量なることを認め

たう．

1．鉛分の溶出は給具の種類によりて大いに異なるものにして，試駿の結果，黒色，

紺青の雨雨具は最も著量の鉛を溶出し青，黄，綜，賭黄等之に亜ぎ，白，代賭，緋紅，

挑，試論の給湿は杢く鉛・を溶出せざうき．

1．食器中の鉛’分試験法として一般に慮乱せらる㌧硫酸，クローム酸及び硫化水素に

よる沈澱反感に依って鑑識し，同時に標準鉛溶液を用ひて回れを比較封照し，次に其

含量を概説し，区別に硫化鉛及び硫酸鉛として重量法に依ウて定量し，之を前記概測』

：量と比較せるに，一般に疵測法によるものは重量法によれるものに比して高き数値を

示し，殊に硫化鉛の場合に於て典差甚し．然れども硫酸鉛の場合には雨者の差異著し

からず，大｛澄に於て相一致するを認めたウ．

1・陶器共面高食用器具類の溶性鉛の試験に於ては，前記3沈澱反応悉く陽性の鹿島

に於て，初あて鉛の存在を確認すべきものにして，共内1反慮若しくは2反鷹のみに

ようて到定することは，寧ち危瞼の虞あるべし．

1・1％叉は4％酷酸30分間庭理に於て著明の鉛反慮を生起せるもの（甲）’ ﾆ然らざ

るもの（乙）との三種に就き，各々4％酷酸を浦たし，長時間浸出の揚合に於ける鉛分

溶禺釈況を親察せるに，爾者共に浸出の初期自pち2－3旧間の浸出に於て，約SO％の
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鉛分を溶出するものにして，前者（甲）の極めて多量の鉛分を溶出せるに反し，後者

（乙）は其溶出鉛分総量極めて少量なムき．叉色彩を異にする各種糟具を以て施せる上

糟中，紺青色は稀薄酸に依う腿色極めて顯著なることを認めた鉱

　終に臨み前記試験は衛生局松尾技師及び勝屋技手の多大の助力によりて完成せるも

のなることを附言す．，

　　昭和三年九月
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紙幣，書状及び一般書類②浩毒法に鞭て（第一報）

フ。ルマリン消毒法に就て

技　師佐　藤　彿　作

　　　　　　　　　　　　　　　　晒　　　　∈ヨ

　最近，銀行，郵便局，保健暑等よう傳染病豫防の目的を以て紙幣，丁丁及びその他

一般書類等の適當なる清毒方法に就て照會し來るもの少からず・例へは某保健署員の

如きは多藪の結核患者よう逸らるる書歌の適當なる消毒方法無きが爲に困却せウと語

れう・抑々紙幣その他重要書類等の消毒に際しては，第一・にその紙質をして鍵化せめ

ず，完全に清毒の目的を達し得る方法を以て必要となす・此の目的に比較的適當なし

らんと認むる竜のにフォルマリン消毒法拉に一定の温熱清毒法等あう・

　鼓に先づフォルマリン消毒法に就て研究せる成績を報告せんとす．

　　　　　　　　　　　　　　フォルマリン消毒法

　フォノレマリン消毒法は從來室内消毒等に於て廣く慮用せられ居れ共，紙幣その他書

三等の消毒目的に鷹用されたる例は絵ク聞かず．是れガス膿は三二の深部に到蓬して

消毒力を磯揮するに困難なる歓貼を有するが爲ならん依て余等はフォノγマリン消毒

を行，ζ装置を，豫め可及的眞杢歌態と爲しちてガメ膿の滲透力を強大ならしめ，且一方・

に於ては装直内のガス張力の低減によウてその爆登の危瞼を防ぎ，以て清毒の目的を

達し得るや否やに就ての實験を試みたウ．

　　　　　　　　　　　　　實　　験　　装　　置　　　　　　　　　　　　‘

　本實験は火氣を避くべき物騰の消毒を主眼とせるを以て，共の第一の方法とし七過

マンガン酸カリウムを用ひ，フォノγマリンよウフォノレムアノγデヒード琵斯を登せしめ

た鋲實験に使用したる用器は可及的フナノレムアノンデヒード屍斯を逃散せしめざらん
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が蔦に，シャイベ氏エキシカートノレを實験上の装置として採用せり．而して豫め襲置

網の容積を測定し種々なるフォノレマリン作用時間に於て，．測位瞠積1001）ccmに封ずる

所要のフォノ〆マリン量を測定せり．

　　　　　　　　　　　賓験に使用せるカード及び紙片に就て

　實瞼の目的は紙幣，出射及その他一般書類の並並に在れ共，紙幣の如きは之と全然

同一一種類の紙質を得る事不可能なりしを以て，本實瞼に於ては便宜上可及的紙幣の紙

質に類似せる用紙を選び，之を一定の大いさのカード又は紙片に裁うて使用せウ・

　　即ち6cm2の同紙カード1000牧を．以て一一組となし，締を施せるカードの組と，締を

施さざるカードの組とに分てウ．別に姫0．5cm長さ3cmの同紙片を用意して所定の

菌液を附着せしめ，カード中の適宜の場所に挿入し，フォノレマリン消毒後該紙片を取

　う出して培養試験管中に紙片のま＼培養し，附着菌の生死を観察し，以て消毒滅菌の

　　　　　　　　　　　　　　　ロ成否を到画せわ．而して紙片附着の普通大恥菌白絵股：疽菌に封ずる實瞼に於ては，豫

め滅菌しπるカード並に紙片を使用し，紙片附着室中庸の實．験に於ては滅菌せざるカ

ード及紙片を使用せり．・

　　　　　　　　實瞼使用菌種蛇に紙片に菌液を附着する力法に就て

　實験には普通大毛菌，脾脱疸芽胞菌並に塞中堅を使用せう・即ち普通大南丘は實瞼一

室保存の100號菌株にして，共24時間・普通ブイヨン培養10ccmを，前記紙片100枚

を投入したるま＼滅菌ぜる内容50ccmの三角コノγペン中に注賦してコノレベン内に於

て培養菌液を充分紙片に浸潤せしめ，紙質繊維を破壊せしめざらんが爲に鹸分の菌液

水分を棄て，37。の部課中に於て48時間乾燥せ鉱而して該菌液附着乾燥紙片は3日

．澗以内に之を使用し，3日以後を経過せる時は新に調製せり．此の声問に於ける紙片

附着大傭兵のフすノレマリソに封ずる抵抗力には差違無きを認めた鋲脾脱疽菌も亦實

験室保存菌株を使用し，その普通寒天24時間培養の杢斜面を掻取う・滅菌生理的食疏

水10ccm入りの試験管内に加へて菌浮溝液を追う，前記紙片を投入せるま㌧滅菌せ

　る内容50ccmの三角コノγベン中に該菌液全量を混和し，充分菌液をして紙片に浸潤

せしめ，紙質繊維を破接せしめざらんが爲に除分の’菌液水分を棄て，37。の解竃に48時

　聞置きて乾燥したる紙片を1ケ月以内磁績使用せ少・此の期間に於ける紙片附着脾脆
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疽芽胞菌のフォノレマリンに封ずる抵抗力には差異なきを認めた動室中菌を紙片に附

着せしむる實験に於ては，別に空中菌の菌種を選定せず，滅菌せざる紙片に附着せる

溢…中坪をそのま＼野駒に供せう．

　　　　　　　　　　　　　　實　　験　　操　　作

　紙片に附着せしめたる普通胃管呼野に脾脱疽菌に封ずるフォノレマソン消毒の實験に

』於ては，前述四二當菌を浸潤せしめて後乾燥したる紙片を，前記1000枚を以て一群と

なせるカード湖中に挿入せう・挿入の位置は締を施せるカード群と，締を施さざるカ

ード群とに拘らず，カード群の中央部と端部とに分てウ．謬れ1000枚を以て一群とな

せるカードの中央部と端部とによめて，ガス到達効果の相違有無を知らんが爲なう．

而して紙幣叉は書類等を束となさず野飼に1枚として自由にガス禮に接鯛し得る丁合

は，前記の揚合に比して容易に消毒滅菌され得べきは平然考へらるる所なう・因て此

の場合に了する實験としては，前記菌液浸潤乾燥紙片を個々に無菌ウーノレグラス中τこ

置きてフォノレマリンガスを通ずる事となせう．

　紙幣その他書類に附着せる野中菌に封ずる殺菌試駿，帥ちカード滅菌の効果を知る

實駒としてのカード群も紙片類も滅菌せざるま＼のものを使用し，普通大腸菌，脾脱

疽菌の場合と同様に，締を施せるカード群及締を施さざるカード群とに分ち，各カー

ド群の一定の揚所墜ち中央部と端部とに該紙片を挿入し，叉別に該紙片を無菌ウーノン

グラス中に置きて紙片表面に自由にガスを通ぜしむる事，普通大腸菌又は脾脱疽菌の

實験の場合も同様なウ・而して右の如く用意せられたる紙片挿入か一ド群蚊にウーノン

グラス内紙片群を，無苗的に前記實瞼装置エキシ四周トノレ中に静置してエキシか一ト

ノレの蓋を蔽ひ，空回虹にンォノレマリン瓦斯の通路のみはゴム栓に挿入せるガラス管の

活栓にようて調節をなし，全装置を外燈に堕して密閉せり．而して實験開始に當りて

先づ活栓を開きロータツポンプを以てi装置内の可及的減塵を行ひ，殆んど眞室に近き

程度に至りて止む．右の可及的明野の程度は別に装置せるマノメーターにようて，常

に永銀柱2mmを以て標準となせう・内容を減座したる後1よエキシカートノレ内に用意

せる竹製シャー・レに，豫め盛れる一定量の過マンガン酸カリウムに同量のフ濠ノレマリン

を滴下し，眞塞密閉エキシカートノン内に於てフォノレムアノレデヒード屍斯を登生せしあ
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各作用時聞毎に紙片を取う出し普通ブイヨンに投入37’の卿竈に48時間培菱の後，菌．

の駿育有無を親察して消毒の効果を到定ぜう．紙片を取ウ出して培養塞に投入する際

エキシカートノレを開かぎるを得ず，因てフォノ〆マソン作用旧聞を異にする實験毎に別

個のエキシカートノレを使用する事とせク．

　而して實験成績は便宜上フォノレマリンを長時間作用せしめたる竜のと，短時問作用：

せしめたるものとに分ちて記載せう．

　　　　　　　　　　　　　　實　　験　　成　　績

　　　　　　　　　1．フォルマリン長時間作用消毒滅菌三三成績

　前述の實験方法に從ひ可及的眞室装置の下に，24時間フ、げレムァノンデヒード瓦新作：

用清客糞験自第1回至第2回成績の概略は自第1表至第4表に於て之を表示せう．

　全實験を通覧するに成績は略ぼ相似ブ～少・菌種に就てフォノレムアノレデヒード瓦斯に

i封ずる抵抗力を比較すれば，紙片附着大腸菌最：も抵抗力恥く，清毒襲置の．内容1QOO．

ccmに白してフォノレマリン：量4－5　ccm　lこ於て消’＝毒せらる．

　　　第1表フ。ノレマソン琵斯消毒滅菌第一回試験場績

（氣璽2ミリメートルの下に於ける7オルムアルデヒード瓦斯盟時間作用43時問霊児察，

　　　　　ヨス
1．

�坥@、．

曇轡傭＼

大　　腸　　1欝

端　　中　　端

騨股疸萬芽飽 空　　3P　　薩『

端　　中　　端 端　　　中　　端
o

1ほ潔：1』＋＋
訓・ラ・（無……馴

十　　　十　　　十　　　　　十　　　十　　　十

十　　　十　　　十　　　　　一　　　十　　　十

き

£

要

§

締有カードi
晶晶カー詞
　　　　　　　1
フライ　（・つ 1

十　　　十　　　十　　　　　十．　　十　　　十

　　　　　　　　　　　　　　キ　　　キ　　　キ

ー一一 gー一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

壼　締右カー・
鐸　締無カー。
劃・ライ…

十　　　十　　　十

一　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

十　　　十　　　一
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ε

8
甚

8
2
一

箋

己

妻

ヨ

締有カ　一　ド

締無カー　ド

フライ　（”）

締有カー　ド

三無　力　一　ド

フライ　（・・）

一　　　十

一　　　十

十　　　十　　　十

一　　　十　　　十

十

十

十　　　一

十　　　一

一　　　十　　　一 一　　　十　　　十 一　　　十　　　一

　　　第2表　フォノレムァルデヒー・ド琵寺台毒滅菌第二同試験成績

（氣厘2ミリメートルの下に於けるフォムアデヒード瓦斯フォルマリン24時間作用4S時間観察）

、＼．．－　　　　紙片附子菌種

＼＼
▽＼圭頭灘・

大　　腸　　菌

6
8
碁

？
寒

月・

賦

P
91

9
6
5

締有　カ　一　ド

締無カ　一　ド

・ラ・（霧購）

締有カ　一　ド

新｝無　力　帥　ド

フライ　（・・）

舜
美

ぎ

お

霧

影

締有カ　一　ド

締無カ　一　ド

フライ　（・・）

端　　中　　三

十　　　十　　　十

一　　　一　　　十

十　　　十

δ

8．
ぎ・

9
9
昌

締有　カ　一　ド

締無カ　一　ド

フライ　（”） ご．

ε

8
φ，
　こ

雰

三

締有カ　一　ド

締無カ　一　ド

フライ　（”）

脾脱疸：菌芽胞

端　　中　　端

空　　中　　葭

端　　中　　端

十　　　十　　　十

一　　　十　　　十

一　　　十　　　一←

十　　　十　　．一

十　　　十　　　十

一　　　一　　　十

一、　　十　　　十

十　　　一　　　一

十 十 十
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　第3表　フォノγムアノレデヒード琵斯1宵毒滅菌第三同試験成績

（氣厘2ミリメートルの下に於けるフォルムアルデヒード瓦斯240一間作用4錦芋問競察）

＼ミニニ．一、㍉．……．．四一附游萬種

　、
　　　　　　　　　　　　ヘヒ
＼　　。．1糊痴＼

　＼　　　　　　　　　　ろ．鶏≡片」乖入位旋

　芽L．＼

1灘撒　＼，

大　　腸　　欝

端 中 畑

ド脾脱疸萬芽胞 空　　中

端 中

●

端 端 中 浦

i≡

ξ

8
書

締有　カ　一　ド

締無カ　一　ド

・ライ磯馨）

十 十　　　一 十 十

十

十 十

　8
9
鯵
o
o
9
＝

締雪カー　ド
貌旨　血禽　カ　一　　ド

フライ　（・・）

十 十

十

さ
くつ

9
ρ．

む
零

≡

さ

9
ご
｝「

o
巳

昌

山菅　布’　カ　一　　ド

糸蒼無　カ　一　 ド

7ブイ　（・・）

締有カ　一　ド

糸1旨戴三　カ　一　　ド

フライ　（”）

十　　　一

さ

o
ρ
鉾
£
δ

三

軸イ∫力

糸：｝焦　カ

フ　ラ　イ

第4表

ド

ド

一

　　　　　　（・・）

　　　　　　　フォノレムアノレデヒード瓦斯消毒滅菌第四同試験成績

（氣塵2ミリメートルの下に於けるフォルムアルデヒード瓦斯器一問作用430芋問観察）

へ▽くぐ．．紙片附二種
　な　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　

　　　　　セ＼　．＼＼蕪丁丁け、

　ζ．』　　　．＼．・、

　　　　　　　　　　　

1興野＼＼

大　　腸　　萬　　　　脾胆：疸菌芽胞
　　　　　　　　　1

空　　．中

i

i
1　端
1
E

l

萬

端 中 端 端 中 品

…i

蓉

§

瞬布・一・
　二型　カ　一　ド

・ライ縣騨

中 富

十

十

十 十　　　一

6
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劃瓢に1
§　フライ（・）

§　締右カード
嚢　締無。．ド
ζ

　　　フ　ラ　イ　（・・）

塞

ζ

ぎ

窪

締有　カ　一　ド

締無カード
フ　ラ　イ　（・・）

十　　　十　　　一

一　　　一　　　十

十　　　一　　　一

十　　　十　　　一

一　　　十　　　一

　　薯　綱…

　　薯　締無カ　ド

　　箋　・ラ・（・）ド　　　　　　1
　紙片附着下弓疽芽胞菌と室中門とのフォノレムアノレデヒード琵斯に封ずる抵抗力は，

時にようて相虹行せざる成績を示すものあるも，大回に曾て略同程度の抵抗力を示す

ものの如し・叉か一ドに封ずる消毒滅菌の成績は，消毒せらるべきカ」一ドのフォムア

ノγデヒード瓦斯に接する状態にようて相子の差異あウ・消毒滅菌の最：も容易なるは個

々のカードの表面に自由にアノレデヒード琵斯の接労し得る揚合にして，帯下装置内容

1000cclnに封して1ccmの割合の作用フォノンマリン量によめて完全に消毒滅菌せらる．．

　次に清毒滅菌の効果良好なるは，締を施さざるカードにフォルムアノンデヒード琵斯

を作用せしむる場合にして，1宵毒装置の内容1000ccmに封して作用フォノレマリン量：

6ccmの割合にて完全に清毒滅菌せらる．之に反して締を施せるカードにフォノレムア

ノγデヒーード瓦斯を作用する場合には，消毒滅菌最も困難にして，消毒装置の内容1000

CCmにi封して作用フォノγマリン：量Sccmに於て，初めて清毒滅菌の目的を達し得べし．

荷1000放を以て一群となせるカードに於ては，其の消毒滅菌の効果はカードの外端

部に於て容易にして，中央部に至る程困難な鉱

　　　　　　　　　2．フォルマリン短時間作用消毒滅菌實験成績

　本首回に顧てはフォノレマリン作用時間24時問の場合に於て，清毒装置内容1000ccm

に回し完全に清女滅菌し得る作用フォノンマリン量8ccmの條件を一定して，同條件の下

にフォノγマリン作用時間自1時間至10時間短時間内に於ける清毒滅菌の効果を實験せ
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う．その成績は第5表虹に鑓6表に表示せるが如く，フォルー？リン作用時間10時間迄の

實験に於て完全に消毒滅菌の目的を達し得るは，カード叉は紙片を消毒容器中に三々

』に虹べ自由にフォノγムアノγデヒード瓦新に三才し得る揚合のみにして，カード1000枚

を以て一群となせる揚合は，締を施すと然らざるとに拘らず，作用フォノレマリン量8ccm

　第5表　フォノンムァノンデヒード瓦斯一定時間作用に於ける消毒滅菌試験成績

　　　　　（氣厘2ミリメートル槻察時間48時間）

’＼瓦．舞片附湘竺

＼＼．碧麟肇’

露灘雛豪

時

間

時

問

糸管右カード

締無カード
・・イ言言）

凱旋カード
締無カード
フライ（・・）

　　　…　　　｛大陽 ｯ職鮪芽胞1空中菌

端中端 端中隊 端中端

五

時

問

’＋＋一1＋＋＋
　　　セー＋一｝＋＋＋
一一一 沿鼈鼈

十　十　十
一　十　一

十　十　一
十　十　一

蓄准布幽力殉ドi　十　十　一
締無カー・1一＋一
フライ（・・）　1　一　一　 一

1工‡一‡＝：

十　十　十
十　十　十

十　十　一

六’ 煙ﾐ・・一…一＋一i＋＋一1＋＋一
時｝締無力一二一一一｝一一一1一一一
問1フライ（”）；一　一　一1一　一　一1一．一　一

第6表　フォノレムアノンデヒ・一ド瓦斯一定時間作用1こ於ける消毒滅菌試験成績

　　　　（氣贋ミ2ミリメートノレ観案ロ芋「場480ξ…1珂）

＼一．舞聯苗種1
・．＼　　

ヒ．

A＼1
、　　　　・　　　カード8麟＆に於け
＼　　　　　．＼、　　ろ鉱i片斜言入｛と畳

＼　＼、

作　
＼

用薫諺妄£；謄＼
時・苗圃に聞すろ1曙＼、i

問＼　＼＼i

木腸1粕撒鮪芽胞．空中菌

レ端中戸1端中端

　　・六｝締有カード
時　i締無カード
r・昭・ライ1霧1鐸｝

＋＋＋｝＋＋＋
＿＋一1＋＋＋

端中．端

．十十十
十　十　一
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七

時

間

八

時

悶

九

時

間

十　　’

時

問

締有カ　一　ド

締無カ　一　ド
フライ　（”）

締有カ　一　iき

締無カ　一　ド

フライ　（”）

締右カ　一　ド

締無カ　一　ド
フライ　（”）

締有　カ　一　ド

締無　カ　一　ド

フ　ライ　（”）

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

一　　　十　　　十

｝　　　十　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　一

一　　　一　　　十

以下に於ては完奎に消毒滅菌の目的を蓬し得ず．而して若しフォノレマリシ量8ccm以

上を使用する時は，假令眞室近く迄減塵せる消毒装置の容器も内部に過大の張力を感

ずるを以てカード紙片類を前記1宵毒装置内1こ於て消毒滅菌するには，内容1000cclnに

封しフォノレマリン量8ccm以下を使用し長時聞，例へば24時間縫績作用せしむるを以

て適當なうと認む．

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　以上の實験に糠うて次の結論を得たう．

　（1）滅歴2mmの容器申に於てフォノγムアノンデヒード琵斯を24時間作用せしむれ

、ば，1000枚を以て一群となし，締を施せる紙幣類似紙質を有する用紙力・一ドを攣質せ

しめず完全に消毒滅菌し得．

　（2）前記清毒滅菌所要フォノγマリン量は紙類に附着せる菌種によウ，叉紙類のフォノγ

ムァノレデヒード琵斯に接回する歌態によりて相當の差異あう．例へば締を施せるカー

ド類に附着せしめたる脾脱疽菌，又は附着せる室中菌の如きを完全に消毒又は滅菌す

るには，消毒装置の内容1600ccmに封して8ccmのフォノンマリン量を要す．然れ共直

接琵斯膣に接し得るか一ドの表面に附着せる大腸菌の消毒には，消毒装置の内容1000

・cc皿に封して1ccmのフォノレr・リン量にて充分なう・

　（3）余等の實験せる範園内に於てはフォノンムアルデヒードi琵斯の滲透：力拉に張力等

の影響の大なるを認めたり・故に消毒容器は豫め可及的減座し，所要フォノレマリンを

長時間作用せしUるを以て最も適當なわとす．
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紙幣，書状及び一般書類の消毒法に就て（第二報）

A．乾熱消毒滅菌法に就て

B．灘熱消毒滅菌法に就て

　　　　技　師　佐　藤

　　　　技　手　川　端

A．乾熱消毒滅菌法に就て

　　　緒　　　　言

裸　　作

男　勇

　紙質に封ずる消毒滅菌として，從來熱性庭置なるものは，殆んどこれが顧られざる

歌態に置かれう．乙れ一つ1ζ紙類は其性質上熱抵抗の，他の諸物質に比較して相當鎚

移性に富める結果當然の現象ならん．加之余等が今同試験目的中特に「紙幣書歌」等

に就てはこれが貴重なる鮎に於て他に譲らず．然れども是等廣汎なる流通力を有する

と共に危言なる病原細菌の媒介者たり得るのみならず，殊に結核患者に接したる紙幣

書状及び書類等に依りて起る害毒の輕観すべからざる朕況に就ての實例は，既に前報

告フォノγムアノγデヒード消毒の際，之を詳述せしところなり・乃ち可及的良好なる消

毒賊菌方法の選澤は當然の要求なφ・

　藪に於て余等は回る一つの有敷と認むべき結論に到達せしめんとする順序としフォ

ノγムアノレデヒード清毒に繊ぎ熱性消毒滅菌庭置の中，乾熱を以て紙質抵抗の許容する

範園内にて，之が消毒滅菌結果を以下實駒に依ウて求めんとせウ・

　　　　　　　　　　　　　　　實　験装　置

　本實験1こ使用せる乾熱滅菌装置は温度調節の正確を期せんが爲め電氣自動調節器設

備のものを選びボノント1ユ0，アンペア20にして160℃．に至る高温をも自由調節し得ら

る＼電氣乾熱滅菌器を使用し更に一・度以上の誤差無き様之れが留意せり．

　　　　　　　　　　　　　　實験使用カード紙片

　實験は可及的實験に便宜なる方法を工夫すると同時に三際状態に規準を置きたるて

とは前報告フ．オノレムアノンヂピード沿毒法と全然同一・にして一定の大さのカード型に同
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質紙を断ちてこれを使用す・即ち6cm2の同紙カード1000枚を以て一組となし締を施

しこれを硫酸紙にて包装滅菌し，一方幅0・5cm長さ3Cmの同紙質，紙片を内容50CGm

の三角コノレペン中に入れ滅菌準備せう．この揚合i封照として使用せるカード紙片に就．

ては何等滅菌野物を施さざうき．

　　　　　　　　　　　下町に使用せる菌種及びその準備慮置

　該實瞼に使用せる菌種は當試験所細菌室保存の大腸菌100號及び同じく常試験所思

．存脾三門菌を用ひたることは前報告フォノ〆ムアノγデヒード清毒法に於けると同一な

り．

　大腸菌100號はこれを普通ブイヨン37℃．24時間培養し，その一つを常に試、瞼管内

の三態に於ける乾熱滅菌試験に供し，他を大腸菌附着カーード紙片を作るに供せう．

　大腸菌附着カード紙片を作るにはこの大腸菌培養墓を可及的振盛1混和し更にその菌

回游歌態を均等にせしむべくこれを滅菌濾紙，漏斗にて無菌的に｛！琶下し，その濾液全

：量を平め滅菌準備せる内容50ccm三角コノレベン中の短冊型カード紙片中に注加し括栓

すると共に充分コノレベ・ンを振肥し大腸菌濾液のこのカード紙片に全部浸潤せるを見た

る後その過剰濾液をビペ．トにて除去しカード紙片の柔化を防ぐ乙とはこれ下前報告

にて詳述せるが如し．

　斯して作ウたる大腸菌附着カード紙片は作ムてよう3日間に至るまでを使用に耐へ

一得るものとしてこれを二丁せう．勿論これが3日間たる根披は，余等がこの實験に先

ちて豫備二丁として行ひたる結果3日間経過大腸菌附着カード紙片の使用は，貰験に

封して更に障凝なきを確認してのこと＼す．

　次に同じく100號夫腸菌を普通斜面寒天379C．24時間培養し，これを生理的食堕水

ユ1〕CCmに一一自金耳浮游せしあたる程度の混濁度と更に全斜面培養の全部の大腸菌生理

的食亜門門下液とを作れう．之れ從來論ぜらる㌧と乙ろの四四室内に於ける大腸菌の

．熱抵抗の關係を示し，本門験カード附着大腸菌の熱抵抗を一層明らかにし，一方にあ

っイば菌量の下野を封比せんとするにあうた鋸

　脾股疽菌はこれを普通塞天斜面37℃．24時聞培養しこれが全斜面を生理的食堕水に

押游し前記滅菌内容50ecm三角コノンベン内紙片に注加し脾脱型菌Ffr着力ご・ド紙片を作



紙幣，書歌及び一般書類の治毒法に就て　（第二報）
125

ることは大腸菌附着カード紙片の際と異るところなし．然れどもこれが使用有数期日

に於ては大腸歯の3日問に訂して脾脱疽菌はこれが30日間の有効期間を有する相違あ

う．

乙れ脾脱疽菌は主として最：竜聴き芽胞を實験目的となせる結果な6．

　　　　　　　　　　　　　　　實験操　作

　實，験施行の斜め準備せる大腸菌及脾脱疽菌附着カード紙片を，1000枚一組カード群

中に挿入する方法は前記報告フ才ノγムァノンデヒード消毒法に於て行ひたると全く同一

にして何れも無菌的にビンセ。トにてそのカード紙片を三角コムベン中よう取b出

し，その一放つつを雨端及び中央部に手早く挿入せり．荷封照としての空中菌附着カ

ードは滅菌せざる同型のカード紙片を同型の1000枚一群のカード内に挿入せう．而

して一方にこれと同時1こ大腸菌37。C．24時間普通プィヨン培養及び大腸菌普通斜面

塞天37℃24時聞培養の全斜面生理的食塊水野膵液及び10ccm中川白金耳生理的食

盤水増游液の試験管を作用時間の箪位数に相扮しこれを金網試験牛立に列ぶ，然れ

ども脾脱疽菌に於ては唯翠にカード紙片挿入に止め菌俘游液に就ての熱抵抗を省略

せウ．

　是等各菌種の絶封純粋なるや否や及び磯聴力を有するや否やを賊する営め，實験に

先立ち常にこれを普通ブイヨン中に入れ且つ普通寒天斜面に塗布し封照せう．

　斯して全部を整へたる後一定温度に調節なせる乾熱滅菌器中に同じ條件の下に入れ

而して3（1分，1時間，2時間，3時間，4時間，5時間及び24時間これを各≧作用せし

め各別聞毎に順次取ウ出して直ちに挿入の菌種附着カード紙片を，火焔滅菌ピンセ。

トにて普通ブイヨンに移殖す．伺大腸菌普通ブイヨン37℃．24時間の試験管及び大腸

菌生理的食盤水浮游液の各試験管は，これを普通寒天尉面に断線培養しこれを37℃一

声胴中に48時間培養しその結＝果を到越せウ・

荷乾熱滅菌の揚合に於てはフォノレマリンと相違し非常に紙質の殿損する恐れあるを以．

て，総てをこの紙質の損ぜぬ範園内にて行メ、やう留意し，その度毎にその温度に於け

る紙質を観察せう・然れども前記に述べたるが如く，この實験を行ふに先立ち既にご．

のカード群は硫酸紙を包装し一同滅菌せるものなるが鉗め直ちにこれを以て紙質鍵化
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を観察する能はず．依て同實験温熱に於ける紙質試験は滅菌庭潰を施さ団る同型カー

ドにて，その各温度の作用時間に至る紙質の麺化を親察せ鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　十三成績

　1．　乾熱各温度作用に於ける實瞼成績

　前述箕験方法に於て最底温度70℃・よウ120℃・に到る10℃・間隔温度を以て作用時

間30分，1時間，2時間，3時価，4時間，5時間及び24時間各緻績して行ひたる山回成

績はこれを第一表よう第六表に表示せう．

　之に計うて杢實験成績を通覧するに，その菌種に依うて非常に差異あるも賂これが

．階段的にその清毒滅菌階下を示せウ・

　大腸菌にあうては70℃．24時間，80cC．5時間，90℃．3時問，100℃2時聞，1．10h

時聞，120℃．1時間にて完杢に滅菌することを得．脾脱疽菌にありては90℃．24時間，

100。C．24時間，110℃．5時間，120℃．5時聞にて完全に滅菌す．．爾空中菌にあウては

90℃．24時間，100C．4時間，110℃．4時間，120℃．4時間にて完全に滅菌せφ．　　　　’

　大腸菌普通ブイヨン24時間培養をその儘各温度に於ける各時間，作用せる成績ば

．701C．2時間にて二二に滅菌せられ．大腸菌普通斜面寒天37℃．24時間培養全斜面生

理的食二水浮游液及び大腸菌普通斜面寒天：37CC．240寺間培餐1白金耳10　ccm生理的

第一表．撮氏70c乾熱滅菌1こ方奄ける30分111糊2”3”4”5”

　　　　及び24〃作用の實験成績

●

ミミ譲
一戦ミ

カ ド　　歌　　，態

大腸副判型．…空

靖　中　端…端

　　　　中．旦

中　端　　端　　中　端

30ク

1。

20

3。

40

6。

240

1＋＋＋＋　＋　＋L＋　＋＋
i十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十

1＝よ：丁‡＝工‡＝
　　　キ　　　キ　　　キ　　　キ　　キ　　キ　　キ　　キ

1一＋一i＋＋＋ト＋＋
i一　 一　 一1 十　 十　 十　 一　　　　 十5

封　　．照 試　瞭　聲　内　歌　態

大脾脱空
腸　　　　中

菌囑疸萬欝

十　　十　　十

．大腸怠f37。1大腸欝37。24時．大腸薄同

朗時間普椥普塞斜面培上∫跨養白
ブイヨン：養全斜面生理金耳学孚游
∫f㌔・養．　食藍巨水浮溝液言三

十

十

十 十
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　　　第二表黙8雌轍菌に於ける3・分1日寺間2”3”4”5”即

　　　　　　　　　　　　　　　　＿一＿一

　　　　　24”作用の實瞼成績

　。鞭。。　カー・歌態

＼漢大腸醐纈墾⊥三一τ一菌大艦空大儲・・．大儲37．2塒
4乍馬時問

　　　　ゾ1τ，」

挿入位

Rr旨孫園中端菌噛噛
30ケ

1。

．2。

3。

4。

b。

24。

腸懸中口蝋暴三三礁液

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
＋＋＋＋＋＋＋＋＋
＋＋一＋＋＋＋＋＋
＿＋一＋＋＋＋＋＋
＿＿．＋1＋＋＋1＋．＋＋

＿＿＿ {＋＋」＋＋
＿＿＿ {＋　＋＋一一｝

十　十

　　　　　問酋寒斜面培

　　第三三三9麟滅菌に於ける3・分樹間2”3”4”5旧び24”

酬挿入位・ u；石「薦・勅・油中端噛齢
3Qρ

1。

20

bo

40

5。

2蓬。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋
＋＋＋＋＋＋＋＋＋
ヒニ＝1：工：：‡お

一一．
|。・＋＋「

＿一
｡・・＋一＋一l

l一＋一齢一一r

十 十 十

　　第四嶽氏・・野洲於ける・・分・醐2”3”4”5”及び24”

　　　　　作用の實1瞼成績

30ク

10

2。

3。

4。

5。

2壬。

十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

鰍工

‡1二

二！＝

十

十

十

†

十
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第五表　撮氏110。乾熱滅菌に於ける30分1時間2〃3〃4〃5〃及び24”

　　　　作用の實験成績

尋献騨劃．．カ　一　・　歌　態　　封
即戦！誇讐、篶疸慕1総覧購

．照

脾　　晶
群
　　中疸
欝　　欝．

お，　　1＿　＿　＋1＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋
　　　　l　　　　　　　　l

ll　に：恥じ：‡：‡：
3D @l一　一　四一　＋　＋　一　一　＋
4⊃　　　2＿　　＿　　＿　i＿　　＋　　＿　　＿　　一　　・一

3　’L　　＿　詞＿　＿　＿　＿　＿　＿
2’　・一　一　一ト　一　一　一　一　一

隅六表　振氏1200乾熱滅菌に於ける30分1時間2”3〃4”5〃及び24”

　　　　作用の高畠成績

．僻躍・雌」　カ　一　ド　歌　態　　封

一　ズ素i芋粥㌦疸車鍔矯1
照

空

中

菌

　　　　葡　　　｝＿　＿　＿　＋　＋　＋　＋　＋　＋！＋　＋　＋
　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　茎　に　＝：エエ工掌ご　＝i
　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　30　ト　一　一　＋　＋　＋　一　＋　司
　　　　事　i＝：：i＝二二：：：1
　　　　2ヂ　！一　一　一に　一　一　一　一　引

食臨水浮游液の，各温度に於て各時間作用の成績は70℃・1時間にて完杢滅菌せること

を認めたう．　　　　　　　　　　　　　　　一

　IL　乾熱高濫短時間作用に於ける賓験成績

　余等は箕験成績（1）に於て假令低温たうとも乙れが長時聞作用せしめし紙質カード

は，爲めにその紙質に好結果を齎らさビる之とを知ム得たう．依ゆて今同は寧ろ高温

即ちこの場合，高温と穏するも紙質を憂化せしめざる程度の高温に於ける可及的短時

聞，温熱作用言置の各菌種鉱毒滅菌結果の如何を實験せう．これが成績は第七表及び

第八表に表示せう．

　これに依れば大腸菌は140℃．30分にて完杢に滅菌せられ150cC．にては30分にて完全
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第七表　高温撮氏140。1時間以内作用に於ける實験成績

　　　　挿入位置
作用時間

1δ”

30グ

457

6α7

大　　　腸 菌

端　　　中　　　端

二　土　＝

空 中 菌

端 中 端

十

十

十

十

十

十

十

十

十

選 一

大
腸
菌

十

空
中

菌

十

第八表　扇面心隔150。30分以内作用に於ける實鹸成績

＼　　一　．＿～萄　種

　　　　　＼一
　　　　挿入位置
作用時間

15”

20ケ

30”

大 腸 菌　　　空 中 翼

端　　　中 頭 中 端

十 十 十 十

十

十

十

十

十

封 照

大
腸

十

中

十

に滅菌せられたわ．

　脾脱疽菌附着紙片挿入のカードは到底短時間にてはこれが滅菌不可能と認め，これ

を省略せう・然れども全然絶望するにはあたらざる意味に於て，脾脱疽菌よう熱抵抗

弱き竜相當の熱抵抗を有する亭亭菌を用ひしに150℃．30分にて漸く滅菌し得るの成

績を得たう．二品験成績は第八表に之を表示せう．

　耳1・乾熱病菌各温度作用に於ける紙質羽化三態の實験成績

　紙質と乾熱各温度との關係を訴訟するに當ウては前述病原菌附着か一ド紙片挿入の

1000枚一組のカードと同質同型カードの滅菌庭置を施さ讐るものを準備し．病原菌附

着カード紙片挿入カードの試験と共に乾熱滅菌器中に入れ所要時間帥ち病原菌附着カ

ーー h紙質を乾熱滅菌；器よム取ウ出し；培養基に移殖すると同時に，これが紙質を封照カ

ードと比較して共憂化せる寸功を観察せウ．該實験成績はこれを第九表よウ第十四表

に表：示せ鉱

　之の成績に依れば70℃．にては各時間共に紙質に鍵化なきも24時問作用にあうては

幾分粘稠度を失ぷ傾向あう．80℃．に於ても殆んど大同小異の成績を示せう．90℃．3時

●
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間に於ては極僅少紙質に著色を認め得れども，これが加熱に依るものとも到定し難き

状態にあう。

　　　　　　　第九表　旧懐7げ乾熱滅菌に於ける紙質鑓化状態の観察

30分作用

詮
な

し

3・分作用li・時悶作川

化
な

し

1・・分舗

　　巽

　　し

蹴作・ｱ・撒用二一；畷堕i：・醐・用世脚｝

　　萎　｝讐・．｝簿　｝巽ll重三諒

　　　　　目　　　」　　ヒ＿＿．＿一　　…1分一■

　第十表撮氏80。乾熱滅菌に於ける紙質鑓化．状態の観察

　　　　　　蒲i而．・時問作用．：4時問作用・1・時町乍用1．ヨ踊下用l

i麓　・．麓　．霊　．結i：麓　・：単襲

　　し1、し1しllしliしii羅
B　l　i｝　．じ　｝i　｝i欝

第十一表　王氏905乾熱滅菌に於ける紙質鍵化歌態観察

i　　：　　態　1　　謡　　1重

日1時閃作刑レ2時間f～謂

1

i｛

　　　　　第十二表　揖氏100。乾熱滅菌に於ける紙質鍵化旧態の観察
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第十三表　撮氏110e乾熱滅菌に於ける紙質攣化状態の観察

30分作用 目

日

｝i

一

｛塒酢用

化
な

し

　俺も難
臼鍵罫

描
　響

2時間作用レ3時間作用

精　の

嘉蓼

薯窮
認　を

錠寒
質

レ襲馨

レ羅

ヒ農
，｝㌘

」

4時問作用

同

上

5時問作用

同

上

　　　　f
24日駐…「i覇f乍∫0　1

着使一
　色　用　2
　と　に　　1
　共　耐　　1

　に　え
　紙　ず
　質
　脆　　　｝
弱　　1

第十四表　振氏12U。乾熱滅菌に於ける紙質鍵化歌態の観察

・・脚1蹴㈱1｛・時・・作・1

僅も難
に普き
茄；通程

色に度
を於
感て
ず出
れ別
ど　し

和

嘉

色

霧

竃

紙
質

の

幾
分
且危

弱
を

隼
講、

上
済　な
色　る
著
明

紙
質
脆
弱
と

3時…問f需用

同｝

上

4時悶作用

同

上

5　時悶作用

無煙

毒忌

聾ず
甥

使

　　　　　　ヒ匝工作川一

　　同

　　上

　　　　　　　　　　　目

　i欠に10Q℃．3時間にて梢々僅かに着色を認めブ2れども100。．1時間にあうては殆ん

一ど憂化無し・110℃・にては2時間にて同程度の丁丁を見る・120。にありては1時間に

て同程度の著色を認めたφ．

　以上の成績に意うてこれ以上の高温に於ける實験は殆んど不必要な、みとなし，次に高

’温短時間に於ける紙質井上を實験せ上薬實験成績は第十五表第十六表に表示せう．

　乙れに依れば140GC．45分にて前述と同程度の着色を見，150℃・にては30分に恥各同

程度の着色を示す．　　　　’

　　　第十五表　撮氏140G高温短時間乾熱滅菌に於ける紙質鍵化1伏態の観察

15分作用

化
な

し

30分作用

僅も難
に普し
着通
線に
を於
感て
ず識
れ別
ど　し

45分作用

ll

l1

605｝作∫口

同

上
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第十六表　撮氏150。高温短時間乾熱滅菌に於ける紙質愛化の二二の観察

10分作用 20分作用

化
な

し

僅も・難

に普し
着通
色に
を於
感て
ず識
オし別

ど　し

30分作用

比量

難
義崖

賀

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　以上の實験に這う下の結論を得た餌

　（1）大腸菌及び脾脱疽芽胞菌附着カード紙質は普通實験室内に於ける該菌培養蛇び1

に生理的食臨水回溝液に比較し遙か1こ熱抵抗を有す．

　（2）紙質の乾熱に依る完全清毒滅菌租度は，その附着菌に依りて差異あウ・脾脱疽’

菌の如き最も抵抗性強き菌種附着の紙質にあウては紙質を痩ぜずしては完杢溶毒を得一

られず，但し大腸菌及び是に類似の菌にあ少ては，その紙質に依ウて相嘗の結果を得・

らる㌧ことを言忍む．

　（3）品等の實験に依れば一般に紙質の乾熱滅菌は低温長時間作用の庭置よウも高温．

短時二二置の方，その紙賀の保存に良好なんかと考ふ低温長時間作用にあうては常’

に紙質本誌の粘稠度を失じ～，混めに脆至迂にな6易き傾向あう．

　（4）高温乾熱短時間作用に於ても脾脱疽菌等の抵抗性張き菌種の清毒は紙質を饗ぜ

ずしては完杢清毒を行はれ難し，但し大腸菌及びこれに類似の菌種にありては140σ

30分，150℃。20分にて完全に滅菌せらる＼ことを認む．

　　　　　　　　　　　　　B．湿熱消毒減菌に就て

　　　　　　　　　　　　　　　實　馬力　法

　該箕験に於ては便宜上普通油毒滅菌用蒸氣釜及び高座蒸氣釜（Autoclav）の二種を便

用せ動余等はこれが箕験に先立ちて如何にして，この多大なる蒸氣の爲め紙質を再．

び使用に堪えられざるが如き朕態となるを，防ぎ得べきかに腐心せう．勿論絶樹的防

止ば得て望み難きことなれども或る程度まで是等蒸氣の浸i入を防止し得らるるなれば
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と種々乙れを試みブ2る結果，次の方法を案出するを得たり・．

　帥ち硬質大試験管の口に綿栓を施し，これが上を硫酸紙3－4枚にて蔽じ生．これを

・綜にて幾重にも絡み各蒸氣釜に入れたるにそ¢～白刃時間の作用に於ても左程に蒸氣の

浸入せるを見ず幾分灘氣を管壁に認め得る程度なう．更に實際に近き物質に就いての

實詮を知るべく郵便端書及び紙幣類似紙質の紙片にてその灘潤程度を槍せしに，僅か

に蒸氣の浸入し管内壁な爲めに曇ウを生ぜしも紙質は勿論その表面に於ける文字にも

．塗化を認めず．室温に放置すること暫時にして大氣に是等の二二は登散せる程度の歌

．態にあうき．

　故に余等は大試験管内に挿入し得る小カード群，即ち幅1Cm長さ3cmの大さのカ

・一ド40枚位を一組となしたるものを豫め滅菌庭置し，これに前記各菌種附着カード紙

片を挿入し綿栓を施し硫酸紙にて包装し綜にて絡み附けたり．而してこれを普通蒸氣

釜に於ては100℃，30分，回歴釜に於ては120℃・15ボンド20分作用後，乙れを取り出

し普通ブイヨン培養基に移殖し48時間後にこれを観察し，その結果を到定せり．

　該實験に於て同時に紙質鍵化の朕態を楡せしに上述の温度及び作用時間歴力にあウ

ては極めて僅かに着色を認め得たれ共紙面の文字等には何等鍵化無き程度なウき．

　　　　　　　　　　　　　　　實　験　成績

　第十七表は3同施行せる實駒成績の総括にして常に完全清毒滅菌の成績を示せウ．

　　　　第十七表　蒸氣釜及アウトクラーフに於ける各菌種附着カード紙片

　　　　　　　　　の二二滅菌試験成績

』＼＿紬種騰か，縮
　　　　　　ぺ　
　力嚥蒸氣の種類　＼

大着紙　　　脾附　ド
腸力片　　　脆着紙
菌1　　　疸力片
附　ド　　　　粛　1

蒸氣釜100。C．30分f乍月」

空回紙
駒力片
言1
附ド　　附號（一）は蔚の

　　　　　死滅を示す

…クラー・12・・α・5・・ド2Q分・自用i一［一1一

　　　　　　　　　　　　　　　轟」‘　　　　　　　　　　　　　弥
　　　　　　　　　　　　　　　布自　　　　　　　　　　巨冊

　余等は以上の實験に依りて次の如き結論を得たう．

　（1）湿熱消毒滅菌帥ち蒸氣釜100cC　30分，或はアウトクラーフ120℃．15ポンド20

分作用に於ては，紙質を鍵化せしむる事極めて少しにて，箕瞼使用カード附着大腸菌，
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脾脱痘芽胞菌及び杢中菌を完全に汀∫毒滅菌することを認む・

　（2）フ・，ノレムアノレデヒード消毒，乾蕪清毒滅菌及び混熟消毒滅菌の三方法を比較す

るに，フ，，ノレムアノレデヒードには，刺戟性瓦斯の毅散と共に琵斯滲透性を充分蓼受揮せ

しめんが爲，相當の設備と手数とを伸ふ敏黙あり．叉乾熱清毒滅菌法に於ては，その

温度と作用時問に依うて紙質鍵化少からざる短所あう．反之して灘熱清毒滅菌法に於一

ては取扱ひ簡便なると共に紙質縫化極めて少き鮎に於て，爾者に比し有用なる方法な

うと認む．

　然れ共湿度浸入の可及的防止虹に湿熱の紙清毒滅菌にi封ずる摩聾用に就ては，尚一層〒

：考寵の債値あうと考メ、るものなう．
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花柳病豫防剤の浩毒力調査試験報告

技師佐藤　篠作
囑　託林　　　倉　　一

　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　　言

　花柳病豫防法實施に當り花柳病豫防剃の巷間に販責せらる＼ものも亦漸く多歎に上

らんとするもの＼如し．然るに本病豫防剃の主成分は概ね相當張力なる毒力を有する

零墨なるが故に，之が一般の慮用特に婦人に於ける蓮用等に在うては，藥品の配合或

はその含有量によ6ては，慢性中毒の危罪なき能はざるのみならず，萬一清毒力不充

分なる藥品の廣く使用せらる＼が如き夢合に於ては，本病は一層流行蔓延するの惧

れ無しとせず．因って公衆衛生上花柳病豫防湖の取締は愈よ愼重を要すること勿論な

b．而して花柳病豫防捌の数力を到馳せんが早めにも，或は学力張き藥品の使用量を

決定せんが爲にも，一に豫防剤の鼻繋力を墓碑とせざるべからず．

　乃ち諸種花柳病豫防剤の消毒力に帯する調査試験を行ひ，一般の馨考に賓せんとせ

る次第な鉱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　材　　料

本言棚・於て職つ目下酪舗生局に於て相當有燃りと認められたる製兼就

て施行せう．

　次に供試製朔の種類及び其庭方を摘記すべし．

　ユ．海軍式製剤（青酸酸化即製濟1）

澱　粉

グリセリン

石鹸末

青酸々化柔

水

50．0

80．0

　2．0

0．46

330．0
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香料（ローズ油）　若干

2．陸軍式製湖（青酸酸化莱及青酸銀製剤）

　トラガントゴム　　　　　ユ40．0

水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，S36，0

酸i化チアン乗　　　　　　　　6．0

堕酸アコイン　　　　　　　15．0

青酸銀　　　　　　　　　　3．0

3・メチニコフ氏式製剤（丈競膏）

直面，ラノリン，虚心，各等分

4．ナイセノン虚血製剤（点画膏製剤）

昇　ii琵

クロρ一ノレナトリウム

トラガント

澱　粉

ゲラチン

アノンコホノレ

グリセリン

水を加へて

0．3

ユ．0

2．0

4．0

0．7

15，0

27。0

　　　　　　　　　ユ0りとなす

　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方

供試製剤の内水溶性のものは，ソデアノγ，

法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウォーカーの雨氏方法に準櫨して消毒試

験を行ひたれ共，不溶性のもの例へば前記製剤の内糊剤叉は膏刻の如きものに封して

は，余等の考案せる試験方法を採用せウ．

　部ち淋菌に封ずる清握試験に於ては0・1ccm馬血．清加マノレタンブイヨンの淋菌48時

間培養均等菌液を0・1ccln，0・5　ccnl及1・O　ccm宛を採ウて，夫々各種製湖の5g宛

に加へ，練板上に於て竹箆を以て菌液及製剤を30秒時間能く混和せウ．

　前記操作の無菌的に行ひ得たる事は雑菌試験によりて確めたウ．

　1呈1液心魂剤の混和時聞を30秒となせるは，豫め上記諸種製鋼にフクシン色素の充
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分混和するに30秒を要したるを以て標準となせう．

　而して菌液と藥齊1との混和後菌液に封ずる藥剤の作用時聞は，30秒よう、1分，1分

・牛及2分となせ鉱實際の使用に鑑み短時間を選びたるなう．

　菌液藥液混和直後よφ1分牛に至る各作用時間に於て，右混和液よウ直径1．O　mln

の自金耳にて一三金管を採めて，前記の馬血清加マノレタンブイヨンに加へ，37。，48時

間培養後，菌費育の有無を到定せり．

　此際白金耳に附著：し來る消毒i剤の爲に，培養液中の菌爽育を阻止せざることに就て

は豫防試験に於て確めた鉱

　　　　　　　　　　　　　　豫　　備　　試　　験

　消毒武験に於て可槍清毒剤の絹糸或は白金耳に附著したる小量の藥剤も，移植培地

に於て菌の登育を阻止する事あるは，在來の丈職にも見る庭なう．

　　　　　　　　　　　　　ぐ　殊に本試験の場合に於けるが如く，可槍清毒剤が糊剤叉は膏齊1にして，作用菌に附

1著したる’ま、培養液中に移行する量比較的多きが爲に，該移行藥湖が菌の登育を阻止

するや否やに就いて豫備試瞼を行へう．

　即ち移植培地としての0・1ccm馬血清加マノレタンブイヨン10　cc皿入りの試験管数

本を用意し，各試験管に同培地淋菌48時間培養を1自金耳宛加メ、るに際し，第1の

試験管には淋菌培養液1自金耳のみを植え，第2の試験管には淋菌培養液1自金耳と

藥液1白金耳とを同時に混和培養し，第3の試験管には淋菌培養液1自金耳と藥朔2

自：金耳と云メ、が如くして藥湖を各試験管に増量的に加へ，淋菌の登育に封ずる移行藥

剤5自金耳迄の影響を槍査せう，

　而して各製湖共にその5白金耳迄の量に於ては，移植淋菌1白金耳の培養液中に於

ける登育を阻止せざるの成績を得たう．

　　　　　　　　糊三又は膏剤性製劃の淋菌に塁iする消毒試験成績

　海軍式，陸軍式，メチニコフ氏式及ナイセノン氏式等の糊鮒性叉は膏齊1性製剤の淋菌

に封ずる清毒試験成績は，’第1表乃至第4表に之を表示せう．表中附號（＋）は菌の登

育を陽性，（一）は菌登育陰性を示す．

　自第1表至第4表成績によれば，海軍式製剃蛇にメチニコフ氏式製剤は，2分迄の作



　13s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛生　　　　震；　●　　　　ヰ客

用時間に於ては，淋菌の培養菌液．｝1ヒ（リデアノレ，ウォーカ爾氏清毒力鍮定法使用菌量：）に

封してば消毒力を有せず．馳 Aし海軍式製3、：1は作用時間5分以上にて消毒力を現せウ．

然るに陸軍式製剤拉にナイセル氏式製剤は淋菌培養液O．1ccm以上1・O　cc［n迄の菌量・

に封して完全に清毒力を示す．因て陸軍式製高畠にナィセノン氏式製剤に封しては更に

酒毒力の程度を知る要あう・共爲に同等は各製剤中の主要成分を如何なる程度に迄減

じても術li’∫毒力を費揮し得るかを調査するの方法を探れう．

　　　　　鋸　　　1　　　表

海軍：式製剤（青酸酸化乖製剤）消毒試験成績

作月；翻伽．翻】鰍ゴ岬ユリl

　　　　　　l：l

　　　　　　l：1

　　　　　　11：l

　　　　　　I5．o

操作によ　る雑償混入イf無

吐1．1 f 05 1 1．0

第

＝

工

2

十

十

十

十

十・

陸軍式製湖（青酸酸化封石疑及吉酸銀製剃）淘毒試騎成績

十

十

十

十

十

　　　　　．一．一1乍1川1：液蝋cc11り，
」乍川壁芋問（．分二λ＿．．＿二二こ二．＝　■

　　　　　　1｝j

　　　　　　Lll
　　　　　　I．5
　　　　　　：～．〔1

操作によ　る殺箭混入イf無

0．1 0．5 1．0

　　　　　　　＿　　　1　　＿
　　　　　　　＿　　1　　＿
　　　　　　　一　　i　　一
　　　　　　　一　i　一
　　　　　　　　　　　…

　　　　筑　　　　3　　　表

メチニコフ氏製剤（甘封ξ猶：1）1｝1溝試験成績

作用時問（分乏
作用菌液彙（ccm，

0，5

LlP

1．5

0．1 1），5 1．0

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　十

　　　　　　5・O　　　　l　　　＋　　　　　　　＋
　　　　　　1住・　　　［　　＋　　　　・
　　　　　　15．O　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　キ

操作による縮混入繊d　　一　　　一
　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　　表

　　　　　　　　ナイセノγ氏式製剤（昇蒙膏剃）消毒試験成績

十

十

十

十

　　　　　　　．糊噛液量（ccnり　　0．1　　　　0．5　　　　1．0　作用時間（分：》

　　　　　　　α5　　　i　　∵　　　　一　　　　一
　　　　　　　1．o　　　　　　　l　　　　＿　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　＿

　　　　　　　1：l　l＝　　二　　＝
　下作による雑菌混入；有無1　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　　陸軍式四割に於て青酸酸化果を漸減したる場合に於ける消毒試験成績

　日干5表至第7表成績に依れば陸軍式製齋1に於て青酸酸化乗を牛減したる場合には．

使用菌量0．1CCIn以下に於ては作用時間30秒に於て既に消毒力を示し，使用菌量0．5

ccm以上ユ．O　ccm以下に於ては作用時間1分以上に於て清骨力を現せウ．．

　製齊1中の青酸酸化乖を’1、減じたる場合に於ては作用菌量1・OCCm以下に封しては作．

用時間1分牟以上に於て完全に清毒力を示せ鉱

　製剤中青酸酸化張を11s減ぜる揚合に於ては，，作用菌量0．5　ccm以下に封しては作用

時間2分に於て消毒力を現出すれども作用菌量1．O　ccmに封しては作用時間2分以下．

に於て消毒力を消失す．

　因って陸軍式製門中に青酸酸化乗6．09を含有せしむれば，作用菌量1．O　ccmの大量

に惜しても作用時間30秒の短時間に於て，完全に消毒せしめ得る程度の致果を登揮

し得べし。

　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　　表

　　　青酸酸化乗を軽減（3．o）したる揚合1ζ於ける陸軍式製捌の消毒試駒成績

作∫口時間（勿
．馴趣轡｝〕li 0．1 0。5 1．0

　　　　　　0．5　　　　　　　1
　　　　　　｛：1　　｝

　　　　　　20　　　1
操作による難衛混入右無1

十 十
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　　　　　　　　　　　第　　　6　　　表

青酸酸化乗を114（1．5）に減じたる揚合に於ける陸軍式製刑の清毒試駿成績

．一

D一～宅内1脳液蝋CCm）
｛篭用時問（分）　　．、．一一．一一一．．

0．1 0．5

　　　　　　・・　　1　＋　　　　＋　1
　　　　　　1．O　　　　　　　l　　　　　十　　　　　　　　　　　十

　　　　　　L5　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

操作によ磯齢己入オ撫！　一　　　一　・｝

　　　　　　　　　　　　第　　　7　　　表

　青酸酸化乗を’1s（0。75）に減じ：たる場合に於ける陸軍式製剤の清毒試験成績

1．〔レ

十

　｛廟潤」　　α・　　　　α5　　　　1ρ
　　　　　　　α5「　　「．　＋　　　1　　＋　　　i　　＋、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　｝£　　　’工　・　：　・1　二・
　　　　　　　2．o　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　i　　　＋

操伽・よる獅漉入糠　　一　　』一　i　一
　　　ナイセル氏式製剤に於て昇景を漸減したる場合に於ける消毒試験成績

　先づ最初ナィセノレ氏式製剤申の昇張を自1ん至11s程度の割合に漸減したるもの1こ就

いての消毒試験を行ひたるに，その成績は自第8表至第10表之を表示せるが如く製

剤中の昇乖を11s迄減したる馴合に於ても向作用菌量ユ・Occ迄1く封して3り秒の短時間

作用に於ても完全に清毒力を登揮せウ．

　因って更に製剤中の含イf昇乖量を漸減したる揚合に於ける清毒試験を次1ヒ施行せ

う．本剤の立方は全量100に封して昇衆0．3g即ち約333分の11の割合に含有せら

．る．

　　　　　　　　　　　　　第　　　　8　　　表

　　　昇乗を牛減（Oユ5）したる揚合に於けるナィセノレ氏式製湖の泊毒試験成綾

　一一　作川碕液註（cc♪　　　　　　　　　　　　　　　　0，1．　　　　　　　　　　　0。5　・
　作用時問（分）　～．　一．＿

　　　　　　0．5
　　　　　　1．O

　　　　　　L5
　　　　　　2．0
｛柴｛乍　に　よ　る　窮義岩ぼ混　入オ∫孟義

憩．
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　　　　　　　　　　　第　　　9　　　表

昇天を’14（0．075）に減じたる揚合に於けるナィセノレ氏式製剤消毒試験成績

葡繭パ坦璽璽哩1 0，1 0．5 1．0

　　　　　　1：1　　　　＝　　　：　　　＝
　　　　　　L5　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

操作。燭即興無」二　　：　　＝
　　　　　　　　　　　　第　　　1　0　　　表

昇乗を1／s（0．0375）に転じたる場合に於けるナィセノレ氏式製剤の消毒試験成績

　～～～作用菌液量（ccm）：

｛翅1時間（分）一1
0．1 0．5 1．0

　　　　　　　0．5　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　1£　　　　＝　　　＝　　　＝

操作。よる雑翫入纐隻　＝　　＝．　　：

　從って昇果1／s減の製捌申には原製捌に比して2664分1の昇景含有せらる・

　次の試験に於ては原子門中の昇乗：量に比して自11、。。、。至11、。。。，。。の割合に昇蒙を含有

せる揚合虹に昇果を杢然含有せざる場合に於ける清毒力を槍査せう．

　その成績は自第11表至第15表に於て順次之れを表示せう．

．以上の成績によれば11、，㎜以上の一町を含有せる場合に於ては，作用菌量1．O　ccm

以下に虚して作用時間30秒に於て直島杢に清毒力を示せる．

　次に11、。o。o。の昇莱を含有せる製剤は作用菌量1．Occmにi封しては作用時間2分迄に於

ては消毒力を消失すれ共，作用菌：量0．5ccm以下に封しては作用時聞1分以上に於て

消」毒力を現はし，11、o。o㎜の昇乗を含有せる製査1に於ても0．1　ccmの作用菌量に封して

は，作用時間2分に於て消毒力を保持せ鉱而して全然昇天を含有せざる製剃は術他

の消毒剤成分，アノγコホノγを15％の割合に含有すれ共消毒力完全に消失するを知れ

う．
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　　　　　　　　第　　　11　　表

V1・測量の昇衆を含有せるナイセノレ氏式製捌の清毒試験成績

　　　　　　．作川菌液ゴ・ヒ‘ccm，　　0，1　　　　　（［．5　　　　　1．（1

備問㈱ P：ガ～「　：　　＝　l

　　　　　　l．δ　　t　一　　　　一　　1

　　　　　　　　　　　　第　　12「　表

　　　　115・瑚、量の昇乖を含有せるナイセノレ氏式製剤の清毒試験成績

蒲痴駆P遡轡（：c1：’ll

　　　　　　l：1　．i

　　　　　　1．5　　　　i
　　　　　　・・　　1

操作によ磁萬混入右馴

｛繭間（分）．．作遡迦♪i

　　　　　　　　　　Ol　I　二「　
11

　　　　　　　　　　　＿　　　i　　　＿　　　1　　　＿

　　　　　　　　　　　＿　　　　　1　　　　一　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　＝　1　：　　一

　　　　　　　　第　　　13　　表

】11蜘量の昇兼を含有せるナイセノγ氏式製剤の消毒試臓成績

（レ．5

o．1 α5 1．〔D

　　　　　　α5　　　　　｝　　　十　　　　．　　　＋　　　　　　　　十

　　　　　　ユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

　　　　　　　　　　　　第．　　14　　表

　　　　1ノ，鋤，，量の昇羨を含有せるナイセノン旧式製剤の清毒試験成績

　　　　　．1乍♪脳液f・ヒ（cc111）．
作用時間‘分）

0．1 0．5 1．〔1

　　　　　　0．5　　　　　｝
　　　　　　1．o　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5　　　　1
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　コむ　　　　　　　　
豫作による雑萄混入イ1無i

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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　　　　　　　第　　　15　　表

118量の昇天を含有せるナイセノγ氏式三二の清毒試験成績

．当時聞，分、作脳濾（ccm）1 0．1 0．5 1．〔〕

　　　　　　　0。5　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　＋

　　　　　　　1．0　　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　＋

　　　　　　　1．5　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　＋

　操作による雅菌混入有無　　　 一　　　　　　一　　　　　　一

　　　　　　　花柳病豫防西中に含有せらるる主要成分の消毒力試験

　以上行びたる試験に於て前記各種花柳病甲防剤そのもの、清脚数果を知う得たるを

似て，次に野冊野田の主要消毒藥成分の各々に就ての消毒野飼を知らんと欲して本試’

鹸を行ひた。．

　即ち海軍式製町中に含有せらるる青酸酸化乗，陸軍式製剤中に於ける青酸酸化乖及

び青酸銀，甘乗平中に於ける等張，昇天製剤中の野乗虹にアノγコホノンに就ての消毒試

験なり之等の内，水溶性の青酸酸化乗，二乗及びアノレコホノレは滅菌蒸鋸水を以て稀繹

せる水溶液に就て試験を行ひ，青酸銀，下乗の如き：水に不溶性のものは滅菌蒸野水を

以て浮游液を作う，その影干液の歌態のま『まに稀繹して試験を行ヘウ．

　而して青酸酸化雪持景，及びアノレコホノレは日本藥局方の製品を，青酸銀はメノンク製

品を使用せう．試験方法はリデアノソ，ウォーカ爾氏の石炭酸係数測定法に手擦せう．但

し使用菌種は實、験室保存の淋菌にして，成績の到定は37r　72時聞培養を以てせう．

　而して試験成績の大略は自門16表至第20表に於けるが如く，供試各藥品の清毒力

を石炭酸係敗を以て示せば青酸酸化乗は30．00，青酸銀は0．57，網場は0・02，昇乗は

833・33アノγコホノンは0．03なるの成績を得たう．

　而して石炭酸の淋菌に封ずる消毒試験成績の李均値を第21表に示せう・

　　　　　　　　　　　　　　第　　　16　　表

　　　　　　　　　　青酸酸化乖消毒力測定試験成績

鵬二八麟徽b鵬　矧ヲ剥占い㎞ 1／6，：乃　　1／アoog　　1／8D」D

2．5，

5，0’

十 十

十

十

十

十

十

十

十

辱
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7．5’

10．0’

12．ろ，

15．0’

1一 十

．十

十

十

　イ＋i＋
十　．十
十　　十
十　　十

十

十

十

．十

石炭酸係数l
　　　　I

30．0

　第　17　表．
青酸銀消毒力測定試験成績

作闘、，可検液稀晒・／・一・／・一・／・・い／・・い／・・11／…い1…

2．5’

δ．u，

7．5，

10，0，

12．5’

15．0’

　…
一　i
＿　1
　…
一i

＿i
＿［

一 ＋1＋
　　　　　　十［　＋『i　i
『ト

ー1一　一　i　　i　＿
：レ＝一
　1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

11110

十

十

十

十

十

十

石炭酸係剰

　・　　　　第　18　表
　　　　　甘i乖泊㌧毒力測定試、験成績

0．57

作用時間可桧液稀手ll度撃ｽい／・・1・
2．5’

5．0，

7．5’

10．0’

12。5，

15．0’

・／・・1・1・・1・／・・11ム・11／・・

＋1＋1＋　i＋＋

－1月・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
q

：石炭敵係数

　　第　19　表
昇乗消毒力測定試験成績

0．21

｛庶1一ヨ」蝿三；　　　1／｛〔レ：臥〕　　1　　　1／5〔レ算〕　　　1　　　1／σ，｝，っ　　　1　　　1／70：レ｝⊃

　　2。5’
　　5。0’
　　7．5，
　　10．0’
一し．． @　　　　　　12．5／

　　15．0’

l

l一
1－
1　＿

i＿5

刊一

1

い1・㎜ ユ／9・期い勧η11／・・算η・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

石炭蔭係数 9

833．33
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1認州ぐ．1じ『第「い逸1．、0’．　表

　　プ～ンコ’一・ホノγの消毒力測定試験成績

門燈噸液騨・・％1・・％・・％い・％・・％1・・％1・・％・・％

2．5’

5．0’

7．5／

10．0’

12。5，

15．0’

十 十

十

十

十　。

十

十

十

十

十

十

十

十

石炭酸系刺 0．03

　　第　　　2　1　　．表

石炭酸消毒力測定試験成績

葡繍．遡竺轡1・1・ 1199 11…　11…い／・2・い1・3ゆ・ん・1・／・・

　　　　2．5’　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　＋　　　　　　　＋　　　　　　　十　　　　　　　＋　　　　　　　＋　　　　　　　＋

　　　　5．0’　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　　　7．5’　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　・　十

　　　　10．0’　　　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十　　　　十

　　　　12．5’　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＋

　　　　15．0’　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　十

　　　　　　　　　　　　　総　　　　　　　　　括

　花柳病豫防剤立立に其主要成分の淋菌に到する清毒試験成績を総括すれば下の如し．

　（1）海軍式製剤はリデアノン，ウォーカ雨下消毒楡定法使用小量に封して作用時間2

分以下に於ては消毒力を示さず・作用時間、10分以上に於て初めて消毒力を現出す・

　メチニコフ氏製殉は同上リデアノレ，ウォーカ爾氏使用菌量に封しては作用時間15分

以下に於ては全然消毒力を有せず．

　（2）陸軍式製剤拉にナイセノン氏製剤は同上リデアノン，ウォか一雨氏消毒力士定法使

用菌量の10倍の菌量に封しては，作用時間30秒に於て既に完全に消毒力を示せう．

　（3）因って陸軍式製三下にナィセノン氏製湖に於ては其毒性を低下せしめんが爲に

は，主要成分の減量を行メ、も差支無きものの如く，例へばナィセノン氏製剤の如きはそ

の内に含有せらるる昇柔量の1ん“。量の昇莱を含有せる揚合に以ても街能く消毒力を

鰻揮：するを認めたり・　　、　　　　　ゴ　　　　，
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　（4）諸製剤中に於ける主要成分の消毒力のi大略を石炭酸係殿を以て示せば昇采

S33．33，青酸酸化乗30．0，青酸銀0．57，アノレコホノレ0．03，’ll’乗0．02・の順序なう．

区も



ナトリウムメルクリオキシチアナートタルタラート
を主成分・とせるコナモールの毒力競びに殺菌力試瞼

147

ナ・トリ1ウムメルクリオキシチァナー・トタ

ルタラートを主成分ごぜろコナモールの

毒力蚊びにi殺菌力試験

第一章　緒　言

第二章　毒力試瞼成績

　第一・　コナモール南京鼠皮下注射試験

　第二　膏酸々化禾南京鼠皮下注射試瞼

　第三　コナモール家兎静脈内注射試瞼

　第四　青酸々化乗家兎艀脈内注射試瞼

技　　師

囑　　託

囑　　説

話　東　　幹

松　島　　義

一　倉　英　二

丁　容　目　次
第三章

　第一・

　第二

　第三

第四章

殺菌力比較成績

愛

郎

肺炎双球菌に封ずる殺菌力比較試瞼

ヂフテリー菌に封ずる殺菌力比較試瞼

インフルエンザ菌に封ずる殺菌力比較試網

結　諭

　　　　　　　　　　　　．　第6章緒　　　言

　昭和3年9月衛生局長ようナトリウムメノレクリオキシチアナ・一トタノレタラートを主

成分とせるコナモーノレと稻するものにつき，その毒力試駿及普通一般に使用せらる＼

含徽剤，吸入剤どし炎症性疾患にi封ずる敷力，殊に殺菌力を諮問し滴れるを以て，之

れが實験調査を行ひ最近その結果を得たるを以て此に報告せんとす．

　　　　　　　　　　　　　　　第二章　毒力試駿成績

　衛生局長ようの諮問書に添付し写れる歎願書によれば，本品は青酸々化蒙を原料と

せるものにて，本剃全量の8309分の1の割合に青酸々化張を含有すと云ふ．

　本品は外観上白色微細なる粉末にして，何等臭氣なく水によ・く溶解す・

　余等は本藥品と青酸々化蒙との毒力を比較試験せりその成績次の如し・

　　　　　　　　　第一　コナモールの南京鼠皮下注射による毒力

動物番號1盟（，）重隣。鋤，難注射日時
1

11

111

23

21

18

50　　i61Vll前【o時…40分
　　　　
2δ　　　”．　”41分

12。5　　　　　　　，…　　　　　　　42分

　　　1
ド、

同口午後1時40分死

翌朝死

、91v11朝死
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Iv

V
VI
VII

VIII

lX

X
XI
x11
XIIl

XIV
XV
XVI
XVII
XVIII

XIX
xx　』

XXl
XXI1．

XXIIl

XXIV
XXV
XXVI
XXVII
XXVIIl
XXIX
xlXX．

25

15

14

33

13

30

15

12

25

．29

19

16

19’
27

19

26

18

19

21

2L

16

18

20

19

2ラ’

23

17

10．0

＼　，，

　，，

9．σ

　，，

　，，

　，，

　，，

8．0

　，，

　，，

．，，

’即

7．0

　，，

　，，1

　，，

　，，

　，，

6．り

　，，

　，，

　，，

　，，

5．0

2，5

1．0

61YII　盲解10芦糞…434｝

91VII　前10時零分層’．

　　：：∬．・1雰・1・・

　　”　．．3分
　　・　、．　異分1

　　，，　　　　5分

　　・1’　　・’6分

　　”　　’ケ分

　　・，．　　98分

　　・・　　　　9分

　　・・　　　10分

　　・・　　　11分

　　”．．　　12分

　　・…　　　　　　13分　・　・

　　・・　　　14分

　　・・　　　15分

　　，，　　　16分

6！、▼11　商宣10日聾…40分

91「㌧ア11　倉箏10B芋17分

　　・・　　　18分

　　・・　　　19分

　　・・　　　20分．．

　　・　　21秀　冒

61VII前10時45分1・

　　・・　　　46分

　．”「　凸　47分

16／y11朝死．．

111VII朝死　し・

131VII　・・

121Vli　・・

　　　　り
∫さ．＼・・、、

　　　　：：

131v11前lo時死

121Vll朝死

1逃1問を纏るも死せず

121Vll朝死

1週間を纏るも死せず

　　　　，，

　　　　，，
121VII耳男　E

1週間解止も死せ至
161VII朝ぞE　　　　，ご

91Vll釜元

1瀾撫髄聖ず
1　”．．．．．1

　　　　，　，，　　　．♂　「　一

　　　　，，

　　　　，，

　　　一　，，”　・『

　　　　，，

　　　　，，　　－

　以上36例の三訂中，南京鼠醗重19．にりきコナモーノγ9mg以上は，必ず死を來

し，叉6mg以≠は1週間を回る噛せ弘8mgに於七は，5例中瑚のみ’1癬｝】

遜て般鶴7m・にて1よ6榊3例に畑野し・3倣於て呵す・・ζ9舞即

撒1志し7皿9鮪畑・封ずる・ナモー・鰍死1鞭ζ㌔・．、．．

　　　　　　　　　　第＝　青酸々化景の南京鼠皮下注射による毒力9・∴1『・∫・i

　青酸々銀としては小酉覆資のものを用ひたう’ 　　　　　1

動右回髭‘。）重’等m影ず 注　　射　　．口 時1絡
1

11

111

1V

31

29

26

33

0．003

，，

0．0ぴ1

，，

251Vll筋i1時47分

　　”　　48分‘へ

　　’；，　　51分

　　・，　　　53分

1週間を．ふるも夢Eせ≒ドー…・一「

　　　　，，

301V11朝死

1週横ユを紅1るもタEせず
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　　　V：∴・∵、虹∴⊥輸5ψ｝、2細誤前h蒔跡ll∴1漁361》・i彰掘1∴・・一線：・這

　　　￥II　ll　。1。♂索∴：：・三尊ll時16券・・呼．．：：

’鵬融融表bl誼壷を鹸蚕纏董・ゴφ癩と曲編廓；三画鹸寄し，

1例に於て生存す，之を以北死目蜜L蕊ノ∵慮滴1凱∴「：∴ヤ隊’∬

1競乳下・忌；窪1∴ゴ建孟ワレの…繍藪西1謝1画面ガヴ’照’丸焼

　本旨鹸に際しては，一例を通じコナモーノγを20％の割合に生理一食三水に落解三

三れを1聯腺と工大ず亭∵∴・∵∵∴π∵1慧・二・∵∴’：ぐ3試’・ご㌃・鷲∴；

白田禮爾重「き性．1駕欝「甑鶴・起・購幅ナ訟1■三白’魔一
、i・3「・∫・加β，

　11　　　，1・7．，．

伊1｛1　・　　　　・2．4＼・ぐ

　IV　　　　2．1

　V　　　　　L9

．・
oVI「・… 撃戟A＝19・、

　V11　　19
　VIII　　　1．9

　1×　　　　2．O

　X　　　　　2．O

　XI　　　　2．1

　×11　　　2．3

噂XIII：，12．2’

＿’刀?w”

　・1，，・・

．・
@．』，，、

　　：：

　　：：

1・二：1ご、

　　：：

　写，、

ご0．a』

，，@9

0．71』

0．6

，，

、” P

，，

0。5

　

気b14

0．3．、

0．2層

、0。L：

．． ｼぢ1と虫直宛、i呼子融ジ＝1．・∵・、、

　　　　リリ
張悲痙攣Jl轍困蔓低鼻口層ま・移量出血

彊直、痙攣、呼吸困難、角膜反癒浴失、
下痢、無尿
溺直、呼吸庶薄

’．’ C｝・・，’「　・・．ぐ亨　ド・、パ・ビ殴1こて・

　　　　，，
強直、痙攣、呼吸困難、下痢、無尿

強直・痙攣・呼蔓購痺

強直、痙駄呼吸凶難、無尿　壇 ・一

男藤織輪駅。きも。。甑

濫謄擶㌶髄蛋『騨1り1．・

㌦則家兎静脈内注射に於ては，禮1重1kg起封し．0・29、に1て7羽目に死す♂即ち致死：量

とす・　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　㌶、・　・1ンら

　　　」，．．㌧：1．、㌧1第四’f青酸々化景家兎静脈内注射による毒力ゴ、

．、

C：本實験に於ては各回を通じ青酸ゑ下張をユ％の割合に生理的食無水に溶解し

・を耳上腿ζこ溝入すi．∴・㍑．鰹・｛r．・∴・・∴　5望、∴㌦．b∫

埴、死窓㌃・∵∴職

一画死・一、1・』・．

5分後死　　～’』レ’

既記死べ．，、1尋，ジ

直死
・、》・こ7，・∴．写こ：ぐ

　，，
3口日列三　　　　讐∫’二｝

数分後死

4H目皿

　，，

7日目死
ユ0口をふる、も死せ
ず腎　　　・」・

　　　　　　，、直れ

．「 P、，．、（、転：芸

動物番號 髄（k譜「∵性・・1！潔旛1一白直・・起・瞭・獣1白 糸｛

　　　…　　　雌　・・鱒・症詳し　　　義響をや菟，・
　　　lilビ1：1…∫・・：：．・1：1・、一・・㌶；．一：・一志一・、・∵1．・：：．∴、

　　．ぴ　1：1　：：　；：1鑑欝野饗汐騨鯵㌔5諭デ・』・・

　　　VI】a7　”　5ρ　強直・呼吸麟　　　　 直・死．・∵：．・．

則致死量は膿重1kgに即し3．‡ngな’う」∴　，∫．「∵・，・．，‘1∫，1：だ∵，、’」

　以上の實験を捻回するに，1南京鼠皮下注射試験に湿ては1コナモーノrは肯酸々化尿の



　150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fナ｝　3に・　番公　　島●　一　　倉

1750分の1の毒力を有し，家兎静脈内注射に於ては約67分の1の識力を有す．

　　　　　　　　　　　　　第≡章　殺菌力比較試験

　熾盛試験と同じくコナモーヲレの原料たる膏雨献血乗，及共の他含徽剤として好んで

用ひらる＼廻酸化水素液に就き比較試験を行ひたう・

　青酸々化乗は第二章に於けると同じ材料を，過酸化水素液は日本藥局方のものを用

ひたり．

　次ぎに試験使用菌種としては，本剤が含漱叉は吸入藥としての目的に作られたるも

のなるを以て，上氣道棲息病原菌として（1）ヂフヲリア菌（2）インフノンエンザ菌（3）肺

炎双球菌第1系乃至第4系（以下之れを略記してpl，　plI，　plll，　pllllと階下す）を用メ、．

然して団平駿に使用せる菌種は．，何れも東京帝國大學一丁傅染病研究所よウ分與せら

れたるものなう，

　實験方法としてはりデアーノレ，ウォーカー氏による短時間接鯛清毒試駿方法を操用

せう．

　　　　　　　　　第一　肺炎双球菌に樹する殺菌力比薙試験

　　　　　　　　　　　　　　　培養墓及菌液作製

　普通ブイヨンを使用せウ，何れも1）Hは7・7となしたるもにて，之れに無菌的に採

取せる馬i鉦清を10bc聖ロ培地に封し0．1　ccm宛加へ，37。．鰐卵器に1夜放置し，その無

菌的なるを謹明せる後使用す．

　然して前記分與せられたる菌株」血液塞天培養甚よO，上記の方法にて製せるブイヨ

ンに1白金耳を移植し培養し，翌日更にその0．1ccmをとう10　ccmのブイヨンに移杣

培養し，翌日更にそのO．1ccmをとう10　ccmのブイヨンに四国培養せる菌液め24時

間培養を以て本試験の菌液とせう．（リデアーノレ，ウォーカー氏に依る）

　可検算の作製・

　可検液は滅菌蒸溜水を以て一定倍数稀薄溶液を作う，難菌試験を行ひその無菌的な

るを謹明せるものを試験に供せウ．

　試験の實施

　消’毒用試験管に可槍液5．Occmを入れ，20。の水洛中に5分間浸しあき，然る後前記

培養菌液を管壁に鯛れざる様に1ccm滅菌毛細ピベツトにて3滴を滴下し，直ちに該
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試験管を振盟混和し一定時間作用せしめ後，其の一白金耳を培地に移植し，直ちに艀

卵川中1こ移．して24時間乃至48時間観察し薮育抑制作用あウや否やを見，，更に眞の殺

菌力を見んだめ72時間に於て観察し之の時菌の螢育の有無を一定して別表に示せり，

　　　　　　　　　　　　A．．コナモーノンの肺炎双球菌に封ずる殺菌力．

　肺炎双球菌としてはP、を使用す，P、F797－7．5ブイヨン．

　　　　　　　　第　　1　　例．　　　　　　　　　　第　　4　　例

　　　騒霧置
　　　　　　5倍　 10倍　20倍　 40倍　 60倍　 蒸フk

　作∫二丁

5　分

10　分

15　分

十 十

十

十

十

十

十

例

十

十

十

　　稀麗鹿

?p時間
5倍 10倍 20倍 40倍

　㌔「㍉

U0倍 80倍 蒸水

第． 2

十

十

十

5　分　　一　　＋

10　分　　一　　一

15　分．　一　　一

第

十

十

5

十　　十　　十　　十

十　　十　　十　　十’

十　　＋　　＋　＋

作用時圏

例

霧霜度

5　分

10　分

15　分

5倍 10倍

十

20倍

十

十

十

40倍

十

十

十

例

60倍、

十

十

十

　　　　　　稀蒋度
蒸水
　　　作周時問

第
3

十

十

十

5　分

10　分

15　分

5分 10倍

十

十

2⊃倍

十

十

十

16

40倍

十

十

十

60倍

十

十

十

80倍

十

十

十

巨水

第1 例

十

十

十

赤用畦問

雁顧度

5倍 1⑪倍 2⑪倍

5　分　　一　　一

10　分　　一　　一

15　分　　一　　唱

P、1に封ずる．試験

　　　　　　第

十

十

40倍 60倍

十　　　十

‡1‡

80倍

十

十

十

蒸水＼轡
　　　作用醐’＼

1

十

十

十

5　分

10　分

15　分

5倍 1Q倍 20倍

十

十

40倍6G倍

十

十

十

十

十

十

80倍

十

十

十

一水

十 三 3 例

十

十

十

　　稀籾度

?凵z畦問

5倍 10倍 20倍 40倍 ・・倍 ㍼�
作用時間

稀羅度

5　分

10　分

15　分

一　　　十

岬i一
　第

十

十

2

十　　　十　　　十　　十

十　　十　　』十　　十

十　　　十　　　十　　十亀

例

5　分・

10　分

15　分

5倍 10倍

十

〇　一

20倍

十

十

4

40倍

十

十

十

60倍

十

十

十

80倍

十

十

十

蒸水

雲 例

十

十

十

　　稀籾度

?p時間

．5倍 10倍 20倍 40培 60倍 80倍 蒸水

1 1 t　　　　　l

5　分

10　分

15　分

一　　　十 十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

一　　　十　　　十

作肺糊

稀鳳蓬

十　　十

十　　十

十　　十

5　分

10　分

15　分

5倍 10倍

十

20倍」

十

十

40倍

十

十

60倍

十

十

十

80倍

十‘

十

十

蒸水

十

十

十
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　　．伊．．東．◎，松一島・一・．倉ご．．、、

’　・．1　・、第，ゴ5　例：　・一・　 L，　．・．』第：　．6一、｛’例、．　・・∴　7

作用μ5聞

篇蒋王萱

5倍 10倍
201隊’

S0倍 60倍 80倍
：蒸．

水．、

．5．

_＼稀霧度’ 阯H龍午’

　作用・潮　　　　1

　ヂ
20倍

謝1圏71；1・霧’ξヨ
　　　　　　　　　、鴨・’　＼・：一・∴・－－、』．』．一．1・9・〉．

　　　　　び　．・．政瀬鮒朦のPIここ封ずる殺噸

；£II〒7・7「7・5．ズ伊倖用，．；∫2．．．デ∫．”、，・1．．．

　　　．．第　1　例二　．．・1』：　．　了．．．第．．「4

4∩倍

’1「
．f．、」・・ド

60f喜1．66ぜ毒、

　t
’十

十

十

蒸水

　　祁楼芝
@昭
?p露澗

千倍・ 専一㈲ 8千倍蒸水

二

十

十

　　　　ノ　「’　『

．例．

撚」瞬π：∫

窟蒋漢

5分目 一

P01分　’噛．二

ご15ヒ分…・＿

第「

十

・十

2

三倒、1・鯵，

例

千倍2千倍

　［　　ヒ

ーL．一

一　｝一
脚．1　＿．
　i

第

4千倍

馳・十

6千倍

十．

．．．

¥』

・十’・：

例

　1幽
8千ｬ淋

’5

＋ト
瓶」＋．：．’

＋．／・〆、午．．

　糠千丁千倍
欄四5問　　i　　．｝．

・一 T一 ｪ一．．1一

〆10’「ｪ ．一

15分．一

4千倍

キ

．十二

6千倍

十

十

一隼』

例’

8千倍

十．

十

．’．

¥．

蒸水
三脚｝田

丸霧1楚

千倍

±．・・　5分　L
’十，　・‘10．’分　一

＋’　15分　’一

2千倍 4チ倍 6千倍 8千倍

＋　’十ll十．！

　へ @　　　　キ

＿．
{1．＋

　　　1．

　　例’

湖水

第．3 第．　o

作用ロ澗

　’十

　存

　十

‘　　．

雅轄．芝

千倍 2千倍

　5分　 一　・一

10分．」　 一

ン15’1分’＿　．一

4干倍 6千倍 8千債 蒸水
臨月1時問

耗轄漫

千倍 2干倍
4千倍．

6千倍
8．逕{．

：＋　悶悶＋　5分i一：一＋置ヂ　＋
1・．1’倒・‡．劉・二潮・丁丁

C．一一過酸化水素液のPIに封ずる殺菌カ　　　一　一・

　　例　　　　　　第　零　例

・蒸永

第　1
　君寝烹
4引馬，コ’

十

’千

．十．．

原浸．，’偉3’f露婿、i6宿’墨水．

@糠　　　　　　　1　　　’1・㈱
　へ　　　　　ヤ　　コ　リ　　 ト　　コ

　　ロ．ll雰にに

15到一L

十　　十

．十　　十

一　　・ト

．原液

享：．ほ’、剛＝

　く　　　　　　　　　
’甚－．1＋　・15．分1一

・伸幽臣晦赫
十

十

．＋1＋1・．．・i＋

＋＋・ 堰c民
．＋　　＋．1＋，’・！卜
　　　1　　　　．1

’
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第　3 例 第　4．　例

　　稀蒋度

作兀；時聞

原液

5分1＿
io分．堰Q
　　　　
15分…一

2倍 3倍 4倍

＋　＋1＋

＋＋
P・

＋　＋1＋

5倍 蒸水

十・　十

十　　十

＋」＋

第　5

5分
10分
15分

例

十 十

十

十

十

十

十

十、

十

十．

十

十

十

イ～．用時π町

稀羅度

原液 2倍 3倍 4倍 与倍 蒸水

　　　．、．5分　 一　 十　 十　 十　 ・｛一　＋

　　　　10分　 一　 一．　十．十矯　十　 十

　　　　15　分　　　 一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

　　　第＝　ヂフテリー菌に封ずる殺菌力比較試瞼

　　　　　　　培養墓マノγタン氏培地使用．

　　A．コナモーノγのヂフテリー菌に封ずる殺菌力

第　 1　例　　　　　　　　第　 4　例

哲幽用暗犀」

稀蒋度

5分
10分
15分

20倍 40倍P60倍i80倍1倍
1」100

一…一i＋1＋・＋，＋

：i＝…工はi劇‡

　i　l　l　l　1

第　 2　三

三｝．鯉i墾欄ボ酬・・倍1・・倍

＋1＋

＋i＋

＋！＋

　1

5分H・
10分…一1－
15分i＿＿
　　　5

　　　　第

80倍

十

十

100
倍」

120

倍

十

十

「

1401160

．倍1倍

・ト
＋1＋
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154　　　　　　　　　伊策・松島・一倉

　　　　　B・青酸々化乖のヂフテーり菌に封ずる殺菌力

　　　第　1　例　　　　　 第　3　例
　　　　　　　　　●

通用旦5問

猛弼芝

u千陪 8千倍 1萬倍2萬倍 4萬倍

5分一｝＿ ＋｝＋1＋
10分一；一；＋i＋1＋
15．到一｝引繧刊・・

　　　第　2　例

墨水
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15分．一　一
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十 ＋刊＋
＋　＋卜卜
十　 十　十

四

41用ヨ5農町
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　　第
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　C．過酸化水素液のヂフテリー菌に封ずる殺菌カ

　　　　　　マノレタン氏培地使用

第　1　例　　　　　第　3　例
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第 5 例 第 6

哲用E5間

僅岬

3倍

例

稀窟度

原液 2倍 3倍 4倍 5倍 二水
作用時間

稀羅度

原液 2倍 4倍 5倍 二水

　　5分・　一　　＋　　＋・　＋　　＋　　＋　　　5分　　一　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋
　10　分　　　一　　　　．十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　　10　分　　　一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

　15分　一　＋　十　＋　＋　十　 15分　一　一　＋　＋　＋　＋

　　　　　　　　　　第三　インフルエンザ菌に謝する殺菌力比較試験

’本試験に於てはマノンタン歩弓地（PII＝7．3－7．5）に家兎全血液を3滴一回へしもの

を培養韮として使用せO

　　　　　　　　　　A．　コナモーノレのインフノレエンザ菌に醒する殺菌力

　　　　　　　　第　　1　　例　　　　　　　　　　　第　　3　　例
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　　　　　　　　　　C．過酸化水素液のインフノンエンザ殺菌力

　　　　　　第　　　1　　例　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　例

1＿　1原液1・一・・倍・倍執＿徽1騰・・倍卜一・倍．蒸水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ロ

　　5分1一：一！＋＋＋i＋　　5分　一　一　＋　＋　＋　＋
　10分i一．一：＋｝＋｝＋1＋　　10分　　一　一　＋　＋　＋　＋
　15分i一．一i屑＋1＋巨　　・5分1「一　一　＋　＋　＋

　　　　　　錆　2　例　　　　　　　　第　4　例．

棚謹／原液卜倍・倍1・倍1・州淋棚調i原…1・倍旧・倍團痴翼

　以上殺歯型比較試鹸を穂覧して考察する1ご，

　コナモーノンはインフエンザ菌に封しては20（1倍迄完杢なる殺菌力を凹し，40〔1倍に

至うては十分接凹田に殺菌力を示す．叉ヂフテリー菌に封しては40倍迄完全殺菌力

を示し，60倍にては十分接写後に殺菌す．又肺炎双球菌に封してはPI　PII共5倍に

て完全に殺菌せられ，10倍にては十分接鯛後に殺菌せらる．

　次ぎに青酸々珊珊はインフノレエンザ菌に封し10萬倍迄完全殺菌力を示し，、20萬倍

に於ては接燭十分後にその作用を示す．叉ヂフプソー菌に封しては6千倍迄完全殺菌

，せるもの3例，8千倍迄のもの2例なりき．叉肺炎双球菌（PI）に封しては2千倍迄完

全に殺菌し，4千倍に於ては10分叉は15分後に殺菌せらる・

　則ちコナモーノレと青酸々化乗との完全殺菌力を標準として共の程度を比すれば次の

如し．

三 種

完1 @全　　殺　　甫　　力 比 率

コ　　ナ　　モ　　一　　ノレ 青　酸　々　化　禾　 ：コナモール1青酸々化オこ

　　イン・ルエンザ粛1　　200倍　　　　10萬倍　　　　1，500

　　ヂ7テリー萬　　　40倍　　　　 6千倍　　　　 1：150

　　肺　．炎　双　球　宙　　　　　10倍半　　　　　　　2千倍　　　　　　　　　1：200

　過酸化水素液はインフノンエンFザ菌に封し2倍にて完杢殺菌を示し，4倍にては10分

叉は15分接燭後にその作用を示す．ヂフプソー菌に回しては原液のま＼にて完全殺
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菌し，2倍液に於ては15分接燭後に於て竜或ひは殺菌し，或ひは殺菌せず．肺炎双球

菌（P、）は原液にて完全死滅し2倍液にては10分叉は15分後に死滅す．

　　　　　　　　　　　　　　第四章　結　　　輪

　以上の實験の結果結論を下す乙と次の如し

　1．コナモーノγは南京鼠皮下注射試験に於てはその膿：重1gにてし7mgにて之を

　　死に至らしめ，青酸々化羨の約1750分の1の毒力を示す．

　2．コナモーノンは家兎静脈内注射試、験に於てはその膿重：1kgに封し6。2　gにて死を

　　來し，青酸々化乗の約66分のユの毒力を示す．

　3．コナモーノγはインフルエンザ菌に封し200倍溶液迄その殺菌力を示し，青酸々

　　化果の500分の1の殺菌力を有す・（5分間接鯛試験にて・堪下皆同じ）

　4．コナ毛一ルはヂフテリー菌にi野し40倍溶液迄その接鯛力を示し，青酸々化張

　　の約150分の1の殺菌力を有す．

　5。コナモー・レは肺炎双球菌に封しその10倍溶液迄殺菌力を示し，青酸々化求の

　　約200：分の1の殺菌力を有す．

　　　　　　昭和四年一月
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市販アイスクリーム試験成績報告

技　師・衣

技　師　佐

技　手兵

技　手　川

技　手秋

囑　託林

技　生丹

藤

部

端

山

野

笠

倉

安

男

勝

政

豊

作

藏

勇

治

治

　軌近アイスクリームの需要は急速なる増加を示し，都鄙を通じて到る所に製造販資

せらる＼に到れ。と錐も，我國に於ては未だ之が取締規則制定せられず，爲めに品質，

製法等に一定の規準なく，市販品中には往々衛生的見地よウ看て危回すべきもの少か

らず，依て今夏7－9月の時期に於て主として東京市内に於て製造賊貢せらるる竜の

に就き，之が試験を施行し次の成績を得たるを以て之を報告す。

　　　　　　　　　　　　　　供　　試　　材　　料

　供試材料は7月24日より9月21日に到る約2ヶ月間に於て，市内各方面の販責業

者に就き購入せるものなるも，試験施行期間中は概ね雨天冷涼の日多く，購入に際し

多大の不便を來せるも，特に炎暑の日を選びて購入せう．帥ち次の如し・

番ぬ入期．口

1

2

3

4

5

6

7

7月　24　口

同　　　　上

7月　26　日

同　　　　上

同　　　　上

何　　　　上

1司　　　　上

　　　　　　一人前に封ずる

購入時刻 堰E融・陣～δ 購 入　　　揚　　　所

午前10時1
午蔚11時i
午前　10　時　1

牟前9時1
午前　10　時　1

午前1・時｝

午前10時1
　　　　　L

捻

1・

：1

21

98　1淺草刈向柳原萱丁月

801下三二長町
6■三期下町
，。i府下，黒鞘・

63　1府下日黒騨前
・・i齢三綱町糊了

組■劇鯛＋翻
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1

午前

午前
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牛前
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午前
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午後

午後

午後

午前

午後

午後
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1F前

午前

午後

午後

10　時

10　時

10　時

10　時

10　時

11時
11　時

11　時

11蒔
11　時

‘｝時

｛〕時

。　時

11　時

0　時

0　時

。　時

11　時

11　時

0　時

0　時

4

15

20

20

2｛〕

25

20

2δ

30

30

30

25

15

10

15

10

15

10

1〔，

5

5

約7‘｝

133

　67

　65

　93

　go

　72

　78

　62

　78

　87

　67

　80

　70

　83

　78

137

　73

　96

　79

　80

　同　上

戸草匿役所前通

下谷匿上野門前

下谷匿上野廣小路

淺草1’li田原町

示中田正τ1須］田町

　日本橋逼西河岸

　n本橋笠窪町

本所躍繭國橋西請

京橋1罐銀座尾張巨1f

　口本橋短1室町

京橋匿銀座1尾張町

：京橋1旺銀座尾張町

深川斑城東電戯停留揚ii11

深川匿洲崎銚天町

深川i匿鼻コ‘江田r

深川匡東大工町

本郷運駒込田口町

木器；；1曜駒込吉　詳≡寺町　・

｝・・郷嚇醐1・画人・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　前表中第ユ7號，18號，19號及20號は市内屈指の藥局，洋食店，及デパートメント

食萱聚費品，又第27號及28號は；根津示ll廊上祭り19こ際し露天商人よう，其他は氷店，餅

菓子店，洋食二等よう購入せるものなウ．紛ほ第7號及第8號はアイスキャンデーに

嵐すべきものなるも墾考として之を試験せり．

　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　力・法

　ユ．　　酉菱度及澱表分言式1験

　酸度は牛1年中の酸度試験法に準青し試．験せう．即ち検腔2－3gを秤取し蒸鮒水50

eClllを加へて稀罧し，之に酒精製2％フェノーノンフタレ｛ン溶液2CCmを加へ4分定規

ナトロン液を以て滴定し，検液111｛｝9の中和に要する4分定規ナトロン液のCCm数を

以て示せ鉱澱粉は常法に從ひ稀薄ヨード溶液を以て之を瞼せり．

　2．　一一成分の定量

　煉乳の試泳法に從ひ之を施行せウ．但し脂肪はリ。トノ・ウぜン氏法にようて蚤臼質

を沈降せしめ，之に珪砂を加へよく撹和し乾燥せるものを，ソクシレ。ト浸出法によ
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に．一

うて定量し，其母液を一定容：量となし，之に就き乳糖虹に藤糖を定量せり・叉ヨード

により著明に藍色を呈するものは，之に就き澱粉を定量せウ．

　3．汚　物証　定

　汚物は槍髄約209を秤取し水5GGccmを加ヘイ漁船し，ゲノンベノレ氏法に從ひ汚物を

劃度遠心沈澱管中に集めて其容積を護取し，次に之を秤量し，検膿1009中の含量を

計上せ6．但し澱粉を混入せる試料に在ウては，多量の澱粉を沈降するを以て本試験

を可用するを得ざりき．

　4．細菌数試験
　試験方法は米誌標準牛乳主査協定法　（Stalldard　meLhods　of　milk　analysis　of　the

　Anierioan　pnblic　health　association　and　the　ass6cia七ion　of　of丑cial　agricultural

　cllelnists，1923，　Forth　edition）に準じ一丁鏡下に干て直接菌藪を計算し，且つ同時

に糸魚培養を行ひ其聚落数を算出し，各藩膣1ccm中の回数及聚落数を計上せり．但

し直接槍’鏡に於ては10倍稀鐸を所定の如く作う，各標本の20覗野宛を槍査し李板培養

試験に在ウては，室温に於て4δ時間培養を行へり．

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　成　　績

　上記の試験方法に從ひ施行し得たる成績次の如し，

議i

霧｝外解度

　　

1油漉

鋼圭
　｝

4淡卵黄
一淡リク
リ1一ム黄

61同上

瞭

、漏上
　1

等号烈日ト瞬榊分［汚 物

1（容量）1（重量　　　［）陣・

4．2

5。0

6．8

6．3

7．1

8．1

猷性

同上

6．0

6．4

。，な」。831

な。1。，、81

　「
著旦1コ．　1，637

な。㌧75，

な。i。。25

。。t。、99

なしi生Q93

　f
－10．Q54
」o．Q50

　i
著明　3β15

なし：6，50G

　j

2495a896㌦3。61＿

騨・胴一
1：：：ll淵：器＝

　　　　l　l　　l

l：雛闘＝

＝螺1：llに
　　　　［　l

l：鉾1愚畿凸

　　6．22317．834　　　　－L5911

　　〔　t　　［

α645！・α・・d

。39。1，。79。1

　2
0．544．70．275

　1
0．796749178

　1
翻1謙
　　　　1
α04u7＆266i

α043P7＆307p
1：1二！：1：翫、。創

0．87071．651　　0．004

　　［　　、

0．QO5禍黒色

　　l
o．oo3淡黒色

糸腔一菌数

　　　本版直接．．τ

検鏡法　培養法

　　i
103，032：　2718572

29先37h隅666
559，3171　　71｝000

　　1
132，46創　　36，670

、91副2414。。

　　1
103，032　350，950

一匝・・G

　’詞　5，6（・0

176，626．　133，466

　　1

1灘1灘
　　1
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　　！2．淡ク．Z

　一ム頁
13同　上

141何　上

1δ同　上

流’同　上

1；1上

i駕li

　｝
り．）重炎タリ

ー1一ム黄1
2：荊上l

l／欝卵1

25

27

25

上7．5なし！4D9｛

同ヨ
卵黄i

．同上㌦、阯i。396

7．5なし』3，S26

　1　1
8．3なし13．671
　　　　　

1魏1！1；

6，4なし13．671

　1　1
7．1なし」5．SO7

　　　i

　　1
6．3なし14．761
　1　1
7．8なしi4．511
　　チ
L6著明　1，067
　　　4．8幽ﾈ」闘
　　…
4・3：なし G乱170

3．8莞ご巨月　　3。631

。、阯㌦73．

　l　l
3．3日目「1．61⊃0・

　i　｛
0．9同上．0．761

　1　　1

　　1　1

1a812㌦6壬311、．5181

　　1　1
a23δP5隅1歌433

2．656．　4．δ37120，7δ9

　　1　．1
3．206　5．69516，178

　　ト　i
13．15S　　4．171115．031

　　i　　l
8．495！　7．59S　22．762

　　1　・
12．711i　6．749　20LO89

　　i　　【
1：瓢；：1：：・；1：：：ll

、，8、1：。，、212。、，，h働

。s9、㌦7621、。2131

　　1　　1
0，776　　4．47421．499

　　i　　l
2117狽R・870：1264212876

　　　　　　1．433　　2．07S　19．417　　0．867「

　　l　　　l
LI33　　2．16｛　24．033　　0．4）δ

　　i　：　1
α233 C1’10秩@24・22711ag59

α107P1・54『15997凹5

。。1117。59σ㌦。。、

。7G、1，。86gl。。。6

　　1　1
α705 P6創7291α006

1：；器：ll：：ll：

　　｛F　l
O．670

1：ll鰐：：1麟

α169 P69・2771

0．61271．l15．　　　　　ぴ　　
。、」備。1㌦。。，．

。23漏。1｝
　　1　｝
茸：茸：：i　 ；乙：薦：1　　　　　　　　　　　　　　

　　1　｝
1：輝：；：；■

。、，gl、，318㌦。。ざ。。。31、、黒色1，、卿2

1o義6S7Pα003・“0。1骸色1琶’3騨馴

　　　　　　」、、白色L53亀531176、、，6

。、、。、…Q色「，遡21δ6S533

。。。5t D色1、1ろ，51i68ら15。

　　　　　　　　253666
。。。5i褐黒色i、。鉱。。。1、、1，65。

。。。3i髄1，副鵬、，、

一1茨幽・・2：・・◎266

　一みこ白色1，471，88821，911．440

　　　　　　　ヨ
　　　　　353，？δ3　665，3δ0

識欝瓢ll：：：：L；：1：鑑

　　　　　　　1　　　　5QO・4壬l 奄U脚δ0

5SS，7554，925，600

　　　［
1，177，510　3S7，466

　　　1
3，826，908．　7δ4β00

　　　！
8S3，132　　336，066

　　　　　　　　　　　　　　　・総　　　　　括

　アイスクリームは牛乳クリーム叉は乳製品，撮ミ糖等を原料として製すべきものな

るも，輩に二等のみを原料として回せる竜のは，製造9後直ちに清費せざるときは，氷

の二品を析出し著しく風味を害するものなるを以て，之を防がんが爲めスタビライザ

ー（安定湖）として，普通ゲラチン，トラガカンタゴム其他植物性粘液質等使用せられ，

又生産原料を低廉ならしむる目的を以て，クソーム或は二巴の乳汁固形物（Milk　solid）

の代りに，フ｛ラー（塘量物）として各種澱粉，米粉，小萎粉，鶏卵或は過量のゲラチン

等を使用することあう・又之等のフ｛ラーはスタビライザーの代用に供せらる．

　アイスクソームは冷涼g）感により味畳は麻庫せられ，爲めに共品質欺即せられ易き

を以て，他の一般の飲食物に比して鶴遊等比較的容易に行はれ得べし．叉アイスクリ

ームは凍結朝事に於て貯鼓せらるる間は，腐敗其他細菌の増殖等に依る危瞼少なしと

錐も，其原料として用ひらるるものは何れも細菌に回して最竜良好なる培養基なるを

以て，諌結せしむる以前に於て極めて周到なる衛生的設備の下に玄理せざるか，叉は
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製品の一旦溶解せるものを放置ぜる後再び凍結せしめ食用に供するが如き揚合に於て

は，大なる危瞼を伸メ、を免れず．

　アイ．スクリ・一ムにi封して比較的古き歴史を有し且共需要額：最も多きは米國にして，

共取締法規も亦：最もよく完備し，各州各都市に於て各其製造販費に關し一定の法規を

設けて之を取締れう．今1911年よう1920年に亙ム各州各都市に於で畿布せられたる該

取締法規則を看るに，何れも大同小異なるを以て其代表的なる竜の2，3を摘ぐれば次

の如し。

　　　　　　　　　　ニュ」一ヨ」一ク市（1920年4月29日登布）

第177條　模擬品（Misbmllded）叉は贋造品（Adαltered）はアイス，クリームと稚して販

　責に供するを得ず・

　本條に於てアイスクリームと稚するものは滅菌せるクリーム，牛乳叉は乳製品を主

　成分とし簾糖を以て調味し純良食用ゲラチン，杣物性ゴム質叉は其他の粘性物質を

　加へて調製したる凍結製品なう術ほ之に良質の香料，果實，胡桃，ココア，チヨコ

　レート，鶏卵共他菓子類を加ふることを得べし．乳脂8％以上を含有せざる可らず

　次の如きアイスクリームは之を贋造品と認むべし

　（1）品質の低下叉は鍛損を來すべき物質一種以上を混入せるとき，

　〈2）劣等品叉は廉悪の材料を以て其原料の一部或は杢部を代用せるとき，

　（3）製品中主成分の一部叉は杢部を映除せるとき，

　（4’）一部又は二部腐敗分解せる動物或は植物性物質よう成るもの或は食用に不適當

　　　と認むべき動物性材料を用ひ，若式は疾病叉は発屍動物よう得たる製品を加ひ

　　　箆るとき，

　・（5）製晶中に有害，叉は保健上危害を及ぼすべき成分を含有するか，叉は購買者，

　　　消費者に公知せしむる乙となく防腐剤を使用せるとき，

　〈6）製晶中クローム黄，サッカリン，食盛叉は銅，酸化鐡，フォノγムアノレデヒード

　　　瑚酸，潴三叉は其他の鑛物質，有害性色素及香料其他有害性成分を含有せると

　　　き

　（7）製品中の乳脂含量8重量％以下なるとき，
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　（8）純良ゲラチン，植物性ゴム質又は其他の粘性物質を1％以上含有せるとき，

　（9）製品中植物性叉は鑛物性脂油を含有せるとき，

　次の如き製品は之を模擬品と認むべし．

　（a）模造品（lmitatio11）なるか，或は他の特異の名四1を附して販責に供し，叉は需

　　　肖者を欺哺誘惑するが如き票紙叉は烙印を施せるもの，

　（b）包装品にして其内容の分量を包装の外部に正確に明記せざるとき，

　（c）包装或は票直中に製品の内容，成分等に關して不正叉は詐欺的説明，意匠ヌ，ば

　　　岡案を施せるもの，

アイスクリーム又は模造品として販資することなく，其物質本來の明確なる名稻の下．

に周知の混和物又は化合物として販實するものに封しては，其固有の名稚と共1ζ製造．

月日及製造所を票下冷は烙印中に明記するに於ては本州の規定を適用せず・

　　　　　　　　　　ピューモンド市（1912年1月1日聚布）

第1條イ臥鰍法人に於て難膿又は代郷或は雇人等何れを問1よず本市内に

　於て市保健局の許可なくして販資の目的にアイスクリームの製造を行ふものは違法

　ブ2るべし．

第2條　アイ．スクリーム製造販實の許可を得んとするものは市保瞼局の願書様式に依

　少共姓名，住所及製造所等を記入したる願書を提出し市保健局當該吏員によう其製

造所の楡査を早くべし，ヲくの指定事項を嚴守履行するに非らざれば許可読を交付ぜ

ず．

　ユ　アイスクリーム製造所は適期なる障壁を設備すべし．

　2床，壁，天井等は衛生的清潔を保持すべし．

　3製造所に接近して大小便所を設く可らず．

　4　アイスクリーム混合室は完全なる閉塞蛇伊州設備を有し，．且つ嗣園を衡生的な：

　　　らしむべ：し．

5ア赫クリームの製駅は澱用具はβ即製に．し娘質呪のを∫即くこし．

　6　アイスクソーム製造其他の呼野員は身膿蚊に衣服を清潔ならしむべし．

　7課業員は適欝なる服装を保ち且つ健康者たるべし．
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　　8錐は華氏212度にて15分時間以上加熱滅菌し，この滅菌を維持し得べき適當な

　　　る室に保存すべし．『

　　9一旦製造所よム持出したる製品は再び返戻，交換等すべからず．

　10　アニリン色素を使用す可らず且つ之を製造所内に貯捌するを許さず．

　11從業人の外何人と錐も要務にあらざれば製造所に出入するを得ず．

　ユ2　アイスクリーム製造に用ふる材料は新鮮にして完全に保存すべし．

　術如何なる場合と錐も腐朽或は過熟せる果實を用ふ可らず，　　　・　　　　．

　口先の許可は届出でたる製造所に曾てのみ有愚なう．若し出願者にして製造所を鑓

　更せんとするときは直ちに其旨を屈出で新に許可を旧くべし．

第3條　本法令の命ずる所に從ひ事業許可を受たる個人，會肚，法人にして前号指定

　事項の一部と錐電之を無親蓮犯の行爲あうプ2るときは市保健局は其許可を取浩し瞥

　業停止を命ずべし．且つ市裁到所に於て有罪と到決せるものは本文第8條によ6て

　腱魅せらるべし．

　但し市保健局は其瞥業許可を取清すに當り豫め注意書を交付すべきを以て之に封し

　不服あるものは5日以後串出づべし．

第4條『 {市内に於てアイスクリーム販費の目的に其製造許可を得たるものは其製造：

　所に許可讃を明示すべし・

第5條　アイスクリームは新鮮なる純良クリーム又は全乳及クリームを原料とし之に

　純良白色粒状藤糖及無害性香料を加へ調味して製すべし，著卜せんとするときは無

　害性色素を使用すべし．

　（1）普通のアイスクリームは乳脂8％以上を含有し，混和物（ゲラチン新羅物性ゴ

　　　ム質）α2傷以上を含有すべからず．

　（2）果實アイスクリームは乳脂6％以上を含有し，混和物0・2％以上を含有すべか

　　　らず．果實は新鮮にして完全なる成熟果を用ふべし．

　（3）胡桃アイスクリームは乳脂6％以上，混和物0．2％以下を含有し胡桃は完全に

・　　して悪臭味を有すべからず．

第6條　本令は既に市墾事會の協賛を経て援回せるアイスクリームに回する法令の追
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　加捕足と認むぺ：きものとす．

第7條　木令は市疹事會の協賛と市長の承認を経て1912年1月1日よう有致とす・

第8條　樹令の規定に違犯するものは個人，會肚．法人の論なくイ∫罪と認むべし．而

　して市裁臥所に於てイf罪の到決を受たるものは25弗以上2t｝〔1弗以下の罰金に卸せら

　るべし．

　　　　　　　　　　　ミシシッピー州（1918年2月21日登布）

（1）アイスクリームは馬或は共他の動物の厩舎内叉は全部或は一部家事叉は就1連用に

　供すべき室内に於て之を製造拉貯殿するを得ず．其製造拉貯識室は州保健万身の指定

　に從ひ建築物中砂の部分と杢く隔離するを要す．

（2）アイスクリーム混合室は完杢に天井を張耐負氣を良好ならしめ障壁を設くべし．

　アイスクリーム製造拉貯民用室内の壁，床板は迅速に且つ完杢に清潔ならしめ得べ

　き構造をイ∫せざる可らず．両典室内には湿合，凝結，貯臓，壁皿虹蓮専用器具の賊

　菌，洗1條装置を備ヘー度使用したる用具類は熱湯を以て完杢に洗1條するか，若くは

　風早を以て賊菌すべし．アイスクリームの製造叉は販賓用容器は他物の使川に供す

　可らず．

（3）アイスクリームの製造，販責，蓮罵言に關する組ての從業員は身膿虹服装を清潔

　ならしむべし．且つ各材料の混合，凍結，庭理等に從鳴する直前に完杢に手を清洗

　し杢製造作業中之を清溜1こ保つべし．

（4）アイスクリームの製造蛇貯臓室に接近して大小便所を導く可らず．

（5）料理店商共和の商店等に於て販責に供するアイスクリームは覆蓋を右する箱叉は

　冷臓宮中に貯裁すべし．

（6）アイスクリームの製造，貯臓，運搬，販責等の顎態員にして本人又は共家族或は

　使用人中若くはアイスクソームを計理する建築物内に於て博染病者を生じたるとき

　は，直ちに州又は市保健局に五q出で該官西慈は直ちに防疫策を講ずべし．

（7）アイスクリーム製造用牛乳叉はクリームは州保健局の取締規則に準喫して得たる

　ものを供用すべし．

（8）アイスクリーム1ccm中50萬以上の細菌を含イfするものは之を販資に供するを



市販アイスクリーム試瞼戌績報告
167

　得ず．

（9）製造者に返還せられたる面面叉は溶解せるアイスクリームは：再び之を製造用に供

　するを得ず．

（10）　アイスクソームの行商は高然州保健局規定の條項に違犯すべきを以て之を禁止

　す．

　前記の如く米國に於けるアイスクリームの製造販費に關する取締法規は極めて嚴格

　　　　　　　　し
にして，其製造庭理等に關しては多大の衛生的考慮を佛へるものなることを知う得べ

く，’ ､品種の規準に關しては有害性色素蚊に金厨の使用を禁止せるば勿論の事にして，

其他脂肪，混和物，細菌数等にして其酸度に到する規定を設けたるは各州，都市中ク

リーブランド1市のみにして同市の規定に依れば酸度0．25％以下なるべしと規定せら

れたう．今全米國各洲，各都市規定法規よウ二等に關するものを摘録すれば次の如し．

洲及市名1規則獅朝「q脂 肪 爽 雅 　　細｝蒙f敬物
　　　（ICCln中）

マサチウセッツ州

バーモント州

ミシシッピー州

ニューヨークτド

ビユーモン’ h市

クリーブランド市．

コ　ロ　ン　バ　ス市

リットルロッキー市

リ　　一　　ン　市

ナシビ　リー市

サンアントニオ市

1913勾｛6月6口

1917jF　3刀2口

1918！IF　2刀21H

192i）勾三4刀2grI

1912乙F1月　1日

19114F　7刀8口

1911五F11刀1婁口

19115F　8刀7日

1911勾三8月g日

1912」蓋二6ノヨ12日

1916年11月20日

　　7％
H％但．し果實及
胡桃製は12％

　　8％
8％但し果質置

レリ跳製は6％

i　　．＿

　　10％

　　8％
896｛旦し果貸胡
桃製品は6％

ゲラチγ，植物性ゴム等1％
i其他植物又は鑛物性脂油類は
含有すべからず

ゲラチ・三軒ゴ嫌α2％i

　　　　　　　　　　l薪鮮鶏卵，純良ゲラチン，トラ
ガカンタゴム年撃1．5％

澱粉，ゲラチン，アラビアゴム
トラガカンタゴム　1．7％

ゲラチン其他無害口口和物
　　　　　　　　1．7％
純良ゲラチン，トラガカンタ
ゴム共他番直弓勿卵hゴム　1．5％

500，00Q

400，CO＝）

500，0GO

5り0，COO

前記東京市内に於けるアイスクリームの分析成績を通覧するに，其脂肪量8％以上

のものば僅かに3種にして6％以上のものも亦4種に過ぎず．其他は何れも米誌規定

のアイスクリームの定義にi渕照して之をアイスクリームと認め難し・殊に第21，23，27

及28劇画の如きは牛乳叉は乳製品を使用せし竜のなるや疑なき能はず・蓋し本邦に於
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て其原料にクリームを懸用し共乳脂量を6％以上に保たしめたるものは何れも一人分

30銭似上の販資債格に蓮すべきを以て，需要者の購買力及経濟的關係等よう斯く廉債

粗製品の流行を來せしものならんか・

　アイスクリームの如き冷凍製品の細菌瞼査乙こ封しては，勿論2ト板培養法に従ひ試1瞼

すべきを至當とするも，小官等は参考の爲め米國標準牛乳槍査法に從ひ卒板培養法と

典に直接検鏡法をも併用して試験しだるに，アイグリーム中には多量の藤糖又は其他

の固形物を含有し，之れが蔦め直接楡鏡法をして’卜乳の場合ようも一層不正確ならし

め，到底信用すべき成績を得難きを認めしめたう’．而して前記米國に於ける細菌数の

標準に從へば，検品1ccm中50莇以上のもの28種中14種（50％）の多きに及歳う．

　叙上の如く我國に於けるアイスクリームの需要は年々歳々劇増し，r其溝費額は實に

驚くべきものあり．然るに未だ之に封ずる取締規定なきを奇貨とし劣等拙悪の製品を

販實する竜の少なからず．殊に夏季に於て一・層甚だしく爲めに之が飲用によウて胃膓

傷害等を來たせるもの頻々なるを聞けう．前記成績に徴するも東京市販質のアイスク

リームは大部分劣等品なうと劣淫せざるを得ず．爾他各地の製品も亦推して知るべき

のみ．而して保健衛生上此現況の儘に放任すべきにあらざるべきは論を減たず，二二

之が取締法規制定の緊要なるを信ず．

　　　昭和三年十二月
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白　粉試験成
技

技

技

師

手

手

績報告
衣　　笠　　　豊

服　部　　安　藏

秋　山　　勝　治

　市販自粉の調査に開しては，大正10年3月内務省衛生局に於て，各方面より蒐集せ

一られたる試料118種に就き応唱を施行し，市販品中含鉛白粉の意外に多きを認め，1其

取締の急務たるを力説せるところにして，爾來約8年の歳月を閲し其問東京に於ては

大震災の惨禍あう，共後帝都の復：興とともに諸事更新せられ，又近時含鉛白粉は所謂

小兄驕膜炎の原因をなすものなり等の三二説稻へられ，世入の含鉛白粉に封ずる恐怖

心漸く大ならんとする秋に際し，東京市内に於て販倒せらる＼白粉に就き，鉛の有無

試験を施行することの，徒爾ならざるべきを思考せるを以て，東京市内各方面に渉う

て購入せる試料77種に就創之れが試瞼を施行し次の成績を得た・るを以て之を報告

す．但し大正1Q年試験の際無鉛白粉なることを確認せる66種中に潤するものは，乏れ

、が試験を省略せり。

　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　材　　料

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

購入番目　　品 目1容 紳ト解側購入場所　摘 …鑑
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ド　ン　白　粉i硝子
つぼ白粉ト陶製
穿雛寵総懸翻
オンリーチタン粉白粉　ボpル函　粉

　　　　　　　　　1確　　子　　壺固　煉秤　リ　賓煉　白　粉

峰之華水白測硝子瓶ト水製
靴鞠白粉1ボール函図
　　　　　　　　　硝　子’壼固　　　　　　　　　　　　　　　煉1　　　　　　白　粉峰之華煉
サユリ粉白粉ボール函粉
マスター百番水白粉硝子瓶水製

ネージュ　，，　煉
モンド水白粉　　〃　水製

繍半農囑

　　　i11

1

000

400

500

400

200

000

850

850

500

550

300

3う0

祠1田下和泉町方面

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

憩田置同朋町附近

示巾田匿駿河i盗下

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

祠1田匿小川町

下谷厄竹町方面．

．主婦之友師上代理部

より購入

　　，，

　　，，

　　，，

　　〃
1東京美容院獲費
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16iサンキスガζ白粉
1一エデン粉白粉

　ド　　　　　　　　　　　　　　　　15 宴Oニェル水白‡㌔硝

】8

19

2し）

21

22

23

24

25

26

27

2s

29

31）

31

32

33

34

3ラ

35

37

リ　・　ス白粉
ヤマカ粉白粉
く　も　ジ1：　白　粉

凝屋つかひ百美人ri粉

巴里院水白粉
センダン粉白粉
清花堂チタン水白粉

大阪のあかしや白粉

上方おしろい
小町おしろい
加茂川おしろい
京屋おしろい
ミホ美葺葺コ3｛…白享穿

ミホ美淵こ「勾粉

ミホ美固煉白粉
ホーヨーコンパクト

エスヤコンパクト
高級ムエン煉白粉
高

　子
　　，・　｛・・｝．3CO；
　　　　1　　　i　；　　1
・ボ　一　ル乳牛肌色．．350i

而㌃子領野ごIG吟
　　　　粉1：300：ボール函
　　．　嫉朕■140i
　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　紙　　包粉ii4、l
　　　　　　Il　i

l馬齢鷹i

ヒ　　　ド　ロ　　　　　　　　　　　　コ
瓶水　製　50．、下谷硬竹町方面

　，，，

　，，

　，，

　，，

ホール函

硝子壼
　，，
ニッケル容器

　，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

水　製．3SO下谷旺池の端力面

，，

，，

，，

煉

粉

煉

二重｛ε

板
，，

2δol

．2501

2アOl

，，

，，

，，

，，

，，

，，

230 P硲阯野加
1300！
1300i

　460i

ll・

1300

，，

，，

，，

2・0下谷斑上野廣小路

　　　　　　　i
I・ ﾍムエン白乳劉硝子瓶1水製3こ0
　　　　　　　「
　　　　　　　1
　　　　　　　　賛生堂固幻三白粉i齢

硝子壷固煉350

　　　1
　　　ロ　　　　　　　　　　　

　　　 ．・，…250

　雪融．i．500

，，

，，

，，

きよ花壷白粉i陶製三四煉350淺草斑樗番喬方面
3Sl別製いろ糸白粉i
3gl

　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
・記・一・打粉1・川・紙袋1粉…：…
4編…一・・バク・パウダ幅ニッケル容器：荻；仰

47i白　 扮　 錠｝　”　；”i2800．
43｝ホワイトローズコンパクト1・；ご一ル函．・・，1250

4giけいし香抑清香紙　　　…　．I
　　　　　　　　　l　　　　　1δ亡肩オン・リー水削：尻硝子亭亘．水製．卿

51i桃の業白粉i　・　1煉；：300
・酬ホシ水白捌　・牛裂．i…
53．馬入ばっちリ紙　　包粉■
54：
騨ρ‘ @『　　　　　　　l　　　　l　　！1
；1鷺｛鹸∵諭研τ奪士1こ一700．

・7ライラ・クク・一・，・壮士・…
：1；；1，霧難猟一掴、粉，、旨；1：、

60！理容水白粉1　，，　；オ。こ。色1700i
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

‘311理容煉白粉庸子壷煉i．700．
　　　　　　　　　1『

，，

，，

、。…＿ちまつぼ白粉1陶製壷：．濁・麟酷職厚‘附近
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

包．扮1．140ロホ橋詮方i訂
，，

，，

，，

　　　　　　　　　　　　　；45日本橋匿芳町方面
ポンピヤ・粉一舟ボール函㌧■：9・・。本雛人形励1訂

i互！　玄莫　　．700　芝歴互1『lJπ方i百「

，，

，，

，，

，，

，，

へちま水
　さらし王白粉
生白粉

．柳屋生白粉

生白扮
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62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

リーダー煉白粉
コンパクトパウダー

フラウパウダー
マツド．水．白粉
マツ　ド粉　白　粉

マッド煉白粉
風鳥はき　白　粉
丸　菱　煉　白　粉

ベルコンパクト
。

ドオ　ラ　ン白粉（白）

　　　”　　．（肉色）

　　　・・　　（肌色）

チャーム50番扮白粉

シモン粉白粉
　　　Or　say

リ　　　　　ピ　　　　　ロ

砺子壷1煉
　　　　　　ニッケル容器　板
　　。　1・
　　　　　　
瞳子瓶水引　　　　　i
ボール函…粉
耐　子　竈固煉
　　　　　　
ボール函．粉
硝　子　壼　煉
ニツケ1レ容器1板
　　　　　1
ボー1レ函；チツ蝋

　　，，　　　　　　　　　　　

　　，，

ニツケノレ容器：

　　　　　　
ボール函：
　　。　i
　　　　　ト
　　，，

　　　　　聰

，，

粉

，，

，，

，，

lbGO

lbO。

1400

1600

i芝涯品川方面

　　　，，

　　　，，

1麹町匠丸ビル内
60・」

500

300

3201

1000
．8001

8001

800 P
1100 P

7001

12・・

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

1．1001京橋厄銀座方両

，，

，，

婦女界祠：代理部よ
り購入

婦人公論就代理部
よ　　　　 篭，　　

貝
艪P　

入

　　　，，

，，

　　　，，

フランス製．

　　　，，

米國製

試

第　2　表

地 成 績

含鐙白粉（18種）

購入’番號　’品 臼

2

7

20

21

25

26

27

2s

29

37

38

40

41

42

43

41

49

53

つ　　ぼ　　白　　粉、

秤リ賀詞　白　粉

くもり1㍉白粉
竹屋つかひ百美人白粉

大阪のあかしや白粉

」ニフケおしろい

！1・町’おしろい

加茂．川おしろい

：京屋おしろい
きよ才左董と白彩｝・

外翻　主 成 分麟騰製 造

　　　　
個　煉購脳性炭酸鉛

　，，　　　　　　　　　　　　，，

丸下口．鱒墓性炭酸鉛、澱粉

　粉

．囚煉
，，

，，

，，

囎軸性炭酸鉛

　　　　
，，

，，

，，

　　　　　　　　　　煉ド・

別製．。糸おしろい：附竈二三

へちまつぼ白粉
藤ロ1つぼ白粉
上方おしろい
つ　　ぼ　　自　　粉

壷　お　し　ろ　い
け　い

匂入ばっちり

し香柵謄1

，，

，，

，，

，，

，，

粉

，，

　　　　　カルシウム
1

広寝甚性炭酸鉛、グリセリン

鱒墓性炭酸鉛

　　　，，

，，

，，

，，

，，

68ρ6

48．65

30．22

99．55

47．88

74．11

51．9壬

32．82

50．14

5283

6L40

5壬．72

5L62

6L25

55．31

58．43

96．48

97．18

大阪市三原製

東京にて製造

東京銀座丸八三

東京百助商店

不　　明

京都蘭空堂

京都にて製造

　　，，

不　　明

東京三田村清花堂

不　　朔

京都五條光琳閣

大阪市藤田

京都市蘭空壁

京都にて製造

不　　明

東京口本橋闇屋本店

柳下製

第　3　表 無鉛白粉（59種）

購入番號　　品
口　　　　；夕卜　　覆旦：　　　主

　　　　　1
成 分 袈 造 所

1　　ド　　ン　　白　　粉

　　オンリー薄形コンパクト

煉桃色

　板

酸化可匡鉛、タルク、グリセリン

酸化亜鉛

東京小石川挺西原町1／10
磯野化學研究所
東京オンリー商會



172　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ1く　　笠●∫：L芝　　£君●手、了こ　　山

　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　レ　　4．オンリー粉自粉…粉・酸化亜鉛、江乏粉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　51オンリー煉白粉　麟t猷化亜鉛、グリセリン
　　6　1オンリーチタン粉白粉　…粉　鼓化亜鉛、濃口、チタン

　　s：審議準水白粉水回　・，　”　，’
　　σ：峰之華粉白粉：粉｝”　　”　”
　101峰之華煉白粉固煉酸化亜鉛、チタン
　11…サユリ粉白粉1粉酸化亜鉛、タルク
　12iマスター了f番水白扮．水．製濫化ヨ匡錆、グリセリン

　13iネージ・i測・　・
　　　　　1㍉モンド水白粉！水製．酸化亜鉛・鰍・グリセリン
　151ダニエル水白粉レ■・…

｛謄瑞窪溜ll糊　ウム
19

22

23

24

30

31

32

33

ヤマカ粉白粉；粉濃化亜鉛、澱粧
　　　　　　　　　巴塁院水白粉．水鳥．酸化亜鉛・砺酸・グリセリン
　　　　　　　　　センダン謹白扮1粉：酸化亜鉛、澱粉
　　　　　　　　i清花堂チタン水白粉水．製酸化亜鉛、チタン

ミホ美刷毛白扮1粉農化亜鉛
ミホ美幻こ白粉…幻こ戯化亜鉛、グリセリン

ミホ美固煉白粉
ホーヨーコンパクト

34 @i　エスヤコンパンク，ト

35i高級ムエン煉白粉固煉
36

39

45

46

47

48

50

51

52

高級ムェン白粉

固煉　・・
ミ　　　　　

i板．酸化亜鉛
　　レi・…
1

　　　　，，
！　　　；

1水勢　”

　粉一

i板酸化亜鉛
｝・…

i”

，，

葦生堂固蝕白粉固疎酸化亜鉛、グリ七リン

ローゼ打粉　 酸化亜鉛、タルク

スワローコンパクト
パウダー
白　　　粉　　 錠
ホワイトローズコンパ　3　　戯化亜鉛、タルク
クトパウダー
オンリーかく白扮水製リセリン疏酸マグネシウム
桃　の　葉　白　粉　．峠　．遷化亜鉛

ホ　シ　フ】く　白　粉　水製．酸化亜鉛グリセリン

植物性ゴム質、酸化兇f1｝、甜酸、グ

う㌔ポンピヤ・粉的．艶粉灘亜鉛
δ51理容ハイジニツククリーム固煉脂　肪

56　　理容固煉　白　粉　1”　離化亜鉛、グリセリン
δ7 Pライラ・クク・一転幻こ興ケ・磁
　　　ライラック粉・白粉・　1粉・　酸fヒ可E鉛、ガ｝～扮、カルシウム5S

脇イ潔騰：離難蒙鍔芸リ．ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛」1　；理　容　糠　白　衿』峠　鼓化亜鉛、グリセリン

G・い一ダー煉限時・i…
　　　　　　　　　　　　震ll熱熱；｝鰹徽ク’石’三酸　シウム

65iマッド水白　、　・シウム
C61マッド粉白粉1粉段化可鼠｝　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4」71マッド煉白粉固去iこ露礁亜鉛、ε：；～扮、タルク

京：京オンリー商脅

　　　　，，

　　　　，¶
東京口本橋伊勢町25

．齋藤満不

　　　　，，

　　　　，，

：サユリ株式會吐

．東京f占了瓦器

…京京美容院

　　　　　　　　　　　　　　

；不明
．東京銀座i一丁目佐々木B喜店

：束京西集1鳴集鴨5s田番拓ミ吉

ヨ大阪角倉

1東京リ、ス化粧園
1
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；米園ポンピヤン商會

｛津：橋竹川町12理容舘

1　　　　，，

　　　　，，

　　　　　i
　　　　　　　り
i
　　　　，，1

　　　　り
；東京口本橋置橘町二丁目九
殊一著日商舎

1　，，

粉1水印価鉛・グリセリ・・離・塑棘九ビル…研，・所

，，

，，



白粉試瞼成績報告
173

68　　　　風　　．鳥　　をま　　き　　白　　粉

69　　　　丸　　菱　　野球こ　　白　　　粉

70　ベルコンパクト
71 P・…　醐㈲
；1！　：：離1

・馴チャーム・・翻的

ll　1誌，ン粉醐

77　　　リ　　　　ピ

粉

煉

板

ヂツク駅．

　1

・1・1

粉

，，

，，

酸イヒ亜鉛、　泥乏粉

’酸化亜鉛、タリク、グリセリン

澱粉、タルク

酸化亜鉛、脂肪

　，，　　　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　　　，，

酸化亜鉛、澱粉、タルク、
酸化亜鉛、澱粉、硫酸マグネシウム、
タルク

1酸化亜鍬ルク

酸化亜鉛、カルシウム、硫酸マグネ
シウム、　タルク

　　　　　　論

不　りj

東京丸ビル丸菱呉版店

不　明

束京百助コスメチック商
會

　　　　，，

　　　　，，

不　明

　，，

　，，

米國クリーブランド市メー
ゾンチヤーム四身

　　　　　　　　　　　　　　　結

　小官等は既述の如く，大正10年衛生局に於て全國より蒐集せる白粉類につき試験・

し，三下ユ18種中52種（44％）の含鉛自粉を槍出し，之れが取締法制定の一日も二丁に

附すべからざることを主張せるところなるも，當時の楡膿は主として關西，殊に大阪

方面よう得たるもの多く，東京市内に於ける販責品は比較的僅少なうき．然るに大震

．二二急速なる文化的生活の流行と共に，美容術及化粧品の方面にも亦著しき進歩を示

し，現時市内に於て所謂美容院を経学するもの20以上を算し，其の過牛は何れも自家

製造白粉を二丁し，某美容院の如きは20数種の多きに及べう．下等は何れも品質の改

良及び無鉛製品なることを標榜し居れウ．

　斯の如く無鉛製品の種類漸次市場に多からん「とする傾向あるは，洵に衛生上喜ぶべ

き現象なウと錐も，今回小官等の束京市内言責晶につき試験せる成績によれば，含鉛

白粉は二刀品77種中18種（23・4％）に達し，之を去る明治36年當所に於て分析しだる東

京市内販下品31種の内含鉛品12種（39％），・及同39年に於て試験したる44種中型四

品33種（75％）に昆較するときは，著しき減少を示せるも未だ以て憂慮すべき歌態を脱

せず・殊に前記含鉛製品の総検膿に聴する比率は，234％に過ぎざるが如きも，．實際

上其消費額の割合は遙に大なるべきは，種々の櫃況よ血類推して誤なき所なるべく，

今之を市内に於ける分布朕態に就きて見るに，花柳街附近即ち下谷池の端，淺草柳

橋，吉原遊廓其他麹町匿富士見町，牛込紳樂坂等に於ける販責品中，含鉛白粉の最も

多きは殊に注意すべき黙にして，花柳界方面に於て是等製品の需要盛なることを，想

像するに難からざるべし．而して今次の試験に於て爽見せる含鉛’白粉の読応数は，京
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都，大阪の壷入製品にして含鉛白粉の製造盛んなる關西方面に於ける販資品を試験せ

ば，含鉛品の種類及敷量は蓋し驚くものあるべし．大正10年に於て施行せる試験成績

1こ比し，其含鉛晶の比率寧ろ著しく大なるべきを思惟するときは，國民の保健上實に

憂慮に堪へざるなり．

　含鉛白粉の術生上有害なるは，既に梨園吐會に於ける幾多犠牲者の惨朕よく之を立

置して鹸ムあう．且つ近時の學説に於て所謂小見鵬膜炎の大部分は，鉛’中毒に原因す

るものなること明瞭となれるに拘らず，禽ほ且つ創れが需要の盛んなるは，要するに

前記第一表に示すが如く，含鉛白粉は比較的低廉にして，皮膚に密著するの歌態即ち

「のび」の善きこと，遙かに無鉛製品に優るの特配を有すると共に，鉛毒の斯く恐るべ

き竜のなることを知悉せざる者多きに依るべしゼ

　小々等は日常最も多量の白粉を使用する梨富士會に於ける懸歌を調査するの緊要な

るを認め，東京市内に於ける有力の俳優諸氏につき，含鉛白紛に封ずる意見を徴せし

に，何れも其害毒の恐るべきを痛威し，其取締法の一日も早く制定登出せられんこと

を切望し，且つ現時に於ては杢く含鉛白粉の必要なく，各心驕者は共座員に封し極力

其使用を禁止し居るにも拘らず，時として之を使用するものあるを嘆じ，某有力者の

如きは「手間を惜みて命を失ムこと勿れ」と驚下を高官しつ㌧あウと云ム．fl∫ほ無鉛

白粉製造者として一一・般信用を博したる製品中，往々同一商標を有するものにして含鉛

なるものあり．盛れ多くは儒造に由相するを以て，有力の俳優諸氏は何れも製造元よ

ウ直接入手使用し居れウと心当、．斯の如く梨園肚會に於ては，一般人土に比して遙に

蝦重に含鉛・白粉の使用を警戒しつ＼あるに拘らず，坤って花柳界及び比較的下流吐會

に含鉛白粉の流行を見るは，保健衛生上誠に寒心1ζ堪えざる所にして，一日も速に含

鉛白粉の製造東前を禁止し嚴重なる取締法を制定すべきものと思料す．

　　　　　昭和四年一・月



ラッカライト試瞼成績報告
175

ラッカライト試験成績報告
披

技

技
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生丹　野

　　　豊

安　藏

政　治

　昭和3年1月30日付衛醤第1198號を以て，衛生局長よウラッカライトを量器の材

料として使用する揚合，，共衛生上危害の有無に馴し，調査方照會ありたるを以て，之

，に就き試験を施行し，次の成績を得たるを以て之を報告す．

　本町は響町の漆器代用品として使用することを目的とせる特許製品にして，共特許

朋細書の要領に依れば，本品1よ石炭酸とフォノンマリン及びアセトンの混液に手脚及び

餓の臨類を加へ，遼流冷却器を附して水浴中に加熱し，以て油歌質のものよう永分の

分離するを待ち，次にアノンカリ性となし，ヘキサメチーレンテトラミンを加へ，充分

＝溶解せしめ，急に加熱股水して植物性繊維を研和し，全く水分を去り粉末となし，所

要の型に注入して常歴下に当て加熱硬化せしめたる石炭酸縮合物にして，手品は其實

質均一堅牢にして，光澤を有し，町勢率少なきを特徴とせらる．

　　　　　　　　　　　　　1試　　験　　材　　料

　衛生局よう迭附せられたる可早撃は，内容約180ccmを有する圓箇形容器1個にし

て，既に何等かの試験に供したるが如き形跡あ6，所要の試験材料としてば甚だ不充

分なうしを以て，同一製造元よう同一材料を以て製造せうと稻する，直径11・31cm深

さ4．5clnを有する暗禍色の轡形容器10佃を入手し，專ら之につき試1瞼を施行せり’・

　　　　　　　　　　　　　2　　・言弍　験　　力　　法　　建立　　成　　系費

　非煮沸用器具の一般衛生的試験法に準披し，まつ4％酷酸溶液，次に蒸館水，1％ナ

トロン滴液及び1％盤酸を各可検容器に満盛し，時々撹絆しつ＼24時間放置せる後，

其浸液200cclnを取う，之に25％燐酸10ccmを加へ，水蒸氣蒸溜を行ひて得たる鯛液

く50ccm），虹に純酒精，50％酒精及び10％酒精を以て，前記と同一の方法に依う浸出

せる浸液100ccmを，硫酸々性に於て蒸鱈に附し，其必滅（20ccm）に就き，叉清酒月桂
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冠及びマノレカン印食酢を用ひ，同様に冷浸したる後，前者は之を石尾氏改良法によウ

て蒸忙し，後者は4％湾口の場合と同様に庭戯し以て得たる舘液につきフォノレムアル

デヒード，フエノー’ン，アセトン等の試験を施行せう．共試験成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　　表

　＼．呈色反薦：

桧　　＼
　　　＼
　　液

フォルムアルデヒード呈色陥凹 フェノール呈色反回i

＼．差ミニ即題歳侵蔽一興i磁巖ロ巌　耳蝉浸獣姦嚴

4％酷酸冷浸液
蒸僧水冷浸液
1％ナトロン冷浅液

1％轍酸冷浸液
純酒精冷浸液
5G96酒塔：，量｝冷・渡液

10％酒精冷川液
清1百，月桂冠冷・浸液

濡酒月桂冠石尾氏
改良法僧llヒ
食酢（マルカン印，
、’、　　　　　　　こ一㊥　　　　　　　ぐ・．・

11」　　　　　醒ンご　　　　　‘に

マルカン酢水蒸氣
蒸　　鶴　　液

　備考

．呈色せず1呈色せず

，，

，，

，，

　

，▼

，，

，，

，，

。　i淡

　　1

制淡

，，

，，

　

　

，，

，，

，，

，，

「痕跡1
mせず

極微藍紫

痕

，，　　　　　　　　　　

　　　，，

　跡　　　

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，，

　　ごザく

　　　エヒ糧ll鰍嘆痕

弊軸，・声痕

跡

跡

1呈色せず

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

ア七トン反舵1は各拾液に就き施行せるも之を検匠1せず

呈色せず

　　
畿　　赤
（豹10万分1）

呈色せず

　　
　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

沈重析田
せず

，，

鱒

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

呈色せず

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

1呈色せず

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　前記試験成績を観るに4％酷酸，蒸山水，純酒精，50％酒精，ユ0％酒精，1％臨酸1

清酒及び食酢を以てせる各冷浸液中にはフォノレムアノyデヒード，フェノーノγ，アセトン

等を溶存すること無く1％ナトロン冷浸液はフォノレムアノレヂヒードの試験に於てペプ

トン戯反感油漉の陽性を示し，又フェノール試験に於てミロン氏反駐奮微に陽性を呈す

るも共に之を問題とするに足らざるべし．

　次に煮沸用器具として使用する場合の衛生的害否を考慮し次の如き試験を施そテせウ

　前記容器に4劣酷酸を満回し，時計硝子を以て之を覆ひ，時々撹絆しつ＼重湯煎上

に30分間加熱す，此の際液の温度は約70－75度を示し，温時には微にフェノ・一ノレ様

臭氣を叢す，ヲこに之を白金皿に移し，蒸薮乾航するに，微量の暗褐色樹脂歌の物質を

残留し・之を秤：量する1こ0．0228gにして，該樹脂歌物質を燃化するときは二分0．00489

を留U，更に同一・容器につき前法と同様に4％酷酸を以て反覆庭理し，其可溶性物質

を定量せるに第2同目には0，019，第3同異には0．0099，第4同目に於ては1時間加熱

せる1ζ0・016gにして次に加熱時間を2時間に延長せるに0．0189を示せウ，此の試験
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成績に徴すれば第1同30分加熱時に於ては最も多量の可溶分を有し，共後は漸次減

少を示せるも甲唄浸出残渣を留あたう．此の樹脂歌物質は冷水には極めて難溶性にし

て，之に硝酸を加へ重湯煎上に数時間加熱するときは水に易溶性にして強き苦味を有

する黄色々素に攣化す．

　該樹脂歌物質に就き定性分析を施行したるに微量の案分を含有し，有害嚢腫屡述を

槍出せず．

　次に可槍容器を前書の如く4％酷酸にて温浸して得たる樹脂状物質約0・0249を生i理

的食臨水に加温溶解し，全量を3cc皿となし共1cclnを膿量169の南京鼠に共2cc皿を

膿量179の南京鼠に各皮下注射を施行せるに，翌日に至るも何等の異状を呈せざるを

以て本樹脂朕物質は張雑なる毒性を有せざる竜のと認む．

　三吟容器に蒸野水を満たしたるもの拉に4％十一を満たし同一容器につき縫慨して

4回寸歩湯煎上に30分間宛加熱して得たる各論毒液を，前法の如く水蒸器蒸登留に附し

て得たる争論につき，フォノンムアノソデヒード，フェノーノレ，アセトン等の試駿を施行

せるに次の如き成績を示せう．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表

　　呈色反慮
検

　　液

フォルムアルデヒード呈色三三 フェノール呈色反癒

農ミニ晶晶二品侵一ネ騰長巖ロ巖ロ鶴嫌綴嚴

磁騰欝糠1繍趣讐薫ず
同上第，液鰍藍擁紅藻薦L色せず・

需圭轟僅赫　慧1：：：

　備考　アセトン反感は各一目につき施行せるも之を日田せず

姿岬雲隠星

　　　　　（5万分1）

　リリ
　　　　，，（6万分1）

　　　　　　，，く　のエラ

懲。万分、歩1・

呈色せず

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色せず

　，，

　，，

　，，

　，，

　前記試験成績に示すが如く，心馳試験に依れる竜のは碑銘水にて庭威せる続合に断

て，酬・フ。・瞥ア・・デ・一ド螺・フーノー・吻艶鷹を示し4％酷酸1こて鯉

せる竜のは前者に比して其呈色反鷹著明にして・更に之を同一・容器につき縫移して4

同温浸せるものに就き試駒せるに，毎同漸次逓減の傾向を看るも全く消減するに到ら

ざりき．次に之を清酒及び食酢を以て重湯年上1こ3〔1分間加熱庭離したる揚合の影響を

試験せめ．．即ち其残績次の如し・
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第 3 表

　　　　呈色顧慮　　　　　フォルムアルデヒード呈色反施1　　　フェノ帥ル呈色反感
．桧 ｱ一＼二ど二趨劇搬．，葦・ボ灘駈罐娠・総崖産：聾

　　　備考　アセトン反1まは各国液に就き施行せるも之を検出せず

　邸ち前表に示すが如く清酒を以て温浸せる揚合は，微量のフ．㌃ノレムアノンデヒード類

．似の反鷹拉に稽著明のフェノーノンの反鷹を示し，食酢の場合は前記4％酷酸温浸の場

合と殆ど同一開係を示せり．

　術ほ念のため衛生局逡附の瞼膣水呑器1個に就き，最初に4％酷酸にて24時聞冷

浸し，次に4％酷酸を用ひて3〔〕二間温浸し，更に同一瞼腔に就き，順次に純潔清，50％

酒精，10％酒精，1％ナトロン摘液及び1％臨酸を以て，前記と同一方法に依り24時

間冷浸して之を試駿せるに，次の成績を得たウ．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表

　　、呈色反感

桧　∵一＼
　　　｝i．く

フォルムアルデヒ輯ド呈色反感 フェノール呈色反感

茂ミニ巡認，鐙鹸一罪岳搬麩嗜憂　謡是議1灘撫
水．β論

翻19繋面面灘歴日韮芝｝｝菱

同上　純｝百楕冷・浸液

同上50タ6滴精冷．浸液

同上10％酒‡澄冷浸液

同上

1％ナトロン含浸液

同上1％痘戯画浸液

1呈興せず㌦∴色せず：痕

　　　　　　　し

［絶壷諜
　　　i

，，

，，

，，

，，

・陥せず：艶せず惣ず欝争折惣

紫紺紫．・・淡赤部餓
跡早色せ’ず　．，・

極復藍紫

淡　　糠

結 論

呈色せ，出せ．

，，

冒沈艇を折．

　　ず
」　　　，，

徴　　赤．
（季つ　ユ1ノゴ分i　　　牙．1）

呈色せず　　”

　　び
　ず1呈色せず
　　1
，，　　　　　　　　　　

　　　　　　　り

　　｝

　　　　　　　　　　　，，

，，i，，

”　｝　”

　　　，，

　前記試験成績に示すが如く，ラ。カライト製品を量器の材料として專ら冷溶液にの

み使用するときは，小官等の使用せし試験材料につき施行せる試駿範圃内，即ち冷水，

4％程度迄の酷酸・微弱の三百雛又はア・・カリ溶液，各濃度の酒野蒜こ清酒及食酢等

に就き行ひたる試．瞼に於ては，之等の二二の量器として使用する場合には，衛生上有
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害の虞之なきが如しと錐も，長時の使用に際し常に上蓮の如き好成績を保績し得るや

否や，両ほ何れの製品も亦常に前記と同一成績を示すや否や，之を保し難く，且つ蒸

瑠水にて温浸するときは浸液は勘iにフォノレムアノレデヒード友フェノーノレの反鷹を呈す

るを以て観れば，ラッカライト製品を材料とせる容器は，温熱に封ずる抵抗力弱く，

之にようて僅微なうとは云へ共構成々分たるフォノンムアノレデヒード及フェノPノレに分

解する揚合あるものと解せざるを得ず．然るに各種の液量器は時として清洗其他の爲

め之を温湯にて勢門する回合之なしとせず．勘の如きを以て衛生上萬全を期せんが爲

あにはう，，カライト製品は之を液量器（殊に飲食物用）の材料として使用せざるを可

とすべし，而して温水の外，4％酷酸等にて庭附せるものは，前記試験成績に示すが

如く，有害金厩は之を槍出せずと錐も著量の西下櫃物質を溶出し，此物質は動物試験

に干て著しき毒性を示さ灼し竜，温浸液は何れ竜著明のフォノンムアノレデヒ・一ド拉に

フェノーノレの呈色反慮を示し，数同門績的に温浸するときは，樹脂歌物質虹に前記雨

呈色反鷹は漸次逓減の傾向あるも全く清失するに至らず，之等の成績に徴すれば，ラ

ヅカライト製品を材料とする器具を温液禮の容器として使用することは，衛生上有害

の虞あるものにして，1從って之を廣く一般飲食物用器具として使用することは，不適

具なうと到定せざるを得ず・

　　　　　　　　　　　　　　　　附　　　　記

　當衛生試験所検明部に於て依頼試験の爲め提出せしめたるラッカライト製量器（衛

生局よウ同途せられたるものと同一形なるも其限澤を異にぜのに就きて施行せる成

績に惚れば，4％酷酸にて40鹸時間冷浸し，叉は熱湯を容れ12時間放置するときは・

典浸液はフォノγムアノレデヒード及フェノーノγの反慮を呈せウ．

　　　　　　昭和四年二月



泡踊中・チ唾ア加ホル試鰍績報皆 ユ81

　　　　泡盛酒中メチールアノレユホル試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　技師衣．笠　 豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　技手服部　二二

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　手・秋　山　勝　治

　昭和3年12月22日附三保第903號を以て衛生局長よム照會に係る池盛酒中メチー・ノレ

ァノレコホノ一掬旧領關し・実れが言燃を施行し次の蝋哲專燭を以て之を鮪

す．

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　材　　料

　衛生局よう迭附せられたる可二品は陶製二言にして，其内容量，外観，比重及び酒

精含量を干せるに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　　楽

才　脱　1内容量（CCm）；外　観　1比　重　1緯葦縦監｝i
備 考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1號　　150　　無　色　0．9474　41．95　酒造組合（京都博沖総縣責自切）

　第2號　　　　150　　　同　　上　　0，9607　　39，5｛　馬揚商店（同上）

　第3號　　　130　　徴貰色　　0．9563　　37．58　黒［H商店（同上）

　第4號　　　　360　　　無　　色　　（L9509　’　37．09　ニノ宮商店（同上）

　第5號　　　　115　　　微i黄色　　0，9505　、　33，71　ニノ宮商店（阪神博出品物）

　第6號　　　　200　　無　　色　　0．9523　　38，61　酒造組合（沖縄縣物産販費大阪斡旋所宣傳品）

　第7號　120　同上0・9δ15136・81i破瑞城商L！「（同上）

郷號　・・同・・l　l　家山試柵

　　　　　　　　　　　　　　試験方法虻成績

　現行公定メチーノレアノンコホノレ試験法に從ひ先づ豫試験を行ひたるに，共結果第1號

槍膿は最：も著明のメチーノγアノレコホノレ反慮を生起し，第2號乃至第4號槍膿竜亦微弱

・の類似反慮を呈せるを以て，更に延んで之をヘキサメチレソテトラミン昇押回盤とし

イ立謹する確定試験を施行せるに，其成績次の如し．
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第 2 表

豫　備　試　験（フクシン亜硫酸溶液に封ずる反施i）1確定試瞼（ヘキサメチレンテトラミン反艶：♪

撚・・分後・・旧記ll噺・・時間後 5％昇末溶液による結品生成歌溌

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第1號紫　　1紫　　i紫　糸僕　　柳き異糊沙数析出
　第2號微　　藍　　紫復　　藍　　紫淡　　　　 紫．淡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紫特異の結品を検斑せ’ず

第聯二藍：極役藍：微　藍：淡　細上
　第班殆ど艶せ榊順列μ　正『微藍紫i同上
　第δ號殆ど呈色せ尤枢　微　藍1殆ど呈色せずi殆ど呈色せず1

篶1継雛色ll隼灘董灘・麟1
　第8費　　　　桧液少量にて試験不可能

　以上の試瞼成績によれば第1號楡淀豊中にはメチーノレアノンコホノンを含イfする事租血紅

なるも，第2號乃至第7號徐鵬はメチー、ノンアノレコホノンを含イ∫するものと認め難し・而

して第8號検温は少量の臨め公定法に準指して試験するを得ざうしを以て，蓑に小官

等の創案せる試験法（衛生一斗所彙報第32號322頁墾照）に從ひて試1心し，同時に爾他

の櫨膿に就きても亦同様に試験し共結果を公定法に於ける成績と相封照し，以てメチ

ーー泣Aノレコホノレ存否の必定に資せう．今小官等の改良試験法を略述すれば次の如し．

　可丸池盛酒1〔lccmを内容約5｛，cclnの蒸鱈硝子士曇に容れ，炭酸石次0．1－0．59を加へ

たる後戸に約直角に2同屈曲せる長さ75Cmの世話用硝子管を緊密に連結し，共管の

中央部は幾分流下口に向って傾斜せしめ，硝子堤をアスベスト板上に置き，小火焔にて

徐々に熱し，1ccmを氷冷せる劃度！1・圓劇中14留寂し，鍛液0．1cc111，0．2ccm及0．3ccln

を3佃の試験’管に容れ，各面を加へて維量を5CCmとなし，之に1％過マンガン酸カ

リウム溶液5ccm及50％硫酸1）．4ccmを加へたる後2分庭q放置し，8％修酸溶液1cc111を

加へて脱色せしめ，次に濃硫酸ユccmを添加（但しメチーノレアノレコホノレの限堺・」置セを試

験すべき必要あるものは濃硫酸2CCI11を登誹叡せざる様注意して添加すべし）し，次に

フクシン亜硫酸溶液；5CCmを加へ，旧く揺動してよく混和し，栓塞して放置すること1

乃至2時間の後，紫色乃至紫紅色を呈するときはメチーノレアノレコホノレ存在の徴とす．

フクシン亜硫酸溶液は現行公定法に從ひ訓製す．

　前記試歩方法に從ひ可櫨試料8種に就き試臓を施行せるに次の成績を得たう．

o
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第 3 表

盟

各鯉液の1

供試量
（CCm）

濃硫酸lccm添加 濃　　硫　　酸　　2Ccm　　添　　加

1・分後1・畷1・撒2時・・痴・分後i・・分後睡咽・・撒

　　第　7　號

　　箪　8　號

　　　田

績を示せり・

　第9號

　第10號

　第11・號

　第12號「

　第13號

　第14號

第1號

第・號

第・號

oi

…號
　　　　｛…

　　　　｛

ilill讐同糊

α1　i極微藍紫’極微藍紫微藍紫極微藍紫
　　　　　　　　　　
02！微藍紫．微藍紫1同　微蜜三紫

・・i同1同1同　同
α1　極微藍趣微藍．微藍紫，徴藍紫
α21微藍紫1糖潔淡藍累拶濫紫

・・1同1同・i同1同

1蝉難耀鮮℃
1：1驚ず幣ず禦樫ず
0．3　　1　　同　　　　　　「可　　　…　　『可　　　　　　「F江

．0．1星尽せず淫尽せず呈色せず　　　　　　　　　　　　　皆色せず

02i．同1同1同　同
　　ト　　　　　　　　　　　　　　

・・遍い・■目同

　　I　　　　l　　　　l

淡　　藍

呈色せず

呈色せず

呈色せず

淡藍紫

呈色せず

呈色せず

呈色せず

　　　　1

　　　　：

紫　　紅1紫　　紅

　　　　1

艶せず P艶せず

　　　　1

艶せずヨ絶せず

呈色せず　呈色せず

次蟷脈・三面入ぜる・納1頗縣る下記泡盛酒六千蹴き試載るに，ヲ・嘱

　　　　　　薩州鰹刺野島天祠1下平松屋源兵騨冊

　　　　　　琉球泡盛同上

　　　　　　養老i魑の歳　同　　上

　　　　　　琉球泡盛　　沖縄縣首里市赤田町

　　　　　　琉球泡盛　　東京濡濡橋鹿鬼島屋詰品

　　　　　　純琉球泡盛　東京飯田橋岡本商店上品
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第　　　4　　表

槍
　　供’試量
笹
　　　（ccln）

濃

1「［押後

硫　　酸　　lccm　　添　　加

i2・分後1塒撒　 鱒1鞭

第　　9

第　 10　鷺

第　 11　號

第　　12　ぢ．慧

第　 13

第　　14　號

　1號｛i

∫l

　l：

　！｛…

．∫i

li

號｛｝

　∫I

　t

0．1

0．2

0．3

0．1

02
‘）．3

0．1

0．2

〔，．3

0．】

0．2

0．3

0．1

02
0．3

0。1

0．2

0．3

　　同
継微藍

殆ど呈色せず

趣微山
沿　　藍
非亟織藍
　　同
　　同

調微藍
　　同
　　同

呈色せず
　　1旦」

穏後号

呈色せず　　、　呈色せす
　　同　　　…　　同
　　同　i　阿
殆ど呈色せず　1殆・ど呈色せ’ず

　　　　　！ 　　同
趣微藍

殆ど呈色ぜず
趣　lllと：囚

役　　跳
錘　役　〕鑑

　　同
　　同
殆ど呈色せず
　　同
　　同

呈色せず
殆ど呈色せず

．極彼藍

　某吊せず
　　　同
　　　同

　呈・色せず
i　　同
1　　．同

1呈色せず
！　　同

1’麗野
｝　　同
1　　同
　呈色せず
　　　同
1　　同1

　呈色せず
　　　同
…　　同

　呈色せず
　　　同
　　　同

　某色せず
．　　同
　　　同
；呈色せず
　・　同

1麗響
i　　同
；　　同

1某色せず
　　　同
　　　同

　呈色せず
　　　同
　　　同

　前記14種に就き施行せる試・瞼成績に徴すうに・濃硫酸2ccm添加に全てもfl∫著明に

呈色するもの即ち小官等の設定せるメチーノレアノγコホノレの限界量O・05％以上を含有せ

りと認むべきものは第1下品1種にして堺町の手下にありては濃硫酸1ccm添加の場

合に於て稿メチーノγアノンコホノン類似の反慮を呈するものあるも，供試量0．3CCInに適

し濃硫2cCm添加試験に於ては穿て清失せり・

　今メチーノレァルコホノレの反感を無く呈せざる50％標準酒精を調製し之に種々の割合

にメチーノンァノシコホルを含有せしめ前記第1號品と封照し其含量を比色定量せるに次

の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　　表

検

　r　綜蔽の　渋硫歳1CC1・｝
泣　供試彙
　1（CCm）　1〔　分派．

添　加 濃硫酸2¢Cm添力il
・・分後…1・糊後・背後1・分点・・分衝時r服20午下

0。05％メチールアル．
コホ1レ含有51）％消拮、

縣暑緯瀦i
野諾議ア撫：
砿5％　メチールアル
コホル合有51〕％消捨：

1％メチーPレアルコ’
ホル含有50％漬楕1

桧腔第一我3

0．1

同

同

月

同

韻

　　　　　　　　　1
枢復麗極微聾． O野藍F皇役豊呈色せず呈色ぜず呈色せず呈色せず
　　　　　　・　　　1

驚紫階紫解紫1淡跳せ濃色響徽←窪獄
．淡藍紫淡藍紫淡藍紫淡　紫極微蜥堀1こ紫淡藍灸き淡藍紫
　　　l　　　　l　　　　l　　　　　　　　　．
　　　l　　　l　　　i　　　・　　　1
澱紫．町場紫三郎旨！淡紫三碧、淡■三二記短即事紫

淡雑紅紫紅紫紅淡紫ジと紫：紫紅紫紅
淡藍紫淡盤紫盤　紫　紫　‘窪微盤徴豊紫淡號紫淡藍誤旨
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　　備考　前表の試瞼成績は総てIS。の室温に於て施行せるものなり．

　前記比色試験成績に徴すれば第1號槍膿中のメチーノレアノμコホノレ含量は約0．3％（容

量）に該當するものと認む．

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　論

　以上の試駿成績を通覧するに第2號，第3號及第4號槍｛禮は公定法豫試験に於て僅

微の類似反慮を呈せるも，確定試験に於ては何れも陰性を示し，小官等の創定せる試

、験法に於て第2號乃至第4號検禮はメチーノレアノレコホノレ含量0．05％一〇．1％未満の程度

の呈色反慮を示し，第5號乃至第S號は全部陰性を呈せ動此の如く検品中其数種は租メ

チーノγアノγコホノンの類似反懸を呈するものあるも此現象は既に前同の報告（衛生試験

所彙報第32號322頁）中に詳細論述せるが如く主として天然の果實を原料として製造

する果誌上虹にブランデー，ウヰスキー及焼酎等に往々登見するところにして其含量

多くは0．05％以上0．1％未浦に過ぎず，何れも製造原料中のペクチン質よウ化生する

揚合多く小官等の創定せる試験法に從ひ，濃硫酸2CCInを使用するときは共1ccm添加の

揚合に於て呈色せるものも完全に消失すべし．然るに第1號瞼膿は公定法虹に小官等の

私法に於て共に租顯著なる呈色反慮を現はし，且つウロトノレビン昇求複盤として之を

確言し得たう，依て之を一定のメチーノレアノンコホノγ含有50％標準酒精を用ひ，比色定

量を施すに約0．3％含有のものに相當せり・而して墾考の爲め東京市内販責の泡盛酒

6種に就きて試瞼せるに何れも全く陰性の成績を示せう・斯くして合計14種の泡盛

酒中只1種のみ梢顯著なるメチーノンアルコホル反慮を呈する所以の竜のば，其原因奈

邊に存するや杢く不明に属すと錐も，此の如き微量のメチーノレアノレコホノレは之を故意

に混加せるものとは認あ難く，恐らく他の僅微の類似反慮を呈する検膿と同様に製造

行程中自然に化生せるものにあらずやと思考する露にして，第1三三膿は或は製造原

料，醸造法拉に蒸三法等に於て爾他の夫れと之を異にするものなき乎，若し然うとせ

ば其製造方法に改善を加へ，以て可及的メチールアルコホノレ不含の衛生的優良品の製

出に努力すべきを至當と信ず．

　　　　　　昭和四年二二月
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　　　　　　醤油防腐齊唖アソぜン錠：の醤油にさ封ずる

　　　　　　防腐敷力試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　師　衣　　笠　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　投手服’部　安藏

　昭和3年10月3日半衛聚第700號を以て，衛生局よう乱舞に係る醤油防腐捌アンぜ

ン錠の醤油に封ずる防腐浅官を試験し，次の成績を得たるを以て之を報告す．

　可検品は芥子油，パラフヰン及び砂糖の3品を熔和せしめ歴搾錠剤とせるものにし

て，製造者め唱ムると乙うに依れば，本品1週中には芥子油0．189，パラフヰン1・109，’

砂糖1）・20gを含有し，醤油樽詰の際其1斗に馴し1個を投入するときは，微止めの目

的を化すと云ぶ．

　　　　　　　　　　　　　　試　　・験　　方　　法

　市販㊧印醤油を試料とし水を以て之を適當に稀繹し，叉は之に腐敗醤油を混じ，各

200ccmを硝子瓶に謡う，之1「検騰を醤油1斗に慰し各々1個，2個，3個・4個及び

5佃に相画する計算量を加へ，将士に張く振化してよく混和し，之に封照として全く

藥物を加へざる●もの及び芥子油を石1Sgの割合に混入せる竜の等を作う，30。の艀卵

・器内に放置せり．

　腐敗の程度は液面に菌の聚落を生し途に杢面に及ぶを度としたう．

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　成　　績

　　　　　　　　　　　第1表腐敗醤油を加へざるもの

　醤油に水を加へてボーメ15度に稀卜したるものに次の如く盛物を加ふ
　　　　　　　　　　　‘．鴨　・．二’　　　　　　　　　　、

ll数1封
　　　　　　　　　　　　　　検　　　醤　油　　1　斗　　に　封　す　　る
照．

u「r一uT「も幽一函一1・
聲豊添加最　　　　　　i芥　子　油

副・Ti石・89
1

δ

10

12

異歌なし

　　，，

徹を生ず

微にて覆はる

黙なし：異厭し

　　，，　　　　　　　　　　　　，，

微を生ず　　　微を生ず

微にて覆はる1微にて覆をまる

異歌なし　　異1りこなし

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

徽を止ず　　微を生ず

撫で覆はる｝微にて覆1まる

異歌なし

　　り　　　　
徴、生斜

撒にて画

異歌なし

　　

　，，
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　　　　　　　　　　　第2表　腐敗醤油を加入せるもの、

　醤油に水を加ヘボー・メ15度に稀葎したるものに就き約10分1量の腐敗醤油（耗｝にて

濾過せるもの）を混じ次の如く薬物を加ふ．

ロ拶釘 照

醤　鴻　1　斗　に　封　す　る　検　昼ユ

・例1・個・．個レ
添加量　　　；芥子油
個　　　　　 5　　　　．f円　　　　　　石185

　　　1　　異歌なし　　異歌なし　　異欺なし　　異歌なし　　異朕なし　　異歌なし　　異厭なし

　　　3　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　，¶

　　　6　　役を生ず　　徹を生ず　　徴を生ず　　役を生ず　　徹を生ず　　徴を生ず　　　・・

　　　8撫で御聯にて覆はるi記奨蔽覆はる1障て覆は雛～にて覆はる伽て覆はる　”

　　　前記2表中芥子油を石189の割合に添力1せるものは，試験著手後31）日を経過せ

　　　るも異朕なし．之等の實験は何れも10月乃至11月の時期に於て之を施行せう．

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論

　前記試験成績に示すが如く，本門は製遣者の唱ふるところようも遙に多量を使用す

るも，醤油に回しては殆と全く防腐敷力を認めず．而して芥子油の醤油に封ずる防腐

敷力試験成績は，既に丁丁試験彙報第32號147頁に示すが如く，醤油1石に下し189

を使用するときは口々防腐二丁を認むるものにして，本晶の醤油1石に封ずる添加：量

中の芥子油穂量：は1．8gにオ月當するを以て，斯かる微量にては全く無致なるは極めて明・

瞭なるべし．且つ二品を使用せるll寺油は1皮面に恰も微類に近似せるパラフヰンを野遊

するを以て一見不快の戚を懐かしむ．故に本品は醤油防腐剤としては杢く便値無きも

のと認む・

　　昭和三年十一月
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The　lmperial　Hygienic　Lab6ratories．

Abs七racts　from七he．original：pape玲．

　　　　1．S七udies　on　the　determination　of　sulphurous　lacid　ill　foods．　By｝「．

K．ε’己～己9α8α，1乙線6ω再，ぶ1趣／α渉脳，K」ん吻α？》zα1，　IZ丑。．alld亙乃η）oぜ・

　　　　After　surveying　tho　various　血6tliods　｝jroposed　f6r　the　deternユillatioll　of

sulP11αr　dioxide　in　food　stuf℃s，　especially　on　comparisoll　of　those　described　by

Ilaasl），　J百rvillen2），　Schmidt3｝，　Froboese4），　and　Williams5），　the負）110wing　method

is　suggested　by　the　authors　to　be　suitable　alld　prac七icable　for　the　estima七ion　of

sulphurous　acid　jn　dried　aprico止s，　wjlle，　beeユ●，　sugar，　ge】atine　and　other　fbods；

　　　　Around－bottomed　flask　of　750　ccm．　capacity，　provided　with　two　tubes，　is

。・・mecも・d　by　the　exit　t・b・with・■i・b」9，slc・・d・n・eL　Th・1・wer　end。f　the

colldellser　is　colmected　by　an　adapter　about　5　mm．　internal　diameter　in　its　Iower

end，　to　a：Peligot　tube．whicll　has　two　vertical　glol）es　of　200　ccm．　capacity

respectively　alld　a　hor呈zon七al　globe　6f　50　cc皿．　Through　ano七her七ube　of七he

flask　reaching　to　its　botto皿，∫a　current　of　carbon　dioxide，　purified　by　means　of

potassium　peτmanganate，　is　introduced　into　lhe　f1群sk，　at　the　rate　of　about　150

1）ubbles　per　minu七e．　After　the　air　ih　the叩p3ratus　is　displaced　completely　by

CO・，10　ccm・・f・・t・・ch・・1・もi・n・・e　i耳t・・duced　i・t・1he　P・lig・七1・b・七・9・もh．ρ・

with　19．　of　potassiαm　iodide，　ahd　fille4　up　to　abOut　5Q　ccm・with　receutly　boiled

water，　and　then　added　3　drops　of　N／50　iodille　solu七ion　from　a．bure七te．　The

currellt　of　CO2　belng　continued　further，259・gf　the　sample　are　lntroduced　by

1110mentarily　removing　the　stoPPer　into　th6　flask，　rinsing　tlle　vessel　of　tlle

sample　with　180　ccm．　of　recenいy　boiled　wa七er，．右hen　a4ded　O・29・oftan1ユic　acid

and　25　ccm．　of　a　25　per　cent　solution　of’ 垂?盾唐垂?盾窒奄メ@acid．．The　mixturo　is

allowed七〇s七alld　for　15　minutes　in　the　current　of　CO2．　The　collteDts．of　tlle　flask

are　then　carefully　hea七ed，　so　tha七40－50　drops　distil　over　per．　millll七e　ih七he

1）

2）

3）

4）．

5）

B．Hass，：Ber。　Dt『ch．　Chem．　G♀s．15，154，1832．

K．K．　Jarville11，　Ztschr．　f．　Lebellsm．40，283，1925．

H．Schmidt，　Arb．　a。　d．　KaiserL　G65tmdheitsamt．21，233，1904．

V．Froboese，　Arb。　a．　d．　Reichsgesulldheitsamt，52，． U57，1920．・・

G．W．　Monier－Willlams，　Bri七．　Food　J。29，51，1927・
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currellt　of　CO、．　The　distillatio・・is　colltinued　jusむfo・’011e　llour，　addillg　N／50

iodinc　solution　from　tlle　burette　illto　the　Pehgot　tube　fl・om　time　to　time，　so　as

to　keep　the　solution　llot　decolorized．　TIIG　alllount　of　sulpllur　dioxide　per

kg．　of　tllG　sample　is　calculated　froln　ccln．　of　N／50　iodille　solutio1111ere　used，

and　it　II1と、y　be　colltro11ed　by　the　gravinlGtric　method　as　follows　ifIユeccessary。　After

the　distillation　is　comユ）1eted，　the　eolltents　of七llo　Peligot　tube　are　poured　illto

abeaker　alld　sulplluric　acid　formed　by　oxid乏、七ion　of　the　SO21Drecipitこ之tbd　alld

weighed　as　b乱rium　snlphate．　In　tho　case　of　drie⊂l　fruits，　the　sa11ユple　is　at．　iirst

mixod　thoroughly　witll　30　ccln．　of　a　6　per　cellt　solutioll　of　sodium　llydroxlde　alld

after　standillg　for　30　minutGs　it　is　illtroduced　illto　the　distilla七ioll　flask．

　　　　2．　On七he　determination　of　benzoic　acid　in　frui七juices　and　sirups。　］3y

｝こ1面？Rこ∬αsα，3．乙1面ηエorεalldコ五7躍増～o．

　　　　Inも11e　llew．　metllod．　proposGd　by　the　authors　for　determilla七ioll　of　bellzoic

acid　ill　fruitjllices｛しnd　sirups，　extractioll　with　a　111ixture　of　etller　alld’工．IDetroleunl

spiriむ　frolll　a　salt　solutioll　is　co1111一）il〕ed　with　sei）aratioll　of　benzoic　acid　by

qualltitative　sul）limatjon．　．Tlle　procedure　of　the　metllo～l　is　as　follows：

　　　　Intr・duce　1009．　of　tl・e　samPle　int・abeaker　and　sa七urate“▼ith　Pulv（・rized

soδium　clllori（1e．　Transfer　the　mixture　to　a　200　ccm．　volu111etr三。　flask，　rills三ng

thG　beaker　witll　saturated　sodiuln　cllloride　solutio1L　　ムlake　slightly　alkalille　to

Ii七1nus　paper　wi七11　milk　of　lime　or　10　per　cent　sodluln　llydroxide　solutiommd

ml　to　tllo　mark　wiLII　saturated　salむsolutio11．　Allow　to　stalld　for　Iしt　least　2110urs，

sllaking　frequelltly，　alld　then　fUter　tllroし19h　a　dry　Paper・　Trallsfelbユ00　cclu・of

the　filtrate　to　a　separatory　funne1．　∬「Gutralize　tlle　solutio11、vith　dilutc　hydro－

chloric　acid　（1十3）　alld　add　all　exccss　of　5　cc111．　of　the　sallle　acid・　Extracむ

。αrefully　with　a　mixtur60f　equal　volunle　of　ether　alld　petroleum　spirit（b．　p．

below　60℃．），　usillg　successively　pQrtiolls　80，70，70，　alld　60　ccm。　Trξmsfer　tho

combiIled　etheral　extracts　to　a　secolld　separato1・y　fuIIIlel，　was113　times　witI1

5ccln．　of　wat～｝r，　alld　r（額ect　the　aqucous　Iayer，　tllell　add　a　su缶cient　qualltity　of

｛mhydrous　sodium　su】phate　into　the　etheral　Iayer　alld　dry　for　llalfεm　hoしlr，　with

frequellt　shakin9．　　Filter　the　etheral　solution　tllrough　a　dry　盒lter　i1】to　all

Erlenmeyer’s　flask，　rillse　tlle　fullne1三uld　theβlter　with　anllydrous　etller・Distil

slowly　the　greater　part　ofthe　solvent　oll　a　water－bath　at　a　lo、v　temperature　ulユder

60。C・，　evaPorate　tlle　remailldcr　to　drylless　at　rooln　temperature　ill｛t　currellt　of

dry　air．　Dissolve　tlle　residuc　ill　a　srna111）ortion　of　allhydrous　etller　aud　trunsfer

tlle　etller　solutioll　to　a　test－tube　nleasuri119　aPproxi111ately　］5　to　16　em．　i11
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ユeng七h　and　1．5七〇1．8　c11L　illterllal　diameter，　rinsing七he　Hask　wi七h　the　sol、・ellt．

：Evaporate　the　etller七〇dryness　at　roon1七emperaもure，　or． @by　clampillg　the　test．

tube　in　position　ill　a　water圏1）ath　a七abou七30。C・，　in　a　dry　air　currellt・　IIltroduce

訊bout　2　g．　of　pute　dry　sand　into　tlle　tube．　、Vash　dowll　the　benzoic．acid　adlle一

：ring　to　the　side　of　the　tube　wi七11　a　few　drops　of　d｝G　solvent　and　evapora七e七he

．1at七er　again　in七he　dry　air　curre11七．　Push　down　a　picce　of　filter　paper　illto　tlle

tube　until　i七is　about　5　cm．　above　the　bottom　of　the七ube．．　Fi1口iquid　para缶11　u｝）

．to　4　cm．　jn　height　ill　a　weighing　bottle　of　3．5　cln，　in　diameter　and7cm．　ill　heigllt．

．：Place　the七ube　uprigh七inむhis　para伍n　bath，　so七ha七the　lower　4　cm．　of　tlle　tube

aro　immersed　in　the　bath，丘tting　the　tube　i11七〇〇ne　of七he七wo　holes　cu七illto　a

piece　of　asbestos　plate、vhich　is　covered　closely　o11七he　bottle，　wllile　a七herlnometer

being　PIaced　in　the　other　hole．　Carry　the　sublimatioII　out　for　about　one　llo七lr

．at　a　tempera七ure　of　180－190℃．　Remove　the　tube，　allow　to　coohmd　cut　off　tlle

lower　part．betweell　the　sand　Iayer　and　the　filter　paper　disc・　Tilell　relno篤・e

、carefully　the　filter　papar．　Dry　the　tube　for　one　llour　in　a　desicca七〇r　alld　weigh

it．　Dissolve　the　subli．mate　out　with　lleutral　ether，　alld　rcweigh　tlle　tube　after

being　rjnsed　wi七h七11e　solvent　and　dried　ill　a　steam　ove11，　the11．　cooled　ill　a

．desiccator．　Tlle　di伽1・ence　ill　weigh七is　takell　as　the　amoμ11t　of　bellzoic　acid，

and　i七is　con七rolled　by七he七i七raholl　as　follows：

　　　　To七he　ether　solution・of　the　sublimate　add　an　equal　volume　of　neutrこLl

alcollol　alld　l　or　2　drops　of　phenolphtalein　indicator　and　七i七ra七e　wit110．05　X．

．sodium　hydroxide。

　　　3．．Ef℃ect　of　benzoic　acid　on　the　preservation　of　fruit　juices．　By　I乙

」醜｝R‘9α8αalld　r墨髭。｝噛茗．

　　　4．On　the　na七ural　developmen七〇f　fbrmaldehyde　in　canned　crab　mea七．

Byy＝堀？視69αsα，コ］LKoηzoブε，3五伽zεε9と‘η認，　K・1諺oand　E・8んiη↓を9～‘・

　　　　5．　1σeber　das　1δsliche　Blei　von　glasierten　Nuss－und　Trin：kgeschirren　aus

．Ton，　Steingut　und　Porzellan．　Von］巳，Kli濯‘gαsα，　L　1血．‘60｝・εulld　2風∠1ゐ吻αη～α．

　　　6，Beitrage　zur　Desinfbktionsmethode　des　Papiergelds，　der　Briefb　und

der　allgemeinen　Schriften．

　　『1．Mit七eiung．　Ueber　Formaldehyddesinfbk七ion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　V’on　j？．＆ご。　ulld五勧定こ，α乙α6α．
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　　　7．．Beitrage　zur　Desinfbkもionsmethode　des　Papiergelds，　de1・Briefe　und

der　allgemeinen　Schriften．　　　　　　　．　　　　　　　　・

　　　II．　Mitteilung．　A．　Ueber　Sterilization　4u：rch　trocklle　Hitze．

　　　　　　・　　　　　B．Ueber　Sterilizatioll　durch　fbuchte　Hitze．　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　VOI1一～：～．＆と’o　und．τ1ぐ窃～εαゐα’α．

　　　8．Zur　Un七ersuchung貢ber　die　Desinf6ktionskra丘des　Verh枇ungsmittel

von　den　Geschlechtskrankheiten．　Vo111～．＾～罐。　und」鼠魚～ノαsゐ．f．

　　　g，Untersuchung　tiber　die　toxische　und　bac七ericide　Kra丘der　neuen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロGurgelmittel‘‘Conamo1”．　Von　j五丑。　und　E．撒f8こ｛31励1α．

　　　10．Analytical　Examination　of　ice　cream．　By　I二躍｝～？’9αsα，1～．＆lo，　r

！1～εピ’o｝ゴ，1＝1壷．～こ・α乙α’α，五ニノ1λ・ε～／α2，κ乙alld　llこ11a〃α81かε．

　　　11．Analytical　examination　of　toilet　powders．　：Byκκll～zεgα8α，　r

1五zだ。｝●．ε　and　五二∠4た勾ノα，♪～α．

　　　12．：Examina七ion　of　a　conde11白ed　produc七〇f　formaldehyde　and　carboric

acid，‘‘Lacqerite，’，　especially　on　its　sani亡ary　eff合cts．　By　I∵κ’，～こ‘gα8α，】匡魚ピ～or・δ

alld　J」乙　7a｝～～10．

　　　13．Examination　of　methyl　alcohol　in　a　alcoholic　drink‘‘Awamori”．　By

｝こ」K互η駕9α8α，1二」ワヒz配orf　andエiこ」4ゐ∫エノα？丑α．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　14・Effbct　of　a　preserYative‘‘Anzen，’table七〇n　the　preservatioll　of　soy・

13yI二1ζε’～～‘．9α8αandIこIZ乙αo’b・ε．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

●


